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明和町議会議長

森尻 茂

活
性
化

に

明和町長

斎藤 憲

明
和
町
誕
生
に
あ
た
り
、
議
会
を
代
表

し
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
年
十
月
一
日
、
住
民
待
望
の
「
明

和
町
」
が
こ
こ
に
誕
生
し
、
大
き
な
飛
躍

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
は
、
誠
に

ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
旧
千
江
田
村
、
梅
島
村
、

佐
貫
村
が
合
併
し
、
明
和
村
が
誕
生
し
た

の
は
昭
和
三
十
年
の
こ
と
で
し
た
。
以
来
、

四
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
先
輩
諸
兄
は
、

厳
し
い
社
会
情
勢
に
も
め
げ
ず
、
産
業
経

済
の
振
興
、
社
会
基
盤
の
整
備
、
住
民
福

よ
る
飛
躍

に

期
待

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

H

指
し
て

明
和
町
誕
生
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
様

方
に
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
町
制
も
十
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
、
明
和
村
が
「
明
和
町
」

と
し
て
、
大
き
な
飛
躍
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
と
共
に
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ
こ

に
郷
土
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た

先
輩
の
方
々
の
ご
苦
労
と
輝
か
し
い
ご
功

績
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
群
馬
県
知
事

を
は
じ
め
県
議
会
議
員
の
皆
様
な
ど
、
関

係
機
関
の
絶
大
な
る
ご
指
導
、
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
回
の
町

制
施
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
と
意
識
の
変
化
に
よ
る
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、
議
会
議
員
の
皆
様
を

は
じ
め
住
民
の
皆
様
の
意
向
を
雌
重
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

明
和
村
は
昭
和
三
十
年
三
月
一
日
、
旧

千
江
田
村
・
梅
島
村
・
佐
貫
村
の
三
村
の

合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
そ
れ
か
ら
満
四
十

三
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
交
通

網
の
発
達
や
情
報
化
、
国
際
化
の
到
来
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
に
あ
る
明
和
も
人
口

の
増
加
、
宅
地
や
地
域
の
開
発
、
工
場
誘

致
、
農
業
の
近
代
化
な
ど
様
々
な
時
代
の

流
れ
に
対
応
し
て
、
次
々
と
姿
を
変
化
さ

せ
な
が
ら
も
発
展
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の
向
上
に
、
苦
し

み
を
共
に
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
明
和
村

の
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
、
先
人
の
ご
労
苦
と
輝
か
し
い
ご
功

績
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
関
係
各
位

の
絶
大
な
る
ご
指
導
、
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
明
和
町
は
、
県
下
三
十
三
番
目

の
町
と
し
て
新
た
な
町
づ
く
り
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化
に
よ

る
飛
躍
の
道
が
開
け
て
く
る
も
の
と
、
議

員
一
同
心
か
ら
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
生
明
和
の
町
づ
く
り
は
、
水

と
緑
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
歴
史
や
伝
統

平
成
十
六
年
度
ま
で
の
明
和
を
展
望
す

る
第
四
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
で
は
、

明
和
町
の
特
性
を
考
慮
し
「
人
間
尊
重
」
「
資

源
の
有
効
活
用
」
「
明
和
文
化
の
創
造
」
を

基
本
に
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
地
域
間
や

産
業
間
、
伝
統
文
化
と
新
し
い
文
化
な
ど

の
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
常
に
町
民

の
側
に
立
っ
た
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民
だ
れ
も
が

豊
か
さ
と
生
き
が
い
を
感
じ
、
誇
り
と
愛

着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
私
た
ち
の
共

通
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

を
守
り
な
が
ら
、
住
民
の
幸
福
を
第
一
に
、

常
に
時
代
感
覚
を
磨
き
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
次
の
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
よ

り
魅
力
と
個
性
の
あ
る
豊
か
な
住
み
よ
い

郷
土
づ
く
り
を
、
私
た
ち
議
会
も
、
町
民

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
新
た
な
明
和
の
町
づ
く
り

に
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
明
和
町
の
大
い
な
る
発
展

と
、
町
民
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
会

を
代
表
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平成10年10月 10 日(±) (2) 



村 ヵ ｀
ら

人口と世帯の推移

口
人 ロ 一世帯 1km2 

世帯薮 あだり あだり

総数 男 女 人 口 人口密度

昭和 30 年 9,889 4,860 5,029 1,675 5.90 503 

40 年 8,630 4,247 4,383 1,712 5.04 439 

50 年 9,182 4,508 4,674 2,121 4.33 467 

60 年 10,156 5,066 5,090 2,553 3.98 516 

平成 7 年 11,255 5,647 5,608 3,124 3.60 572 

10 年 11,695 5,873 5,822 3,328 3.51 595 

（資料：国勢調盃平成 10 年は人口総数）
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製造品出荷額の推移雷眉閂業統計調査）
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 , 

] 3,352万4千円 (53.0%)
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門 9,807万9干円（31.2%)
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I | 8億3,780万円 (26.9%)

I 7億6,793万2千円
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| I 41 億2,592万円 (48.4%)
| 39億527万円

110 210 310 410 
l 

50億円

(3) 平成10年 10月 10 日（土）



年
月
日
明
和
村
の
歩
み

3
0％
旧
千
江
田
村
、
梅
島
村
、
佐
貫

村
が
合
併
し
新
村
明
和
村
誕
生

初
代
村
長
斎
藤
光
太
郎
氏
就
任

明
和
村
初
の
成
年
式

村
庁
舎
落
成
式

明
和
村
体
育
大
会

農
村
振
興
計
画
指
定

明
和
村
青
年
団
発
足

明
和
村
体
育
協
会
発
足

簡
素
化
を
目
指
し
、
第
1

回
夏

の
成
人
式

有
線
放
送
業
務
開
始

2

代
村
長
坂
上
義
兵
氏
就
任

1

都
6
県
水
防
演
習
（
利
根
川

須
賀
地
先
）

梨
の
特
産
地
に
県
指
定

明
和
村
商
工
会
設
立

道
路
補
修
用
に
ダ
ン
プ
カ
ー
購
入

上
水
道
が
完
成
し
、
給
水
開
始

小
・
中
学
校
統
合
し
、
始
業
式

昭
和
橋
開
通
式

西
小
学
校
校
舎
完
成

西
小
学
校
校
歌
制
定

花
舟
鉢
物
特
産
物
団
地
に
県
指
定

明
和
中
学
校
体
育
館
完
成

商
工
会
館
完
成

有
線
放
送
改
修
（
秘
話
個
別
呼

出
方
式
）
着
工

39 
尻砂％

38 37 36 
%% ％％砂ツ％ツ

35 34 
応炒％

33 32 31 
%% %Y 桝％ %% 

今
、

:. 

と
昭和橋開通

有線放送所

こ
明和村誕生を祝して万歳三唱

54 
% ％兄

53 52 
％％％ツ

51 50 49 
％％ヅヅゾ覧i

•••••• 
4

代
村
長
奈
良
丑
松
氏
就
任

西
保
育
園
開
設

生
活
改
善
運
動
開
始

東
保
育
園
開
設

東
小
学
校
校
歌
制
定

青
少
年
育
成
事
業
と
し
て
愛
の

鐘
設
置

村
営
住
宅
完
成
（
須
賀
）

千
津
井
渡
船
進
水
式

合
同
戦
没
者
追
悼
式

村
民
憲
章
、
村
の
木
（
つ
げ
）

村
の
花
（
菊
）
制
定

有
線
放
送
業
務
廃
止

屋
外
放
送
業
務
開
始

中
央
公
民
館
完
成
記
念
式
典

村営住宅完成（南大島）

明和工業団地に記念碑完成

芦ヽ
←ミ｀

千津井渡船

J I|俣駅・羽生駅間複線化

新
た
な
時
代
が

％孤
% 5
%
 

% 
賢4
%
 

% % % 

オフトーク通信開局

% 
吹
3
Y
 

翼 % %%% 
元
砂覧2

%
 5

代
村
長
斎
藤
憲
氏
就
任

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

明
和
・
千
江
田
農
協
、
館
林
市

農
協
と
合
併

無
料
法
律
相
談
ス
タ
ー
ト

合
併
3
5
周
年
記
念
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

「
非
核
平
和
の
村
」
宣
言

合
併
3
5周
年
記
念
村
民
マ
ラ
ソ

ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

明
和
工
業
団
地
進
出
企
業
決
定

村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
1
0
編
決
定

大
輪
公
園
（
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
）
オ
ー
プ
ン

日
本
花
丹
生
産
者
大
会
産
地
視

察
来
村

老
人
福
祉
亡
ン
タ
ー
入
場
者
1
0
万
人

明
和
工
業
団
地
に
記
念
碑
完
成

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
完
成

1
2年
ぶ
り
復
活
、
明
和
村
納
涼
祭

9
月
か
ら
学
校
週
5
日
制
（
毎

月
第
2

土
曜
）
ス
タ
ー
ト

東
武
伊
勢
崎
線
川
俣
駅
、
羽
生

駅
間
複
線
化
に
伴
い
運
転
開
始

「
環
境
」
宣
言

ふ
る
さ
と
の
広
場
B

ゾ
ー
ン
完

成
、
こ
け
ら
落
と
し

全
国
梨
研
究
大
会
産
地
視
察
来
村

幼
児
教
育
・
学
校
給
〈
良
検
討
委

員
会
が
村
長
に
答
申

困
i
贔
t
悶
西

平成10年 10月 10 日(±) (4) 
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明
和
中
学
校
プ
ー
ル
竣
工
式

有
線
放
送
か
ら
公
社
電
話
接
続

開
始

明
和
村
紋
章
制
定

旧
梅
島
、
佐
貴
の
二
農
協
が
合

併
し
、
明
和
村
農
協
誕
生

3

代
村
長
小
松
原
誠
司
氏
就
任

東
部
児
童
館
完
成

明
和
村
文
化
協
会
設
立

東
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
完
成

水
道
料
金
メ
ー
タ
ー
制

第
2

浄
水
場
完
成
し
、
給
水
開
始

中
央
幼
稚
園
設
立

第
1

回
明
和
村
老
人
福
祉
大
会

明
和
中
学
校
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
校
舎
完
成

川
俣
局
自
動
ダ
イ
ヤ
ル
式
開
始

村
内
に
初
の
横
断
歩
道
橋
完
成

（
川
俣
）

西
小
学
校
体
育
館
完
成

明
和
音
頭
・
明
和
小
阻
発
表

東
、
西
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
発
足

農
業
振
興
整
備
地
域
指
定

館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
分
署

冒コミ
収
集
車
に
よ
リ
コ
ミ
収
集
開
始

役
場
第
2

庁
舎
完
成

第
1

回
村
政
功
労
者
表
彰

工
業
再
配
置
の
誘
導
地
域
に
指
定

東
北
自
動
車
道
開
通
式
に
村
長

ら
出
席

武
道
館
完
成

中
央
保
育
園
開
設

明
和
村
土
地
開
発
公
社
発
足

東
幼
稚
園
完
成

村
初
の
村
営
住
宅
完
成
（
南
大
島
）

第
3

浄
水
場
竣
工
式

県立館林商工高等学校完成

元
％ッ
63 62 61 60 
ツヅ％ツ％況％妬％冠％

58 
% ％賢％

第
1

回
県
民
教
養
大
学

第
1

回
防
災
訓
練

合
併
2
5
周
年
記
念
式
典

2

階
建
村
営
住
宅
完
成
（
上
江
黒
）

視
察
研
修
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

明
和
分
署
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
導
入

西
小
学
校
増
築
、
中
央
幼
稚
園

完
成

明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
設
立

利
根
川
総
合
運
動
場
一
部
完
成

（
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

明
和
中
学
校
改
築
竣
工
式

明
和
診
療
所
新
装
オ
ー
プ
ン

社
会
体
育
館
竣
工
式

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
場

オ
ー
プ
ン

議
員
定
数

(
1
8
↓

1
2
)削
減
後

初
の
議
員
選
挙

東
小
学
校
校
舎
（
改
築
）
完
成

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

振
替
納
税
ス
タ
ー
ト

利
根
川
総
合
運
動
場
（
自
由
・

老
人
・
子
ど
も
の
広
場
）
完
成

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
運
動
開
始

第
4

浄
水
場
完
成

県
立
館
林
商
工
高
等
学
校
開
校

明
和
診
療
所
休
診

明
和
村
誌
完
成

明
和
村
行
政
改
革
大
綱
策
定

第
3

次
総
合
計
画
策
定

千
津
井
の
渡
し
船
運
休

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

農
業
共
済
業
務
広
域
化

館
林
市
と
の
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施

年
号
昭
和
か
ら
平
成
へ

明
和
工
業
団
地
造
成
事
業
開
始

ふるさと産業文化館完成
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オ
フ
ト
ー
ク
通
信
開
局

行
政
機
構
一
部
変
更

老
人
保
健
福
祉
計
画
ス
タ
ー
ト

B
&
G

財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン

ふ
る
さ
と
の
広
場

(
Cゾ
ー
ン
）

芝
生
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ

ー
プ
ン

高
餘
者
憲
章
制
定

合
併
4
0
周
年
記
念
式
典

第
4

次
総
合
計
画
策
定

川
俣
・
江
黒
駐
在
所
廃
止

明
和
駐
在
所
開
所

4

月
か
ら
学
校
週
5

日
制
（
毎

月
第
2
•

第
4

土
曜
）
ス
タ
ー
ト

公
共
施
設
送
迎
バ
ス
運
行

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
竣
工
式

村
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

商
工
会
事
務
所
移
転
披
露
式
典

（
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
内
）

町
制
施
行
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
盃
実
施

学
校
給
〈
良
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

東
幼
稚
園
・
東
保
育
園
休
園

南
大
島
浄
水
場
竣
工
式

四
号
線
ほ
か
3

路
線
の
都
市
計

画
道
路
決
定

中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
開

始
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

上
水
道
の
票
受
水
開
始

海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者
3
0
万
人
突
破

町
制
施
行
検
討
委
員
会
が
村
長

に
答
申

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設

福
祉
作
業
所
オ
ー
プ
ン

町
制
施
行
明
和
町
誕
生

町
民
憲
章
制
定

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
」
宣
言

(5) 平成10年 10月 10 日(±)



僕
は
、
明
和
村
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
こ
の
十
五
年
の
間
明
和
村
は
ず
い

ぶ
ん
と
変
化
し
、
す
ご
く
便
利
に
な
り

住
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

最
優
秀
賞

小
林
克
至
君

(3 年）

産
業
文
化
館
を
初
め
、
温
水
プ
ー
ル
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
給
食
セ
ン
タ

ー
等
多
く
の
施
設
が
で
き
ま
し
た
。
又
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
住
宅
や
会
社

も
沢
山
出
来
て
人
口
も
増
え
ま
し
た
。

僕
の
二
番
目
の
姉
は
、
結
婚
し
て
明

和
村
に
住
ん
で
い
ま
す
。
姉
の
だ
ん
な

さ
ん
の
実
家
は
秋
田
で
す
が
、
明
和
村

に
き
て
び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
す
。
自

分
の
所
は
一
応
町
だ
け
ど
駅
も
な
い
し
、

コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
、
施
設
も
あ
ま
り
な

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
話

を
聞
い
て
あ
ら
た
め
て
す
ば
ら
し
い
所

に
住
ん
で
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

こ
。t
 

「2
1世
紀
に
向
け
て
の
町
つ
く
り
」

プ
ー
マ

村
で
は
、
町
制
施
行
を
記
念
し
て
、
次
代
を
担
う
児

童
生
徒
が
将
来
に
何
を
望
み
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か

を
知
り
、
合
後
の
町
制
運
営
に
役
立
て
、
よ
リ
一
層
の

魅
力
あ
る
町
つ
く
り
を
推
進
す
る
だ
め
、
作
文
を
小
学

生

(
5年
生
以
上
）
2
9
8

人
、
中
学
生
4
7
7

人
を

対
象
に
募
集
し
ま
し
だ
。
そ
の
結
果
、
小
学
生

2
9
0

中
学
校
の
部

人
、
中
学
生
3
4
2

人
の
応
募
者
が
あ
り
、
小
学
校
の

部
で
最
優
秀
賞
1

点
、
優
秀
賞
2

点
、
佳
作
3

点
、
中

学
校
の
部
は
、
最
優
秀
賞
1

点
、
優
秀
賞
1

点
、
佳
作

3

点
が
決
ま
り
ま
し
だ
。

こ
こ
で
は
、
最
優
秀
賞
あ
よ
び
優
秀
賞
の
作
文
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

僕
は
、
明
和
の
梨
も
大
好
き
で
す
。

家
族
も
梨
が
大
好
き
で
毎
年
沢
山
食
べ

ま
す
。
又
、
色
と
り
ど
り
の
シ
ク
ラ
メ

ン
も
大
好
き
で
す
。
近
く
に
は
利
根
川

が
あ
り
、
僕
も
よ
く
い
き
ま
す
。

明
和
村
は
、
本
当
に
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
の
い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

明
和
村
が
、
こ
れ
か
ら
明
和
町
と
な

り
ま
す
。
一
文
字
ち
が
っ
た
だ
け
で
新

鮮
な
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
の
新
鮮
な
感

じ
の
明
和
町
が
も
っ
と
も
っ
と
発
展
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

町
の
発
展
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
が
、

美
し
い
自
然
が
破
壊
さ
れ
る
の
は
嫌
で

す
。
自
然
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
ふ
る

さ
と
が
な
く
な
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

自
然
と
文
化
の
共
存
の
中
で
、
心
の

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
人
は
ゆ
と
り
が
な
い
と
落
ち
着

き
が
な
く
な
り
、
つ
い
人
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

自
然
に
ふ
れ
て
心
が
ス
ー
ツ
と
軽
く
な

っ
た
時
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、
。
カ

町
制
施
行
記
念
作
文
入
賞
者

今
年
の
1
0月
か
ら
明
和
村
は
、
村
か

ら
町
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
っ
と

町
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
だ

け
ど
、
僕
は
な
ん
だ
か
う
れ
し
か
っ
た
。

今
ま
で
村
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も

の
ど
か
な
気
が
し
て
い
た
が
町
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
近
代
的
な

感
じ
が
し
て
な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な

か
っ
た
。
僕
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
明
和

町
を
せ
お
っ
て
い
く
立
場
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
僕
は
こ
の
町
を
近
代
的
な

町
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
僕
の
考

え
る
近
代
的
な
町
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
」

優
秀
賞奈良

和
樹
君

(3 年）

新
し
い
こ
と
や
変
わ
っ
た
こ
と
を
や

る
の
は
、
と
て
も
勇
気
が
い
り
ま
す
。

又
、
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
二
十
一

世
紀
に
は
、
僕
は
社
会
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
町
づ
く
り
は
、
人
ま
か
せ
で
は

な
く
自
分
も
そ
の
中
に
参
加
し
て
、
一

緒
に
築
き
あ
げ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

古
い
も
の
を
大
切
に
し
て
、
新
し
い

も
の
に
挑
戦
し
、
子
供
や
年
寄
り
が
安

心
し
て
住
め
る
よ
う
な
町
に
な
っ
て
い

く
よ
う
に
、
僕
自
身
も
が
ん
ば
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

で
す
。
僕
は
こ
の
明
和
村
に
あ
る
梨
の

木
、
梨
の
花
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
や
田

や
畑
に
あ
る
緑
が
大
好
き
で
す
。
こ
ん

な
に
緑
が
あ
る
こ
と
は
、
明
和
村
に
と

っ
て
ど
ん
な
施
設
よ
り
も
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の
環

境
を
の
こ
し
つ
つ
近
代
的
な
町
づ
く
り

を
僕
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
ク
リ
ー

ン
な
町
づ
く
り
が
と
て
も
重
要
で
す
。

例
え
ば
最
近
問
題
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、

こ
の
こ
と
で
す
。
こ
の
明
和
村
に
も
大

き
な
焼
却
場
を
作
り
家
庭
な
ど
で
は
ゴ

ミ
を
燃
や
さ
ず
に
焼
却
場
で
ゴ
ミ
を
燃

や
し
、
よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有

害
物
質
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

ほ
か
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と

で
す
。
も
う
す
で
に
あ
る
地
区
な
ど
で

は
、
廃
品
回
収
を
や
っ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
町
に
町
営
の
リ
サ
イ

ク
ル
場
を
作
り
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ

を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を

も
と
に
い
ろ
い
ろ
な
新
製
品
を
つ
く
り

ま
た
世
の
中
の
役
に
立
つ
も
の
に
す
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
町
民
の
人
た
ち
な
ど
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
明
和
町
の
良
い
所
、

悪
い
所
、
ま
た
不
便
な
こ
と
な
ど
を
書

い
て
も
ら
い
そ
れ
を
も
と
に
さ
ら
に
よ

い
明
和
町
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

2
1世
紀
を
む

か
え
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
に
は
、
新
し
い
今
ま
で
と
は
違

っ
た
発
想
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に

も
目
を
む
け
、
町
民
の
人
々
の
意
見
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

平成10年10月 10 日出 (6) 



私
は
、
緑
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
町
、
に

ぎ
や
か
で
ほ
か
の
人
た
ち
が
「
明
和
町

は
い
い
な
ぁ
。
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

町
が
い
い
で
す
。
道
は
、
木
が
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
は
え
て
い
て
、
虫
た
ち
が
道

の
花
だ
ん
に
あ
つ
ま
っ
て
、
学
校
が
え

り
に
み
ん
な
が
、
よ
ろ
こ
ん
で
か
え
る

よ
う
な
道
が
あ
り
、
今
よ
り
公
園
が
ふ

え
て
、
大
人
か
ら
小
さ
い
子
ま
で
あ
そ

べ
る
公
園
が
ほ
し
い
で
す
。
プ
ー
ル
や

産
業
文
化
館
、
公
民
館
は
人
々
が
多
く

利
用
し
て
い
つ
も
人
が
い
る
所
に
し
た

い
で
す
。

お
ま
つ
り
は
、
春
ま
つ
り
、
夏
ま
つ

り
、
秋
ま
つ
り
、
冬
ま
つ
り
と
季
節
ご

と
に
あ
る
と
み
ん
な
が
た
の
し
め
る
と

（西小 5 年）

最
優
秀
賞

山
本
奈
穂
さ
ん

プ
ー
マ

小
学
校
の
部

思
い
ま
す
。

私
は
明
和
村
か
ら
明
和
町
に
変
わ
る

の
が
た
の
し
み
で
す
。
そ
れ
は
、
明
和

村
じ
ゅ
う
の
人
が
新
し
い
き
も
ち
で
明

和
町
を
新
し
い
考
え
で
変
え
て
く
れ
る

か
ら
で
す
。
今
の
明
和
村
も
よ
い
の
で

す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
よ
い
明
和
町
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
考
え

る
と
私
は
、
う
き
う
き
、
わ
く
わ
く
し

ま
す
。

私
は
、
新
し
い
明
和
の
た
め
に
、
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
道
路
を
よ
ご
さ
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

し
た
り
今
の
明
和
村
を
も
っ
と
き
れ
い

に
う
つ
く
し
く
し
て
、
そ
れ
か
ら
明
和

町
を
き
れ
い
な
ま
ま
で
む
か
え
た
い
で

す
。私

は
、
は
や
く
明
和
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
し
て
今
の
明
和
よ
り
も

っ
と
す
ば
ら
し
く
、
も
っ
と
自
然
に
ふ

れ
あ
え
て
、
も
っ
と
に
ぎ
や
か
な
明
和

町
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
町
の
未
来
」

私
の
考
え
て
い
る
明
和
の
未
来
は
、

お
年
よ
り
を
大
切
に
し
て
悪
い
こ
と
を

す
る
人
が
ぜ
ん
ぜ
ん
い
な
い
町
で
す
。

そ
し
て
動
物
と
ふ
れ
合
っ
た
り
、
ね
こ

ろ
が
っ
た
り
で
き
る
所
も
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
明
和
町
は
緑
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
空
気
が
き
れ
い
で
水
も
と
っ
て
も

き
れ
い
な
町
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
悪
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る

か
ら
、
小
さ
い
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る

所
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
み

ん
な
が
安
心
し
て
遊
ん
だ
り
、
暮
ら
し

た
り
で
き
る
町
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

環
境
も
よ
く
、
人
々
が
気
も
ち
よ
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
こ

で
は
お
年
よ
り
や
小
さ
い
子
達
を
大
切

に
し
ま
す
。

近
く
に
遊
園
地
も
あ
り
ま
す
。
花
が

い
っ
ぱ
い
咲
い
て
て
、
花
に
関
係
あ
る

乗
り
物
が
あ
る
空
気
の
き
れ
い
な
遊
園

地
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
空
気
が
き

れ
い
で
悪
い
人
が
い
な
く
て
環
境
が
き

れ
い
な
町
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
み

ん
な
が
ふ
れ
合
い
が
も
て
る
町
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

ダダタ...さ1...

優
秀
賞

日
比
野
衣
里
さ
ん

（東小 6 年）

未
来
の
明
和
町
は
自
動
車
が
あ
ま
り

走
っ
て
い
な
く
て
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自

転
車
で
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
走
っ
て
い
て
、

空
気
が
す
ご
く
き
れ
い
な
町
を
思
い
う

か
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
年
よ
り
や
小

さ
い
子
が
困
っ
て
い
た
ら
助
け
て
あ
げ

ら
れ
た
り
、
み
ん
な
が
し
ん
せ
つ
に
し

て
あ
げ
ら
れ
た
り
す
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
私
も
環
境
を
よ
ご
さ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
き

れ
い
な
町
に
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
気
を
付
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
7

年
前
ぐ
ら
い
に
、
東
京
か

ら
ひ
っ
こ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
し
て
来

た
時
は
、
ま
わ
り
を
見
る
と
、
ほ
と
ん

ど
が
田
ん
ぼ
で
し
た
。
ほ
か
に
も
、
カ

エ
ル
や
ト
カ
ゲ
な
ど
私
が
あ
ま
り
見
た

こ
と
の
な
い
生
物
、
植
物
な
ど
が
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
家
の
前

に
た
っ
て
い
る
と
、
山
が
う
っ
す
ら
と

見
え
た
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
明
和
村

は
め
ず
ら
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

（西小 6 年）

優
秀
賞

坂
本
弥
穂
さ
ん

け
れ
ど
今
は
、
昔
と
比
べ
て
み
る
と
、

家
の
前
に
は
す
ご
い
数
の
家
が
建
ち
、

私
や
近
所
の
子
供
た
ち
が
い
つ
も
遊
ん

で
い
た
空
地
に
も
、
い
つ
し
か
家
が
建

ち
、
い
ま
で
は
も
う
、
山
も
家
に
か
く

れ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
東
京
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で

見
あ
げ
る
夜
空
は
、
星
が
あ
ま
り
見
え

ま
せ
ん
。
明
和
に
帰
り
、
夜
空
を
見
上

げ
る
と
、
す
ご
く
き
れ
い
に
星
が
光
っ

て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
私

は
こ
の
明
和
で
、
ホ
タ
ル
が
見
て
見
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
は
き
れ
い

な
水
が
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
と
い

い
ま
す
。
私
は
明
和
村
で
め
ず
ら
し
い

生
物
な
ど
を
み
て
来
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

ホ
タ
ル
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
何
年
後
か
ぐ
ら
い
に
は
明
和
町

で
ホ
タ
ル
が
見
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

最
後
に
、
私
は
こ
の
明
和
町
が
、
東

京
や
、
他
に
い
ろ
い
ろ
な
と
か
い
の
よ

う
な
所
に
、
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

の
で
す
。
こ
の
明
和
に
来
て
、
た
く
さ

ん
の
生
物
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
緑
を
、

ぞ
ん
ぶ
ん
に
見
て
、
さ
わ
っ
て
も
ら
い
、

少
し
で
も
、
心
の
落
ち
つ
く
場
所
と
し

て
、
い
ろ
ん
な
人
に
そ
う
感
じ
て
も
ら

う
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
明
和
町
に
し
て
も

ら
い
た
い
な
あ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

(7) 平成10年10月 10 日(±)



第 3 回村議会定例会は、 9 月 7 日から 16日までの会期 10 日

間で開かれ、平成 9 年度一般会計をはじめ各種特別会計決算

等の認定や町制施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定、スポーツ振興都市宣言など21案件（村長提出）について

審議され、いすれも原案どあり可決承認されましだ。その主

な内容をあ知らせします。

村
を
町
に
す
る
こ
と
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

町
制
施
行
に
伴
い
、
制
定
さ
れ
て
い

る
関
係
条
例
を
整
備
す
る
た
め
の
条
例

講

案

人
権
擁
護
委
員
に

柿
沼
昭
博
さ
ん
推
せ
ん

各
種
一
部
事
務
組
合

規
約
の
変
更

次
口

＿
＿
―
-
ロ

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市

宣_ _ _ _ 
にコ

十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
の
柿
沼
昭
博
さ

ん

(
6
1歳・
江
口
）
を
再
度
、
同
委
員

に
推
せ
ん
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

を
制
定
す
る
も
の
で
、
条
文
の
中
で
「
村
」

を
「
町
」
に
し
、
「
大
字
」
を
削
除
し
ま

し
た
。
な
お
、
施
行
は
、
平
成
十
年
十

月
一
日
か
ら
で
す
。

本
村
が
十
月
一
日
を
期
し
て
明
和
町

と
な
る
た
め
、
関
係
す
る
次
の
七
組
合

の
規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
組

合
名
…
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
、
館
林
衛
生
施
設
組
合
、
邑
楽
館

林
医
療
事
務
組
合
、
館
林
邑
楽
交
通
災

害
共
済
市
町
村
組
合
、
館
林
地
区
消
防

組
合
、
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
、

群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

な
お
、
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市

町
村
組
合
で
は
、
併
せ
て
組
合
名
称
を

「
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
組
合
」
に
変

更
を
含
め
た
規
約
の
変
更
を
行
い
ま
し

こ
。t
 

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
三
八
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
六
億
四
、
一
四
五
万
九
千
円

に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
保
育
園
運
営
費
の
う

ち
広
域
入
所
負
担
金
、
邑
楽
用
水
路
改

修
関
連
工
事
負
担
金
な
ど
の
追
加
に
伴

う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
六
四
万
五
千

円
（
三
、
九
四
五
万
五
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
九
九
万
二
千
円

（
一
億
五
、
七
五
二
万
一
千
円
）

◇
県
支
出
金
一
四
万
一
千
円

（
一
億
一
、
九
三
九
万
二
千
円
）

◇
繰
越
金
二
六

0
万
九
千
円

（
一
億
五
、
二
六
0
万
九
千
円
）

歳
出

◇
民
生
費
ニ
―

0
万
七
千
円

（
七
億
七
、
0
八
八
万
三
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
一
五
五
万
円

（
二
億
―
―
-
、
七
二
九
万
四
千
円
）

◇
土
木
費
七
三
万
円

（
六
億
四
、
八
三
七
万
二
千
円
）

を
議
決

平
成
十
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

四
闘
叩
閃
饂
醤L
a
日
芦

第
三

回
村
議
会
定
例
会

計
決
算
を
認
定

県
の
要
綱
の
改
正
に
伴
い
、
高
齢
重

度
障
害
者
に
対
す
る
支
給
方
法
等
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平

成
十
年
十
月
一
日
か
ら
で
す
。

村
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平成10年10月 10 日田 (8) 



既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
六
五
六
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
七
億
六
、
五
七
六
万
円
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

を
追
加
補
正
し
、
一
般
会
計
へ
精
算
の

た
め
返
還
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総

額歳
入

◇
支
払
基
金
交
付
金
三
九
二
万
円

（
五
億
一
、
一
七
四
万
九
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
九
ニ
―
万
七
千
円

（
一
億
六
、
三
0
四
万
三
千
円
）

◇
県
支
出
金
一
三
一
万
三
千
円

（
三
、
九
七
六
万
九
千
円
）

◇
繰
越
金
一
、
ニ
―
―
万
円

（
一
、
ニ
―
―
万
一
千
円
）

歳
出

◇
諸
支
出
金
二
、
六
五
六
万
円

言
、
六
五
六
万
四
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
八
八
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
六
億
二
、
七
四
八
万
九
千
円
に

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
と
の
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
の
構
築
費
用
、
国
庫
負
担
金
等
の
還

付
金
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）

は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
一
五
万
一
千
円
減

（
一
億
九
、
一
三
七
万
―
―
―
千
円
）

◇
繰
入
金
六
三
五
万
七
千
円

（
七
、
一
五
五
万
七
千
円
）

◇
繰
越
金
一
三
一
万
七
千
円
減

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

既
定
の
予
算
総
額
に
、
収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出
に
そ
れ
ぞ
れ
四
五

0
万
五

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
邑
楽
用
水
路
改
修
工
事
に

係
る
水
道
管
工
事
費
の
追
加
に
伴
う
補

正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

収
入

◇
水
道
事
業
収
益
四
五

0
万
五
千
円

（
二
億
五
、
0
一
七
万
円
）

支
出

◇
水
道
事
業
費
用
四
五

0
万
五
千
円

（
二
億
四
、
三
六
六
万
五
千
円
）

本
村
で
は
、
従
来
か
ら
村
旗
に
関
す

る
規
程
の
定
め
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
今
回
の
町
制
施
行
に
合
わ
せ

て
紋
章
条
例
の
な
か
で
規
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
町
の
紋
章
の
図
案
は
村
の
紋

章
と
同
じ
も
の
で
す
。

◇
旗
に
使
用
す
る
と
き
の
規
格
及
び
色

彩
0

旗
の
大
き
さ
は
、
縦
2
に
対
し
て
横

3
の
割
合

〇
紋
章
の
大
き
さ
は
、
旗
の
横
の
長
さ

の
0
.
3
7
の
割
合

条
例
の

部
改
正

明

和

村

紋

水
道
事
業

会

一
万
六
千
円
）

（
四
、
三
一

歳
出

◇
総
務
費
―
―
五
万
円

（
五
二
八
万
一
千
円
）

◇
諸
支
出
金
三
七
三
万
九
千
円

（
四0
四
万
五
千
円
）

章 計

ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言

1
0
月
1
日
の
町
制
施
行
の
記
念
す
べ

き
日
を
期
し
て
、
町
民
憲
章
を
制
定
し

ま
し
た
。
制
定
文
は
、
村
民
憲
章
を
尊

重
し
て
基
本
的
に
は
「
村
」
の
部
分
を

「
町
」
と
す
る
等
の
字
句
の
訂
正
の
み

と
し
ま
し
た
。

な
お
、
制
定
文
の
内
容
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

1
0
月
1
日
の
町
制
施
行
を
期
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
よ
り

一
層
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
高
揚
、
住
民

の
心
身
の
健
全
な
育
成
と
人
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
2
1
世
紀
に
向

け
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
「
未
来
を

創
造
す
る
明
和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
宣
言
文
の
内
容
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

明
和
町
民
憲
章
の
制
定

0

旗
は
青

(
B
L
U
E
、
色
相
番
号

1
8
、
明
度
3
.
5
1
4
.
5
、
彩
度

8
1
9
)
の
地
に
紋
章
を
中
央
に
配

置
し
、
日
は
青
で
輪
郭
を
つ
け
、
月

は
全
体
及
び
日
和
を
白
地
で
抜
き
出

す

ス
ポ
ー

明

わ
た
し
た
ち
明
和
町
民
は
、
郷
土
の
輝
か
し
い

歴
史
と
伝
統
を
う
け
つ
ぎ
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
明
和
町
の
誕
生
に
あ
た
り
、

町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
進
ん
で
実
践
す
る
道
し

る
べ
と
し
て
、
こ
の
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

い
つ
も
健
康
で
、
仕
事
に
精
を

だ
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

教
育
を
重
ん
じ
、
教
養
を
だ
t
J

め
、
文
化
の
か
あ
る
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
や
あ
と
し
よ
り
に
希
望

を
あ
だ
え
、
だ
が
い
に
助
け
あ

い
、
福
祉
の
町
を
つ
く
り
ま
し

和

よ
う
。

郷
土
を
愛
し
、
花
と
緑
を
そ
だ

て
、
美
し
い
環
境
の
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

き
ま
り
を
守
り
、
え
が
あ
で
話

し
あ
い
、
明
る
い
家
庭
と
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
1
0
年
1
0
月

1

日
制
定
）

ツ
振
興
都
市
宣
言

わ
た
く
し
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
健
康
で
、
た
く
ま
し
い
体
と
心
を
つ

く
り
、
町
民
の
英
知
を
結
集
し
、
明
る
＜
豊
か
な

明
和
町
を
築
く
た
め
に
、
こ
こ
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振

典
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

町
民
一
人
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
に
取
り

入
れ
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
仲
間
を
つ
く
り
、

友
情
・
連
帯
の
和
を
広
げ
、
明 町

る
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
体
と
心

を
き
た
え
、
人
間
愛
を
育
あ
明

る
い
社
会
つ
く
り
に
努
め
ま

す
。（

平
成
1
0
年
1
0
月
1

日
宣
言
）

民

憲

章

(9) 平成10年10月 10 日(±)



をお知らせします

の 状 況

平
成
九
年
度
の
一
般
会
計
あ
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。
主
な
事
業

と
し
ま
し
て
は
、
国
遵
―
二
二
号
を

含
む
都
市
計
画
幹
線
道
路
の
都
市
計

画
遍
路
決
定
や
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
な
と
の
ほ
か
都
市
基
盤
の
整
備
、

産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

健
康
•
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の

向
上
等
の
推
進
を
図
り
ま
し
だ
。

村 税 19億9,514万2,119円

地方交付税

41億2,592万0,094円

ヽ
、
’
ノ

円

I
-
2
0
億
( 

_
5
 

―
ー

_
0
 

―
ー

_-5 

繰

諸

そ

越
収

県支出金

地方譲与税

国庫支出金

自＇車取得税交付金

租料及び手敦料

の

金
入

他

10億6,787万8,000円 (25.9%)

2億4,199万4,754円 (5.9%)

2億3,467万2,433円

1億2,881 万4,488円

9,745万9,670円

9,110万3,697円 (2.2%)

6,796万7,000円

5,387万3,394円

1 億4,701 万4,539円

(48.4%) 

(5.7%) 

(3.1 %) 

(2.4%) 

(1.6%) 

(1.3%) 

(3.5%) 

゜

平
成
九
年
度
の
予
算
執
行
に
当
た

っ
て
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
を
指

針
と
し
て
編
成
し
執
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
国
の
経
済
見
通
し
は
、

景
気
の
回
復
テ
ン
ポ
が
緩
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
回
復
基
調
に
あ
る
と

い
う
判
断
の
も
と
に
財
政
運
営
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
は
な
か
な
か
回
復

基
調
に
は
な
ら
ず
に
九
年
度
が
経
過

し
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
人
税
で
は

一
兆
二
千
億
円
規
模
の
歳
入
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
業

績
の
良
い
企
業
が
あ
っ
た
た
め
、
む

し
ろ
増
額
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
財

政
運
営
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
お
り

健
全
財
政
の
運
営
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
従

来
か
ら
の
計
画
的
か
つ
、
重
点
的
な

財
漉
配
分
等
、
長
期
的
展
望
に
た
っ

て
の
財
政
運
営
に
よ
り
、
誇
り
と
愛

着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

主
要
事
業
で
は
、
国
道
一
―
―
二
号

を
含
む
都
市
計
画
幹
線
道
路
の
都
市

明
和
町
長

斎
藤

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
九
年
度

憲

計
画
決
定
の
実
施
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
完
成
に
伴
う
給
食
内
容
の
充
実

と
運
営
の
効
率
化
、
保
育
園
・
幼
稚

園
の
統
廃
合
の
推
進
、
情
報
化
社
会

に
対
応
し
た
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
室
の
導
入
、
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
を
図
る
た
め
ふ
る
さ
と
総
合

整
備
事
業
の
推
進
、
国
際
化
に
対
応

す
る
人
づ
く
り
の
た
め
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
重
点

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
従
来
か
ら
の

ペ
ー
ス
を
堅
持
し
な
が
ら
、
道
路
整

備
等
の
都
市
基
盤
の
整
備
、
農
業
生

産
基
盤
整
備
等
の
産
業
の
振
興
、
生

活
環
境
の
整
備
、
健
康
•
福
祉
の
向

上
、
教
育
文
化
の
向
上
等
、
一
層
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
行
政
を
推
進
し
、

所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
様

が
た
を
は
じ
め
と
し
、
町
民
各
位
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
こ
こ
に
決
算
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平成10年10月 10 日（上） (10) 



平成9年度決算

一 般

総務費 9億5,411 万0,345円 (24.4%)

民生費 6億5,164万8,050円 (16.7%)

土木費 5億7,380万8,986円 (14.7%)

教育費 5億 1,477万9,073円 (13.2%)

農林水産業費 3億 1,020万8,678円 (7.9%) 巴~ II 
39億0,527万0,031 円

衛生費 3億0,708万6,738円 (7.9%)

公債費 2億8,762万 1,776円 (7.4%)

消防費 2億0,022万9,877円 (5.1%) 

議会費 7,490万3,650円(1.9%)

その他 3,087万2,858円 (0.8%)
l 

゜
5 10 15 20 

（億円）

町民 1 人当たりの負担と受益（平灯詈叫閲見在）

会計

町民が負担した税金 町民 1 人に使われたお金
171,980円 336,632 円

住民税 固定資産税 議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費
86,777円 74,737円 6,456円 82,244円 56,172円 26,471 円 26,740円

長 噂 慮］ 虐
一―

馨
,-, 

埓金

．麟麟喧

軽自動車税 だばこ税 特別土地 土木費 消防費 教育費 公債費 その他
1,359円 4,957円 保有税 49,462円 17,260円 44,373円 24,793円 2,661 円

4,150円

會ら三応囁 パ犀
(11) 平成10年 10月 10 日出



一穀会計決算巴999

このような事業に使われました

総 務 費 土 木 費 衛 生 費
0 文書広報費（オフトーク通信関係

事業、広報紙発行費等） 3,130 

〇財産管理費（社会体育館西側駐車

場舗装工事等） 2,464 

〇企画費（インターネット等導入事

業、川俣事件講演会等） 936 

0 交通対策費（交通安全施設設置更

新工事等） 1,863 

0 自治振興費 1,230 

0財政調整基金費（減債基金積立金、

公共施設建設基金積立金等）

5億4,318

0 選挙費 459 

民 生 費
0村杜会福柾協議会事業補助金

350 
0 国民健康保険特別会計繰出金

706 

0 国民年金費 2億583

〇老人福祉費（ホームヘルプサービ

ス事業、デイサービスセンター管

理運営費、特別養護老人ホーム等

入所委託事業、特別養護老人ホー

ム建設事業補助金等 1億779

〇老人保健特別会計繰出金 3,817 

〇障害者福祉費 1,622 

〇医療福祉費 3,452 

〇老人福祉センター費 1,074 

〇児童措置費（児童手当） 1, 117 

〇保育園費 9,897 

0 道路維持費 5,751 

0 道路橋りょう新設改良費（舗装工

事、改良工事） 3億5,618

0 都市計画費（下水道事業関係調査

土地区画整理事業調査等） 7,732 

0 公園費（ふるさとの広場・大輪公

園・桜並木路維持管理等） 1,962 

0 村営住宅管理費 1,535 

0 土木災害復旧費 231 

教 育 費
0小学校費（東小コンピュータ教室

導入事業、西小学校南校舎耐震診

断事業等） 7,855 

0 中学校費（中学生海外派遣事業、

英語指導助手の招致事業、コンピ

ュータ導入事業等） 4,467 

〇幼稚園費 3,689 

〇杜会教育費 932 

0 青少年育成対策費 410 

0公民館費 2,426 

0 ふるさと産業文化館費 4,392 

〇図書館費 2,366 

〇保健体育費（各種教室・大会の開

催、体育施設の充実） 2,222 

0 海洋センター費 5,741 

0 学校給食センター費 5,151 

\:a.J I「 l’

足
J

夕
｛

>\‘ 

' /
r

 

農林水産業費
〇農業委員会費 808 

〇農業振興費（群馬の果樹生産振興

強化事業、ふれあい農園開設事業

等） 3,733
〇農地費（ふるさと農道緊急整備事

業、ふるさと総合整備事業、村単

水路改修工事、新生産調整基盤整

備事業、水田営農活性化排水対策

特別事業負担金等） 2億3,143

〇邑楽館林医療事務組合負担金

2,780 

〇邑楽館林医療事務組合病院事業会

計出資金 903 

〇予防費（各種予防接種および検診

等経費） 3,822 

〇環境衛生費（合併処理浄化槽設置

事業等） 1,809 

0水道事業会計繰出金等 5,000 

〇じん芥処理費（可燃性廃棄物等焼

却処分事業、粗大ごみ収集運搬処

理処分事業等） 7,571 

〇し尿処理費 3,077 

公

旨華；
ロ我

0議会費

商

労

債
0公債費（償還元金および支払利子

等） 2億8,762

消防費
〇館林地区消防組合負担金（常備・

非常備・施設費） 1億9,297

〇災害対策費（防災施設等整備、防

犯灯設置工事等） 726 

会

工

働

費

費
7,490 

費
〇商工振興費（村商工会助成金、商

工会融資利子補給金、商業設備近

代化資金貸出金等） 1,019 

費
〇労働諸費（勤労者生活資金貸付金

等）1,023

諸支出金
0土地開発基金利子繰出金 100 

平成10年10月 10 日（土） (12) 



平成 9 年度

特 別

老 人 保 健

会計

歳入 7 億2,082万9,921 円

歳出 7 億0,871万9,809円

差し引き 1, 211万0, 112円

老人保健は、お年寄りの健康を守

るための事業です。

歳出の99.0％を占める医療費は、

高齢化社会を反映して老人人口の増

加や入院医療費の増加により、前年

度に比べ約4,400万円 (6.6%) の増

加となりました。

国民健康保険

決

歳入 6 億3,185万8,185円

歳出 5 億8,874万2,856円

差し引き 4,311万5,329円

国民健康保険は、村民の皆さんの

健康を守る事業です。

歳出の大部分を占める医療費の伸

びは、年間で前年比5.0％の増加とな

り、高齢化が進む中にあって保険給

付支出が前年を上回りました。

水 道事業

◇収益的収支（税込）

収入 2 億2,228万9,948円

支出 1 億8,759万2,208円

純利益 3,469万7,740円

水道料金などの収入に対して、電

気料金・修繕費などの支出が下回り、

純利益（税込）となりました。

算
◇資本的収支（税込）

収入 5,000万0,000円

支出 9,319万8,733円

差し引き △4,319万8,733円

資本的収入額（出資金）が資本的

支出額（第 2 浄水場改修工事など）

に対して不足する額は、過年度分損

益勘定留保資金2,134万 1,008円、建

設改良積立金500万円、減債積立金646

万5,403円、過年度分消費税資本的収

支調整額627万8,072円および当年度

分消費税資本的収支調整額411万4,250

円で補てんしました。

主な事業は、第 2 浄水場の改修工

事に着手し、高架水槽の撤去および

PC 配水池の築造、さらに配水管網

整備事業等の建設工事を実施し、上

水の安定供給計画により事業を推進

しました。

明
和
村
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、
高

橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か
ら
「
明

和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を
適
切
な
処

理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
埋
め
た
、
こ
れ
を
搬
出
し
、

元
の
と
お
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

よ
う
な
内
容
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
第
1

回

(
8
/
5
)
に
引
き
続
き
、
第
2

回

の
口
頭
弁
論
が
9

月
9

日
、
前
橋
地
方

裁
判
所
（
村
田
達
生
裁
判
長
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側
3

名
と
被

告
代
理
人
2

名
（
森
尻
弁
護
士
、
福
島

弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
原
告
側
か
ら
出
さ

れ
た
準
備
書
面
（
既
に
裁
判
所
に
出
さ

れ
て
い
る
訴
状
に
つ
い
て
の
説
明
、
変

更
、
追
加
な
ど
行
う
文
書
）
に
つ
い
て

裁
判
長
か
ら
「
被
告
に
つ
い
て
求
め
る

事
が
追
加
、
変
更
さ
れ
た
が
、
裁
判
で

何
を
求
め
る
の
か
が
確
定
し
な
い
と
進

ま
な
い
、
次
回
の
公
判
時
ま
で
に
具
体

的
に
根
拠
（
条
文
）
を
ま
と
め
る
よ
う

に
」
と
い
う
指
ホ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
被
告
側
か
ら
は
準
備
書
面
に

よ
り
、

①
埋
め
立
て
だ
物
件
に
つ
い
て
平
成

9

年
2

月
2

日
実
施
し
た
粗
大
ご
み
は

三
分
類
し
て
処
理
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ

に
つ
い
て
は
再
生
処
理
困
難
な
も
の
と

し
て
、
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
は
再
資
源

化
で
き
る
ス
チ
ー
ル
類
等
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
業
者
に
委
託
処
分
し
た
も
の
で

埋
め
立
て
処
分
は
し
て
い
な
い
。

②
違
法
性
に
つ
い
て
村
の
粗
大
ご
み

の
収
集
事
業
は
平
成
元
年
に
開
始
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
村
民
の
強
い
要
望
に
基

づ
く
も
の
で
、
利
根
川
や
谷
田
川
の
河

川
敷
な
ど
に
こ
れ
ら
が
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
現
状
な
ど
か
ら
そ
の
防
止
の
た

め
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
県
や
保
健
所
に
確
認
の

上
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
違

法
で
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。
つ

ま
り
法
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、
一
、

0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、

村
の
埋
め
立
て
は
五

0
平
方
メ
ー
ト
ル

と
い
う
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
か
ら
違

法
で
は
な
い
。
ま
た
、
原
告
側
が
違
法

性
の
根
拠
と
す
る
平
成
7

年
1
2
月2
2日

厚
生
省
通
知
は
「
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
国
庫
補
助
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
」

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
件
と

は
直
接
関
係
は
な
い
。

と
弁
論
し
、
資
料
と
し
て
、
7

月
認
日

開
催
し
た
「
平
成
9

年
2

月
2

日
実
施

粗
大
ご
み
収
集
処
理
関
係
者
会
議
」
の

議
事
録
の
写
し
、
平
成
9

年
8

月
2
9
日

付
け
の
群
馬
県
環
境
生
活
部
生
活
環
境

課
長
通
知
「
廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
等

の
改
正
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
」
の

写
し
、
お
よ
び
「
広
報
め
い
わ
」
(
7月

号
）
の
写
し
の
3

点
を
提
出
し
ま
し
た
。

住
民
訴
訟
問
題
（
粗
大
ご
み
処
分
）

第
回
口
頭
弁
論
の
概
要

2
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町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

平
成

1

年
度
保
育
園

◇
日
時
1
1
月
7

日

□

午
前
8

時
3
0
分

◇
会
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◇
対
象
児

1

歳
＼
5

歳
児

◇
入
園
資
格
町
内
の
住
民
で
母
親
が
働

い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼
児
の
保

育
に
も
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
保
育
に

当
た
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
幼
児
等
で

す
。来

年
度
よ
り
5

歳
児
の
保
育
、
延
長

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

保
育
（
午
前
7

時
3
0
分
＼
午
後
6
時

の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

児
募
集
説
明
会

平
成
1
0
年
分
所
得
税
等
の
特
別
減
税
追

加
実
施
に
関
連
し
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受

給
者
等
お
よ
び
高
齢
で
低
所
得
者
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
、
並
び
に
低
所
得

で
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
に
対
す
る
在
宅

介
護
の
支
援
に
資
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
か
た
の
申

請
期
限
は
1
1
月
3
0
日
団
で
す
が
、
事
務
の

都
合
上
1
0
月
3
0
日
固
ま
で
に
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
福
祉
課
へ
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
種
類
等
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
該
当
予
定
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
給
付
金
の
種
類
（
対
象
者
1

人
に
つ
き
）

0

臨
時
福
祉
給
付
金
…
1

万
円

0

臨
時
介
護
福
祉
金
…
3

万
円

0

臨
時
特
別
給
付
金
…
1

万
円

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

◇
基
準
日
平
成
1
0

年
8

月
1

日
山
現
在

◇
申
請
万
法
福
祉
課
に
あ
る
申
請
用
紙

◇
支
給
日
（
予
定
）
1
1
月
3
0
日
⑪

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
i

o

‘> 

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

1
0
月1

日
か
ら
明
和
村
を
明
和
町
に
す

る
こ
と
に
関
し
て
の
事
務
手
続
き
は
、
県

議
会
の
議
決
を
経
て
7

月

3
0
日
に
知
事
決

定
後
、
自
治
大
臣
に
届
け
出
た
結
果
、

9

月
1
4
日
付
け
第2
2
9

号
で
官
報
告
示
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
自
治
大
臣
に
よ
る
告
示
に
よ
っ
て
、

町
制
施
行
は
1
0月
1

日
か
ら
効
力
を
生
じ

る
こ
と
に
な
り
、
事
務
手
続
き
は
す
べ
て

終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
内
で

企
画
課

町
制
施
行
は

9

月
1
4
日
付
で
官
報

内
線
3
4
0

/ 

3
3
番
目
の
明
和
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ー '...’c- ~ 

役場前に掲げられたのぼり旗

告
示

選挙啓発ポスタ - 20 点が県審査へ

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

内
線
3
3
2

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
村
審
査
が

9
月

8

日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、

県
審
査
に
臨
む
小
学
生
1
0
点
、
中
学

生
1
0
点
の
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
県
選

挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
、
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
小

•
中
学
校
の
美
術
関
係
の
教
員
ら
が

審
査
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
校

単
位
で
選
考
し
た
小
学
校
7
9
点
、
中

学
校
1
0
点
の
中
か
ら
次
の
か
た
が
た

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
小
学
校
の
部

（
）
は
小
学
校
名
・
学
年

▽
小
林
美
穂
（
東
2
)
▽
関
根
歩
美

（
東3
)
▽
多
田
昌
代
（
東
6
)
▽
ニ

瓶
樹
（
西
l
)
▽
河
内
山
知
幸
（
西

2
)
▽
二
瓶
梢
（
西
3
)
▽
沢
浦
薫

（
西3
)
▽
植
田
馨
（
西
5
)
▽
大
野

博
正
（
西
6
)
▽
池
田
捌
（
西
6
)

◇
中
学
校
の
部

（
）
は
学
年

▽
吉
永
俊
彦

(
1
)▽
久
保
口
育
美

(
1
)▽
増
田
佳
美

(
2
)▽
山
田
香

織

(
2
)▽
木
下
麻
衣
子

(
2
)
▽

澤
田
大
典

(
2
)▽
須
永
明
日
香
(
2
)

▽
野
本
拡

(
3
)▽
田
口
陽
子

(
3
)

▽
金
田
聖
子

(
3
)

平成10年10月 10 日（土） (14) 



役場 8(84)3111 

町 制 施 i
 

ク
1 記 念事 業

皆さんがお申し込みください

入会

場

料場

場

時

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
制
施
行
記

念
事
業
と
し
て
、
N
H
K

「
お
か
あ
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
」
の

1
6代
歌
の
お
ね
え

さ
ん
を
迎
え
「
神
崎
ゆ
う
子
ク
リ
ス
マ

ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ゆ
う

子
お
ね
え
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

、
。
カ日

1
2月
6

日
同

開
場
午
後

1

時
3
0分

開
演
午
後

2

時

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

全
席
自
由

大
人

1
,

子
ど
も

0
0
0

円

5
0
0

円

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館6

釧
5
5
5
5

神
崎
ゆ
う
子
お
ね
え
さ
ん

曲
名

チ
ケ
ッ
ト

神
崎
ゆ
う
子
お
ね
え
さ
ん
と
歌
お
う
ね
戸

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

搭
乗
料
金

町
で
は
、
町
制
施
行
記
念
事
業
と
し

て
次
の
と
お
り
『
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中

散
歩
』
を
実
施
し
ま
す
。
町
の
上
空
を

遊
覧
飛
行
し
、
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
夢
を
乗

せ
て
大
空
の
散
歩
を
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

日
時
1
1

月
1

日
同

午
前
1
0時
1

午
後
3

時

ふ
る
さ
と
の
広
場
B

ゾ
ー

ン大

企
画
課

所

飛
行
時
間

募
集
人
員

申
し
込
み

子
ど
も

2
,
0
0
0

円

(
3歳
以
上
小
学
生
以
下
）

1

フ
ラ
イ
ト

4

分

2
0
0

人

1
0月
2
7日
因
ま
で
に
役
場

企
画
課
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
搭
乗
予

定
時
間
も
お
申
し
出
く
だ

さ
い
）

(
3歳
以
上
中
学
生
以
下
）

な
お
、
当
日
券
は
い
ず
れ

も

2
0
0

円
増
で
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓

D
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
色
が
好
き
、
童
謡

メ
ド
レ
ー
、
虹
の
む
こ
う

に
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
赤

鼻
の
ト
ナ
カ
イ
、
サ
ン
タ

が
街
に
や
っ
て
く
る
ほ
か

空

を
遊

覧

飛
行

ヘ
人

3
,
0
0
0

円

リ

町
上コ
プ
タ

空

中
散
歩

空の上から遊覧飛行

健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
6
8
6

1
1月
1

日
同

午
前
1
0時
1

午
後
3

時

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

主
な
催
し
物

試
食
・
健
康
相
談
・
フ
ッ
素
塗
布
・

血
液
型
検
査
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

日
時

期
日

1
0月
3
0日
固
ー
1
1月
1

日
同

会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

主
な
催
し
物

〇
菊
花
展
…
図
書
館
南
側

1
0月
3
0日
固
＼
1
1月
3

日
因

0

作
品
展
…
研
修
室
・
ロ
ビ
ー

1
0月
3
0日
固
＼
1
1月
1

日
同

0

芸
能
発
表
…
ホ
ー
ル

1
1月
1

日
同
午
前
1
0時
＼
午
後
3

時

0

中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
…
ホ
ー
ル

1
0月
3
1日
山
午
前
9

時
＼

0

バ
ザ
ー
（
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
）
…
屋
外

1
1月
1

日
同
午
前
1
0時
か
ら
衣
類
や

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
バ
ザ
ー

〇
商
工
祭
…
駐
車
場

1
1月
1

日
同
午
前
1
0時
か
ら
バ
ザ
ー

青
空
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

健
康
ま

つ
り

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館6

釧
5
5
5
5

明
和
町
文
化
祭

(15) 平成10年 10月 10 日(±)



末

永
く

▲ダイヤモンド婚者の皆さん (5 組）

◇
四
世
代
以
上
同
居
家
族

機
村
久
七
（
斗
合
田
）

泉
田
光
一
（
矢
島
）

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰 （

敬
称
略
）

顕オ寸

彰
長

表
彰威祖

第
1
6回
明
和
村
老
人
福
祉
大
会
が
9

月
3

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
、
関
係
者
約

2
8
0
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
斎
藤
村
長
は
「
す

べ
て
の
高
齢
者
が
敬
愛
さ
れ
る
と
と
も

に
、
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障
さ

れ
た
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
の
た

め
に
努
力
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
老
人
扶
養
模
範
家
庭
で
あ
る

四
世
代
以
上
同
居
の
2

家
族
お
よ
び
ね

た
き
り
老
人
介
護
者
の
2

人
を
表
彰
し
、

第
弟
1
6
回

ぉ

多
田
榮
作
・
幸
江

石
川
定
吉
・
ナ
ミ

高
澤
信
治
・
た
け

大
野
長
太
郎
・
し
な
を

篠
木
清
一
・
と
し

（
斗
合
田
）

（
南
大
島
）

（
梅
原
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
顕
彰

さ
ら
に
本
年
度
中
に
結
婚

6
0周
年
を
迎

え
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
5

組
や
5
0周

年
を
迎
え
る
金
婚
者

4
0組
の
ご
夫
妻
の

顕
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
森
尻
村
議
会
議
長
な
ど
来
賓

の
か
た
が
た
か
ら
祝
福
を
い
た
だ
い
た

後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
多
田
榮
作
さ

ん
が
「
こ
の
栄
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
家
庭
の
円
満
と
地
域

の
福
祉
向
上
発
展
の
た
め
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◇
ね
だ
き
り
老
人
介
護
者

神
谷
芳
男
（
須
賀
）

多
田
吉
家
（
上
江
黒
）

※福上小森久関本岡青奈小田新荒新大野横多多野柴砂
17 地岡池尻保本澤安木良菅端井井井津中塚田田木崎賀
ペ □ 武村

l 正初 一 宗春 健政之 幹富順福禰年正徳金孝
ジ章男昇男明市雄榮昭一男弛清三一市次一男吉司作三
ヘ・
続卜な悦たシ静なかこか美卜ふ澄きフみせよアとまり
くモか子かゲ江かずめう津ヨみ子みミついしキみつん

子 子江

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ＾へ 9 へ＾ ^ ^ ^ 南南南南南南南南田田田田田江江江江千上上上下斗
大大大大大大大大 津江江江江合
島島島島島島島島島島島島島 □ 口 □ 口井黒黒黒黒田
ヽヽヽヽヽヽ——ヽー、一、ー、ヽ—/'--../、—-ヽヽヽヽヽ——

金
婚
者
顕
彰

老
人
福
祉
大
会

幸

せ

1こ

平成10年10月 10 日(±) (16) 



金金大篠始風立関福永神佐立坂竹本田
子子橋原澤間木 □ 田野谷藤川上迫澤島

佐八
増十祐代三金一正一 久松五源佐寒
蔵一男吉郎二治義郎好男夫郎次吉次弘

つさ志ち良文ろし菊シ幸ツット初静敏
やくんい子子＜づ枝ナ子ルヤヨ江江子

子子

◄

表
彰
を
受
け
る
受
賞
者

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 大大大須梅梅梅梅梅梅梅梅梅中新南南
大大

輪輪輪賀原原原原原原原原原谷里島島
‘—ヽヽヽヽ、、~ヽーー、ヽ——/‘‘‘`―一／―-ヽ

▼金婚者の皆さん (40組）

(17) 平成10年10月 10 日（土）



まちのわtfい
倒壊や火災等を想定して

公
じ
爺 合防災訓練

9

月
6

日
、
第

1
5回
総
合
防
災
訓
練
が
中

学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
区
長
会
、
消
防
団
、

婦
人
消
防
隊
、
東
西
小
学
校
の
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
、
県
防
災
航
空
隊
な
ど
1
2
団
体
、
4
5
0
人

余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

震
度
6

弱
の
烈
震
に
見
舞
わ
れ
家
屋
の
倒

壊
や
火
災
等
が
発
生
し
、
さ
ら
に
大
塑
台
風

が
接
近
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
川
が
増
水

し
堤
防
に
亀
裂
が
生
じ
た
と
い
う
想
定
で
、

道
路
復
旧
、
初
期
消
火
、
人
命
救
助
な
ど
の

訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
参
加

·
-
『
]
-

ぞむ―C

►
中
喜
恣
閃
訓

練
（
消
防
団
晨
）

し
、
校
舎
の
屋
上
か
ら

救
助
す
る
高
所
人
命
救

助
救
出
訓
練
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

訓
練
本
部
長
の
斎
藤

村
長
は
「
今
回
経
験
し

た
こ
と
を
地
域
の
か
た

が
た
に
P
R

を
し
て
、

被
害
を
最
少
限
に
食
い

止
め
る
よ
う
に
」
と
述

べ
ま
し
た
。

^’口J

▲消失訓練（少年消防クラブ員）

差別や偏見のない社会に

福祉パレード

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

第
2
6
回
邑
楽
・
館
林
ブ
ロ
ッ
ク
の
福
祉

パ
レ
ー
ド
が
9

月
4

日
に
開
か
れ
、
知
的

障
害
を
持
つ
か
た
や
そ
の
家
族
な
ど
が
、

知
的
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

村
で
は
、
中
央
公
民
館
で
村
長
、
村
議

会
議
長
、
教
育
長
、
村
内
関
係
者
な
ど
約

5
0
人
が
出
迎
え
ま
し
た
。

村
の
心
身
障
害
児
療
育
父
母
の
会
会
長

の
宮
崎
敬
次
さ
ん
か
ら
斎
藤
村
長
に
「
差

別
や
偏
見
を
な
く
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
共
に
生
き
、
共
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
、
行
政
、
議
会
、

教
育
等
の
機
関
に
お
い
て
も
ご
協
力
く
だ

さ
い
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

長寿を祝い高齢者慰問

86歳以上の143人

メッセージを伝える宮崎さん

村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
9

月

1
1
日
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
8
6
歳
以
上
の

長村
お
年
寄
り
を
対
象
に
敬
老
慰
問
を
行
い

藤
ま
し
た
。

斎る
斎
藤
村
長
、
江
原
助
役
、
瀬
下
社
会

曲
日月
福
祉
協
議
会
長
ら
関
係
者
が
3

班
に
分

をD
O
Oか
れ
て

1
4
3
人
（
男
4
8人
、
女
9
5
人
）
の

認
自
宅
を
訪
問
し
、
敬
老
年
金
や
記
念
品

———
-0 に

を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

A

村
内
最
高
齢
者
の
小
菅
塩
三
郎
さ
ん

さ郎
は
、
畑
に
出
か
け
て
野
菜
づ
く
り
を
し

た
り
テ
レ
ビ
鑑
賞
を
楽
し
む
な
ど
毎
日

三塩菅
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

\ 

）
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

平成10年10月 10 日田 (18) 



スポーツを通じて心の交流
総合福祉スポーツ大会

第
1
9回
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

9

月
2
7
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、

約
3
5
0
人
の
参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
心
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
お
年
寄
り
や
身
体
障

害
者
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用

者
、
母
子
・
寡
婦
家
庭
の
人
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
健
康
づ
く
り
と
相
互

の
親
睦
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
。

玉
入
れ
や
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
、
ボ
ー

ル
運
び
リ
レ
ー
な
ど
1
8種
目
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
ら
れ
、
お
年
寄
り
は
「
毎
年
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
、
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

スポーツを楽しむ参加者

余生は 楽 し

地区別敬老会

< 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
る

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
川
俣
駅
付
近
の
県

道
踏
切
東
側
道
路
沿
い
、

1
3
0
2
m
の

借
地
に
花
壇
を
整
備
し
ま
し
た
。

豊
か
な
緑
を
守
り
、
草
花
を
育
て
、

よ
り
魅
力
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
花
壇
に

は
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

約
1
,
8
0
0

本
の
草
花
を
植
え
付
け

ま
し
た
。

町
で
は
今
後
、
季
節
に
合
っ
た
花
を

植
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
美
し
い
花
が
通
勤
、
通
学
者
な
ど

の
道
行
く
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

9

月
9

日
（
中
部
）
と
1
7
日
（
西
部
）
、

2
1
日
（
東
部
）
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
地
区
別
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
余
生
を
み
ん
な
と
和
気
あ

い
あ
い
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
お
年

寄
り
の
か
た
が
た
の
た
め
に
隔
年
企
画

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
午
前
の
部
で

は
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
等
に
よ
る
芸
が
、

午
後
の
部
で
は
女
流
コ
ン
ト
「
く
れ
な

い
組
」
の
漫
才
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
て
い
る
か
た
は
「
第
1

週

と
第
3

週
の
木
曜
日
に
集
ま
っ
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
続

け
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

敬老会で楽しく踊る梅原老人クラブ会員

駅付近に花壇を整備

サルビアやマリーゴールドを植栽

道行く人たちの目を楽しませてくれる花壇

梨を使って事故ナシ願い

事故ナ

R
 
p
 

てつ

し
ロ

シ運動

/ 

9

月
2
1
日
、
村
で
は
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
村
内
の
幹

線
道
路
（
田
島
地
内
）
を
通
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
「
事
故
ナ
シ
」
と
書
か
れ
た
梨

を
配
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
「
ナ
シ
」
と
明
和
の
特
産

品
の
「
梨
」
を
か
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
こ

の
「
事
故
ナ
シ
運
動
」
は
、
明
和
独
自

の
活
動
で
、
毎
年
恒
例
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は

9

月
2
1

日
か
ら
3
0
日
ま
で
行
わ
れ
、
明
和
村
で

は
事
故
ナ
シ
運
動
の
ほ
か
、
川
俣
駅
で

も
交
通
安
全
の
P
R

を
行
い
ま
し
た
。

(19) 平成10拝10月 10 日(±)



~\` HEALT¥-¥ 
教室に参加してみませんガ

町では、平成 9 年度に引き続き、ダンベル体操教室と育児学級を開催しますので、皆さ

んふるってご参加ください。参加を希望されるかだは 10月30 日（金）までに、保健センターへ

あ申し込みください。

ダンベル体操教室日程表
期日 時間 場所 内 容

身長、体重、血圧測定、オリエン
1 1/11 （水） 10 00~ 保健 テーション

(1 日目） 11 45 センター 講話「運動の意義」
ウォーキング実習、体脂肪測定

講話「ダンベル体操の意義」
12/ 2 （水） 10 00~ 保健 ダンベル体操実習
(2 日目） 11 45 センター 健康のワンポイントアドバイ

ス「肥滴を防ごう」

12/16（水） 10 00~ 保健
ダンベル体操実習

(3 日目） 11 45 センター
健康のワンポイントアドバイ
ス「乳製品をとろう」

l /13（水） 10 00~ 保健
ダンベル体操実習

(4 日目） 11 45 センター
健康のワンポイントアドバイ

ス「減塩のエ夫」

2 /10（水） 10 00~ 保健 ダンベル体操実習
(5 日目） 11 45 センター 体脂肪測定

※対象者は一般成人で、先着30名です。

お
も
り
を
利
用
し
た
健
康
づ
く
り
体
操
、
そ
れ
が
ダ
ン
ベ
ル
体
操

で
す
。
一
日
わ
ず
か
1
5
分
の
ダ
ン
ベ
ル
体
操
が
、
た
る
ん
だ
か
ら
だ

を
引
き
締
め
、
太
り
に
く
い
体
質
へ
と
変
化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ダ
ン
ベ
ル
体
操
で
「
太
り
に
く
い
体
質
づ
く
り
を
」
と
い
う
の
は
、

実
は
基
礎
代
謝
量
と
筋
肉
の
量
の
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
か
ら
だ
の
基
礎
代
謝
量
は
2
0
歳
前
後
を
ピ
ー
ク
に
年
々
下
が
り
、

4
0
歳
代
に
な
っ
て
か
ら
急
に
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
こ
れ
は
、
そ
の
辺
り
の
年
代
か
ら
急
に
筋
関
の
量
が
減
少
し
、
ま

た
、
残
っ
て
い
る
筋
肉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
力
と
基
礎
代
謝

量
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
気
付
か
ず
に
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
て
い
る
と
、
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
過
剰
と
な
り
脂
肪
が
ど
ん
ど
ん
体
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
、
衰
え
ゆ
く
筋
肉
を
鍛
え

て
、
基
礎
代
謝
量
の
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
肥
溝
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
の
予
防
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
は
、
腰
痛
、
肩
こ
り
と
い
っ
た
か
ら
だ
の
不
調
や
骨
粗
し
ょ

う
症
の
予
防
に
も
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
、
運
動
経
験
の
な
い
か
た
で
も
手
軽
に
始
め
ら

れ
る
運
動
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

Q
 ダン
ベ
ル
を
使
っ
て
運
動
し
た

ら
、
筋
肉
は
ム
キ
ム
キ
に
な
ら

な
い
の
？

ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
続
け
て
い
く

A
と
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
の
よ

う
に
が
っ
し
り
と
し
た
筋
肉
が
つ
い
て

し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
す
る
人
が
多
く

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
の
筋
肉
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
か
な
り
重
い
重
量
の
ダ
ン

ベ
ル
で
筋
肉
に
強
い
刺
激
を
加
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
ダ
ン

ベ
ル
体
操
は
あ
く
ま
で
も
健
康
づ
く
り

が
目
的
。
ム
キ
ム
キ
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、

毎
日
続
け
て
い
け
ば
、
筋
肉
が
引
き
締

ま
り
、
ス
マ
ー
ト
な
か
ら
だ
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

ダ
ン
ベ
ル
体
操
を

始
め
る
に
あ
た
っ
て

育児の悩み、

育児教室
誰もが抱えている育児に対する

不安や悩み、みんなで一緒に考え

てみませんか。

近所に一緒に遊ぶ子供が少なく

て……と思っているかだなど、仲

間づくりにも最適です。

※対象者は 2 歳児の親子です。

一緒に考えてみませんか．，

因
巳
y
§
必
▲

4
-｀

期日 時間 場所 内 容

オリエンアーション、自

1 1/10（火） 10 00 保健 己紹介
I 講話「楽しみながら子育

(1 日目） 11 40 センター てを！」
手作りおやつ試食、交流

講話「子供の好きな食べ

1 1/30回 10 00 保健 物には危険がいっぱい」

I 親子ふれあいタイム
(2 日目） 11 30 センター 育児ワンポイントアド

バイス

平成10年 10 月 10 日(±) (20) 



「
つ
る
舞
う
形
の
群
馬
県
」
皆
さ
ん

よ
く
ご
存
じ
の
「
上
毛
カ
ル
タ
」
の
中

の
代
表
的
な
一
句
で
す
。

明
治
の
初
期
、
初
め
て
群
馬
県
が
で

き
た
時
、
鶴
の
首
に
あ
た
る
こ
の
あ
た

り
、
山
田
・
新
田
・
邑
楽
の
い
わ
ゆ
る

東
毛
三
郡
は
群
馬
県
に
は
入
ら
ず
に
栃

木
県
の
管
轄
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
中
に
は

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ

る
か
た
も
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
約
一
三

0
年
程
前
の

昔
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
治
の
初
期
と
い
え
ば
、
そ
れ
ま
で

江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た

政
治
の
体
制
が
崩
れ
、
替
わ
っ
て
明
治

の
新
政
府
に
よ
る
新
し
い
体
制
へ
の
転

換
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
で

めいわ再発貝
••• 

ふるさとだすねある記
No.38 

[ つる舞う形に値ぅ ] 

武
蔵
国

上
野
国

下
野
国

あ
る
町
の
行
政
区
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

明
治
二
十
二
年
に
市
町
村
制
が
布
か
れ

る
前
ま
で
は
一
っ
―
つ
の
独
立
し
た
村

で
、
こ
の
地
方
で
は
江
戸
時
代
に
そ
れ

ぞ
れ
幕
府
領
か
館
林
藩
領
や
旗
本
領
と

な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
明
治
と
な
っ

た
時
点
で
は
、
館
林
藩
領
で
あ
っ
た
村

（
江
口
•
田
島
・
南
大
島
・
新
里
・
中
谷

・
梅
原
・
川
俣
・
入
ケ
谷
・
矢
島
・
大

佐
貫
）
は
そ
の
ま
ま
、
旗
本
領
で
あ
っ

た
村
（
斗
合
田
・
江
黒
・
千
津
井
・
須

賀
・
大
輪
）
は
岩
鼻
県
の
管
轄
と
な
り
、

明
治
三
年
十
月
に
館
林
藩
所
属
と
な
り

ま
し
た
。
つ
い
で
明
治
四
年
七
月
十
四

日
に
廃
藩
置
県
に
よ
り
館
林
藩
は
館
林

こ
う
ず
け

県
と
な
り
、
こ
の
時
上
野
国
（
旧
国
名
。

今
の
群
馬
県
上
州
）
に
は
岩
鼻
県
の
ほ

か
に
新
し
く
前
橋
・
高
崎
・
沼
田
・
安

中
・
伊
勢
崎
・
小
幡
・
七
日
市
・
館
林

の
八
県
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

続
い
て
こ
れ
ら
の
県
が
廃
止
さ
れ
、
群

馬
県
（
第
一
次
）
が
明
治
四
年
十
月
二

十
八
日
（
群
馬
県
で
は
こ
の
こ
と
を
記

念
し
て
昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九
日
に

十
月
二
十
八
日
を
県
民
の
日
と
制
定
）

に
誕
生
し
た
わ
け
で
す
が
、
館
林
県
に

属
し
た
山
田
・
新
田
・
邑
楽
の
三
郡
は

明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
に
栃
木
県
に

編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
明
治
六
年

六
月
十
五
日
に
群
馬
県
と
入
間
県
が
合

併
し
て
熊
谷
県
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治

九
年
八
月
二
十
一
日
に
熊
谷
県
は
二
つ

に
分
割
さ
れ
、
上
野
国
分
と
栃
木
県
管

轄
と
な
っ
て
い
た
山
田
・
新
田
・
邑
楽

の
三
郡
を
併
せ
て
群
馬
県
（
第
二
次
）

が
成
立
。
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
過
渡

期
の
中
、
東
毛
三
郡
が
栃
木
県
管
轄
と

な
っ
た
明
治
四
年
十
一
月
十
四
日
よ
り

約
四
年
九
か
月
程
の
歳
月
を
経
て
昔
か

ら
の
上
野
国
に
戻
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

再
び
群
馬
の
地
に
大
空
を
舞
う
つ
る
の

姿
が
よ
み
が
え
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

（
早
川
久
美
記
）

お
わ
り

宇
都
宮
藩
宇
都
宮
県：

／
□＿1
]『
口~
lー

栃
木
目
第
次

佐
野
藩
佐
野
県
栃
木
県
（
第
一
次
）

吹
上
藩
吹
上
県
梁
田
郡

館
林
藩
館
林
県
岩
昴
限

吉
井
藩

前
橋
藩

高
崎
湘

沼
田
藩

安
中
藩

伊
勢
崎
藩

小
幡
藩

七
日
市
藩

1
1
1越
藩

群
篤
県
（
第
一
次
）

埼
玉
児

ー
栃
木
県
（
第
三
次
）

ー
群
馬
県
（
第
二
次
）

明治初年の関係諸県変遷表

/ 

] 
ヽ

館林邑楽地区 館林地区 千代田 赤冬※ 眉日 宜 畠板倉地区
明和地区 更日

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科 にのは

なにみI る限一

10 月 18 日
真中医院合村クリニック 後藤（内）医院慶友病院 館林地区と 小西医院 ；り
匹（72)1630 匹 (70)2221 匹（72)0134 匹（72)6000 同じです。 匹 (86)2261 』り間一日
浜野病院川田医院 上野医院礫川堂医院 増田医院 館林地区と

10 月 25 日 まは (匹72) 
匹 (88) 5678 匹 (72)3724 8(72)3330 8(74)0184 B (82) 2255 同じです。 ］雷 3

ヽ認 1 1 当 白沢医院小倉医院 森下医院岡田医院 わだらせクリニック 竹越医院
時 4

11 月 1 日 ま凸
匹 (72) 1600 匹（72)0606 匹（73)7776 匹 (72)3163 匹（77)2727 匹 (84)3137 しで が

てで

闊かす

11 月 3 日
菅沼医院 海宝病院 診畠̀  ー  し

番 匹（72)9090 匹（74)0811 ま

し す。
て ^ 眉

11 月 8 日
土井クリニック 大神医院 安楽岡医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と < 

だ

医
匹（72)8841 匹 (62)2200 ft (72) 0572 匹（72)4469 同じです。 同じです。 さ

昇し‘

゜
11 月 15 日

落合医院 川田（耳）医院 横田（善）医院 慶友病院 井上医院 館林地区と

員匹（72)3160 8(72)3314 匹（72)4970 匹（72)6000 8(82)1131 同じです。
ヽ
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町
制
施
行
記
念
第
1

回

町
民
水
泳
大
会

◇
期
日

1
1月

2
9日
⑪

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

1
1月
1
4日
田
か
ら
2
2日

同
ま
で
に
直
接
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募

集

1流 ---3
ゴ--- ---

社会体育館

匹 (84)4626 

海洋センター

匹 (84)5511

第
1
3回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

第
回
村
民

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

◇
小
・
中
学
生
の
部

優
勝
河
内
山
知
幸

準
優
勝
関
根
崇
憲

3

位
渋
沢
健
輔

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
石
村
フ
ク
子

準
優
勝
篠
木
と
め

3

位
和
田
政
江

◇
一
般
男
子
の
部

優
勝
大
島
武

準
優
勝
金
子
清

3

位
栗
原
賢
吉

7
 

．
』

ぷ

（
敬
称
略
）

大
会

◇
一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
石
村
正
・
塩
谷
敏
彦

準
優
勝
樽
見
武
志
·
庄
司
泰

3

位
石
川
和
夫
・
小
山
進

ー 結

果

優勝した皆さん

-----------—-• 

優勝したテニス・ソフトテニスの皆さん

◇
一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
加
藤
夏
子
・
新
村
陽
子

準
優
勝
台
路
子
・
持
田
秀
子

3

位
吉
水
文
子
・
吉
水
み
ち
代

第

2
4
回
村
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

◇
一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
堀
越
純
•
吉
田
裕
保

準
優
勝
武
田
富
仁
・
小
名
昭
仁

3

位
新
井
和
彦
・
内
田
一
弘

◇
一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
小
林
綾
乃
・
小
野
章
子

準
優
勝
中
島
浩
美
・
小
池
絵
理

◇
中
学
生
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
多
田
紀
夫
・
永
野
祐
介

準
優
勝
斎
藤
広
和
・
渡
辺
晃
士

3

位
落
合
祐
次
・
織
笠
慎
也

3

位
柴
田
賢
・
橋
本
拓
也

◇
中
学
生
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優勝した「リメンバービレッジ」

優勝した「ラブリーズ」

奈
良
浩
美
・
砂
賀
美
里

松
崎
美
穂
•
佐
藤
裕
美

福
田
侑
子
・
中
島
千
晴

小
久
保
祐
美
•
関
根
令
子

第

4
2
回
村
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◇
女
子
の
部

優
勝
ラ
ブ
リ
ー
ズ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

3

立
チ
ェ
リ
ー
ズ

,1 

◇
男
子
の
部

優
勝
リ
メ
ン
バ
ー
ビ
レ
ッ
ジ

3 3 準優
優

位位勝勝

準優
優争第
勝勝

マ
ー
ベ
ラ
ス

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

1
0
回
会
長
杯

奪
野
球
大
会

心正：｀一I ̀  -IT 伽ー■rli n `’ 

優勝した篠木さん

優
勝
篠
木
き
み
子

準
優
勝
柿
沼
け
さ
子

3

位
柴
崎
ツ
ル

第
回
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

, 

一そ5̀,4ｷ ら‘ ←；キ沼：；二ぷ；益→

優勝した「千津井」

優
勝
千
津
井

準
優
勝
大
輪

B

3

位
須
賀

3

位
矢
島
・
入
ケ
谷

第
回
村
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

17 

平成10年 10月 10 日田 (22) 



魯ねヒ
．
？
九

木
入
す
き
ー
つ

ぁ

つ
、

乞
わ
岳
2

積
作
も
国
の
文
化
r

称
え
ら
れ
細

ば
そ
生
さ
楚
ざ
減
反
強
い
ら
る

原
フ
美
津
子

` 

百
年
を
生
さ
し
ま
り
も
掌
に
つ
つ

み
湖
底
の
位
み
心
地
尋
ね
7

み
た

l

枯
l
f
J
初
江

こ
ほ
ろ
ぎ

矮
婢
の
嗚
．V
Y
呵
さ
つ
パ
ズ
ル
用

さ
科
各
の
頁
未
だ
残
れ
り原ヮ

文
江

格
雨
枡
け
ぬ
八
月
の
、
王
に
嗚
り
饗

く
祭
り
の
花
火
を
り
ャ
ふ
朽
う

泉
l
f
J
政
子

ゞ
、
立
人
の
念
識
あ
る
う
し
に

r

臣

行
の
言
景
に
動
転
し
つ
つ
電
詮
益

を
取
る
奈
良
照
子

よ
う
や

漸
く
に
格
雨
睛

1
1
、
宣
言
あ
り
た
る

も
異
常
気
象
に
早
も
立
秋野本

み
ね
子

;znF-

8.10 

¥-¥ TOW 

.̀::I::. 

埠

富

士

附
闘
m
J
役
揚

サ
ッ

h
_

i
l
B

部
長
田
口
晴
美

文

芸

私
た
ち
、
明
和
町
役
場
サ
ッ
カ
ー
部

は
昭
和
5
3年
に
結
成
さ
れ
、
今
年

2
0周

年
を
迎
え
た
チ
ー
ム
で
す
。
現
在
、
部

員
は
3
4名
で
、
ほ
か
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

3

名
を
含
む
大
所
帯
で
す
。
選
手
の
年

齢
差
も
、
上
は
生
誕
半
世
紀
に
あ
と
数

年
と
迫
る
部
長
か
ら
、
下
は
昨
年
成
人

式
を
終
え
た
ば
か
り
の
エ
ー
ス
ま
で
、

親
子
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
チ
ー
ム
は
小
・
中
・
高

校
と
バ
リ
バ
リ
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
で
、

別
の
チ
ー
ム
で
群
馬
リ
ー
グ
に
参
加
し

て
い
る
強
者
か
ら
、
年
に
一
度
の
飲
み

会
だ
け
顔
を
出
す
御
仁
ま
で
、
多
種
多

様
の
人
材
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
成
績
で
最
も
華
や
か
だ
っ
た

の
は
、
数
年
前
ま
で
参
加
し
て
い
た
全

国
自
治
体
職
員
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

で
県
予
選
を
準
優
勝
に
輝
き
、
北
関
東

大
会
に
ま
で
進
出
し
た
こ
と
で
す
。

現
在
は
、
平
成
5

年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
参
加
し
、

優
勝
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

国 民 年 金
第 7 回明和村納涼祭収入支出決算報告書

（単位：円）

扶養親族等申告書

の提出をしましょう
老齢年金を受けている次のかた

は、 11月中旬に社会保険業務セン

ターから「扶養親族等申告書」が

送られますので、必要事項を記入

し、提出期限までに必ず返送して

ください。

065歳以上で178万円以上の年金を

受けているかた

065歳未満で108万円以上の年金を

受けているかた

老齢年金には所得税がかかりま

す。所得税が正しく源泉徴収され

るよう、扶養親族等申告書は忘れ

ずに提出しましょう。

◎収入合計

前回繰越金

明和村補助金

寄付金

一般住民

運営委員

明和村

明和村議会

商工会員

一般企業等

役場課長

当日祝金

入

内

訳

雑

◎次回繰越金

6,480,404 

1,109,416 

3,000,000 

2,349,900 

668,900 

275,000 

50,000 

50,000 

913,000 

318,000 

55,000 

20,000 

21,088 

780,955 

◎支出合計 5,699,449 

舞台費 128,150 

電源電灯工事 327,442 

音響設備費 80,000 

出演料 100,000 

会議費 13,010 

通信費 15,960 

消耗品費 1, 169, 756 

広報費 29,190 

会場賄い費 956,179 

花火経費 1,850,000 

クリーニング料 180,587 

抽選会 487,650 

ちびっ子広場設置関係費309,915

お神輿保険料 21,310 

損害保険料 30,300 

ご協力ありがとうございました。

(23) 平成10年 10 月 10 日(±)



東毛ふれあいバス
ツアー参加者募集

l 館林財務事務所
8(72)4461 

◇期日・見学場所

①白鳥と茶釜コース 12月 12 日（土）

多々良沼、つつじが岡公園、渡良

瀬遊水地など

②渡良瀬紅葉コース 11 月 14 日(±)

鹿ノ川沼、渡良瀬渓谷、浅原百観

音など

③太平記コース 11 月 14 日（土）

尾島町歴史公園、生品神社、金山

など

◇集合場所・時間

①…桐生合同庁舎午前 8 時50分

集合午後 4 時30分解散（予定）

②…太田合同庁舎午前 8 時50分

集合午後 4 時解散（予定）

③…館林市三の丸南面駐車場 午

前 8 時40分集合午後 4 時解散（予

定）
◇対象者 桐生広域圏または東毛広

域圏内に在住の個人または家族

◇定員各コースとも 45人（応募者

多数の場合は抽選）

◇参加費無料（昼食は各自持参）

◇申し込み 10月 25 日（日） （当日消印

有効）までに、往復はがきに住所、

氏名、年齢、電話番号、希望コー

スを記入し、〒374-0029 館林市

仲町11:-10 館林財務事務所地域

振興室へ 家族申し込みの場合は、

全員の氏名、年齢を記入。申し込

みは 1 人 (1 家族） 1 枚に限ります。

10 月は労働保険

適用促進月間です

l ハローワーク館林匹（75)8609 こ
労働保険は、労働者災害補償保険

（労災保険）と雇用保険の総称です。

労働保険は、業種、規模のいかん

を問わず原則として労働者を 1 人以

上使用する事業は加入を義務づけら

れております。

まだ加入手続きのお済みでない事

業主のかたは、速やかに加入手続き

をされますようお願いいたします。

また、企業、団体等に雇用されて

いるかたがたは、ご自分の安心のた

めにも、改めて労働保険の加入の有

無を事業所にご確認ください。

お問い合わせは、ハローワーク館

林（館林公共職業安定所）へ

町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 冗（84)3111 こ
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 5 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

業
例

農
定

者
相

年
談

金
会

町農業委員会（役場経済課内）

匹 (84)3111

農業者年金相談員が、農業者年金

の資格、給付、農地関係など皆さん

のご相談に応じます。

◇日時 11 月 18 日（水） 午後 1 時30分

~3 時30分

◇場所館林市役所 203会議室

法人登記の名称変更

登記申請はお早めに

1 役場企画課
匹 (84)3111

法人登記については、町制施行に

伴い、名称変更による変更登記申請

が必要となりますので、法人自体の

住所の変更登記申請を行ってくださ

い。変更登記申請をしませんと、登

記簿の住所が村のままになっており

ますので、新町名で使用する場合

は、お早めに手続きをしてくださ

し ‘o

群馬県収穫感謝祭開催

県庁農業技術課

匹 027(223)1111

収穫感謝祭実行委員会では、生産

者と消費者の相互連携、豊かな実り

に感謝する気持ちを一層深めるため

に収穫感謝祭を開催します。

◇期日 10月 17 日田～ 18 日（日）

◇場所 グリーンドーム前橋ほか

◇内容市町村出展、ふるさと、交

流・芸能、ファミリー広場、構成

団体出展の各コーナーや各種コン

クールの作品展示などがあります。

犬の登録と
狂犬病予防注射

役場環境保健課（保健センター内）
匹 (84)4686

平成10年度犬の登録と狂犬病予防

注射を次のとおり行いますので、未

登録、未注射の犬ば必ず受けてくだ

さい。生後 3 か月以上の犬は、生涯

に一度の登録と毎年 1 回の狂犬病予

防注射を受けなければなりません。

◇期日 10月 22 日（木）

◇場所・時間 東部児童館9:00~10:00

館林市農協佐貰支所10:30~11:30 

保健センター駐車場13:00~15:00

◇料金登録済の犬 3,300円（注射

料） 新規の犬 6,300円（登録・

注射料）

親と子のつどい

「秋と遊ぼう」

県立東毛少年自然の家

匹 0277(78)5666

◇期日 11 月 14 日出から 15 日（日）

l 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象小・中・養護学校の児童・

生徒とその保護者で、親子で参加

できるかた

◇内容登山、工作、レクリエーシ

ョン、野外炊事等

◇参加費 1 人2,800円（食費、保険

料等）

◇募集人員親子120人（先着順）

◇申込期限 10月 31 日（土）

◇申し込み住所・氏名・学年（子

どものみ） ・性別・電話番号を電

話またはファックスでご連絡くだ

さい。 FAX0277(78) 7322 

訂正とおわび

9 月号で誤りがありましたので、

訂正しておわびいたします。

4 ページ l 段目の法人登記の欄

で「自動書き替えや読み替え規定

がありませんので、法人自体の住

所の変更登記申請が必要です」は

「読み替え規定はありますが、自動

書き替え規定はありませんので、

法人自体の住所の変更登記申請が

必要です」に訂正します。

平成10年10月 10 日田 (24) 



くらし
の
椙報

町の無料法律相談

◇日時＝ 11 月 10 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和町民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝11 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 ［日
ノし 健 吟

日ク

ひとりで悩まず早めに
親と子の教育相談

町教育委員会

教育相談専用 B 0120 -845665 

小学生、中学生の皆さんやお父さ

ん、お母さん等を対象に教育相談事

業を開設していますのでご利用くだ

さい。

◇相談内容 いじめ、登校拒否等に

かかわる悩み

◇相談方法

0電話相談m（フリーダイヤル） 0120-845665

月～金曜日、午前 8 時30分～午後

5 時（時間外は留守番電話が受付）

〇来所（面接）相談

日時毎月第 2. 第 4 水曜日、午

後 1 時～ 3 時

場所 中央公民館

なるべく事前に電話（フリーダイヤ

ル0120-845665) で申し込みくださ
v ヽ

※秘密を守りますので安心してご相

談ください。

◇日時＝ 10月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝9年11 月、 10年4月、 7月生

健 康 相 号火
ロ火

◇日時＝ 11 月 4 日（水）・ 19 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝11 月 16 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 11 月 19 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 三火
畝

◇日時＝ 11 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の 納税

◇町県民税、国民健康保険税、利根加用水賦課金

◇納期限＝ 11 月 2 日但）

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 10月 30 日（金）

自賠責制度

ご存じですか

関東運輸局群馬陸運支局

匹 027(263)4440

自賠責保険（共済）は、万一の交

通事故の際の基本的な対人賠償を目

的として、バイク・原動機付自転車

を含むすべての自動車の保有者に加

入が義務付けられている強制保険で

す。

この限度額は、交通事故の被害者

に対する最低保障という考え方で決

められており、死亡3,000万円、傷害

120万円等になっています。実際の損

害はこれを超えることもありますの

で、任意保険（共済）にも加入する

ことをお勧めします。

年賀はがき発売

l 川俣郵便局 匹（84)3120
今年も 11 月 2 日旧）から平成11年お

年玉付き年賀はがきが発売されま

す。

◇無地 50円

◇絵入り 55円〔全国版…うさぎ、

万両とホオジロ 地方版…まんさ

く （群馬県版）〕

(25) 平成10年10月 10 日(±)

赤い羽根共同募金に

ご協力ください

町社会福祉協議会（老人福祉センタ

ー内） 8(84)4926 

今年も 10月 1 日から 12月 31 日まで、

全国一斉に赤い羽根共同募金運動が

展開されています。

町でも運動期間中、区長、民生委

員のかたがたが各ご家庭や事業所に

お伺いして、募金をお願いしますの

で、ご協力ください。

この募金は、福祉施設の整備、老

人クラブの育成、身体障害者・知的

障害者・母子寡婦の体力づくり健康

促進活動、子どもの遊び場遊具補助、

地域福祉活動などに使われます。

聴力言語巡回相談

l 邑楽福祉事務所 m(73)2141 -

◇日時 11 月 5 日（木） 午前10時～午

後 3 時

◇場所館林市総合福祉センター

◇対象児 きこえやことばに心配の

ある 0~18歳未満のお子さん

◇主催 中央児童相談所

◇担当者 耳鼻咽喉科医師、小児科

医師、聴力言語専門職員、児童福

祉司、心理判定員

◇申し込み 邑楽福祉事務所または

役場福祉課（老人福祉センター内）

s (8-4) 4926へ10月 28 日（水）までにご

連絡ください。

心に病を持つかた
の家族相談会

県精神障害者家族会連合会

匹 027(263)1166

◇日時 10月 19 日（月） 午前10時～午

後 3 時

◇会場館林地域保健所

◇相談内容 医療・保健•福祉制度

等の相談、家族の対応の仕方・社

会復帰への家族援助等

◇相談員 県家族会員・医師・保健

婦

◇費用無料

◇申し込み 当日、直接会場へお出

かけください。

◇問い合わせ 精神保健福祉センタ

ー内（県精神障害者家族会連合会

事務局）へ

10月は郵便貯金月間です ～安心して暮らせる社会の実現を目指して～

f‘ 

( 



明和町紋章
この紋章は、永久に光り暉く

日月の図案化を組み合わせて

明和町の8月とし、外郭の円は

町の平和、円満を意味して岨

和町の輪即ち和としたもの

です。

（昭和40年12月 24 日制定）

: 

明和町旗

佐貫村

明和の由来

1 
旧3村区域略図

この旗は青の地に紋章を中

央に配置し、日は青で輪郭を

つけ月は全体および日和を

白地で抜き出したものです。

（平成10年 10月 1 日制定）

昭
和
3
0年
3

月
1

日
、
旧
千
江
田

村
・
梅
島
村
・
佐
貰
村
が
合
併
し
た

際
、
一
般
住
民
か
ら
広
く
新
村
名
の

懸
賞
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

新
村
名
は
、
関
係
3

か
村
に
共
通

し
た
感
じ
を
与
え
る
も
の
で
、
簡
潔
、

明
朗
に
し
て
、
新
鮮
味
の
あ
る
建
設

的
で
明
る
い
感
じ
を
与
え
る
名
称
を

要
す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
者
数
2
1
5
通
、
村
名
8
9
種
類
の

多
き
を
数
え
る
中
か
ら
審
査
さ
れ
、

明
朗
に
し
て
平
和
な
る
理
想
郷
の
象

徴
と
し
て
「
明
和
村
」
の
名
称
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

時
は
流
れ
、
今
回
の
町
制
施
行
を

迎
え
ま
し
た
が
、
4
3年
間
の
長
き
に

わ
た
っ
て
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
村
名

を
廃
止
す
る
に
は
忍
び
な
く
、
新
町

名
は
「
明
和
町
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

古
く
か
ら
庭
木
と
し
て
、
多
く
の
家
庭
の

庭
先
に
植
え
ら
れ
、
年
間
緑
を
た
た
え
る
優

雅
な
姿
は
、
庭
園
樹
に
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
垣
根
と
し
て
も
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
土
に
適
し
、
樹
勢
が
さ
か
ん
で
、

病
虫
害
に
強
く
、
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
、
栽

培
で
き
る
木
で
す
。

古
く
か
ら
、
鉢
も
の
、
花
壇
、
切
り
花
と

し
て
、
町
民
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
た
花
で

す
。本

町
文
化
協
会
主
催
の
菊
花
大
会
は
長
い

伝
統
を
持
ち
、
毎
年
見
事
な
作
品
が
多
数
出

品
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
田
畑
の
隅
な
ど
に
、
人
知
れ
ず
咲
い

て
い
る
野
菊
の
清
楚
な
姿
は
、
田
園
に
ふ
さ

わ
し
い
風
情
で
す
。

町
の
花
き
く

町
の
木
つ
げ

明和の位置と面積

面積 19. 67 k日
東西 約 11km 
南北 約 3km 
標高 約 17~21 m 
経度（東経） 139 度 32 分

緯度（北緯） 36 度 12 分

町の人口と世帯
10 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,328戸(- 1) 

人口総数 11, 695人(- 6) 

急
9 月の救急車出動回薮

病 10件 交通事故 4 件

男 5,873人・女 5,822人

〈 9 月中の動き〉

出生 12人・死亡 8 人

転入 21 人・転出 31 人

その他 2 件 合 計 16件

十
月
一
日
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
明
和
町
誕

生
」
、
今
月
号
か
ら
広
報
紙
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
し
ま
し
た
。
今
後
も
親
し
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
®

町
誕
生
を
記
念
し
て
の
小
中
学
生
の
作
文
、

お
読
み
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
子
ど
も
た
ち
の

描
く
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
明
和
町
に
し
た
い
も

の
で
す
ね
。
◎

村
か
ら
町
へ
と
明
和
は
変
わ
り
ま
し
た
。
ま

ち
は
私
た
ち
み
ん
な
の
手
で
つ
く
つ
て
い
く
も

の
で
す
。
一
緒
に
ク
リ
ー
ン
な
明
和
町
に
し
ま

し
ょ
う
ね
。
⑱

縞

集

後

祀

吉多田横機照早坂 加赤宇仲藤恩角飯鈴工豊松
水田島塚村内川上氏心0 藤坂田宗林田田野木藤田本氏ーマ

福 ◊ 川木艮
き佐定り爾伊太か清名在う雅喜佑悶美み閃佑閃果か理リ敬合麻ま豊誓美み晃誓名 3ぅ
＜衛治ー吉郎んイ言 ＜巳典］波gか介詮知緒ぉ騎き由ゅ希き紀き典翌 杖）

73 92 78 74 95 91 79 56 畠や恵剛弥享美昭信栄理誠幸充美久〗伴塁正成浩典行美柘冨で
廣浪 久敏敏戻世 aナ 生信香子恵一美利佳夫子一子幸江毅代雄帆也名たご

進寛 帯◊ 性→—
次子 七司夫子主°茫男男女女男女女男女男女男別→—

梅上南千斗下大須地薮南南川梅梅梅矢新中新入中地薮

原瓜貪靡畠畠輪賀区［魯盗貪俣原原原島里谷里喜谷区畠
% % % % % % % ％腔％ % % % % % % % % % % ％闘

※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成10年 10月 10 日(±) (26) 
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鼻

地区の応援合戦が展開された綱引き

町制施行後、初めて開催されだ第 1 回町民

体育祭では、大勢の参加者が秋晴れの下、

競技を楽しみましだ。



·―明和町町制施行記念式典

置冒
. 

明和町町制施行記念式典

明
和
町
誕
生
の
十
月
一
日
、
町
で
は
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
を
会
場
に
、
町

内
外
の
関
係
者
な
ど
約
五
百
人
を
迎
え

て
「
町
制
施
行
記
念
式
典
」
を
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。

式
典
は
午
前
十
時
に
開
会
し
、
群
馬

県
知
事
（
代
理
・
地
方
課
長
）
を
は
じ

め
、
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
、
黒
澤

県
町
村
会
長
（
全
国
町
村
会
長
）
、
近
隣

市
町
長
、
町
議
会
議
員
、
関
係
機
関
の

代
表
な
ど
の
出
席
の
も
と
、
斎
藤
町
長

は
「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
策
定
さ
れ
た

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
二
十
一
世
紀
に

向
か
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま

式辞を述べる斎藤町長

平
成
十
年
十
月
一
日
、
町
制
施
行
に
よ
り
明
和
町
が
誕
生
し
ま

し
だ
。
当
日
は
、
町
制
施
行
記
念
式
典
や
記
念
公
演
と
し
て
、
明

和
町
誕
生
記
念
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ジ
ョ
ー
が
行
わ
れ
だ
ほ
か
、
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
で
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送
、
役
場
正
門
前
に
エ

ア
ー
ア
ー
チ
を
設
置
、
町
内
三
か
所
で
祝
砲
・
ア
ド
バ
ル
ー
ン
褐

出
な
ど
を
繰
り
広
げ
、
新
し
い
町
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
だ
。

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

森
尻
議
会
議
長
が
、
「
自
然
環
境
と
歴
史

や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
住
民
の
幸
福

を
第
一
に
、
新
し
い
文
化
を
創
造
し
、

魅
力
と
個
性
の
あ
る
町
づ
く
り
を
町
民

と
力
を
合
わ
せ
進
め
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
元
村
長
や
元
議
長
ら
自
治
功

労
者
―
―
―
十
一
人
と
、
小
・
中
学
生
か
ら

募
集
し
た
町
制
施
行
記
念
作
文
の
入
賞

者
十
一
人
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
最

優
秀
賞
の
山
本
奈
穂
さ
ん
（
西
小
五
年
）

と
小
林
克
至
君
（
中
学
三
年
）
が
作
文

を
朗
読
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
民
憲
章
を
江
原
助
役
、

密
井
区
長
会
長
、
坂
上
老
人
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
長
と
小
・
中
学
生
で
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
を
築
比
地
教
育
長

と
小
学
生
で
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
唱
和
。

そ
し
て
、
多
数
の
来
賓
の
か
た
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
新
井
初
太
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、

最
後
に
万
歳
三
唱
で
新
し
い
幕
開
け
を

祝
福
し
ま
し
た
。

置冒 . 
ll 

町民憲章を唱和するかたがた

置置

明和町誕生を祝う参加者

叫
利
町
の
誕
生
を
視
う

平成10年 11 月 10 日（火） (2) 



町長から表彰を受ける受賞者

◇
元
村
長
（
四
名
）

曲
齋
藤
光
太
郎

伽
小
松
原
誠
司

◇
元
助
役
（
五
名
）

閲
奈
良
庄
次
郎

伽
奈
良
丑
松

橋
本
亀
三
郎

◇
元
収
入
役
（
四
名
）

励
関
口
正
二
郎
閾
落
合

宮
澤
恒
雄
梁
瀬

◇
元
教
育
長
（
四
名
）

励
早
川
水
門
勘
奈
良
種
介

三
田
惣
三
郎
囮
野
木
村
庄
一

◇
元
議
会
議
長
（
十
三
名
）

伽
本
澤
政
太
郎
励
坂
上
義
兵

伽
石
崎
仁
一
郎
闊
小
松
原
誠
司

伽
篠
原
弥
市
新
井
初
太
郎

励
堀
口
正
齋
藤
憲

榮
蔵

炎
カ
ム
口

ロ
‘
>
ィ
｀

伽
野
本

関
口

竹
蔵

浅
次

囮
坂
上

閾
奈
良

自

ム
ロ

ヽ
ヽ
I

功
労
者

義
兵

丑
松

町
制
施
行
記
念
作
文 （

敬
称
略
）

栗
原
利
夫

小
平
喜
章

石
村
嘉
男

◇
元
区
長
会
長
三
年
以
上
（
四
名
）

励
折
原
重
郎
坂
上
喜
太
郎

坂
上
源
次
励
内
山
勇
三
郎

◇
小
学
校
の
部

最
優
秀
賞
山
本
奈
穂

優
秀
賞
日
比
野
衣
里

優
秀
賞
坂
本
弥
穂

佳
作
阿
部
大
和

佳
作
新
井
智
映
子

佳
作
澁
澤
友
香
莉

◇
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞
小
林
克
至

優
秀
賞
奈
良
和
樹

佳
作
村
田
直
樹

佳
作
奈
良
原
久
之

佳
作
堂
元
沙
織

励
島
田

泉
田

誠
司

和
作 謝辞を述べる新井初太郎さん

町
制
施
行
記
念
受
賞
者

町
で
は
町
制
施
行
の
記
念
事
業
と
し

て
、
十
月
一
日
午
後
七
時
か
ら
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
「
明
和
町
誕
生
記
念

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
、

町
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
明
和
町
在
住
の
歌

手
、
深
山
浩
二
さ
ん
の
司
会
進
行
に
よ

り
、
深
山
さ
ん
が
演
歌
を
熱
唱
し
た
後
、

漫
才
師
の
す
ず
風
に
ゃ
ん
子
・
金
魚
の

コ
ン
ビ
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
芸
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
邑
楽
町
出
身
の
落
語
家
、
立

川
談
四
楼
さ
ん
が
方
言
を
テ
ー
マ
に
円

熟
し
た
落
語
で
客
席
の
笑
い
を
誘
い
、

最
後
に
歌
手
の
若
條
ま
ゆ
美
さ
ん
が
演

歌
を
披
露
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
演
者
に
会

場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
詰
め

か
け
た
町
民
は
楽
し
い
夜
の
ひ
と
と
き

落語家の立川談四楼さん 歌手の深山浩二さん

を
過
ご
し
ま
し
た
。

歌
謡
と
爆
笑
で
町
の
誕
生
祝
福

町
誕
生
記
念
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

i-；竺じ
六---
饗l＼疇這

スポーツ振興都市を宣言するかたがた

町制施行を祝して万歳三唱を行う参加者

一―

役場前に設置された広告塔（右側）および町誕生を祝うエアーアーチ、

役場屋上に掲げられたアドバルーン

〖
．2
[
一
色
“
呼
口
匹
字 明和町 1 番のナンバープレートを手にした

大輪の吉田耕三さん

明
和
町
誕
生

(3) 平成10年 11 月 10 日（火）



平成10年度

上半期
町債
93,200 

900 (1 ．り（2.0)
37,841 (13.6) 

118,981 
(49.3) 

その他
地方消費税交付金
地方譲与税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

等

総
合
整
備
事
業
、
道
路
新
設
改
良
事
業

等
を
中
心
に
健
全
財
政
に
努
め
て
あ
り

ま
す
。

合
回
は
、
平
成
1
0
年
度
上
半
期
（4

月
ー
9

月
）
に
あ
け
る
予
算
の
概
況
、

住
民
の
税
の
負
担
の
状
況
、
町
有
財
産

ぁ
よ
び
町
債
の
状
況
に
つ
い
て
あ
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
財
政
状
況
は
平
成
1
0年
9

月

3
0日
現
在
で

す
が
、
文
中
の
村
税
、
村
債
等
は
、
町
制

施
行
に
伴
い
町
税
、
町
債
等
に
読
み
替
え

ま
し
た
。

歳 入
• 単位：千円

（）内％

予算現額

収入済額

収入割合

4,644,419千円

3,202,377千円

69. 0 % 

内円：予算現額（）は構成比

外円：収入済額（）は収入割合

町の財政状況
D 
□ 依存財源（30.7%)

自主財源（69.3%)

町税
2,592,966 (55.8) 

（
平
成
1
0
年
9

月

3
0
日
現
在
）

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
あ

よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
町
条
例
第

3
5
号
）
に
基
づ
き
、
町
の
財
政
状
況
を

あ
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
政
の

実
態
と
町
の
王
要
施
策
に
つ
い
て
、
ご

理
解
を
い
だ
だ
き
、
町
政
の
発
展
に
つ

い
て
ご
協
力
を
得
る
た
め
、
定
期
的
に

公
表
し
て
い
る
も
の
を
広
報
で
行
う
も

の
で
す
。

合
年
度
は
、
町
制
施
行
事
業
、
下
水

道
基
本
計
画
策
定
委
託
事
業
、
西
小
学

校
南
校
舎
耐
震
補
強
工
事
、
土
地
改
良

115,465 
(35.2) 

歳 出 • 

予算現額

支出済額

支出割合

4,644,419千円

1, 984, 271千円

42. 7 % 

内円：予算現額（）は構成比

外円：支出済額（）は支出割合

総務費
1,188,889 (25.6) 

平成10年 11 月 10 日（火） (4) 



町有財産あよび町債の状況 （平成10年 9 月 30 日現在ただし、基金・現金は）
平成10年10 月 12 日現在

50 100 150億円

臼
）
臼
）財 産

基金

41億9,258万円

現金
13 i意8,095万円

土地

17万1, l 74m2 
建物

3万2, 517m2 

借入金残高

24億9, 111万円

（目盛配分は地価公示価格の 7 割で試算） （目盛配分は取得価格で試算）

※ただし、村債は昭和53年度から平成 9 年度までの累計残高です。なお、平成 9 年度

決算における本町の起債制限比率は、 6.0％となっています。また、この比率が20%

を超えると借リ入れの制限を受ける場合があります。

町償

区 分 面 積 区 分 現在高

土 行政財産 16万8,473m2 財政調整基金 9億7,149万円

地 普通財産 2, 70lm2 
基
減債基金 8億9,315万円

建 物 3万2, 517m2 
金

ふるさとづ〈り基金 3億7,217万円

土地、建物面積とも水道会計取得分、 その他の目的基金 19億5,577万円

道路分は含まれません。 現 ^ 並 13億8,095万円

区 ノ刀ヘ 借入金残高

教 コ月 債 14億4,827万円

土 木 債 4億6,980万円

農林水産業債 2億9,311万円

そ の 他 2億7,993万円

合 計 24億9,111万円

住民の税等の負担状況 （平成10年 9 月 30 日現在）※ 2 段書上段は法人税
区 分 町民税 固定資産税 区 分 国民健康保険税

調定額 A 1,280,861 工閏 923,669千円 国民健康保険税 A 279,219千円1,751,784 

般 人 □ B 11,695人 被保険者数 B 3,896人

会 対人口割りB 149,789円 78,980円 対加入者負担 A/B 71,668円

計 戸 数 c 3,328戸 加入世帯数 c 1,642戸

対戸数割 A/c 526,377円 277,545 円 対世帯数負担 A/c 170,048円

（特別会計予算の概況 4` （平成10年 9 月 30 日現在）

こ 予算現額
成u— 入 成, ... 出

（千円）
収入済額 予算に対する 支出済額 予算に対する
（千円） 収入割合（％） （千円） 支出割合（％）

老人保健 765,760 344,216 45.0 313,226 40.9 

国民健康保険 627,489 251,461 40. 1 238,739 38.0 

．l,濯！置'!1 曙l. （平成10年 9 月 30 日現在）

給水人口 11, 633人給水栓薮 3,621栓普及率 99. 47% 

区 分
予算額 収入•支出済額 予算に対する

（千円） （千円） 執行率 (%) 

収入 245,665 91, 750 37.3 
収益的収支

支出 239,160 52,043 21. 8 

収入 50,000 

゜
0.0 

資本的収支
支出 128,790 15,609 12. 1 

改修された上江黒浄水場

固定資産の状況

区 ／刀で、 帳簿価格（円）

土 地 56,273,163 

建 物 200,473,828 

構 染んk 物 885,576,199 

機械および装置 303,355,216 

車両および運搬具 42,415 

工具器具および備品 652,554 

建設仮勘定 9,600,000 

合 計 1,455,973,375 

※資本的収支予算において不足する78,790千円は過年度損益堪り定留保資金52,734 1昔入、~耐本金刀⑦）壮犬）兄

よば辰悶菜孟芯竺孟：塩'4唸゜ょゃ日竺芯竺ん立：］字08千円、およひ当年度分 1 企業債現在高（円） I 703,029,196 | 

(5) 平成10年 11 月 10 日（火）
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明
和
町
万
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◄
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◄誓1長のあい凸

ク

第 1 回町民体育祭
10 月 11 日秋晴れの中、明和町になって初めて

の体育祭がふるさとの広場で行われましだ。各

地区から選手が集い、それぞれの地区のゼッケ

ンを背に熱い声援をうけ、一生懸命競技してい

ましだ。その中で、合回各種目で高得点をとり、

1 位に輝いた地区は梅原地区、 2 位は矢島地区、

そして、 3 位は南大島地区でした。大会に参加

され、健闘されだかだ、大会を陰で支えていだ

ガだ、あ疲れさまでしだ。

の下で
かけぬけて

一▲明和町を祝して県警音楽隊が華麗な演奏を披露叉r口葛円
►

音
も
動
き
も
息
が
ピ
ッ
タ
リ



、沢

►

選
手
宣
誓

◄

も
う
少
し
、
が
ん
ば
っ
て

4
『
.
"
`
.
.
`
r

、

ｷ
i
 ̀

 

“ふリズムで踊豆
＾変．均｝

青い窒
力いっぱい

第 1 回 明和町体育祭得点競技得点表（順位表）

種目 100m競走 400m リレー 400m リレー 百足競走 百足競走
玉入れ 綱引き

400m リレー 400m リレー 400m リレー 400m リレー 障害物 カクテル
合計

1 : 2 :計 （小・女） （小•男）
ペタンク

（女） （男） （一般女） （一殷男） （中・女） （中・男） リレー リレーNa 地区名

1 斗合田 5 : 3 : 8 4 2 2 5 1 6 8 2. 5 2 2 2 6 46 0 

2 下江黒 7 : 4 : 11 2 6 2 5 6 4 4 7 5 3 7 1 2 60 5 

3 上江黒 2 I 1 : 3 1 4 2 5 1 2 5 2 5 3 4 2 2 7 3 42 0 

4 千津井 6 ! 4 : 10 4 3 2 5 4 8 7 5 5 6 5 5 8 7 6 81 0 

5 江口 5 : 6 : 11 5 2 2. 5 7 3 6 2 5 5 4 3 5 5 5 66 0 

6 田島 3 I 3 I 6 6 1 8 8 4 6 5. 5 4 3 2 5 58. 5 

7 南大島 4 I 8 I 12 7 7 2 5 5 2 4 2 5 8 5 8 8 6 8 85 0 

8 新里 8 I 2 I 10 7 6 5 5 3 1 8 7 7 7 6 5 7 79 5 

9 中谷 1 I 5 I 6 8 8 8 4 7 2 5 5 6 2 3 4 4 1 68 5 

10 梅原 6 I 7 I 13 6 8 7 7 6 5 8 7 6 8 6 3 2 92 0 

11 川俣 8 I 7 I 15 3 4 2 5 6 7 1 2 5 3 8 1 3 8 4 68 0 

12 須賀 2 I 6 I 8 5 3 5 5 5 8 1 5 5 4 3 4 7 8 3 70. 0 

13 大輪 4 I 2 I 6 2 7 7 2 1 3 2 5 8 6 6 7 2 7 66 5 

14 入ケ谷 l l l l 5 5 3 5 3 2 5 3 22 0 

15 矢島 3 : 8 : 1.1 8 5 2 5 8 5 7 8 7 7 5 4 6 4 87 5 

16 大佐貫 7 I 5 : 12 3 5 5 5 2 3 2 2 5 4 8 6 5 4 8 70 0 

計 71 : 71 : 142 71 71 72 72 72 72 0 72 0 68 68 71 70 71 71 I, 063 0 

▼梅原の皆さんおめでとうございます

圭し羊二年 ー・ ··9 ¥l 

)\/、落とさな
ー／

/ z ょくポース‘‘.f
◄ゃ↑一
、こ キーー、



ホストファミリーや先生たちとの記念撮影

町
で
は
、
中
学
生
に
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
て
も
ら
西
つ
と
、
平
成

1
0年
度

の
中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
を
行
い

ま
し
だ
。

研
修
は
、
8
月
1
5日
か
ら

2
5日
ま
で

の
1
1日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ

ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、
ジ
ド
ニ
ー

郊
外
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
あ
る

コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
、
現
地
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
通
学
し
、
英
語
研
修
や

文
化
的
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
だ
。

派
遣
さ
れ
だ
の
は
、
中
学
2
.
3

年

生
1
0人
と
引
率
者
で
あ
る
江
原
助
役
、

武
井
学
校
指
導
係
長
、
田
部
井
教
諭
の

3

人
で
し
だ
。

帰
国
後
、
同
事
業
の
報
告
会
が
1
0月

2
2日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ

れ
ま
し
だ
。
引
率
者
の
報
告
後
、
ビ
デ

オ
を
使
っ
て
研
修
の
様
子
を
説
明
。
さ

ら
に
、
派
遣
さ
れ
だ
生
徒
全
員
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
広
大
な
自
然
の
中
で
、

生
活
習
慣
や
文
化
な
ど
を
学
び
感
動
し

だ
貴
重
な
体
験
の
数
々
を
語
り
ま
し
だ
。

こ
こ
で
は
、
派
遣
さ
れ
だ
全
員
の
感

想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

中
学
生
が
国
際

今
回
海
外
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う

形
で
行
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
形

交
流
研
修

外
国
の
生
活

. 

3

年

奈
良
和
樹

3

年
北
島
直
哉

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
口
で
は
言
い

表
せ
な
い
ぐ
ら
い
た
く
さ
ん
で
す
。
向

こ
う
で
は
毎
日
が
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。
楽
し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
も
あ

っ
た
け
ど
今
と
な
っ
て
は
、
自
分
の
中

で
は
す
ば
ら
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

回
の
研
修
を
通
し
、
私
は
数
多
く

の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
食
事
や
休
日
に
大
き
い
ダ
ム
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
体
験
入

学
で
の
英
語
学
習
が
そ
う
で
す
。
私
は

こ
れ
ら
の
体
験
を
普
段
の
生
活
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3

年
砂
賀
佑
樹

文
化
を
体
験

私
は
国
際
交
流
を
通
じ
て
と
て
も
い

い
経
験
を
し
ま
し
た
。
一
番
心
に
残
っ

た
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、

多
く
の
人
と
出
会
い
、
異
な
っ
た
文
化

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
手
紙
を
通
し
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

泉
田
ひ
ろ
み

と
て
も
短
く
感
じ
た

1
0日
間
で
し
た

が
、
私
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
学
校
に
通
っ
た
こ
と
は
、
貴
重
な

体
験
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
に
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
今
ま
で
習
っ
た
英
語
力
を

発
揮
す
る
よ
い
機
会
に
な
り
、
楽
し
く

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3

年 3

年

合
泉
潤

で
海
外
に
行
く
こ
と
は
お
そ
ら
く
二
度

と
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
良
い

体
験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
社
会
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

コーローハイスクールでのお別れ会

平成10年 11 月 10 日（火） (8) 



引率者の方から一言

- -―遍f_
英語で書いた詩の発表の様子

まずは、皆元気で帰国できたことに感謝し

ています。

生徒達は、大きな生活環境の変化の中で、

からだ全体で何かを感じ何かを吸収したと思

います。この体験は、人間の成長にプラスに

影響することでしょう。いろいろとお世話を

いただいた武井先生、田部井先生ご苦労様で

した。

明和町教育委員会

学校指導係長

武井
、一、c::,

／子

広大な自然。明る＜親切なコーローハイス

クールの先生や生徒。あたたかいホストファ

ミリー。そんな環境の中で、体験に基づいて

楽しく英語を学び、お互いの気持ちを通じ合

えたこと、文化的交流も図れたことは、派遣

生徒にも私にも貴重な経験でした。

この国際交流研修事業では、毎日が貴重な

体験の連続でした。生徒達にとっても、生涯

忘れられない思い出になることでしょう。

この貴重な体験を、これからの生活に生か

していきたいと思います。このような機会を

与えてくださった皆様に感謝いたします。

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
何
を
学
習

し
た
か
と
い
う
と
、
『
誰
と
で
も
仲
良

く
す
る
』
と
い
う
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。
外
国
は
日
本
と
違
い
、
知
ら
な
い

人
と
で
も
す
ぐ
に
仲
良
く
話
を
し
た
り

し
ま
す
。
だ
か
ら
、
日
本
に
帰
っ
て
き

て
か
ら
は
誰
と
で
も
仲
良
く
で
き
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

％
因

％
団

％
山

％
同

シ
ョ
ッ

％
固

8月和町助役

江原

％
因

勉

明和中学校教諭

田部井緊巳

％
因

％
因

こ
の
夏
、
海
外
派
遣
と
い
う
体
験
が

で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
問
題
も
あ
っ
た
け
ど
、

そ
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ぐ
ら
い
の

新
鮮
な
毎
日
で
、
一
日
一
日
が
充
実
し

す
ぎ
る
ほ
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
き

れ
ば
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
に
立

っ
て
、
感
じ
た
事
は
、
人
間
も
国
も
大

き
い
と
い
う
事
だ
っ
た
。
お
お
ら
か

で
、
私
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な

性
格
。
明
る
＜
て
お
荼
目
で
人
な
つ
つ

こ
い
。
日
本
で
は
学
べ
な
い
事
、
感
じ

ら
れ
な
い
事
を
沢
山
も
ら
っ
て
来
た
。

そ
れ
を
自
分
の
肉
と
し
て
大
き
く
成
長

し
た
い
。

％
同

％
田

％
回

国
際
交
流
研
修
は
、
僕
の
人
生
の
中

で
、
大
変
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
外
国
人
と
の
交
流
、
外
国
で

の
生
活
、
英
語
の
上
達
、
こ
れ
ら
は
僕

に
と
っ
て
、
大
き
な
自
信
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
日
本
を
飛
び
立
つ
時
は
、
も

の
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
、
帰
っ
て
来

た
時
は
、
大
き
な
満
足
感
を
得
ま
し

っ
）
0t
 

国
際
交
流
研
修
を
体
験
し
て
、
日
本

で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
豊
か
な
自
然

な
ど
を
見
ま
し
た
。
言
葉
が
う
ま
く
伝

わ
ら
な
く
て
も
、
仲
良
く
な
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人

達
も
と
て
も
親
切
で
、
別
れ
が
と
て
も

つ
ら
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
い
い
体
験

を
し
た
な
と
思
い
ま
す
。

研
修
の
概
要

出
国

シ
ド
ニ
ー
着
市
内
観
光

ァ
ミ
リ
ー
宅
へ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
生
徒
と
一
緒
に

登
校
歓
迎
会
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ

ッ
ス
ン
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

登
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

野
外
ハ
イ
キ
ン
グ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

登
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

託
児
所
見
学
コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
折
り
紙
指
導
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

登
校
ワ
イ
ル
ラ
イ
フ
ド
パ
ー
ク
見
学

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン
ホ
ー
ム

ス
テ
イ

登
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

お
別
れ
会
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す

コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
て
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ

シ
ド
ニ
ー
見
学
ホ
テ
ル
泊

グ
レ
ッ
ズ
ウ
ッ
ド
牧
場
見
学

ピ
ン
グ
ホ
テ
ル
泊

シ
ド
ニ
ー
出
国
帰
国

ホ
ス
ト
フ

2

年
橋
本
尚
人

2

年
磯
川
光

2

年
篠
木
明
日
香

野外ハイキング（体育の授業の一環）

オーストラリアの様子を報告する生徒

2

年
黒
澤
幸
広

2

年
早
川
雅
美

ニ
r

(9) 平成10年 11 月 10 日（火）



まち のゎtf 多くの人に笑いを提供

寄席芸能公演

い

渦し

文
化
庁
移
動
芸
術
祭
巡
回
公
演
寄

席
芸
能
公
演
が
1
0
月
1
0
日
に
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、
広
い
ホ

ー
ル
に
は
お
よ
そ

5
2
0
人
の
町
民
ら
が

詰
め
か
け
ま
し
た
。

こ
の
寄
席
芸
能
公
演
は
、
1
0
月
5

日
か
ら

1
5日
ま
で
明
和
町
を
含
め
全

国
8

か
所
の
市
町
を
回
り
、
そ
の
地

の
人
々
に
多
く
の
笑
い
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
で
は
、
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
桂
米
丸
さ
ん
を
は
じ
め
、

三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん
や
柳
亭
痴

楽
さ
ん
、
松
旭
斎
小
天
華
さ
ん

な
ど
が
個
性
あ
ふ
れ
る
落
語
や

奇
術
な
ど
を
披
露
し
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

特
に
、
今
回
の
公
演
の
取
り

を
務
め
る
桂
米
丸
師
匠
は
昭
和

5
2
年
以
来
、
落
語
芸
術
協
会
の

会
長
で
あ
り
、
「
現
代
落
語
界
の

大
黒
柱
」
と
言
わ
れ
、
観
客
を

終
始
笑
い
の
渦
へ
と
の
み
こ
ん

で
い
ま
し
た
。

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

めりはりの効いた落語を聞かせる

三遊亭小遊三さん

児童と童心に返ったひととき

ふるさとふれあい活動

西
小
学
校
で
は
、
各
地
区
の
公
民
館

や
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

5
.
6

年
生

の
児
童
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
郷
土
へ
の
理
解
や
愛
着
、

高
齢
者
を
尊
ぶ
心
を
養
っ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

児
童
た
ち
は
、
竹
と
ん
ぱ
や
竹
馬
、

お
手
玉
、
水
鉄
砲
、
正
月
用
し
め
縄
作

り
な
ど
を
地
域
の
お
年
寄
り
か
ら
学
び

な
が
ら
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
児
童
と
童
心
に
返
り
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
で
遊
ぶ
な
ど
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お手玉作りの手ほどきを受ける児童

交通問題への理解を

交通安全フェスティバル

----

-.,, 

交通安全を願い踊る婦人部の皆さん

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

9

月
2
7
日
、
館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
第
9

回
交
通
安
全
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

こ
。t
 これ

は
関
係
団
体
が
、
日
ご
ろ
の
活
動

内
容
の
発
表
や
体
験
を
通
し
て
、
交
通
問

題
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
ね
ら

い
で
、
今
回
は
本
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
斎
藤
町
長
ら
が
「
交
通
安
全

は
家
庭
で
話
し
合
っ
て
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
場
で
は
、
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
の
踊

り
や
交
通
安
全
教
育
、
人
命
救
助
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
大
勢
の
参
加

者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

平成10年 11 月 10 日（火） (10) 
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地
方
自
治
や
教
育
文
化
、
社
会
福
祉

な
ど
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
か
た
を

表
彰
す
る
「
群
馬
県
功
労
者
表
彰
式
」

が
十
月
二
十
九
日
、
県
庁
正
庁
の
間
で

森
原
昌
代
さ
ん
日
本

開
か
れ
、
本
町
で
は
斎
藤
憲
町
長
が
地

方
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

斎
藤
町
長
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月

に
明
和
村
議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
三

期
十
年
に
わ
た
り
在
識
。
こ
の
間
、
議

長
、
副
議
長
等
を
歴
任
し
、
議
会
運
営

に
熱
意
を
も
っ
て
あ
た
り
持
前
の
政
治

手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
特
に
現
在
の

町
の
財
源
の
中
心
を
担
う
明
和
工
業
団

地
造
成
に
尽
力
し
、
町
政
の
発
展
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

陸
上
の
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

第
四
日
は
十
月
三
日
、
熊
本
県
民
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
、
上

江
黒
の
森
原
昌
代
さ
ん
（
西
邑
楽
高
三

年
）
が
、
女
子
七
種
競
技
で
見
事
優
勝

し
、
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

記
録
は
‘
I
0
0
~
~
障
害
1
4
秒
9
1
、

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
・
女
子
七
種
競
技
で
優
勝

斎

藤

憲

町

に 長

群
馬
県
功
労
者
表
彰

さ
ら
に
、
平
成
元
年
七
月
に
明
和
村

長
に
当
選
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ガ

ラ
ス
張
り
の
行
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
新
た

に
第
四
次
総
合
計
画
を
策
定
。
ま
た
住

民
の
憩
い
の
場
、
生
涯
学
習
・
文
化
の

拠
点
と
し
て
ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事

業
に
取
り
組
み
、
広
場
内
に
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
、
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
、

町
立
図
書
館
等
を
設
置
。
こ
の
ほ
か
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン
タ

ー
等
を
建
設
、
国
道
―
二
二
号
線
ほ
か

三
路
線
の
都
市
計
画
道
路
の
決
定
等
多

く
の
事
業
に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
年
十
月
一
日
町
制
を

施
行
し
、
初
代
明
和
町
長
と
し
て
町
の

重
要
課
題
に
熱
意
を
も
っ
て
日
夜
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

走
り
高
跳
び
ー
ぃ
い
6
0
、
砲
丸
投
げ8
い
い

8
1
、
二0
0
1
~
2
6秒3
7
、
走
り
幅
跳
び

5

い
い
5
5
、
や
り
投
げ
3
8
2

J
v
l
5
5
、
八0
0

ぃ
ぃ2

分
3
9
秒
4
4
で
県
高
校
新
記
録
の4

7
4
0

点
。

ま
た
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
神
奈
川

県
で
開
か
れ
た
国
民
体
育
大
会
に
も
県

代
表
と
し
て
、
一

o
o
:
~障
害
や
走
り

幅
跳
び
に
出
場
し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

森
原
さ
ん
は
卒
業
後
、
大
学
進
学
を

希
望
し
て
お
り
「
大
学
で
も
日
本
一
を

目
指
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

•. • •. : ｷ... • 

安井友紀さん

文
部
大
臣
奨
励
賞

全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル

有田梨乃＼

文
部
大
臣
奨
励
賞

全
国
学
生
書
写
書
道
展

川合達夫さん

か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体

レ
ス
リ
ン
グ
成
年

フ
リ

1
9
7
キ
ロ
級

5

連
覇

十
月
に
神
奈
川
県
で
開
か
れ
た
第
五

十
三
回
国
民
体
育
大
会
（
か
な
が
わ
・

ゆ
め
国
体
）
秋
季
大
会
で
、
南
大
島
の

川
合
達
夫
さ
ん
（
日
体
大
助
手
）
が
、

レ
ス
リ
ン
グ
成
年
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

9
7

キ
ロ
級
で
優
勝
し
、
国
体
五
年
連
続
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

川
合
さ
ん
は
「
練
習
は
一
日
に
二
、

三
時
間
。
自
分
自
身
が
ラ
イ
バ
ル
な
の

で
も
っ
と
練
習
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

優
勝
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
三
日
、
第
二
十
二
回
毎
日

全
国
学
生
書
写
書
道
展
の
席
書
の
部
で

新
里
の
有
田
梨
乃
さ
ん
（
西
小
三
年
）

が
文
部
大
臣
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

席
書
の
部
は
、
会
場
に
集
ま
り
、
ニ

十
分
以
内
で
仕
上
げ
た
作
品
を
競
う
部

門
で
、
参
加
者
一

0
、
-
―
―
六
七
人
の
中

か
ら
最
醐
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

有
田
さ
ん
は
、
「
待
ち
望
ん
で
い
た
最

高
賞
な
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

第
十
四
回
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
で

中
谷
の
安
井
友
紀
さ
ん
（
太
田
女
子
高

一
年
）
が
、
高
校
生
の
部
で
二
、
二
七

0
人
の
応
募
の
中
か
ら
、
最
高
賞
の
文

部
大
臣
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
に
、
東
京
都
内
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
受
賞
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
安
井
さ
ん
は
「
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
が
、
何
日
も
か
け
て
書

い
た
謝
辞
を
読
む
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(11) 平成10年 11 月 10 日（火）
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◇
募
集
期
間

◇
募
集
人
員

・
中
央
保
育
園
（
新
里
6
3
番
地
）
…
9
0
人

•
西
保
育
園
（
須
賀
2
4
9
番
地
l
)
…
6
0
人

◇
保
育
時
間
午
前

8

時
3
0
分1
午
後
4

時
（
母
親
の
勤
務
等
に
よ
り
延
長
を
希

望
す
る
場
合
は
、
午
前
7

時
3
0
分1
午

後
6
時
）

◇
対
象
児

1

歳
1
5

歳
児

◇
入
園
資
格
町
内
の
住
民
で
、
母
親
が

1
1
月9

日
同
＼
3
0
日
同

保
育
園
児平
成
1

年
度

幼
稚
園
児

保
育
園

年
度
か
ら
園

. 

幼
稚
園
を
統
廃
合

第
2

回
目
の
保
育
園
・
幼
稚
園
建
設
委

員
会
（
委
員
長
・
斎
藤
憲
町
長
）
を
1
0
月

1
6
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

斎
藤
委
員
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
3

園
あ
る

保
育
園
・
幼
稚
園
を
統
廃
合
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
広
場
の
東
側
約

1

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
（
田
島
地
内
）
に
、
保
育
園
・
幼
稚

園
を
平
成
1
1
年
度
に
建
設
し
、
平
成
1
2
年

度
か
ら
園
児
を
受
け
入
れ
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
保
育
環
境
の
充
実
し
た
園
舎
の
建

設
に
向
け
て
、
建
設
委
員
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
江
原
助
役
が
、
建
設
予
定

地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
し
た
結
果
、
土

壌
汚
染
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
こ
と
か

ら
、
町
土
地
開
発
公
社
が
買
収
し
、
建
設

設
計
コ
ン
ペ
参
加
業
者
5

社
を
決
定
し
た

こ
と
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
が
、
保
育
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
児
童
数
の
推
移
、

設
計
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
を
説
明
。
次

回
の
委
員
会
で
は
先
進
地
の
視
察
や
設
計

コ
ン
ペ
の
提
案
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
て
閉
会
し
ま
し
た
。

〔
設
計
に
あ
だ
っ
て
の
王
な
内
容
〕

◇
建
物
の
構
造
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て

◇
定
員
▽
保
育
園

1
5
0

名

(
0歳

児
＼
5

歳
児
）

働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
児
童
の

保
育
に
当
た
れ
る
人
が
な
く
、
家
庭
で

保
育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の

児
童

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
役
場
福
祉

課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
6
闘
4

9
2
6
 

◇
募
集
期
間
1
1
月
2
5
日
困
1
1
2
月1
日

因
（
土
・
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

◇
対
象
児
町
内
に
住
所
を
有
す
る

5

歳

1
5
0

名

(
3歳
児
1
5

▽
幼
稚
園

歳
児
）

◇
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
施
設

◇
全
館
冷
暖
房
を
設
置

〔
建
設
委
員
会
の
構
成
等
〕

建
設
委
員
会
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
建

設
に
必
要
な
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
組
織
は
、

町
長
ら
町
4

役
、
町
議
会
議
員
全
員
、

教
育
関
係
者
、
児
童
福
祉
関
係
者
、
学

識
経
験
者
、
保
護
者
代
表
な
ど
3
3
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
児
募
集

児
（
平
成
5

年
4

月
2

日

1

平
成
6

年

4

月
1

日
生
）

教
育
委
員
会
よ
り
該
当
者
に
、
後
日
通

知
し
ま
す
。

◇
就
薗
幼
稚
園

・
東
部
、
中
部
地
区
は
中
央
幼
稚
園
（
新

里
1
0
7
)

•
西
部
地
区
は
西
幼
稚
園
（
川
俣
2
6
)

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）
6

闘
4
4
9
1

平
成
1
2

児
を
受
け
入
れ

保
育
園

. 

し
て
建
設

国
の
基
準
等
に
準
じ

〇
保
育
園
と
は

保
育
園
は
、
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
た
り
、

あ
る
い
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
な
ど
の
た
め

家
庭
に
お
い
て
十
分
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
児
童
を
、
家
庭
の
保
護
者
に
代
わ
っ
て
一
般

家
庭
と
同
様
の
保
育
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
施
設
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
育
園
は
学
校
や
幼
稚
園
の

よ
う
に
、
そ
の
児
童
の
教
育
的
要
請
の
見
地
に

基
つ
く
も
の
で
な
く
、
家
庭
の
保
護
者
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
当
然
入
所
し
た
児
童
の
心
身

の
健
全
な
発
達
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役

割
を
も
つ
も
の
で
す
。

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
の
負
担
能
力

に
応
じ
て
徴
収
し
ま
す
が
、
町
の
保
育
料
は
国

で
設
け
た
基
準
額
の
お
よ
そ
半
額
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〇
幼
稚
園
と
は

幼
稚
園
は
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る

ま
で
の
幼
児
（
国
の
方
針
で
は
満
3

歳
か
ら
）

を
対
象
と
し
て
教
育
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

幼
稚
園
は
幼
児
期
の
発
達
の
特
性
を
踏
ま
え

て
適
切
な
環
境
を
用
意
し
、
幼
児
一
人
一
人
が

発
達
に
必
要
な
経
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
組
織

的
・
計
画
的
に
指
導
を
行
う
場
で
あ
り
、
幼
児

期
の
望
ま
し
い
発
達
を
促
す
た
め
の
機
関
で
す
。

特
に
「
環
境
を
通
し
て
行
う
教
育
」
を
基
本

と
し
て
教
師
は
幼
児
と
の
信
頼
関
係
を
十
分
に

築
き
、
『
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
総
合
的
指
導

に
努
め
て
い
ま
す
。
』

保
育
料
に
つ
い
て
は
、

定
め
て
い
ま
す
。

保
育
園
と
幼
稚
園
の
違
い

平成10年 11 月 10 日因 (12) 



寄附ありがとう

町
内
の
北
海
製
罐
株
式
会
社
、

株
式
会
社
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
、

日
東
製
器
株
式
会
社
、
株
式
会
社

ト
ー
モ
ク
、
ト
ー
ウ
ン
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
の
5

社
は
町
制
施
行
を

祝
い
9

月
3
0
日
、
町
に
2
0
0

万

円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の

図
書
購
入
等
教
育
文
化
の
向
上
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

北
海
製
罐
株
ほ
か

4

゜゚
2
 

町

に

万

寄附に訪れた北海製罐（株）取締役の箕輪さんほか

円

寄

附社

ございました

長
谷
川
秀
夫
さ
ん

町
に
ガ
ラ
ス
工
芸
盾
寄
附

明
和
工
業
団
地
内
の
株
式
会
社

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
代
表
取
締
役

社
長
・
大
浦
博
さ
ん
）
は
、
町
制

施
行
を
記
念
し
て
9

月
3
0
日
、
町

に
1
0
0

万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し

こ
。t
 町で

は
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の

図
書
購
入
等
教
育
文
化
の
向
上
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

寄附に訪れた管理本部総務部長の本田さんほか

町
に

1 0 0 1ド＼‘
万

円

寄

附

株
ア

ン

テ
ス
ト

館
林
市
の
真
中
医
院
院

長
真
中
津
郎
さ
ん
は
町
制

施
行
並
び
に
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
開
館
2

周
年
を

記
念
し
て
1
0
月
7

日
、
町

に
自
画
の
「
日
本
画
」
（
百

号
）
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
同
館
の
ロ
ビ

ー
に
展
ホ
し
、
芸
術
文
化

の
向
上
の
た
め
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

須
賀
の
は
せ
が
わ
ガ
ラ

ス
工
房
（
代
表
長
谷
川
秀

夫
さ
ん
）
は
、
明
和
町
誕

生
の
記
念
と
し
て
1
0
月
1

日
、
町
に
ガ
ラ
ス
工
芸
盾

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
の
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
、
芸
術
文
化
の
向
上

の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

寄
附
さ
れ
た
「
日
本
画
」

寄
附
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
工
芸
盾

町

に中
津
郎
さ

日
本
画

寄

真

附ん

町制施行記念 少年サッカーフェスティバル開催

役
場
企
画
課
6
闘
3
1
1
1

元
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚

監
督
古
前
田
充
さ
ん

町
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
で
は
、

明
和
町
誕
生
を
記
念
し
、
J
リ
ー

グ
元
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
監
督
等
を

招
い
て
少
年
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

イ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

1
1月
2
2
日
⑪
午
前
9

寺
ー
E廿

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
講
師

0

古
前
田
充
さ
ん
(
J

リ
ー
グ
元
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
監

督
）
〇
藤
島
信
雄
さ
ん
（
元

日
本
代
表
）

◇
参
加
者
町
内
の
小
・
中
学
生

お
よ
び
館
林
邑
楽
管
内
の
小
学

6

年
生

◇
内
容
講
師
に
よ
る
実
技
指
導

や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

※
午
後
0

時
3
0
分
か
ら
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と
し
て
、
群

馬
四
十
雀
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

3

試

合
が
行
わ
れ
ま
す
。

(13) 平成10年11 月 10 日（火）
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▲わだしの血圧はいくつ？

昨
年
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
す
く
す
く

5

歳
児
健
康
診
盃
の
平
成
1
0年
度

分
が
ま
と
ま
り
ま
し
だ
の
で
報
告
し
ま
す

本
年
度
は

8
4
.
7％
の
子
ど
も
た
ち
が

受
診
し
、
そ
の
結
果
昨
年
と
同
様
に
生
活

習
慣
病
予
備
軍
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち

が
約
4

割

(
4
0人）
お
り
（
表
1
)、
麟
人

に
1

人
が
予
備
軍
と
い
う
結
果
で
し
た
。

同
様
の
検
査
を
群
馬
県
立
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
で
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

結
果
予
備
軍
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
2
4
.
9

％
と
4

人
に
1

人
の
割
合
で
、
本
町
よ
り

低
率
で
し
た
。

飽
食
の
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
今
、
豊

か
な
食
べ
物
に
囲
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

偏
食
や
食
べ
す
ぎ
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ

ー
バ
ー
と
い
う
問
題
と
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
が
変
わ
り
、
外
遊
び
か
ら
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
な
ど
の
室
内
遊
び
に
移
行
し
つ
つ
あ

り
、
運
動
不
足
と
い
う
問
題
が
深
刻
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
成
人
病
（
生

活
習
慣
病
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
暮
ら
し
の

中
の
悪
い
習
慣
（
偏
食
・
過
食
・
運
動
不

足
・
睡
眠
不
足
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
）
が
積

み
重
な
っ
て
発
症
す
る
大
人
の
病
気
は
、

ま
す
ま
す
若
年
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
生
活
習
慣
の
改

善
に
着
手
し
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
つ
み

と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

小
児
生
活
習
慣
病
健
診

表 1 すくすく 5 歳児健康診盃結果

項 目 明和町 (H 10年） 岨和村 (H 9 年） 小児医憬センダー

検査実施人数 99人 98人 878人

1 つでも異常を認めだ者 40.4% 46. 9% 24. 9% 

収縮期血圧 110mm日g以上 9. 1% 6. 1% 4. 3% 

総コレステロール 200mg /dQ以上 12. 1% 11. 3% 5. 8% 

II 110mg /dQ未満 0% 0% 2. 5% 

中性脂肪 150mg/dQ以上 16. 2% 17. 5% 8. 1% 

肥満症 20％以上 6. 1% 5. 1% 8. 2% 

動脈硬化指薮 3. 0以上 13. 1% 21. 7% 6. 3% 

HDL コレステロール 40mg/dり未満 8. 1% 13. 4% 

一
[
-
目
コ
』5〗
-
i
了
式
笹
涵
四
『
孟
り
そ
＂
ニ
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表 2 肥満度と異常者の関係

項 目 肥満度（平均値）

収縮期血圧 110mmHg以上 11. 2% 

総コレステロール 200mg /dQ以上 11. 2% 

中性脂肪 150mg /dQ以上 2. 6% 

動脈硬化指数 3. 0以上 7. 7% 

HDL コレステロール 40mg/dじ未満 -1. 9% 

1 つでも異常を認めだ者 3. 6% 

動脈硬化指数

※肥満度：村田式

総コレステロール一日 DL コレステロール
HDL コレステロール

現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活

同
時
に
実
施
し
ま
し
た
生
活

状
況
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
表

2

の
よ
う
に

H
D
L

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
除
い
た
各
項
目
の
異

常
者
の
平
均
は
肥
満
度
が
プ
ラ

ス
と
い
う
結
果
で
し
た
。

肥
満
度
が
2
0
％
以
上
の
子
ど

も
に
つ
い
て
は
全
員
な
に
か
し

ら
検
査
項
目
に
異
常
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
生
活
の

傾
向
と
し
て
遊
び
は
家
の
中
で
、

食
事
は
魚
よ
り
関
、
ウ
ィ
ン
ナ

ー
・
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
加
工

食
品
を
好
み
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
よ
く

食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高
い
子
ど
も

は
、
野
菜
嫌
い
で
外
食
・
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
の
回
数
が
多
く
、
遊

び
も
家
の
中
が
中
心
で
す
。
動
脈

硬
化
指
数
の
高
い
子
ど
も
は
、
比

較
的
肉
の
加
工
食
品
や
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
を
好
み
、
好
き
嫌
い
が
多
い

と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
中
性
脂
肪

の
高
い
子
ど
も
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
カ
ロ
リ
ー

の
高
い
調
味
料
が
好
き
で
、
ジ
ュ

ー
ス
や
清
涼
飲
料
水
な
ど
糖
分
を

多
め
に
摂
取
し
て
い
る
と
い
う
結

果
で
し
た
。

子ともだちの酋生活、 こんなことに気をつけて．~I

総コレステロールが高いと言われたら
①コレステロールの多い食品は控えめに（卵、たらこ、子持ししゃも、とリ肉、

レバー、バターなど）

⑦動物性脂肪はとリすぎない

③植物性繊維を多めにとリましょう （いも類、きのこ類、海草類、こんにゃく、野菜など）

HDL コレステロールが低いと言われたら
①肉より魚を食べましょう（さば、いわし、さんま、あじ、かつおなど新鮮な魚を）

②リJ-)レ酸の多い、くるみ、ごま、とうふなど摂取しましょう

③水泳など持続した運動をつづけましょう

動脈硬化指数が高いと言われたら
①まず日 D しコレステロールを増やす食生活を

②古くなった泊は使わないようにしましょう

①加工食品より新鮮なものを食べましょう

④スナック菓子はひかえましょう

中性脂肪が高いと言われたら

II 

①ウィンナー・ハンバーグ

やお菓子はやめましょう

②マヨネーズやドレッシングなどの調味料はカロリーが高いので気をつけましょう

③なるべく体を使った遊びをしましょう

揚げ物などの指肪の多いものや、糖分の多いジュース

(15) 平成10年 11 月 10 日（火）



出水にも耐えた

利根川総合運動場の秋桜

◇
期
日

1
2月
認
日
同

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
町
内
在
住
者
・
在
勤
者

◇
参
加
料
無
料

◇
申
込
期
限
1
1
月
2
9
日
同
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第

1

回
町
民

卓
球
大

会

募

集

、1流-- 3 
迂）--- ---

社会体育館

匹 (84)4626

海洋センター

匹 (84)5511

民

マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大
会

明
和
村
民
マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大
会
が

9

月

2
3日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
か
れ
、
村
民
ら
約
5
0
人
が

午
前
9

時
か
ら
午
後
9

時
ま
で
の

1
2時

第

^ 4
 
回

村

優勝した「新里 D 」チーム

優勝した皆さん

3 準優
優

1 位勝勝

，中下新

谷江里
C 黒 D
A 

ゲートボールの技量を発揮する参加者

ペ 町
制
施
行
記
念

第
1
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

タ
ク
大ン

会

（
敬
称
略
）

第
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

◇
男
子
の
部

優
勝
川
辺
秀
幸
・
長
沼
功
一
郎

準
優
勝
江
川
博
幸
・
江
森
大
介

3

位
小
原
毅
・
中
野
勉

3

位
田
村
孝
司
・
磯
貝
宝
之

◇
女
子
の
部

優
勝
武
井
玲
子
・
岡
田
和
子

準
優
勝
江
森
真
里
子
・
田
口
文
代

3

位
佐
藤
千
鶴
子
・
今
泉
美
香

3

位
新
井
房
江
・
今
成
喜
美
枝

一

熱戦を展開する参加者

4
 

結
回

村

果

第
1
9
回
郡
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
橋
本
産
業
固

準
優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

間
、
お
互
い
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

競
技
は
男
女
の
各
シ
ン
グ
ル
や
ダ
ブ

ル
ス
な
ど
団
体
戦
で
、
明
和
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
が
近
隣
の
4
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た

ほ
か
、
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
行
わ
れ

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

邑
楽
郡
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
1
0月
2
2日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場

で
開
催
さ
れ
、
郡
内
か
ら
1
6
チ
ー
ム
、

約
1
0
0
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

健
康
増
進
と
毅
睦
を
図
る
目
的
で
開

か
れ
た
こ
の
大
会
に
、
本
町
か
ら
は
千

津
井
、
江
口
、
中
谷
、
須
賀
の

4

チ
ー

ム
が
出
場
し
、
健
闘
し
た
結
果
、
千
津

井
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
、
3

位
と
な
り
ま
し
た
。

ー

第
6

回
事
業
所
・
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
橋
本
産
業
闊

準
優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第
1
8
回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

今
年
も
1
1
月9

日
同
か
ら
1
5
日
同

ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ

せ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産

の
消
失
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
統
一
標
語
「
気
を
つ
け
て
は

じ
め
は
す
べ
て
小
さ
な
火
」

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火
事
を

出
さ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
l
H
と
つ
の
ボ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
リ
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
失
を
し

な
い
。

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑤
電
気
器
貝
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

協予秋

力防季

運全

だ動国

火

< 

X

)

 
に

し‘ 災‘
、こ
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こ
の
ほ
ど
町
で
は
、
役
場
お
よ
び
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
前
に
「
正
し
い
申

告
・
期
限
内
納
税
推
進
の
町
」
の
塔
を

建
て
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
来
、
官
民
一
体
で
進
め

て
き
た
「
正
し
い
申
告
・
期
限
内
納
税

推
進
の
ま
ち
」
運
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
の
趣
旨
は
、
申
告
納
税
制

度
の
根
幹
を
な
す
、
文
字
通
り
の
正
し

い
申
告
と
期
限
内
納
税
を
啓
発
す
る
も

の

町
」

第

1
1

原
告
側
が
原
状
回
復
の
費
用
賠
償
は

し
な
い
と
変
更
し
ま
し
た

1
1

明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、
高

橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か
ら
「
明

和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を
適
切
な
処

理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
埋
め
た
、
こ
れ
を
搬
出
し
、

元
の
と
お
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

よ
う
な
内
容
の
訴
訟
に
つ
い
て
第

3

回

の
口
頭
弁
論
が
1
0
月
2
1
日
、
前
橋
地
方

裁
判
所
（
村
田
達
生
裁
判
長
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側

3

名
と
被

告
代
理
人
2

名
（
森
尻
弁
護
士
、
福
島

弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
前
回
裁
判
長
か
ら

頭
弁
論

原
告
側
に
対
す
る
「
被
告
側
に
求
め
る

事
項
を
は
っ
き
り
と
す
る
よ
う
に
」
と

い
う
指
示
に
対
し
て
、
原
告
側
か
ら
準

備
書
面
に
よ
り
、
①
教
育
長
に
対
し
て

は
「
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
粗
大
ご
み
を
撤
去
・
搬
出
す
る

よ
う
に
村
長
に
請
求
し
な
か
っ
た
こ
と

は
違
法
で
あ
る
こ
と
を
認
め
よ
」
、
②
村

長
に
対
し
て
は
「
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地

に
埋
設
さ
れ
て
い
る
粗
大
ご
み
を
撤
去

．
搬
出
し
な
い
こ
と
は
違
法
で
あ
り
、

こ
れ
を
撤
去
・
搬
出
し
原
状
回
復
せ
よ

と
の
判
決
を
求
め
る
」
と
い
う
こ
と
を

請
求
し
ま
し
た
。

従
っ
て
、
前
回
、
準
備
書
面
で
追
加

を
し
た
村
長
に
対
す
る
「
原
状
回
復
す

の
で
す
が
、
特
に
大
半
の
納
税
者
が
期

限
内
完
納
し
て
い
る
中
で
、
国
・
県
・

市
町
の
滞
納
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
公
平
感
の
上
か
ら
も
問
題
が

あ
る
と
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
預
か
り
金
的
な
性
格
を
持
つ

消
費
税
の
滞
納
に
つ
い
て
、
一
般
納
税

者
か
ら
厳
し
い
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
で
す
。

税
は
こ
の
国
、

の

こ
の
町
に
住
ん
で
行

期
限
内
納
税

塔
を
建

立

-
[
 

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
前
の
塔

厨
g
r

ー
．
＇
·

ヽ
比
1
し

「
正
し
い
申
告

推
進

. 

く
た
め
の
私
た
ち
の
共
通
の
会
費
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
町
の
発
展
や
福
祉

の
向
上
等
は
税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
契
機
に
、
税
の
大
切
さ

を
も
う
一
度
考
え
、
納
税
資
金
の
備
蓄

に
心
掛
け
、
滞
納
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

3
 回

口

概
要

る
費
用
を
賠
償
せ
よ
」
と
い
う
請
求
を

取
り
下
げ
ま
し
た
。

次
に
、
埋
め
立
て
た
物
件
の
確
定
に

つ
い
て
、
裁
判
長
よ
り
質
問
が
あ
り
、

村
が
収
集
分
別
し
、
埋
め
立
て
処
分
し

た
物
を
、
ほ
ほ
対
象
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
被
告
側
か
ら
は
、
原
告
側
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
た
当
問
題
の
関
係
文

書
（
粗
大
ゴ
ミ
搬
入
カ
ー
ド
、
埋
め
立

て
業
者
お
よ
び
再
生
処
理
業
者
と
の
契

約
書
、
埋
立
記
録
図
、
給
食
セ
ン
タ
ー

敷
地
の
管
理
権
限
等
）
に
つ
い
て
、
回

答
す
る
準
備
書
面
を
提
出
し
ま
し
た
。

の

住
民
訴
訟
問
題

（
粗
大
一‘‘
し—

み
処
分
）

/ 

] 
、

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※に耳◎鼻科科人の祝• は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにみ[ る限一

11 月 22 日
根岸医院川村医院 大石医院最上医院 増田医院 小西医院 ：ゞり匹 (72) 3262 匹 (72) 1337 匹（74)2362 8(74)3763 B (82) 2255 匹 (86)2261 胄：一日

増田医院新橋病院
11 月 23 日 まは (穴72) 

匹（72)1387 8(75)3011 >` 3 
認ヽ 1 1 

当 小西医院合村クリニック 堀越医院川島脳外科 館林地区と 館林地区と
時 4

11 月 29 日 ま凸
匹 (86)2261 匹（70)2221 匹 (73)4151 匹（75)5511 同じです。 同じです。 しで が

てで

鷹かす

真中医院 川田医院 田内医院 小曽根医院 わだらせクリニック 館林地区と ら゜
12 月 6 日 塁

し

番 匹（72) 1630 匹（72)3724 ff (72) 3855 匹（72)7707 匹（77)2727 同じです。 ま
す

し
゜て ^ 贋

12 月 13 日
浜野病院 小倉医院 大塚医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と ：こ

医
ff (88) 5678 匹（72)0606 匹（72)0176 匹（72)6000 同じです。 同じです。 さ

昇l, ¥ 

゜

12 月 20 日
白沢医院 大神医院 神尾医院 礫川堂医院 井上医院 竹越医院

畠8 (72) 1600 匹 (62)2200 匹 (75) 1288 匹（74)0184 8(82)1131 匹 (84)3137
\ 

(17) 平成10年 11 月 10 日（火） 県内の交通死亡事故“激増”ドライバーは初心に戻った運転を．I



東毛まつり

l 太田財務事務所 匹（31)3261 • 

東毛地方拠点都市地域16市町村と

桐生·太田・館林各財務事務所が協

力して行う「東毛まつり '98 産業・
文化フェスティバル」が開催されま

す。皆さんお誘い合わせのうえ、ぜ

ひご来場ください。

◇日時 11 月 22 日（日）午前10時～午後

3 時

◇場所 太田リサーチパーク（太田

市吉沢町）

◇内容 16市町村物産展示即売・郷

土作家による工芸展、フリーマー

ケット、スタンプラリー、地酒コ

ーナー、伝統芸能、抽選会、イン

ターネット体験コーナー、ぐんま

産業高度化センター見学会、的当

てゲームなど

労働・雇用問題相談会

県太田商工労働事務所

匹（32)2215

◇日時 12 月 14 日（月） 午前10時～午

後 4 時

◇場所館林市役所 5 階501会議室

◇相談内容 労務、人事、年金等の

経営コンサルタントに関すること

労働基準法等労働法規に関するこ

と 就職、求人情報に関すること

労働問題に関することなど

◇対象者労使一般

◇相談員 社会保険労務士、館林公

共職業安定所職員、太田労働基準

監督署職員、館林市商工課職員、

太田商工労働事務所職員

夜間労働相談

県太田商工労働事務所

8(32)2215 

◇日時 10月 22 日（木）～ 12 月 24 日（木）の

間の毎週木曜日 午後 8 時まで（計

10 日）

◇場所太田商工労働事務所太田

市西本町60-27

◇相談内容労働関係法規、労使間

の紛争議、労務管理、労働資料そ

の他労働問題一般

◇対象者労使一般

粗大ごみ収集時に

L pガス小型空ボンベ収集

役場環境保健課（保健センター内）
匹 (84)4686

液化石油ガス (L pガス）用小型

空ボンベは、ガスを使用した後、当

該ガスを販売した販売店に返却する

のが原則です。そして、現在これ以

外にボンベを返却するルートは存在

しません。したがって、例えば同ボ

ンベの贈呈を受けた場合などにはガ

スを使用した後の空ボンベを返却す

る術がありません。

近年、一般廃棄物に液化石油ガス

(L pガス）用小型空ボンベが混入し

たことによって、一般廃棄物処理施

設に重大な損害を与える事故が相次

いでいるため、県から町に対し家庭

に残ってしまった空ボンベの収集に

ついて協力依頼がありました。

このため、町では粗大ごみ収集時

に小型空ボンベ（ 8 冗以下）を収集

品目に加え収集することになりまし

たので、皆さんのご協力をお願いし

ます。

なお、事故防止のため、粗大ごみ

収集時以外には、絶対に空ボンベを

持ち出さないようにお顔いします。

援護巡回相談会

県庁国保援護課

8 027 (223) 1111 

県では、援護対象未処遇者をなく

すため援護巡回相談会を開催しま

す。

◇日時 11 月 24 日（火）午後 2 時～ 4 時

◇場所館林合同庁舎

◇相談内容 軍人恩給、傷病恩給、

各種特別給付金、特別弔慰金など

援護全般

※役場福祉課に相談カードがありま

すので、あらかじめ必要事項を記入

しておかれると便利です。

愛と感動の映画

タイタニックを上映

l ふるさと産業文化館匹（84)5555 こ
町教育委員会では、世界を沸かせ

る世紀の映画「タイタニック」を次

のとおり上映します。愛と感動の 3

時間をスクリーンでご覧ください。

◇日時 12月 19 日（土）

(1 回目）開場午後 1 時

上映午後 1 時30分

(2 回目）開場午後 5 時30分

上映午後 6 時

◇会場 ふるさと産業文化館ホール

◇料金全席自由 800円

（当日券200円増）

◇チケット ふるさと産業文化館、

中央公民館、海洋センターの窓口

で販売しています。

町制施行記念成人式を

迎える皆さんへ

町教育委員会生涯学習課

匹 (84)4491

町では平成10年度成人式を平成11

年 1 月 15 日（成人の日）に実施いた

します。

従来、 9 月 23 日（秋分の日）に行

っていたものを今年度から変更して

1 月 15 日に実施するものです。

該当者等は次のとおりです。本町

在住でなくても申し出ていただけれ

ば出席できます。郷里で成人式に参

加しましょう。

◇日時平成11年 1 月 15 日（成人

の日） 午前 9 時30分受付

◇式場ふるさと産業文化館（多

目的ホール）

◇該当者 昭和53年 4 月 2 日から昭

和54年 4 月 1 日までの生まれで本

町に住民登録している者、ならび

に本町出身で本人より申し出があ

った者

◇問い合わせ 町教育委員会生涯学

習課（匹（84)4491) へ

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。 お気軽にお問い合わせ

発売期間

12月 1 日（火）～ 12月25日（金）
売総額2,220億円 74ユニットの場合）
···-·----6,000万円-------222本
の前後賞—— -4,500万円—·… --444本
の組違い賞—— -10万円- ---21,978本
…-- ----1,000万円-------222本
-----------100万円—---- 7,400本
------------ 1 万円- --1 ,480,000本
------------300P3--74,000,000本

蒻00飼言噂冨：そか賞 5万円 x444,000本 -·-お問い合わせ先 1 枚300円

｀｀〗｀訊耐塁

宣くヤじ

ください。

税を知る週間 11 月 11 日（水）～ 17 日（火） 「この社会あなだの税がいきている」 平成10年 11 月 10 日（火） (18) 
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町の無料法律相談

◇日時＝ 12月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和町民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 12 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 1日
Jし 健 吟

5ヽ

◇日時＝ 12月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 9年12月、 10年5 月、 8月生

健 康 相 ＝火畝

◇日時＝ 12月 1 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 12月 15 日（火）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝12月 17 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 ＝火
詠

◇日時＝ 12月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の納税

◇固定資産税、国民健康保険税、国

民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 11 月 30 日（月）

町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹 (84)3111
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 4 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

工業に関する統計調盃

にご協力ください

l 役場経済課 冗（84)3111
通商産業省では、工業統計調査お

よび石油等消費構造統計調査を平成

10年 12 月 31 日現在で実施します。

工業統計調査は、製造業を営む事

業所を対象として、その活動実態を

調査します。また、石油等消費構造

統計調査は、産業別、規模別、地域

別に我が国産業のエネルギー消費の

実態を明らかにすることを目的とし

ています。

これらの調査結果は、国や地方公

共団体の行政の重要な基礎資料とし
て利用されるとともに、企業、大学

などの研究資料、小・中・高等学校

の教材など、広く利用されていると

ころです。

皆様から提出していただく調査票

については、統計法に基づき、調査

内容の秘密は厳守されますので、正

確なご記入をお願いいたします。

臨時（薬剤師）職員募集

館林厚生病院

l 館林厚生病院 匹（72)3140
◇職種・人員薬剤師（臨時職員）

1 名

◇応募資格薬剤師（有資格者）年

齢45歳位までのかた

◇募集期限 11 月 30 日（月）まで

◇提出書類履歴書・薬剤師免許の

写し

◇試験面接（随時）

◇その他就業時間（午前 8 時30分

～午後 5 時15分）については相談

に応じます。

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

多々良沼スタンプラリー

l 館林財務事務所
匹（72)4461

館林財務事務所では、多くの皆さ

んに「多々良沼」周辺の素晴らしい
水辺空間に触れていただくため、ス

タンプラリーを開催します。

◇内容 多々良沼周辺 8 箇所のラリ

ーポイントのうち、 5 箇所以上の

スタンプをスタンプシートに集め

たかたに抽選で賞品が当たりま

す。

◇参加資格 どなたでも参加できま

す。（ 1 人 1 枚限り）スタンプシー

トは町企画課、中央公民館、ふる

さと産業文化館、海洋センターで

配布しています。

◇期限 12 月 31 日（木）まで

◇賞品 東京デイズニーランドペア

パスポート 10組、東武ワールドス

クウェアペア入場券10組ほか多数

◇応募方法 スタンプシートに 5 箇

所以上のスタンプを集めて、平成

11年 1 月 14 日（木）までに町企画課に

お持ちください。

年末調整等説明会

l 館林税務署
8(72)4373 

源泉所得税の年末調整等説明会が

開かれます。源泉徴収者は必ず出席

してください。

◇日時 11 月 18 日（水）午後 1 時30分～

◇会場 ふるさと産業文化館

自衛隊生徒募集

l 自衛隊太田出張所
匹 (45)5563

◇受付期限平成11年 1 月 4 日（月）ま

で

◇試験日平成11年 1 月 5 日（火）

◇試験場 太田市勤労青少年ホーム

◇応募資格 中学校卒業者15歳以上

17歳未満の男子

◇受付・問い合わせ 自衛隊太田出

張所または役場住民課匹（84)3111 

〔自衛隊生徒とは…〕

自衛隊の専門技術者を養成するた

め、若い中学校卒業者を対象とした

制度です。

(19) 平成10年 11 月 10 日（火） 群馬県最低賃金が10月 1 日から 1 日 5,026 円、 1 時間629円に改正されました。
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村の人口と世帯
1 1 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,330戸（＋ 2)

人口総数 11,699人(+ 4) 

急
10月の救急車出動回数

病 8 件 交通事故 7 件

男 5,873人・女 5,826人

〈 10 月中の動き〉

出生 5 人・死亡 7 人

転入 44人・転出 38人

その他

代
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木
村
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美
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町
民
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で
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町
で
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、
1
0
月
1

日
に
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町
民
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1
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」
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タ
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。
⑭

錫

集

使

記

森坂和酒松清杉 片野奈高和
田本田井本水山氏 岡中良橋田氏一

喜 万ま原
芳臨利安 一清名あ優ゅ蒼喜ぢ佑悶詩し名あ
郎蘊江治清郎重 子こ生いん果ヵ、音ぉ め

83 50 66 75 52 73 77 言＄延光享一塁昌明正霊進員で
政麗茂一世み子夫子男子樹美幸貰ー名た
帯性

春子郎雄主）女女女女女別ー、

上中上千千矢千地薮梅梅千南中地薮
江江津津津 津大
黒谷黒井井島井区畠原原井島谷区畠
％％％％呪％％開一％ ％男％ % ］塁
※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成10年 11 月 10 日（火） (20) 

二輝

郎子
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大きな声出してね！

健康まつりで大声コンテストが行われ、

子どもから大人までが大声出してストレス

を発散していました。

今月の主な祇面 _] 
•町制疱行記念事業給果……………②～③

•各種コンクール等受賞者紹介……④～⑤

・保育圏・幼碓圏建設委員会で…………⑥

設針業者を選定
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►

ド
リ
ブ
ル
の
技
を
指
導
す
る
古
前
田
さ
ん

▼サッカー大好き少年、一同に勢ぞろい

ル
、
フ
ェ
イ
ン
ト
等
の
実
技
指
導
を
受

講
し
ま
し
だ
。

そ
の
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

参
加
し
だ
少
年
だ
ち
は
「
ド
リ
ブ
ル
な

ど
の
基
礎
を
学
べ
て
大
変
よ
か
っ
だ
で

す
」
と
息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
だ
。

最
後
に
講
師
の
講
評
で
は
「
合
日
教

え
だ
こ
と
の
―
つ
で
も
身
に
つ
け
て
、

合
後
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

語
っ
て
い
ま
し
だ
。

ま
だ
、
午
後
か
ら
は
チ
ー
ム
対
抗
5

対
5
に
よ
る
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
明
中
サ
ッ
カ
ー
部
が
優
勝
。
さ

ら
に
、
群
馬
四
十
雀
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

3
試
合
を
行
う
な
と
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

を
盛
り
上
け
ま
l
l癒
゜

ヘリ」）勺一葡覧罷tI

町の美しさ

満喫

町
あ
よ
び
町
教
育
委
員
会
で

は
1
1
月
2
2
日
、
明
和
町
の
誕
生

を
記
念
し
て
「
少
年
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
を
利
根
川

総
合
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
だ
。

同
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
は
、

明
和
F
C
を
は
じ
め
館
林
邑
楽

地
域
の
小
学
生
1
2
チ
ー
ム
と
明

和
中
サ
ッ
カ
ー
部
員
な
ど
約
1
6
0

人
が
参
加
。
特
別
講
師
に
J
リ

ー
グ
・
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
チ
ー

ム
総
括
部
長
で
元
監
督
の
古
前

田
充
さ
ん
、
横
浜
サ
ッ
カ
ー
協

会
理
事
で
元
全
日
本
代
表
の
藤

島
侶
雄
さ
ん
を
迎
え
て
、
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
後
に
ド
リ
ブ

ル
な
ど
の
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

◄

上
空
か
ら
見
る
明
和
町
f
 

◄

真
剣
に
練
習
す
る
子
ど
も
た
ち

►

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
明
和
町
を
探
検

学
生
が

プ
ロ
の
技
術
を
学
ぶ

▲藤島さんからボディートラッピングを学ぶ中学生

少
年
サ
ッ
カ
ー
フ
―
ー
ス
テ
ィ
バ
J
l

上
空
か
ら
新
し
く
誕
生
し
だ

町
の
様
子
を
眺
め
て
も
ら

lつ
「
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
散
歩
」

が
1
1
月
1
日
行
わ
れ
、
約
2
3

0
人
の
町
民
ら
が
日
常
と
は
異

な
っ
だ
視
点
で
遊
覧
飛
行
を
楽

し
み
ま
し
だ
。

5
人
乗
り
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

は
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を
発
着

点
に
東
と
西
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
、
家
族
連
れ
な
ど
を
乗
せ
て

飛
び
立
ち
、
町
上
空
約
2
5
0

討
を
5
分
間
ほ
ど
旋
回
し
ま
し

だ
。搭

乗
者
は
「
上
空
か
ら
眺
め

る
と
家
並
み
や
田
畑
が
模
型
の

よ
う
に
見
え
て
、
と
て
も
き
れ

い
で
し
だ
」
と
町
の
美
し
さ
を

満
喫
し
だ
様
子
で
し
だ
。

平成10年12月 10 日（木） (2) 



` 
平成 Ioii度明和町文化祭

⇒: 

たくさんの人で

►

花
づ
く
り
・
や
さ
し
さ
づ
く
り
の
第
一
歩

花
笛
i

9五
叫
っ
9

ゃ
？
‘
し
r
、r
t
g
-
―
歩
．

、

µ
,
1
0

明
和
町
叔
育
委
頁
合

ｷi  ̀ ’ 
デ

肌
腫
I
H
J
文
f
t
祭

にぎわった明和町詞lI 
町
制
施
行
記
念
の
町
文
化
祭
が
1
0月

3
0
日
か
ら
且
月
1

日
ま
で
の
3

日
間
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
大

勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

こ
。t
 作品

展
に
は
、
町
文
化
協
会
加
入
団

体
や
公
民
館
講
座
か
ら
切
り
絵
、
書
道
、

生
け
花
、
絵
画
等
6
1
9

点
お
よ
び
幼

稚
園
児
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

絵
画
等
1
5
7

点
が
出
品
。
会
場
内
に

は
町
民
の
力
作
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
熟
心
に
作
品
を
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
能
発
表
で
は
、

2
3団
体
が

民
謡
、
民
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、

八
木
節
、
和
太
鼓
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ハ
ー
ト
フ
ル
事
業
の
一
環

と
し
て
、
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
約

4
0
0

名
の
か
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

1

日
に
は
、
町
制
施
行
記
念
の
健
康

ま
つ
り
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

健
康
・
歯
科
相
談
、
体
力
測
定
、
リ
サ

イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
多
く
の
町
民

が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
祭
が
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
駐
車
場
で
開
か
れ
、
町
の
誕
生
を

祝
い
赤
飯
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
か
、

青
空
市
で
三
重
県
明
和
町
の
特
産
品
の

販
売
や
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

-J. 

►

健
康
管
理
は
0
k

開
騒
ま
つ
り

►

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
う
商
工
祭

iI 

竺ホ

◄

大
声
コ
ン
テ
ス
ト
誰
が
1
位
か
な
？

(3) 平成10年 12 月 10 日（木）



館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

平
成
1
0
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
隊
秋
季
点
検
が1
1月
8
日
、

邑
楽
町
南
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
本
町
か
ら
次
の

か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

〔
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
〕

明
和
消
防
団
副
団
長

今
成
隆
（
江
口
）
団
員
暦
1
0
年

〔
優
良
団
体
表
彰
〕

田
島
婦
人
消
防
隊

（
隊
長
北
島
き
よ
子
）

優
良
団
員
ら
を
表
彰
麟
叡
己
叡

平
成
1
0
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
審
査
を
パ
ス
し

た
2
0
点
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
の
県
審

査
で
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
・
中
・
高

校
の
部
を
合
わ
せ
て
1
2

、

8
2
6

点

で
し
た
。
本
町
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

ま
た
、
全
国
を
対
象
と
し
た
中
央
審

査
へ
本
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
優
秀
作
品

1
4
点
の
う
ち
、
西
小
1
年
の
二
瓶
樹
君

の
作
品
が
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

` 
二瓶樹君

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

中
央
審
査
で
二
瓶
樹
君
入
賞

〔
優
良
団
員
表
彰
〕

多
田
克
己
（
上
江
黒
）

山
岸
信
行
（
千
津
井
）

島
田
重
男
（
南
大
島
）

吉
永
知
博
（
梅
原
）

原
口
崇
（
大
輪
）

篠
木
英
治
（
大
佐
貫
）

団
員
歴
8
年

団
員
歴
6
年

団
員
歴
6
年

団
員
歴
6
年

団
員
歴
4

年

団
員
歴
8
年

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

二瓶君の作品

蕎瀬絹衣さん

(1 年）

鯉沼由実さん

(1 年）

「
税
金
で
よ
い
町
づ
く
り

希
望
の
未
来
」

「
税
金
は
明
る
い
暮
ら
し
の第

一
歩
」

梅
原
婦
人
消
防
隊

（
隊
長
吉
永
栄
子
）

連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
小
学
校
の
部

優
秀
▽
―
一
瓶
樹
（
西
小1
)
▽
澤
浦
薫

（
西
小3
)

入
選
▽
河
内
山
知
幸
（
西
小

2
)
▽
ニ

瓶
梢
（
西
小
3
)
▽
植
田
馨
（
西

小
5
)
▽
池
田
翔
（
西
小
6
)

◎
中
学
校
の
部

入
選
▽
久
保
口
育
美
（
中
1
)
▽
須
永

明
日
香
（
中
2
)
▽
野
本
拡
（
中

3

)

 

税
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
関
東
信
越
国
税
局

主
催
で
行
わ
れ
た
「
税
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
中
学
生
対

象
）
で
、
本
町
か
ら
次
の
4
人
の
か
た
が
た
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
事
故

館
林
税
務
署
長
賞

明
和
町
長

賞

小松原禎君

(1 年）

影山裕之君

(1 年）

税
が
か
つ
や
く歩

道
橋
」

「
納
税
で
明
る
＜
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」

館
林
税
務
署
管
内
租
税

教
育
推
進
協
議
会
長
賞

翠
臼
q

h
m
-

館
林
財
務
事
務
所
長
賞

税
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

平成10年12月 10 日（木） (4) 



町
制
施
行
記
念
第
1

回
菊
花
展
が
1
0月
3
0
日
か
ら
1
1
月
3

日
ま

で
図
書
館
南
側
で
開
か
れ
、
丹
精
し
て
育
て
ら
れ
た
美
し
く
咲
き

誇
る
花
が
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
出
品
者
は
、

文
化
協
会
園
芸
部
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
菊
づ
く
り
教
室
の
ほ
か
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
3
2
9

人
で
し
た
。
ま
た
、

菊
花
展
の
表
彰
式
が
1
1月
3

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
上
位
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◇
特
選

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞

◇
最
優
等

町
長
賞
関
口
治
助

町
議
会
議
長
賞
坂
上
若
榮

館
林
市
農
協
長
賞
吉
永
年
雄

商
工
会
長
賞
吉
永
五
三
次

教
育
長
賞
関
本
宗
市

文
化
協
会
長
賞
新
井
繁
二
郎

文
化
協
会
園
芸
部
長
賞
野
口
今
朝
雄

群
馬
県
知
事
か
ら
感
謝
状

群
馬
県
交
通
指
導
員
大
会
が
1
1月
1
2

日
、
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

そ
の
席
上
で
本
町
か
ら
次
の
交
通
指
導

員
に
、
群
馬
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

隊
長
薗
田
一
雄
（
大
佐
貫
）

副
隊
長
本
沢
恒
夫
（
南
大
島
）

2

人
と
も
多
年
に
わ
た
り
学
童
園
児

の
交
通
安
全
指
導
と
地
域
の
交
通
安
全

に
尽
力
し
、
交
通
事
故
防
止
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

交
通
指
導
員

2

名

最
高
賞
の
特
選
に

新
井
繁
二
郎
さ
ん

菊

花

屎

新
井
繁
二
郎

文
化
協
会
園
芸
部

出
品
者
1
4
人
・
鉢
数
5
5
点

1 -,"" 

訪れた人たちの目を楽しませた菊花展

出
品
者
1
3
人

〔
盆
養
の
部
〕

◇
特
選
小
平
志
げ
子

◇
最
優
等
奈
良
か
う

◇
優
等
北
島
と
し

〔
ダ
ル
マ
（
国
華
千
望
）
の
部
〕

◇
特
選
清
水
く
ら

◇
最
優
等
小
平
志
げ
子

◇
優
等
奈
良
ミ
ツ
子

鉢
数
2
5
点

菊
づ
く
り
教
室

出
品
者
9
1
人

〔
大
輪
の
部
〕

◇
特
選
田
口
嘉
彰

◇
最
優
等
清
水
義
雄
田
部
井
喜
雄

◇
優
等
奈
良
か
う
吉
永
雪
子

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕

◇
特
選
小
平
志
げ
子

◇
最
優
等
新
井
和
子
柴
崎
フ
ク

◇
優
等
奈
良
か
う
奈
良
ミ
ッ
子

老
人
ク

◇
優
等

厚
物
坂
上
若
榮

ダ
ル
マ
関
口
治
助

福
助
関
口
治
助

鉢
数
9
1
点

フ

ブ

蜘直でささえ的

「地域でささえあうあっだかいあ
正月」をスローガンに、全国一斉に

歳末だすけあい運動が行われていま

す。一人でも多くのかだが明るいあ

正月を迎えられるよう、皆様のご協

力をあ願いいだします。

第47回

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

1
2月
1

日
ー

3
1日

退
職
者
医
療
制
度

‘
、こ

存
じ
で
す
か

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
国
保
に
加

入
し
て
い
る
か
た
で
、
年
金
の
受
給

権
を
得
た
か
た
は
、
退
職
者
医
療
制

度
に
該
当
に
な
り
ま
す
。

◇
条
件
と
し
て
は

①
国
保
の
被
保
険
者

②
厚
生
年
金
等
（
国
民
年
金
は
除
く
）

を
通
算
2
0
年
以
上
ま
だ
は
4
0
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
1
0
年
以
上
積
ま
れ
だ

か
だ
。

③
老
人
保
健
非
該
当
者

(
7
0歳未
満

の
か
だ
）
の
す
べ
て
を
満
だ
し
て

い
る
か
だ
で
す
。

◇
手
続
き
に
は

認
印
、
年
金
証
書
（
積
ん
だ
月

数
が
わ
か
る
も
の
）
、
国
保
被
保
険

者
証
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

退
職
者
医
療
に
該
当
し
ま
す
と
、

自
己
負
担
額
が
本
人
2

割
、
家
族

入
院
2

割
、
家
族
通
院
3

割
に
な

り
ま
す
。

役
場
住
民
課

内
線
3
3
7

(5) 平成10年12 月 10 日（木）



毎
年
1

月
1

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

選
挙
権
を
有
す
る
人
で
1
0
ア
ー
ル
以
上

の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
必

ず
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
選
挙
権
を
有
す
る
人

町
内
に
住
所
が

農
業
委

員

あ
り
、
平
成
1
1
年
3

月
3
1
日
現
在
満
2
0

歳
以
上
で
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
そ
の
配
偶

者
や
同
居
の
親
族
で
年
間
6
0
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人

◇
登
録
申
請
登
録
申
請
書
は
、
各
地
区

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

内
線
3
3
2

の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を

第
3

回
目
の
町
保
育
園
・
幼
稚
園
建
設

委
員
会
を
1
1
月9
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
千
代
田
町
立
西
保
育
園
を

建
設
委
員
と
事
務
局
合
わ
せ
て
3
0
名
が
視

察
し
、
襟
川
千
代
田
町
長
さ
ん
は
じ
め
関

係
職
員
か
ら
建
設
の
経
過
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
園
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。

園
舎
は
、
襟
川
町
長
さ
ん
が
話
さ
れ
た

と
お
り
、
内
部
は
自
然
の
ぬ
く
も
り
を
考

え
、
木
材
を
多
く
取
り
入
れ
、
外
観
は
福

祉
ゾ
ー
ン
の
各
施
設
と
の
調
和
の
と
れ
た

も
の
。
建
設
委
員
さ
ん
は
、
保
母
さ
ん
な

ど
か
ら
現
場
の
声
を
聞
き
「
こ
れ
か
ら
設

計
業
者
を
選
定
し
た
り
、
設
計
内
容
を
検

討
す
る
う
え
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
は
、
場
所
を
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
に
移
し
て
、
設
計
競
技
（
コ
ン

ペ
）
業
者
5

社
か
ら
明
和
町
保
育
園
・
幼

稚
園
建
設
の
設
計
提
案
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。説

明
は
、
1

業
者
3
0
分
と
質
疑
応
答5

分
の
持
ち
時
間
。
完
成
予
想
図
、
平
面
図
、

立
面
図
を
も
と
に
、
設
計
の
基
本
的
考
え
、

個
性
あ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
各
業
者
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
設
計
の
基
本
的
考
え
方
、
概

算
建
築
工
事
費
、
建
物
の
ス
タ
イ
ル
、
空

っ
風
対
策
、
省
エ
ネ
対
策
、
平
面
図
か
ら

み
た
利
便
性
な
ど
を
検
討
し
て
、
投
票
で

設
計
業
者
を
選
定
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
投
票
の
結
果
は
、
過
半
数
の
得
票
を

得
た
固
阿
佐
美
建
築
設
計
事
務
所
に
決
ま

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
斎
藤
委
員
長
（
町
長
）
は
「
設

計
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は

詳
細
設
計
を
委
託
し
、
設
計
さ
れ
た
内
容

を
検
討
し
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
環
境
に
優
し
い
よ
り
よ
い
園

舎
を
つ
く
り
た
い
の
で
、
委
員
さ
ん
の
ご

千代田町立西保育園を視察する建設委員

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

建設委員会

保
育
園
. 
幼
稚
園
の
設
計
業
者
を
選
定

千
代
田
町
立
西
保
育
園
を
視
察
し
た
後

1
2
月
2
7
日
同
石
崎
水
道6
闘
4
1
4
7

1
2
月
2
8
日
囲
大
川
工
業
6
⑬
0
7
2
1

1
2
月
2
9
日
因
金
子
水
道6
闘
2
1
4
8

1
2
月
3
0
日
因
島
田
設
備
6
闘
3
2
8
2

1
2
月
3
1
日
困
高
田
設
備
6
闘
3
7
3
6

1

月

1
日
固
冨
塚
水
道

6
闘
3
2
4
7

1
月
2
日
山
松
本
水
道

6
闘
2
8
3
9

1
月
3
日
同
石
崎
水
道

6
闘
4
1
4
7

1

月

1
0
日
⑪
大
川
工
業

6
⑬
0
7
2
1

1
月

1
7日
回
金
子
水
道

6
闘
2
1
4
8

水
道
管
に
も
冬
じ
だ
く
を
し
ま
し
ょ
う
。

明
和
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
規

則
に
基
づ
き
、
す
で
に
1
1
社
が
町
指
定
の

事
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
次

の
3

社
を
指
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
給
水
装
置
の
工
事
は
町
指
定
の

給
水
装
置
工
事
事
業
者

(
1
4
社
）
で
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

闇
橋
本
設
備
工
事
（
邑
楽
町
）6
闘
4
0
6
0

閣
小
倉
水
道
工
業
所
（
邑
楽
町
）
6
闘
3
3
3
0

阿
部
水
道
工
業
所
（
邑
楽
町
）6
閲
4
0
5
8

※
不
明
な
点
は
、
役
場
建
設
課
水
道
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
建
設
課
内
線

3
5
7

町
の
給
水
装
置
工
事

事
業
者
を
新
た
に
指
定

年
末
年
始
の
水
道
故
障
は

町
指
定
の
水
道
業
者
に
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役場

・
年
末
1
2
月
2
7
日
回
ま
で

・
年
始

1

月
5

日
因
か
ら

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
訓
4
9
2
6

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

6
闘
5
2
2
2

平
成
1
0
年
中
に
雇
人
費
、
小
作
料
を
支

払
っ
た
か
た
お
よ
び
新
し
く
大
農
具
（
ト

ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）
を
購
入

後
申
告
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
平
成
1
1

年
1

月
1
1
日
同
ま
で
に
役
場
税
務
課
に
領

収
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
し
ま
せ
ん
と
、
農
業
所
得
の
標
準

外
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
税
務
課

内
線
3
4
3

町の特産シクラメン

匹 (84)3111

農
業
所
得
の
雇
人
費
等
控
除
は
1

月
1
日
ま
で
に

・
年
末
1
2
月
2
7
日
同
ま
で

・
年
始

1

月
5

日
因
か
ら

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

し
尿
の
く
み
取
り

老
人
福
祉
セ
ン
タ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
届

け
出
は
、
休
み
の
期
間
中
で
も
受
け
付
け

し
ま
す
。

住
民
課

・
年
末
1
2
月
2
7
日
同
ま
で

・
年
始

1

月
5

日
因
か
ら

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

6
闘
5
5
5
5

図
書
館

6
闘
5
5
5
5

6
闘
3
1
1
1

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

図
書
館

・
年
末
1
2
月
2
8
日
同
ま
で

・
年
始

1

月
4
日
向
か
ら

※
ご
み
は
、
指
定
さ
れ
た
袋
で
決
め
ら
れ

た
日
時
に
指
定
場
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
保
健
課

6
闘
4
6
8
6

・
年
末
1
2
月
2
9
日
因
の
午
前
中
ま
で

・
年
始

1

月
4

日
団
か
ら

園
大
拙
興
業

6
⑬
4
1
8
6

可
燃

•‘ 
< 

み
の
収
集

役
場

窓

口
事
務

役
場
の
一
般
事
務
は
、
1
2
月
2
9
日
因
か

ら

1

月
3

日
同
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
の
深
い
窓
口
事

務
や
ご
み
の
収
集
な
ど
は
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
や
届
け
出
等
は
、

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

・
年
末
1
2
月
2
7
日
同
ま
で

・
年
始

1

月
5

日
因
か
ら

中
央
公
民
館

6
闘
4
4
9
1

社
会
体
育
館

6
闘
4
6
2
6

社中

会央

体公

育民

館館

館
＿一
江
万

-

[

.

[

 

る
＆

Lふ

B

一
△
▲

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

6
闘
5
5
1
1

手
続
き
や
届
け
出
は
お
早
め
に

年
末

. 
年
始
の
役
場
等
の
仕
事

,
`
9
,
‘

、
[□

9
]
 

場車主圧館民公央

戸
口
中

]

5

 

畔
鱈

事

□
し
：
：
王
—

言
L
 

フ
ェ
ン
ス

, I 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
務
所
増
築
工

事
の
た
め
来
年
3

月
下
旬
ま
で
玄
関
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側

の
中
央
公
民
館
駐
車
場
ま
た
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
通

り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室
よ
り
出
入
り

し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
所

増
築
工
事
に
伴
い
出
入
口
が

変
更
な
り
すに

ま

(7) 平成10年12月 10 日（木）



役場 匹 (84)3111 町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

①
土
地
を
貸
さ
な
い
I
.

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

6
闘
4
4
9
1

排
除
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ

＿
っ

有
害

図
書

等
自
動
販

売

機
の

1
2
月1

日
付
で
次
の
か
た
が
た
が
、
厚

生
大
臣
か
ら
民
生
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（

敬
称
略
）

◎
民
生
児
童
委
員

氏
名
担
当
地
区

砂
賀
久
美
子
斗
合
田

中
村
功
下
江
黒

野
澤
久
子
上
江
黒

野
本
ト
ヨ
子
千
津
井

福
島
登
志
子
江
口

奈
良
克
久
田
島

年
齢

5
5
歳

6
5
歳

6
2
歳

6
7
歳

5
9
歳

6
2
歳
再再再新再新西

寺斤

青
少
年
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ
オ
・
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
な
ど
の
自
動
販

売
機
を
排
除
す
る
た
め
、
町
民
あ
げ
て
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ
オ
・
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
の

自
動
販
売
機
3

な
い
運
動

岡
安
松
代

小
松
原
孝
之

平
井
た
ま
江

奥
澤
一
三

瀬
下
な
み
子

坂
上
な
み
子

恩
田
初
美

始
澤
統
子

太
田
杉
野

吉
田
義
昭

渡
邊
松
子

松
本
芳
雄

福
田
初
江

54 70 60 65 57 65 4 7 66 49 63 61 57 58 
"―'←，卜止，F lF 」 l卜止，←,←止，F

咸成咸咸咸咸咸咸咸咸成成成

②
有
害
な
自
販
機
を
置
か
せ
な
い
I
.

③
有
害
図
書
等
自
販
機
の
管
理
者
に
な
ら

な
い
I
.

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
良
い
環
境
を
つ

く
る
の
は
大
人
の
責
任
で
す
。

有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
設
置
業
者

に
、
私
た
ち
は
設
置
の
た
め
の
土
地
を
貸

さ
な
い
、
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
を

置
か
せ
な
い
、
そ
し
て
、
有
害
図
書
等
の

自
動
販
売
機
の
管
理
者
に
な
ら
な
い
運
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岡
戸
一
男
峡
ケ
鴎

篠
木
タ
イ
大
佐
貫

◎
主
任
児
童
委
員

氏
名
担
当
地
区
年
齢

竹
内
好
美
町
内
全
域
5
6
歳

神
田
秋
子
町
内
全
域
4
7
歳

▽
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
務

松
本
芳
雄

▽
同
副
総
務

奥
澤
―
―
―
-
、
野
本
ト
ヨ
子

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
難
し
い
理
論

か
ら
で
は
な
く
、
地
域
の
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
心
遣
い
か
ら
実
践
で
き
ま
す
。
2
1

世
紀
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

大大須川梅梅中中新新新南南
大大

輪輪賀俣原原谷谷里里里島島

再再新再再再再再再再再新新

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

お

気
軽
に

こゞ

相
談
く
だ
さ
い

民

生

日
し

ー
J

童

委

員

決

ま

6
4
歳

6
1
歳

再再·
再

争斤

新新
る

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
第

1

号
被
保
険
者
（
農
業
や
自
営
業
者
、
学
生

等
）
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
役
場
ま
た

は
取
扱
金
融
機
関
に
納
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
障
害
年

金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
可
能
性
も
で
て

き
た
り
、
全
く
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

役
場
住
民
課

内
線
3
3
7

町
民
体
育
祭
お
よ
び
町
文
化
祭
時
の
バ

ザ
ー
等
で
募
金
活
動
を
行
っ
た
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
明
和
第
1

団
（
代
表
落
合
明
祐

さ
ん
）
で
は
、
7
,
5
9
3

円
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
群
馬
第
7
7
団
（
代
表
砂
賀
敏
子

さ
ん
）
で
は
、
1
2
,
1
7
7

円
の
浄
財
を

そ
れ
ぞ
れ
集
め
、
闘
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ユ

セ
フ
に
寄
附

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は

平成10年 12月 10 日（木） (8) 



冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

①
夜
間
の
交
通
安
全

◇
車
を
運
転
す
る
人
は
…
対
向
車
や
前

車
の
な
い
夜
道
で
は
、
ラ
イ
ト
は
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ロ
ー
ビ

ー
ム
の
照
射
距
離
4
0
い
い
に
対
し
て
、
ハ

イ
ビ
ー
ム
は

l
O
o
[

い
で
す

◇
歩
行
者
や
自
転
車
を
運
転
す
る
人
は

…
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い

色
（
白
・
黄
色
・
蛍
光
色
な
ど
）
の
服

を
着
た
り
、
反
射
材
を
利
用
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
の
ラ
イ
ト

の
点
灯
も
お
忘
れ
な
く

◇
そ
の
他
…
年
末
は
、
忘
年
会
な
ど
で

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

②
高
齢
者
の
交
通
安
全

今
年
は
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
が

群
馬
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
＂
激

饂
し
て
お
り
、
交
通
事
故
死
者
が
2
0
0

人
未
満
連
続
達
成
に
向
け
た
緊
急
対
策

を
実
施
中
で
す
。

館
林
威
言
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
1
1
月

か
ら
1
2
月
に
か
け
て
5

名
の
か
た
が
交

多
発
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
、
近
く

に
外
出
す
る
場
合
で
も
十
分
注
意
し
、

明
る
い
色
の
服
の
着
用
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い

③
ジ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、

通
事
故
で
死
亡
し
て
お
り
、
本
年
も
こ

れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
死
亡
事
故
の
多

< 

発
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
て
の
道
路
利
用
者
が
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
し
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
管

内
か
ら
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

軽
傷
で
済
ん
だ
と
思
わ
れ
る
事
故
が
、

依
然
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
を
運

転
す
る
と
き
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子

ど
も
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
忘
れ

ず
にド

ラ
イ
バ
ー
は
初
心
に
戻
っ
た
運
転

で
、
気
持
ち
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
し
つ

か
り
締
め
て
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

交
通
ル
ー
ル
守
る
あ
な
た
が
守
ら
れ
る
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l
z
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1
2月
1

日
金
ー
3
1日
木
あ
な
た
が
主
役
／
．
交
通
安
全

明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、

高
橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か

ら
「
明
和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を

適
切
な
処
理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
埋
め
た
、
こ
れ

を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り
に
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
訴
訟

に
つ
い
て
第

4

回
の
口
頭
弁
論
が
1
1

月
2
5
日
前
橋
地
方
裁
判
所
（
村
田
達

生
裁
判
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側

3

名
と

被
告
代
理
人
2
名
（
森
尻
弁
護
士
、

福
島
弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
先
ず
、
前
回
原
告
側
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
準
備
書
面

(
5項

目
）
に
つ
い
て
、
被
告
側
か
ら
①
埋

め
立
て
物
件
に
つ
い
て
は
、
県
内
他

市
町
村
の
処
分
状
況
（
資
料
、
平
成

9
年
度
群
馬
県
の
廃
棄
物
）
を
見
て

も
大
部
分
の
市
町
村
で
廃
棄
物
の
埋

立
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
今
度
問

題
に
な
っ
て
い
る
明
和
の
埋
立
面
積

は
、
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
他
市
町
村

の
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
面
積
平
均
の

約
2
0
0
分
の

1

で
あ
る
）
ま
た
、
広
報

紙
に
は
事
実
を
掲
載
し
た
だ
け
で
、

事
実
を
ね
じ
曲
げ
よ
う
な
ど
し
て
い

な
い
。

ス
ト
ー
プ
は

②
焼
却
灰
、
テ
レ
ビ
、

埋
め
て
い
な
い
。

③
埋
立
処
理
は
環
境
保
全
事
業
の
粗

大
ご
み
収
集
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
「
財
務
会
計
上
の

財
産
管
理
行
為
」
と
い
え
な
い
も
の

で
あ
る
か
ら
住
民
訴
訟
の
対
象
と
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

④
埋
立
は
適
正
な
も
の
で
公
序
良
俗

に
違
反
し
な
い
し
、
裁
量
権
の
濫
用

に
も
な
ら
な
い
等
と
反
論
し
ま
し
た
。

原
告
側
か
ら
は
、
前
回
の
町
側
準

備
書
面
で
「
当
該
粗
大
ご
み
搬
入
力

ー
ド
は
処
分
し
て
す
で
に
無
い
」
と

回
答
し
て
い
る
が
、
以
前
担
当
課
長

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
現
在
裁

判
中
で
あ
り
出
せ
な
い
」
と
答
え
て

い
る
（
石
川
氏
）
ま
た
、
収
集
日
％

の
集
計
表
に
は
、
私
が
持
ち
込
ん
だ

ソ
フ
ァ
ー

4

個
が
記
入
さ
れ
て
い
な

い
（
江
森
氏
）
と
発
言
し
、
役
場
職

員
の
証
人
請
求
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
裁
判
長
か
ら
、
「
当

事
件
の
核
心
部
分
と
そ
う
で
な
い
点

が
あ
る
、
ど
こ
が
大
事
か
を
考
え
て

申
請
を
し
て
も
ら
い
、
裁
判
所
が
必

要
と
認
め
れ
ば
行
い
た
い
」
と
い
う

答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

第
4

回
口
頭
弁
論
の
概
要

住
民
訴
訟
問
題
（
粗
大
ご
み
処
分
）(9) 平成10年 12 月 10 日（木）



まち のゎtf い
好評を博した町民文化大学

倍賞千恵子さんら熱弁

エピソードや歌を交えながら

倍賞千恵子さん

やさしいまちづくりを

石井めぐみさん

ニュースの裏側を興味深く

松崎菊也さん
身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

町
制
施
行
記
念
第
1

回
町
民

文
化
大
学
教
養
講
座
が
1
0
月3

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

開
か
れ
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

の
松
崎
菊
也
さ
ん
が
『
ニ
ュ
ー

ス
で
伝
わ
る
こ
と
・
伝
わ
ら
な

い
こ
と
」
と
題
し
て
、
貴
重
な

体
験
を
基
に
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側

の
興
味
深
い
話
を
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
の
話
術
で
語
り
、
会
場

の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

ま
た
、
1
0
月
2
4
日
に
は
女
優

の
石
井
め
ぐ
み
さ
ん
が
「
や
さ

し
い
町
・
や
さ
し
い
人
』
と
題

し
て
「
障
害
児
を
持
つ
競
の
立

場
か
ら
障
害
者
に
関
心
や
興
味

を
今
ま
で
以
上
に
持
っ
て
ほ
し

い
。
み
ん
な
の
手
で
や
さ
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
＿
と

熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
1
1
月
2
0
日
に
は
女

優
の
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
が
『
歌

う
こ
と
、
演
じ
る
こ
と
、
そ
し

て
生
き
る
こ
と
』
と
題
し
て
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
歌
を
交
え
な
が
ら
講
演
。

会
場
を
埋
め
た
聴
講
生
は
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

実践を通して介護の理解を

介護実践教室

1
1
月7

日
、
中
央
公
民
館
で
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

介
護
実
践
教
室
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由
な
か
た
の
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
時
、
家
庭
に
お
い
て
も
介

護
の
基
本
を
、
実
践
を
通
し
て
理
解
し

て
い
た
だ
こ
う
と
開
設
し
た
も
の
で
、

1
7
名
が
参
加
し
、
食
事
・
排
泄
・
移
動

の
お
世
話
な
ど
を
習
得
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
介
護
さ
れ
る
人
の

気
持
ち
も
考
え
て
、
暗
く
な
ら
な
い
よ

う
な
環
境
作
り
も
大
切
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ベッドでの移動のさせかたを実践する参加者

うっとりと聞き入った童謡

童謡コンサート

懐かしい数々の童謡を熱唱

町
制
施
行
記
念
、
由
紀
さ
お
り
•
安

田
祥
子
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
が
1
1
月
1
1
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し

こ
。t
 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

1

歌
う
た

唄
ー
を
テ
ー
マ
に
、

1

部
は
サ
ト
ウ
ハ

チ
ロ
ー
の
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
•
も

ず
は
枯
木
で
．
―
一
人
は
若
い
な
ど
を
、

2

部
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
め
の
懐

か
し
い
童
謡
、
赤
い
鳥
小
鳥
•
あ
わ
て

床
屋
・
か
な
り
や
な
ど
を
軽
い
ト
ー
ク

を
交
え
な
が
ら
熟
唱
し
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
れ
た
大
勢
の
観
客
は
、
数
々

の
童
謡
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
う
っ
と

り
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平成10年12月 10 日（木） (10) 



日ごろの成果を披露
中学校文化祭

明
和
中
学
校
の
文
化
祭
が
1
0月
3
1
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
と
同
校
で
開
か

れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

文
化
祭
は
隔
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
各
ク
ラ
ス
ご
と
の

合
唱
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
演

奏
や
演
劇
部
、
選
択
ダ
ン
ス
、
英
語
暗

唱
、
作
品
展
示
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

橋
本
校
長
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
レ

ベ
ル
の
高
い
合
唱
、
態
度
は
す
べ
て
満

点
」
と
講
評
。
会
場
の
ホ
ー
ル
に
は
生

徒
の
ほ
か
父
母
ら
も
大
勢
詰
め
か
け
、

熟
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

' 
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合唱コンクール 3 年生の部で最優秀賞の D 組

40芋のジャンボスッポン
谷田川で釣り上げる

明
和
町
戦
没
者
追
悼
式
が
1
1
月5
日
、

遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
約
3
1
0

人
の

参
列
を
得
て
、
中
央
公
民
館
で
し
め
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国

の
た
め
に
若
き
命
を
さ
さ
げ
た
3
0
0

余
名
の
町
内
戦
没
者
に
対
し
、
町
民
あ

げ
て
追
悼
の
誠
を
表
す
た
め
、
菊
薫
る

こ
の
時
期
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

斎
藤
町
長
は
「
平
和
の
尊
さ
を
後
世

に
引
き
継
い
で
行
き
、
町
民
の
幸
福
を

願
っ
て
、
そ
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
て

参
り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
知
事
、
町
議
会
議
長
、
遺

族
会
長
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
た

後
、
出
席
者
全
員
が
戦
没
者
の
み
た
ま

に
献
花
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
大
佐
貫
の
飲
食
店
経
営
、

渡
邊
和
子
さ
ん
宅
の
水
槽
に
ジ
ャ
ン
ボ

ス
ッ
ポ
ン
が
飼
わ
れ
て
お
り
、
店
に
訪

れ
た
か
た
の
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ッ
ポ
ン
は
、
大
佐
貫
の
石
村

倉
一
さ
ん
が
7

月
1
8
日
に
谷
田
川
で
魚

釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
2
本
針
で
釣

り
上
げ
、
と
て
も
大
き
い
こ
と
に
驚
き

渡
邊
さ
ん
に
譲
っ
た
も
の
で
す
。
養
殖

用
の
ス
ッ
ポ
ン
は
、
頭
ま
で
の
長
さ
が

1
6
セ
九
位
で
す
が
、
こ
れ
は
約
4
0
七
九
で
重

さ
は
謬
キ
ロ
と
ジ
ャ
ン
ボ
。

渡
邊
さ
ん
は
「
今
は
冬
眠
の
時
期
な

の
で
い
け
す
で
飼
い
、
来
春
か
ら
店
内

平和の尊さを後世に
戦没者追悼式

式辞を述べる斎藤町長

出品者の善意に感謝
福祉バザー

にぎわったボランティア福祉バザー

ス
ッ
ポ
ン
を
釣
り
上
げ
た
石
村
さ
ん

第
1
7
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ
ー

が
1
1
月
2
3
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

多
く
の
町
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
衣
類
、
日
用
品
、

野
菜
・
果
実
、
食
品
な
ど
約
2
,
8
0
0

点
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
市
価
よ
り

も
安
い
値
段
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

価
格
は
寄
附
さ
れ
た
か
た
と
、
購
入

さ
れ
る
か
た
の
気
持
ち
な
ど
を
勘
案
し

て
決
定
。
売
上
金
は
、
8
8

万
7
,
7
0

8

円
で
全
額
町
杜
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
附
さ
れ
、
在
宅
福
祉
資

金
と
し
て
介
護
用
ベ
ッ
ト
、
車
い
す
、

一
人
暮
ら
し
老
人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
水
槽
に
移
し
て
皆
さ
ん
に
観
賞
し
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(11) 平成10年 12 月 10 日（木）. 
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急
性
の
肩
こ
り

●
悪
い
姿
勢
や
無
理
な
姿
勢
、
同

じ
姿
勢
で
長
い
間
仕
事
を
し
た

•
メ
ガ
ネ
が
あ
わ
な
か
っ
た

●
枕
が
高
か
っ
た

●
会
議
な
ど
で
緊
張
が
続
い
た

•
ク
ー
ラ
ー
で
か
ら
だ
を
冷
し
す

ぎ
た

●
寒
さ
で
震
え
て
い
た

●
運
動
不
足

原

因

「
肩
こ
り
」
と
い
え
ば
、
以
前
は
中
高
年
に
特
有
の
症
状
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
若
い
人
の
な
か
に
も
、
肩
こ

り
で
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
O
A
化
の
進
ん
だ
オ

フ
ィ
ス
で
は
、
同
じ
姿
勢
を
続
け
る
こ
と
が
多
い
だ
め
、
運
動

不
足
と
筋
力
低
下
を
招
き
、
そ
れ
が
肩
こ
り
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
も
一
因
で
す
。
で
す
か
ら
、

屑
こ
り
は
現
代
病
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
病

気
と
い
え
る
も
の
は
ご
く
少
数
で
、
大
部
分
は
日
常
生
活
の
ち

よ
っ
と
し
だ
注
意
で
予
防
し
だ
り
、
治
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
か
ら
だ
に
い
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

震
こ
り
の

●
急
性
の
肩
こ
り
を
起
こ
す
原

因
が
蓄
積
し
て
‘
慢
性
化
し

た
●
背
が
高
く
猶
背
で
あ
る

●
鎖
骨
の
下
、
肩
の
前
面
な
ど

の
腕
に
行
く
血
管
・
神
経
の

通
リ
道
が
狭
い

●
椎
闇
板
症
、
変
形
性
頸
椎
症

な
ど
、
頸
椎
の
老
化
に
よ
っ

て
起
こ
る

●
内
臓
の
疾
患
や
頸
一
肩
腕
症
候

群
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
な

ど
慢
性
の
肩
こ
り

●
目
の
疲
れ

●
歯
が
痛
い
な
ど

悩
ん
で
い
る
か

眉
こ
り
で

肩
こ
り
を
防
ぐ
姿
勢

か
ら
だ
は
脊
椎
が
自
然
の
S

字
カ
ー

ブ
（
生
理
的
弯
曲
）
を
描
い
て
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自

然
の
カ
ー
ブ
を
無
理
な
く
維
持
し
て
い

る
の
が
正
し
い
姿
勢
で
す
。
背
筋
を
伸

ば
し
、
お
腹
を
引
っ
込
め
、
あ
ご
を
引

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
肩
の
力
を
抜
き
、

左
右
の
肩
を
同
じ
高
さ
に
保
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
は
、
テ
レ
ビ
が

目
の
高
さ
か
、
目
の
高
さ
よ
り
少
し
低

め
に
し
ま
す
。

寝
る
と
き
は
、
少
し
硬
め
の
寝
具
を

使
い
ま
す
。
枕
は
、
適
度
に
硬
く
て
、

高
さ
が
5
\
7
c
mく
ら
い
の
も
の
に
し

ま
す
。

肩
こ
り
を
防
ぐ
生
活

①
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

②
服
は
、
首
や
肩
が
楽
に
動
か
せ
る
も

の
を
選
ぶ

③
バ
ッ
グ
は
、
い
つ
も
同
じ
側
の
肩
に

か
け
な
い
、
左
右
交
互
に
す
る

④
目
の
疲
れ
を
と
る

パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
の
画
面
を
長
く

見
て
疲
れ
た
ら
、
冷
た
い
タ
オ
ル
で

目
を
冷
や
し
た
り
、
軽
く
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
指
圧
を
行
う

●シャワーで ●お風呂で
お湯と水を交互に 38~40℃くらいが心身
かけてその刺激で ともにリラックスできる
血液の循環をよく お湯の温度
する

I I I - 1 

三くこ
三三｀2函こ口疇—ー一、
湯で肩を温めて終える —· 、· ¥ 

-·ーグ＜

‘`‘-•9 

●アイスパックで
ビニール袋に氷と水と塩
少々を入れて口を閉じる

雪賢よ霜外くのがl19〉」

宣水ヒ嘔少々

●ドライヤーで
ドライヤーの温風を
30cm以上離して、
5 分くらい回すよう
に当てる。蒸しタオ
ルの上から当てると
効果的

＼ー I
/ 

●蒸しタオルで
熱いお湯に浸したタオ）レ
を固く絞ってビニー）レ袋
に入れ、乾いたタオルの
上から肩に当てる (15分
くらい）

●使い捨てカイロで
直接肌に触れないように
低温やけどに注意

併
せ
て
行
う
と
よ
り
効
果
が
上
が
り
ま

す
。

自
分
で
で
き
る
手
当
て

症
状
に
よ
っ
て
使
い
分
け
が
必
要
で

す
。
自
分
の
症
状
に
合
っ
た
治
療
を
し

ま
し
ょ
う
。
手
当
て
は
、
単
独
で
な
く

温
め
る
り
汀
口
]
ロ
ロ
ロ
[

る
に
は
、
肩
を
温
め
る
の
が
効
果
的
で

す
。
家
庭
で
一
番
簡
単
に
で
き
る
方
法

冷
や
す
痛
[
[
口
『
口
ぃ

合
は
、
炎
症
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
冷
や

し
て
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
、
急
激
な
痛
み
と
い
う
の
は
、

あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
こ
と
が
多
い
の

で
、
冷
や
し
て
炎
症
が
静
ま
っ
た
ら
、

温
め
ま
し
ょ
う
。
順
序
を
間
違
え
る
と

悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
要
注
意
。

と
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も
入
浴
で
す
。

温
か
い
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
る
だ
け
で

筋
肉
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
血
液
の
循
環

も
よ
く
な
り
ま
す
。

平成10年 12月 10 日（木） (12) 



三塁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た

時
は
安
静
に
し
て
休
養
を

平
成
9

年
末
か
ら
合
年
の
5

月
に
か
け
て
報
告
さ
れ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
の
患
者
数
は
、
約
1
2
7

万
5
0
0
0

人
。

こ
こ
数
年
間
で
最
大
の
流
行
を
記
録
し
ま
し
だ
。
中
に
は
、
高

齢
者
施
設
で
の
集
団
発
生
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
合
併
症
に
よ

る
乳
幼
児
の
死
亡
例
も
報
告
さ
れ
ま
し
だ
。
合
年
の
冬
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、
日
ご
ろ
の
対
策
が
重
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
呼
吸
器
感

染
症
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
、
4
0
度
近
い
高
熱

や
頭
痛
、
関
節
や
筋
肉
の
痛
み

な
ど
全
身
に
症
状
が
現
れ
ま
す
。

併
せ
て
、
普
通
の
か
ぜ
の
よ
う
に
、

の
ど
の
痛
み
や
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

せ
き
な
ど
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
も

安
静
に
し
て
休
養
を
と
る
な
ど
す

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
1

週

間
ほ
ど
で
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
怖
さ
は
、
合
併
症
な
ど
の
併

発
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
病
気

に
対
す
る
抵
抗
力
の
弱
い
お
年

寄
り
や
子
ど
も
、
基
礎
疾
患
（
心

疾
患
、
肺
疾
患
、
腎
疾
患
等
）

を
も
っ
て
い
る
人
は
ひ
ど
く
な

る
こ
と
が
多
く
、
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
起
こ
し
て
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の

合
併
症
に
は
、
気
管
支
炎
な
ど

が
あ
り
、
最
近
で
は
、
小
さ
な

あ
年
寄
り
や
子
と
も
は

特
に
注
意
を

インフルエンザ様疾患発生状況（人）

昭和63年～平成元年 207,042 
平成元～ 2 年 1,073,681 

2~3 年 536,378 
3 ~4 年 273,224 
4 ~ 5 年 872,039 
5~6 年 75,426 
6~7 年 832,549 
7~8 年 190,942 
8~9 年 317,715 

9~10年
1,275, 192 

5 月 30 日

般
的
な
予
防
策

子
ど
も
に
み
ら
れ
る
脳
炎
や
脳
症
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
係
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
は
、
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

0

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
す
る

〇
帰
宅
時
は
う
が
い
を
す
る

〇
睡
眠
を
よ
く
と
り
栄
養
に
気
を
配
る

0

室
内
で
は
適
度
の
涸
度
を
保
つ

0

人
込
み
や
繁
華
街
な
ど
多
く
の
人
が

集
ま
る
場
所
に
行
く
の
を
避
け
る

0

か
ぜ
の
症
状
が
出
だ
ら
早
め
に
受
診

を

日
ご
ろ
の
予
防
策
を
9
.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え

/ 

] 
ヽ

館林邑楽地区 館林地区 千代田 畠; 宜 畠板倉地区
明和地区 更日

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科 にのは

なにみ[ ゆだか医院ゆたか医院 る限一

12 月 23 日
匹 (73)7308 B (73) 7308 ，ゞり

日 12 月 27 日
土井クリニック川田（耳）医院 橋田クリニック海宝病院 増田医院 小西医院 あり畠時間 一
匹（72)8841 匹 (72)3314 B (72) 0001 匹 (74) 0811 匹 (82)2255 匹 (86)2261 

記念病院岡田医院 まは (匹72) 
12 月 29 日

匹（72)3155 8(72)3163 ］畠 3
横田（圭）医院慶友病院 ヽ認 1 1 当 12月 30 日 時ま 4 ー  
匹 (72)0255 8 (72) 6000 

吉日内科グリニッグ 最上医院
しで ¥.......J が

12 月 31 日 てで 悶匹 (70)7117 8(74)3763 かす
ら゜

番 1 月 1 日
星男こどもりリコり 新橋病院 包aク ま
匹（70)7200 8 (75) 3011 しす。
松井内科医院 川島脳外科 て

^ 灯1 月 2 日
匹（75)9880 匹 (75)5511

< 
だ

医 落合医院 川村医院 後藤（内）医院 小曽根医院 館林地区と 館林地区と さ

:l 1 月 3 日 し‘
匹（72)3160 匹（72)1337 匹（72)0134 匹（72)7707 同じです。 同じです。 ゜

1 月 10 日
根岸医院 合村クリニック 上野医院 岡田医院 わだらせクリニック 竹越医院 喜

\ 
匹（72)3262 匹 (70)2221 匹 (72)3330 匹 (72)3163 匹（77)2727 ff (84) 3137 

(13) 平成10年 12月 10 日（木）



◇
期
日
平
成
1
1
年
1

月

1
7日
同

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
部
門
・
距
離

・
小
学
生
1
.
2
年
…
…
…
…
…
l
k
m
5
 

・
小
学
生
3
.
4
年
…
…
…
…
…
．
k
m

ー

・
小
学
生
5
.
6
年
…
…
…
…
…
2
k
m

・
中
学
生
（
男
）
…
…
…
…
…
…
3
k
m

•
中
学
生
（
女
）
…
…
…
…
…
…
2
k
m

・
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
…
5
k
m

•
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
…
3
k
m

．
壮
年

(
4
0歳以
上
男
）
…
…
…
3
k
m

ー第
1

回
新
春
町
民

マ
ソ
ン
大
会

フ
不流一·3

迂）--ｷ ---
社会体育館

8 (84) 4626 

海洋センター

8(84)5511 

◇
日
時
平
成
1
1
年
1
月

2
4日
同

前
9

時
＼

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
1
月
5
日
因
か
ら

1
6日

田
（
月
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
海
洋

セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

日
同

◇
場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

◇
募
集
人
薮
各

8
0人
（
先
着
順
）

◇
対
象
者
町
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
父
兄
同
伴
の
こ
と
）

◇
参
加
費
1
人
3
,
0
0
0
円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

1
2月
2
0日
同
午
後
1
時

か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま

す
。

ス
キ

水第

平
成
1
1
年
2
月
1
4日
同
・
2
8

‘` 冴＜

教
室

午

ー

回
新大

会春

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
1
チ
ー

ム
5
人
（
一
般
男
女
）
」
に
よ
る
団
体

戦
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
3
k
m

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
）
一
般
男
女
…
…
…
…
…
…
2
k
m

・
家
族
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
と
2
0歳
以

上
の
ペ
ア
）
…
…
…
…
…
…
…
l
k
m

※
申
し
込
み
1
月
6
日
因
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

優勝した杉田さん、荒木さん、野村さん

ー第
1

回
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

◇
町
長
杯
荒
木
義
介
最
少
ネ
ノ
ト
数

6
9

◇
一
般
男
子
の
部
グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

優
勝
荒
木
義
介

7
5
6
9
.
o

準
優
勝
野
本
健
治

8
3
6
9
.
8

3
位
大
川
友
矢

7
9
7
0
.
6

4

位
藤
野
亨

8
2
7
1
.
2

5
位
栗
原
作
夫

9
3
7
1
.
4

6

位
神
谷
静
男

8
0
7
1
.
6

7
位
小
暮
高
志

7
9
7
1
.
8

8
位
深
野
良
作

9
6
7
2
.
o

9
位
飯
野
洋
一

8
4
7
2
.
o

1
0
位
多
田
広
一

8
8
7
2
.
4

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
杉
田
み
や
子

準
優
勝
折
田
美
佐
保

3
位
松
本
澄
子

◇
ジ
ニ
ア
の
部

優
勝
野
村
文
男

準
優
勝
松
崎
浩
三

3
位
始
澤
一
彦

ー第
1

回
明
和
町
近
県
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

n
 

C

．
カ

＼
一
，
ー
参

`
`
6

冴
i

h

が

塁
，

:
」
`
`
-
t
'
チ

m

[

 

•
井

,
1

判
\

..
 L
 

津干か町

ぷ桐．

9

本

明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
1
1
月1
5日
、
認
日
の
2
日
間
、
利

根
川
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
同
大

会
は
、
近
県
市
町
と
の
親
善
交
流
を
深

め
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
目
的
。
県
内
東
毛
地
域
を
は
じ
め

埼
玉
、
栃
木
、
茨
城
の
各
県
か
ら
認
チ

ー
ム
約

4
3
0
人
が
参
加
し
熟
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

各
市
町
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
チ
ー
ム

が
参
加
し
た
こ
の
大
会
に
、
本
町
か
ら

は
千
津
井
ク
ラ
ブ
、
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー •2 
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優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第
3
0
回
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優勝した皆さん

第
1

回
町
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ル
愛
好
会
の
2
チ
ー
ム
が
出
場
し
健
闘

し
ま
し
た
が
、
優
勝
は
太
田
深
川
ク
ラ

ブ
（
太
田
市
）
、
準
優
勝
は
大
泉
北
部
ソ

フ
ト
（
大
泉
町
）
で
し
た
。

◇
A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
ひ
ま
わ
り
B

◇
B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
ひ
ま
わ
り
A

準
優
勝
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

◇
C
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
小
4
S

準
優
勝
す
ず
ら
ん

平成10年 12 月 10 日（木） (14) 



選手言：三生徒

第
1

回
町
民
水
泳
大
会

1

位
入
賞
者

（
敬
称
略
）

2
5
mバ
タ
フ
ラ
イ
▽
小
学
生

5
.
6

年
女
子
1
1

柳
井
伴
美

1
9秒
9
2
▽
小

学
生
5
.
6

年
男
子
1
1

細
田
健
太

1
6

秒
0
4
▽
一
般
男
子

3
0歳
代
1
1

小
宅
誠

1
6秒
3
2
▽
一
般
男
子
5
0歳
代
1
1

梅
津

定
一

2
8秒
0
9

2
5
m背
泳
ぎ
▽
小
学
生

1
.
2

年
女

子
1
1

田
口
千
陽

2
1秒
8
8
▽
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

奈
良
原
弘
子

2
1秒

2
1

▽
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

柳
井

伴
美

2
0秒
1
8
▽
中
学
生
以
上

1
0歳

代
女
子
1
1

篠
木
麻
衣

2
7秒
8
4
▽
小

学
生
1
.
2

年
男
子
1
1

磯
康
彰

3
3秒

1
4

▽
小
学
生
3
.
4

年
男
子
1
1

磯
辰

彦

2
1秒
9
5
▽
小
学
生
5
.
6

年
男

子
1
1

松
島
悟

1
8秒
8
7
▽
一
般
男
子

6
0歳
代
1
1

笠
井
成
泰

2
2秒
2
6

2
5
m平
泳
ぎ
▽
小
学
生

1
.
2

年
女

子
1
1

田
口
千
陽

2
5秒
2
2
▽
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

佐
々
木
美
穂

2
4秒

1
8
▽
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

帆
足

文
野

2
4秒
7
6
▽
中
学
生
以
上

1
0歳

代
女
子
1
1

磯
敦
子

2
1秒
9
9
▽
小
学

生
1
.
2

年
男
子
1
1

吉
永
真
佑
3
4
秒

0
7
▽
小
学
生
3
.
4

年
男
子
1
1

吉
永

敦
郎

2
2秒
3
0
▽
小
学
生
5
.
6

年

男
子
1
1

松
島
悟

2
0秒
8
2
▽
中
学
生

以
上
1
0歳
代
男
子
1
1

江
森
聖
弥

1
6秒

0
1
▽
一
般
男
子
4
0歳
代
1
1

吉
田
耕
三

6

少
5

2

禾

'
O

2
5
m自
由
形
▽
小
学
生

l
.
2

年
女

子
1
1

柏
原
美
希
認
秒

9
7
▽
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

奈
良
原
弘
子
1
5
秒

8
3
▽
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

島
田

愛
美

2
1秒
2
1
▽
中
学
生
以
上
1
0歳

代
女
子
1
1

柳
井
寛
絵

1
6秒
7
7
▽
小

学
生
l
.
2

年
男
子
1
1

野
本
翔
平

2
8

秒
6
5
▽
小
学
生
3
.
4

年
男
子
1
1

吉

永
敦
郎
1
7
秒
3
0
▽
小
学
生
5
.
6

年
男
子
1
1

長
谷
川
智
紀

1
8秒
3
3
▽

一
般
男
子
3
0歳
代
1
1

小
宅
誠

1
4秒
0
6

▽
一
般
男
子
4
0歳
代
1
1

吉
田
耕
三
1
7

秒
0
4
▽
一
般
男
子

5
0歳
代
1
1

中
島
清

1
8秒
4
2
▽
一
般
男
子
6
0歳
代
1
1

笠
井

成
泰
1
7
秒
1
3

5
0
mバ
タ
フ
ラ
イ
▽
中
学
生
以
上

1
0

歳
代
男
子
1
1

斉
藤
亮
太

2
8秒
7
0

5
0
m背
泳
ぎ
▽
中
学
生
以
上

1
0歳
代

女
子
1
1

柳
井
寛
絵

4
3秒
9
5

5
0
m平
泳
ぎ
▽
中
学
生
以
上

1
0歳
代

女
子
1
1

柳
井
寛
絵

5
1秒
5
1
▽
中
学

生
以
上
1
0歳
代
男
子
1
1

江
森
聖
弥
3
4

秒
7
3

5
0
m自
由
形
▽
小
学
生

l
.
2

年
女

子
1
1

田
口
千
陽
4
1
秒
0
9
▽
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

奈
良
原
弘
子

3
3秒

群
馬
県
B
&
G

水
泳
大
会
が
1
1
月
1
5

日
、
本
町
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

県
内
5

町
村
か
ら
小
・
中
学
生

1
3
5
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

種
目
は
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、
自
由
形

背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
な
ど
。

選
手
た
ち
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
や
ク
ラ

ブ
な
ど
で
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
量
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
の
部
に
お
い
て

最
高
得
点
を
得
た
本
町
海
洋
セ
ン
タ
ー

が
総
合
優
勝
に
耀
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

明
和
町

第
2

回
群
馬
県

水
泳
大

B
 & 

G
 

会

9
7
▽
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

柳
井

伴
美

3
8秒
0
3
▽
中
学
生
以
上
1
0歳

代
女
子
1
1

久
保
口
育
美
4
1
秒

5
5
▽

小
学
生
l
.
2

年
男
子
1
1

磯
康
彰
ー

分
1
1
秒
4
9
▽
小
学
生3
.
4

年
男
子

1
1

吉
永
敦
郎
4
1
秒
4
7
▽
小
学
生
5

.
6

年
男
子
1
1

細
田
健
太

3
7秒
2
8

▽
中
学
生
以
上

1
0歳
代
男
子
1
1

斉
藤
亮

太

2
8秒
8
1
▽
一
般
男
子
3
0歳
代
1
1

小
宅
誠

3
0秒
6
3
▽
一
般
男
子

4
0歳

代
1
1

吉
田
耕
三
4
1
秒

1
4
▽
一
般
男

子
5
0歳
代
1
1

中
島
清

4
2秒
7
8
▽
―

般
男
子
6
0歳
代
1
1

笠
井
成
泰

4
0秒
6
1

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
▽
小
学
生

5
.

6

年
男
子
1
1

松
島
悟

1

分
3
1秒
6
1

▽
中
学
生
以
上

1
0歳
代
男
子
1
1

野
本
寿

久

1

分
認
秒
9
1

圃
m
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
中
学
生
以
上

1
0

歳
代
男
子
1
1

斉
藤
亮
太

1

分
0
9
秒7
6

総
合
優
勝

優
勝

準
優
勝

3

位

優勝した南大島チーム

第
1

回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

リレーでスタートを切る選手たち

各
種
目
ご
と
の
1

位
か
ら
3

位
ま
で
の

参
加
者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

町武道館に設置したレスリングマット

町
で
は
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
レ
ス
リ
ン
グ

競
技
普
及
の
た
め
に
レ
ス
リ
ン
グ
マ

ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
主
催
の
レ
ス
リ
ン
グ

教
室
を
毎
月
第
2
.
4

上
曜
日
の
午

後
2

時
か
ら
4

時
ま
で
武
道
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

か
た
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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レ
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た
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優
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準
優
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須
賀

3

位
下
江
黒

4

位
南
大
島 回

協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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年賀状はあ早めに

l 川俣郵便局 匹（84)3120 --
郵便局では、 12月 15 日から年賀状

の受け付けを開始します。 12月 24 日

までに差し出さないと、元旦に配達

できない場合もでてきます。

郵便番号と住所（番地、棟番号、

室番号、 00様方まで）をはっきり

書きましょう。

医療関係従事者は

届出をしてください

l 館林地域保健所
匹（72)3230

◇届出対象者

①12月 31 日現在で国内に住所があり、

日本の医籍・歯科医籍に登録され

ている医師、歯科医師および薬剤

師名簿に登録されている薬剤師

②12月 31 日現在で業務に従事してい

る歯科衛生士、歯科技工士、保健

婦（士）、助産婦、看護婦（士）、

准看護婦（士）

◇届出の内容氏名、生年月日、住

所、登録番号、登録年月日、業務

に従事する場所等

◇提出期限平成11年 1 月 15 日（金）

◇提出先

①に該当するかたは、住所地を管

轄する保健所（施設等でとりまと

める場合は、施設所在地を管轄す

る保健所でも可）

②に該当するかたは、就業地を管

轄する保健所

放送大学学生募集

放送大学群馬学習センター

匹 027(230)1085

学びたい．I それが入学資格です。

テレビとラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では、平成11年

度第 1 学期（ 4 月授業開始）入学生

を募集しています。

◇雲集学生 全科履修生、選科履修

生、科目履修生

◇出願受付 12月 15 日（火）～平成 11年

2 月 15 日（月）

◇募集要I頁の請求（無料）・問い合わ

せ 放送大学群馬学習センター

〒 371-0032 前橋市若宮町1-13-2

介護保険サービス
提供事業者説明会

県庁介護保険準備室

匹 027(223)1111

県の介護保険準備室では、平成12

年 4 月の介護保険法の施行に備え、

介護保険サービスを提供する意向の

ある事業者のかたを対象に説明会を

開催します。介護保険制度のもとで

は、在宅サービスヘの民間事業者や

NPO （ボランティア団体等の非営

利団体）等の積極的な参入が求めら

れますが、介護保険サービスを提供

するには、原則として県の指定を受

ける必要があります。指定申請の受

付開始は、平成11年 6 月を予定して

います。説明会への参加を希望され

るかたは、県の介護保険準備室まで

お早めにお問い合わせください。

◇日時 12月 16 日（水） 午後 1 時30分

~ 4 時
◇場所 群馬県社会福祉総合センター

◇内容 介護保険制度、指定基準（案）、

今後の予定について

在宅の看護婦さん

カムバック

役場環境保健課

匹（84)4686

群馬県では、看護婦不足に対処す

るために、保健婦、助産婦、看護婦、

准看護婦の資格を持っているかたで、

現在家庭にいたり、資格を活用して

いないかたにナースバンクヘの登録

をお願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望されるかたは、町環境保

健課へご連絡ください。

ご相談ください
返済期間の延長等

住宅金融公庫北関東支店

8 027 (232) 6657 

住宅金融公庫では、転職や退職な

どにより住宅ローンの返済が困難な

人に対して、返済期間の延長措置な

どを行い負担の軽減を図っています。

◇対象 住宅金融公庫から住宅建設

資金を借りている人 このほかに

も要件があります。今後の返済に

お困りの人は、ご相談ください。

◇相談先住宅金融公庫北関東支店

ぐんま情報化フェア

県庁情報政策課

匹 027(223)1111

県などでは、高度情報通信社会に

向けて、県民の皆さんに情報化につ

いての理解を深めていただこうと、「ぐ

んま情報化フェア」を次のとおり開

催します。

◇期日 12月 18 日（金）、 19 日（土）

◇時間午前10時～午後 5 時

◇会場 前橋問屋センター会館（前

橋市問屋町）

◇王な内容 0最新の情報通信機器

などの展示 〇専門学校出展コー

ナー 0 インターネット体験コー

ナー

◇対象県民一般

◇費用無料

◇参加万法 当日、直接会場へお越

しください

交通安全活動現場

写真コンクール

県庁交通政策課

匹 027(223)1111

◇応募資格交通安全協会の会員の

作品（ただし、写真を業としてい

る者の作品は除く）

◇応募点数 出品点数は、 1 撮影者

2 点以内、 1 地区 10点以内

◇課題平成10年10月から平成11年

9 月末の間における交通安全活動

の現場写真

◇応募作品の資格 地区交通安全協

会から送付された作品、他のコン

クール等に応募してない作品

◇応募作品の規格等 四つ切、四つ

切ワイドのカラー写真とし、縦型、

横型どちらでもよい。記録用紙に

必要事項を記入して作品の裏面に

貼付してください

歯科無料相談

館林邑楽歯科医師会

匹（73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。

◇日時 1 月 17 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所 館林邑楽歯科医師会館

◇内容 歯に関するあらゆる相談

平成10年 12月 10 日（木） (16) 
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町の無料法律相談

◇日時＝ 1 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室
◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和町民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 1 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 1日
ノし 健 吟

5ヽ

◇日時＝ 1 月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 10年 1 月、 6 月、 9月生

健 康 相 三火
畝

◇日時＝ 1 月 5 日（火）・ 21 日（木）

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

1 月はお休みさせていただきます。

交通事故相談

◇日時＝ 1 月 14 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 吾咄火

◇日時＝ 1 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の 納 税

◇町県民税、国民健康保険税、国民

年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 12月 25 日（金）

町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 公 (84)3111
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 4 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

館林高等看護学院

学生募集

実践子育てセミナー

l 邑楽福祉事務所
匹（73)2141

邑楽福祉事務所では、実践子育て

セミナー‘‘子育てを楽しみ、良い親

子関係を培うためのレシピ集’'を開

催します。

◇日時 2 月 15 日旧）および 2 月 22 日

（月） 午前10時～午後 4 時（ 2 日間

で10時間コース）

◇会場館林市中部公民館

◇講師 ヒューマン・ギルド心理室

長坂本‘i州子氏

◇参加費保護者 1 名 2,000円

保護者・子ども各 1 名 2,500円（昼

食代含む）

. ◇定員 25名（申し込み多数のとき

は抽選）

◇申し込み 2 月 1 日（月）までに邑楽

福祉事務所へ

l 館林高等看護学院
匹（73)7175

◇応募資格 ①高等学校卒業または

卒業見込みのかた ②文部大臣が

①と同等以上の学力を有すると認

めたかた

◇雲集人員 40人（男女）

◇修業年限 3 年

◇試験［月日
0 第 1 次 1 月 27 日（水） 学科試験

0 第 2 次 2 月 5 日（金） 面接試験

◇試験場館林高等看護学院

◇出願書類 入学願書、健康診断書、

受験票、高等学校の調査書、返信

用封筒（長 4 号封筒に住所、氏名

を明記し80円切手を貼付）、写真 2

枚（名刺型）

◇受験料 8,000円（郵便為替）

◇申し込み 1 月 6 日（水）から 20 日（水）

までに同学院(〒374-0043 館林

市苗木町2497-1) へ出願書類を持

参または郵送してください。 (20 日

消印有効）

子育て講演会

l 邑楽福祉事務所 匹（73)2141 こ
邑楽福祉事務所では、講演会「栽

子で幸せになる方法」‘‘拡げよう、地

域に子育て支援の輪を’'を開催しま

す。

◇日時 1 月 20 日（水） 午後 2 時～ 4 

時

◇会場 館林市文化会館小ホール

◇講師 全国児童館連絡協議会常務

理事鈴木一光氏

◇参加費無料

◇申し込み 邑楽福祉事務所へ

冬空のつどい

県立東毛少年自然の家
8(78)5666 

◇期日 1 月 16 日出～ 17 日（日） 1 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家とそ

の周辺

◇内容 星座観察・野外活動等

◇対象小学校、特殊教育諸学校小

学部の 3~6 年生

◇参加費 l 人 2,800円（食費等）

◇墓集人員 120名（先着順）

◇募集期限 12月 25 日（金）

◇申し込み 電話で参加者氏名、性

別、学校名、学年、保護者氏名、

郵便番号、住所、電話番号をお知

らせください

ぐんまの農業農村物語

フォトコンテスト

l 県庁農政課 匹 027(223)1111 -ｭ
◇応募対象 応募作品は県内の農業

農村を題材に撮影した「農を感じ

られる写真」で、カラー写真四つ

切（ワイド四つ切不可）

◇応募期間 1 月 4 日旧）～ 31 日（日）

◇応募票配布あよび応募先最寄り

のカメラ店（作品裏面に取扱店を

明記した応募票を貼付してくださ

い）

\ 
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大丈夫？
おおっき力なと い

町の人口と世帯
12月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,334戸(+ 4) 

人口総数 11, 694人(- 5) 

急

こ
ん
に
ち
は
、
み
な
さ
ん
”
~

め
い
わ
キ
ッ
ズ
は
、

2

歳
児
か
ら
入

園
す
る
前
の
子
ど
も
と
お
か
あ
さ
ん
の

簡
単
な
親
子
体
操
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
、
2
5組
く
ら
い
い
ま
す
。

明
る
＜
、
優
し
い
先
生
が
毎
回
、
お

遊
戯
、
か
け
っ
こ
、
ボ
ー
ル
遊
び
、
エ

作
と
い
ろ
い
ろ
趣
向
を
こ
ら
し
て
教
え

て
く
だ
さ
る
の
で
、
親
と
し
て
も
こ
ん

な
遊
び
が
あ
る
ん
だ
な
と
、
た
め
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
先
生
が
大
好

き
で
、
先
生
の
言
う
事
な
ら
親
よ
り
も

よ
く
聞
き
、
ル
ー
ル
も
だ
ん
だ
ん
守
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
広
い
室
内

で
体
操
を
し
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
も

い
き
い
き
と
し
て
、
め
い
わ
キ
ッ
ズ
の

日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

元
気
な
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
お
か

あ
さ
ま
が
た
、
第
2

、
第
4

火
曜
日
に

明
和
武
道
館
で
わ
い
わ
い
と
活
動
し
て

い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
き
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
？

11 月の救急車出動回数

病 14件 交通事故 3 件

男 5,869人・女 5,825人

<11 月中の動き〉

出生 6 人・死亡 7 人

転入 22人・転出 26人

その他

代
表
長
谷
川
三
恵
子

7 件

め
い
わ
I
ッ
ズ

合

●,i•H 、 e. ；ヘ・・ゞ・ゞ｀ ` r •• •‘‘ 
'• 
ヽI 

計 24件

1
年
の
締
め
く
く
り

I
I

師
走
I
i
に
入
り
、

何
か
と
せ
わ
し
な
く
寒
風
が
身
に
し
み
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
冬
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
予
防

策
を
講
じ
、
健
康
で
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。
®

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
気
が
あ
せ
り

が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
、
新
し
い
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。⑤

 

今
年
も
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

特
に
年
末
に
は
忘
年
会
な
ど
多
く
な
っ
て
き

ま
す
。
「
飲
酒
運
転
は
し
な
い
」
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意
し
て
、

楽
し
く
年
を
越
し
ま
し
ょ
う
ね
。
⑭

鯰

集

後~

記

『
こ
の
め
で
だ
'
[
}
'

氏
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別
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野
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恵
愛
鱈
直
女

浩
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と
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や

野
村
智
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ア
グ
、
、
男

ま
お

根
岸
茉
央
い
」
大
女

岩
崎
撃
”
鱈
男

刀
口

あ
や
か

岡
田
彩
花
千
B

秋
女

松
本
歩
清
ク
美
男

ょ
あ
く
や
み
い
＾

氏
名
年
齢
世
帯
主

長
島
政
枝

7
3

小
松
原
マ
サ

8
2

岩
井
行
子

7
9

秋
野
進

4
8

高
瀬
條
太
郎

7
2

木
村
和
央

8
1

関
ロ
イ
ネ

8
0
よ卜恵俊文

明し
子イ子一雄

梅田新矢江南千地薮南江入中大千地薮
大津 大ケ佐津

原島里島口島井区』魯島口谷谷貰井区喜
％％％％％％％琵一％ % % % % ％闘―

※褐載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。
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自然の中を歩くって楽しいね！

あるけあるけ活動に親子ら大勢が参加し、

自然にふれあいながらウォーキングを楽し

みました。

今月の主な紐面

•町長町議会議長

年頭のこあし）さつ……………②～③

•町の現状と

合後の針画・質疑応答……⑥～⑧

・地域捩興券の概要•• •• •……••・・・...…••…⑨



年頭のごあいさつ

田丁 長 潤

の
あ

明和町長

斎 藤 憲

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平

成
十
一
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
政
の
各
分
野
に

わ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
町
制
施
行

を
は
じ
め
本
町
の
振
興
発
展
に

微
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
様
か
ら
の
ご

支
援
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

日
本
経
済
は
金
融
機
関
の
経
営

に
対
す
る
信
頼
の
低
下
や
雇
用

不
安
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
家

計
や
企
業
の
マ
イ
ン
ド
が
冷
え

込
み
、
消
費
、
設
備
投
資
、
住

宅
投
資
が
低
迷
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
い
わ
ば
「
不
況
の
環
」

と
も
呼
ぶ
べ
き
厳
し
い
状
況
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
国
際

化
、
情
報
化
の
進
展
を
は
じ
め
、

ゅ

り

個
性

づ
地
方
分
権
や
行
政
改
革
、
情
報

公
開
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
な

ど
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
本
町

は
、
幸
い
議
会
を
は
じ
め
町
民

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
、
昨
年
十
月
一
日
に
町

制
を
施
行
し
、
二
十
一
世
紀
に

向
か
っ
て
大
き
な
飛
躍
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

総
合
計
画
に
沿
っ
た
公
共
下
水

道
事
業
の
推
進
、
福
祉
作
業
所

の
整
備
、
消
防
施
設
の
充
実
、

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
準
備

事
業
、
西
小
学
校
南
校
舎
耐
震

補
強
事
業
お
よ
び
従
来
か
ら
の

諸
事
業
な
ど
を
執
行
し
、
次
代

に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

こ
。t
 

新
し
く
迎
え
た
平
成
十
一
年

は
、
第
四
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に

基
つ
き
明
和
の
特
性
か
ら
「
人
間
尊
重
」

「
資
源
の
有
効
活
用
」
「
明
和
文
化
の
創

造
」
の
三
つ
を
柱
と
し
、
二
十
一
世
紀

に
向
け
、
地
域
間
や
各
産
業
間
、
伝
統

文
化
と
新
し
い
文
化
な
ど
の
面
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
新
た
に
取
り
組
む
事
業
お
よ
び

主
要
事
業
は
、
統
合
し
た
保
育
園
・
幼

稚
園
の
建
設
事
業
、
介
護
を
必
要
と
す

る
人
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

介
護
保
険
事
業
、
高
齢
者
能
力
活
用
セ

ン
タ
ー
委
託
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
東
小
・
中
学
校

南
校
舎
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
道
整
備
等
の
都
市
基
盤

の
整
備
や
生
活
環
境
の
整
備
、
健
康
・

福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
、
産

業
の
振
興
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
一
層

の
皆
様
の
創
意
と
英
知
を
結
集
し
て
、

先
人
の
方
々
が
築
か
れ
た
歴
史
や
文
化

を
大
切
に
し
な
が
ら
町
民
の
方
々
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
「
ゆ
と
り
と
個
性

豊
か
な
澗
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
勇
断
と
情
熱
を
も
っ
て
心
の

通
っ
た
町
政
執
行
に
当
た
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
町
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

平成11年 1 月 10 日（日） (2) 



新年のごあいさつ

町議会議長

町議会議長

森 尻 茂

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

明
和
町
と
な
っ
て
初
の
年
頭

に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
の
皆
様
方
に
は
、
希
望

も
新
た
に
、
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
議
会
に
も
、
色
々
と

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
長
び
く
不
況
に
よ

り
、
金
融
機
関
を
始
め
、
大
企

業
の
側
産
な
ど
が
報
じ
ら
れ
る

な
か
で
、
明
和
村
も
十
月
一
日

を
も
っ
て
、
輝
か
し
い
希
望
に

み
ち
た
、
明
和
町
が
誕
生
致
し

ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
で
三
人

目
の
総
理
と
し
て
、
小
渕
内
閣

が
実
現
し
、
戦
後
最
悪
と
い
わ

れ
る
不
況
を
乗
り
越
え
る
べ
く

努
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果

が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

議
会
で
も
、
皆
様
方
の
意
に
こ

た
え
る
た
め
、
議
会
だ
よ
り
も
、

原
口
委
員
長
さ
ん
を
中
心
に
、

読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
民
意
を
反
映
し

た
町
政
が
出
来
ま
す
よ
う
、
議

会
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
と
も
明
る
い
町
づ
く
り

の
為
に
皆
様
方
の
御
指
導
、
御

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
方
の
益
々
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

議 議 議 議
（
副
議
長
除
き
、
議
席
順
）

員 員 員

議
員
議
員
議
員
議
員
議
員

員

石
村

嘉
男

明
和
町
議
会

海
老
原
金
平

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

関
根
懺
市

薗
部

石
崎

榮

副
議
長
原
口
昭

明

松
本
功

岡
安
今
朝
雄

大
津
孝
男

泉
田
和
作

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

迎
春

(3) 平成11年 1 月 10 日（日）



第 4 回町議会定例会は、 12月 15 日から 17日までの会期 3 日

間で開かれ、職員の給与条例の一部改正や学校給食センター

の生ごみ処理機購入による財産の取得、本年度の補正予算な

ど 16案件（町長提出 13件・議員提出 3 件）について審講が行

われだ結果、いすれも原案どあり可決承認されました。その

主な内容をあ知らせします。

第
四
回
町
議
会
定
例
会

9
~
臣
旨
喩
惨

E
E

群
馬
県
町
村
等
非
常
勤

職
員
公
務
災
害
補
償
組
合

の
解
散
お
よ
び
財
産
処
分

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
体
質
の
強
化
お
よ
び
町
村

行
政
の
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

群
馬
県
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
組
合
を
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一

日
限
り
で
解
散
し
、
財
産
処
分
を
定
め

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
へ
統
合

を
図
る
も
の
で
す
。

群
馬
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
変
更

群
馬
県
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
統
合
す

る
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規

約
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
明
和
町
の

名
称
変
更
等
、
組
織
団
体
の
増
加
等
も

併
せ
て
変
更
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
補
正
予
算
な
ど
1
6議
案
可
決

部

改

正

町
税
条
例
の

明
和
町
小
口
資
金
融
資
条
例
、
明
和

町
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促

進
条
例
、
明
和
町
労
働
環
境
整
備
資
金

融
資
条
例
を
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改
正
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険

法
等
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
内
容
は
、

中
小
企
業
者
と
い
う
定
義
の
拡
大
措
置

が
図
ら
れ
、
資
本
の
額
が
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
で
は
、
一
千
万
円
以
下
が
五
千

万
円
以
下
に
、
卸
売
業
で
は
、
三
千
万

円
以
下
が
七
千
万
円
以
下
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
町
条
例
の
整
備
を
図
り
ま

し
た
。

ま
た
、
小
口
資
金
融
資
条
例
の
改
正

で
は
、
企
業
の
返
済
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
運
転
資
金
の
融
資
期
間
を
四

年
か
ら
五
年
以
内
、
設
備
資
金
の
融
資

期
間
を
六
年
か
ら
七
年
以
内
と
、
そ
れ

ぞ
れ
一
年
延
長
し
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
中
小
企
業
者
の
定
義

拡
大
部
分
が
平
成
十
一
年
一
月
一
日
、

融
資
期
間
延
長
は
平
成
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
で
す
。

平
成
十
年
十
二
月
一
日
施
行
の
特
定

非
営
利
活
動
促
進
法

(
N
P
O法
）
に

基
づ
く
非
営
利
団
体
の
課
税
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
法
人
町
民
税
均
等
割
、

収
益
事
業
を
営
む
団
体
の
法
人
町
民
税

法
人
税
割
は
、
い
ず
れ
も
課
税
す
る
こ

条
例
等
の

＿
部
改
正

小
口
資
金
融
資
促
進

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
O
·

七
六
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
〔
平
成
十
年
四
月
一
日
適
用
（
一

部
除
く
）
〕
、
こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初

任
給
（
一
般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…

一
四
万
六
、
三

0
0

円
、
短
大
卒
…
一

五
万
七
、
五

0
0

円
、
大
学
卒
…
一
七

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
民
間
賃
金
の
動
向
へ
の

対
処
、
世
代
間
の
給
与
配
分
の
適
正
化

に
配
慮
し
、
原
則
的
に
五
十
五
歳
昇
給

条
例
の

部
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る

「
精
神
薄
弱
の
用
語
の
整
理
の
た
め

の
関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
施
行
に
伴
う
条
例
の
改
正
で
、
「
精
神

薄
弱
」
の
表
現
を
「
知
的
障
害
」
に
改

め
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
は
平
成
十
一

年
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

福
祉
作
業
所
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
＿
部
改
正

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
と
同
様
に

収
益
事
業
を
営
む
非
営
利
団
体
以
外
の

非
営
利
団
体
に
係
る
法
人
均
等
割
の
部

分
を
減
免
の
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

ま
た
、
類
似
の
団
体
で
あ
る
地
縁
団

体
も
同
様
に
減
免
の
取
り
扱
い
が
で
き

る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

平成11年 1 月 10 日（日） (4) 



停
止
の
条
文
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
人

事
交
流
に
対
応
す
る
た
め
単
身
赴
任
手

当
を
新
設
し
て
、
職
員
の
経
済
的
負
担
、

人
材
確
保
に
対
処
し
ま
し
た
。
な
お
、

施
行
は
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
で

す
。学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
生
ご
み
を
処

理
す
る
た
め
、
生
ご
み
高
速
発
酵
処
理

機
―
一
台
の
購
入
に
あ
た
り
、
八
四
0
万

円
（
消
費
税
含
む
）
で
株
式
会
社
群
馬

ナ
ブ
コ
（
高
崎
市
上
並
榎
町
）
と
契
約

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
―
―
-
、
0
二
0
万
六
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
四
六
億
七
、
一
六
六
万
五

千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
等
、
人

事
異
動
に
伴
う
増
減
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
保
護
措
置
費
委
託
料
、
介
護
保

険
事
業
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
費
、
ふ
る

さ
と
総
合
整
備
事
業
工
事
費
、
東
小
学

校
お
よ
び
中
学
校
耐
震
補
強
設
計
業
務

委
託
料
、
図
書
等
購
入
費
の
追
加
な
ど

に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の

総
額

〔
歳
入
〕

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
七
六
万
八
千

円
（
四
、
0
ニ
ニ
万
―
―
―
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
六
三
八
万
五
千
円

財
産
の
取
得

年々蔵書を増やし町民の知識の宝庫となっている図書館

（
一
億
六
‘
―
―
一
九
0
万
六
千
円
）

◇
県
支
出
金
六
九
四
万
六
千
円

（
一
億
―
-
、
六
一
三
二
万
八
千
円
）

◇
財
産
収
入
一
七
五
万
四
千
円

（
一
、
五
七
0
万
六
千
円
）

◇
寄
附
金
四

0
0
万
円

（
四0
0

万
一
千
円
）

◇
繰
越
金
一
、

0

ニ
―
―
万
八
千
円

（
一
億
六
、
二
七
四
万
七
千
円
）

◇
諸
収
入
ニ
―
万
五
千
円

（
二
億
四
、
一
七
六
万
二
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
議
会
費
九
万
八
千
円

（
七
、
六
一
八
万
四
千
円
）

◇
総
務
費
一
、
七
四
七
万
六
千
円
減

（
―
一
億
七
、
0
八
一
万
三
千
円
）

◇
民
生
費
二
、
九
七
七
万
一
千
円

（
八
億
六
五
万
四
千
円
）

◇
衛
生
費
一

0
四
万
円

（
三
億
二
、
九
五
二
万
四
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
収
益
的
支
出

会

計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

◇
農
林
水
産
業
費
七
三
二
万
五
千
円

（
二
億
四
、
四
六
一
万
九
千
円
）

◇
商
工
費
四
万
円

(
-
―
-
、

0
八
一
万
円
）

◇
土
木
費
五
二
万
一
千
円

（
六
億
四
、
八
八
九
万
三
千
円
）

◇
教
育
費
八
八
一
万
四
千
円

（
七
億
三
、0
九
0
万
四
千
円
）

◇
諸
支
出
金
七
万
三
千
円

（
九
六
万
九
千
円
）

平
成
十
年
度
老
人
保
健

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
三
五
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
七
億
七
、
五
―
一
万
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
医
療
給
付
費
の
追
加
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
支
払
基
金
交
付
金
六
四
六
万
円

（
五
億
一
、
八
二
0
万
九
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
一
七
六
万
円

（
一
億
六
、
四
八
0
万
三
千
円
）

◇
県
支
出
金
四
四
万
円

（
四
、0
二
0
万
九
千
円
）

◇
繰
入
金
六
九
万
円

言
、
九
七
三
万
九
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
医
療
諸
費
九
三
五
万
円

（
七
億
四
、
七
九
一
万
九
．
千
円
）

平
成
十
年
度
水
道
事
業

杜
会
保
険
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

は
、
住
民
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
信
頼
確
保
を
基
本
と
し
て
制

度
改
革
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
国
の
直
接
執
行
事
務
と
す

る
」
と
の
第
三
次
勧
告
に
つ
い
て
は
、

政
府
の
責
任
に
お
い
て
見
直
し
、
今
後

の
法
制
化
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
分
権

地
方
事
務
官
の
地
方
公
務

員
へ
の
身
分
移
管
を

求
め
る
意
見
書

五
六
0
万
円
を
追
加
し
、
二
億
四
、
九

二
六
万
五
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

水
資
源
開
発
公
団
か
ら
の
受
託
工
事
費

お
よ
び
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改

定
に
伴
う
補
正
で
す
。

道
路
特
定
財
源
の
確
保
等

に
関
す
る
意
見
書

国
道
―
二
二
号
の
バ
イ
パ
ス
と
、
町

の
道
路
網
の
骨
格
と
な
る
一
二
路
線
の
都

市
計
画
道
路
の
決
定
告
示
が
平
成
九
年

八
月
に
な
さ
れ
、
昭
和
橋
の
四
車
線
化

を
含
む
架
け
替
え
を
最
優
先
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
道
路
網
の
早
期
整
備
が
本
町

の
活
性
化
を
図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
政
府

に
お
か
れ
て
は
道
路
整
備
の
一
層
の
促

進
を
図
る
た
め
、
道
路
特
定
財
源
に
つ

い
て
は
、
道
路
以
外
の
使
途
に
転
用
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
全
額
を
道
路
整
備

に
充
当
す
る
こ
と
な
ど
を
強
く
要
望
す

る
。
（
抜
粋
）

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
義

務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維

持
・
向
上
及
び
地
方
財
政
の
安
定
の
た

め
、
国
が
必
要
な
財
源
を
保
障
す
る
と

の
趣
旨
で
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
制
度
を
今
後
、
更
に
縮
小
す
る
こ

と
は
、
地
方
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
と
も
に
義
務
教
育
行
政
の
円
滑

な
推
進
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
こ
の

制
度
の
現
行
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。
（
抜
粋
）

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
現
行
水
準
の

維
持
に
関
す
る
意
見
書

の
推
進
と
い
う
立
場
か
ら
も
地
方
事
務

官
の
身
分
を
地
方
に
移
管
す
る
と
と
も

に
、
社
会
保
険
行
政
を
法
定
受
託
事
務

と
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
（
抜
粋
）

4 車線化が計画されている昭和橋

(5) 平成11年 1 月 10 日（日）



講話をする斎藤町長

町
の
ト
ッ
プ
を
招
い
て
、
町
の
情
勢
等
に
つ
い
て
ヒ
ザ
を
交
え
て
話
し
〈
＿0
lつ
「
町
政
を

知
る
」
（
寿
学
級
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
〈
＿o同
学
習
会
）
が
1
1月
1
8巳
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
斎
藤
町
長
は
、
町
制
施
行
の
経
鐙
や
町
の
現
状
、
合
後
の

計
画
な
ど
に
つ
い
て

4
7人
の
参
加
者
を
前
に
語
り
ま
し
だ
。
さ
ら
に
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
る
と
参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
だ
。
そ
こ
で
、
町

長
の
講
話
と
質
疑
応
答
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
0月
1

日
に
町
制
施
行
し
、
県
内

3
3

番
目
の
明
和
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
5
0
0

人
余
り
の
参
加
を
得
て
、

長
年
に
わ
た
り
功
績
の
あ
っ
た
か
た
を

表
彰
し
ま
し
た
。
町
制
施
行
に
伴
い
、

長
年
に
わ
た
っ
て
先
人
の
か
た
が
た
が

築
い
て
き
た
文
化
や
歴
史
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
住
民
の
か
た
が
た
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
7

年
度
か
ら
平
成

1
6年
度
ま
で

の
1
0年
間
の
第
4

次
総
合
計
画
も
策
定

後
、
今
年
で
4

年
目
を
迎
え
、
こ
れ
に

沿
っ
て
執
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
1
0年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
額
4
6億
1
,
0
0
0

万
円
は
明

和
村
に
な
っ
て
以
来
最
も
大
き
い
額
と

講

話

寿
学
級. 
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
合
同
学
習
会

町
長
が
町
の
現
状
等
語
る

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
借
入

金
の
許
可
制
限
に
係
る
指
標

で
あ
る
起
債
制
限
比
率
は
、

平
成
8

年
度
決
算
で
県
内
7
0

市
町
村
の
う
ち
少
な
い
方
か

ら

7

番
目
く
ら
い
で
す
。
借

り
入
れ
す
る
こ
と
で
、
住
民

が
平
等
に
税
負
担
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
国

か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て
町

に
措
置
さ
れ
る
部
分
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
自
治
体
と
一
般

家
庭
の
財
政
の
仕
組
み
が
違

う
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ

、
。
し

ふ
る
さ
と
の
広
場
や
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
借
り

入
れ
を
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

1
0年
度

で
言
え
ば
償
還
金
の
約
5
1言
が
国
か
ら

町
の
収
入
と
し
て
地
方
交
付
税
の
中
に

算
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
補

助
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
同
じ
に
な
り

ま
す
。

町
の
予
算
や
事
業
、
財
政
の
執
行
状

況
等
は
、
町
の
広
報
紙
を
通
じ
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
粗
大
ご
み

の
問
題
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
っ
た

も
の
で
、
国
の
基
準
の

2
0分
の
1

と
い

う
小
規
模
面
積
に
よ
り
埋
立
処
理
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、

当
日
立
ち
合
っ
た
衛
生
部
長
さ
ん
が
確

認
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
テ
レ
ビ
は

再
生
処
理
困
難
な
も
の
と
し
て
、
ス
ト

ー
ブ
は
再
資
源
化
で
き
る
も
の
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
業
者
に
委
託
処
分
し
た
も
の

で
埋
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

温
水
プ
ー
ル
は
、
3
7万
人
と
大
変
多

く
の
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て

全
国
で
上
位
2

番
目
の
利
用
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
図
書
館
も
多
く
の
人
に
利

用
い
た
だ
き
、
す
で
に

1
3万
人
を
超
え

ま
し
た
。
蔵
書
数
も
当
初
の

1
8
,
0

0
0

冊
か
ら
今
は
3
8
,
0
0
0

冊
に
増

や
し
、
今
後
は
4
0
,
0
0
0

冊
く
ら
い

ま
で
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
多

く
の
か
た
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
ホ
ー

ル
や
研
修
室
も
ふ
だ
ん
は
多
く
の
か
た

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、

公
共
施
設
に
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
今

後
は
各
家
庭
で
も
咲
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

邑
楽
用
水
路
の
改
修
工
事
は
、
約

7
8

億
円
を
か
け
て
実
施
し
て
お
り
、
来
年

度
も
実
施
の
予
定
で
す
。

大
輪
地
内
の
明
和
工
業
団
地
に
進
出

し
た
企
業
（
主
に
、
固
ア
ド
バ
ン
テ
ス

ト
）
か
ら
の
税
収
が
今
ま
で
の
町
民
税

分
相
当
額
と
な
り
、
す
ば
ら
し
い
成
績

を
納
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
も
う
一
っ

く
ら
い
税
収
増
と
な
る
よ
う
な
施
策
が

講
じ
ら
れ
れ
ば
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
の
問
題

で
は
、
現
在
土
地
を
取
得
し
、
基
本
設

計
中
で
あ
り
、
平
成
1
1年
度
に
園
舎
を

建
設
の
う
え
平
成

1
2年
4

月
に
開
園
し

て
い
く
予
定
で
、
早
朝
、
時
間
延
長
保

育
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
通
園

の
た
め
の
バ
ス
を
東
西
か
ら
運
行
（
利

用
者
の
一
部
負
担
も
検
討
し
な
が
ら
）

し
て
行
く
予
定
で
す
。

平成11年 1 月 10 日（日） (6) 



町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
を
、
最
小
の

A
 

経
費
で
最
大
の
効
果
が
上
が
る
よ
う
有

効
に
使
う
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

自
王
財
源
の
伸
び
は
、
主
に
、
今
ま

で
の
町
民
税
分
相
当
額
を
明
和
工
業
団

企
業
の

税
収
の
あ
か
げ
で
す

明
和
町
の
自
主
財
源
は

6
9
.
3言

と
高
い
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
裕

Q
 

福
を
直
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
工
場

誘
致
の
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
内

訳
的
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
主
財
源
の

高
い
伸
び
に
つ
い
て

質
疑

質問する田口和晴さん . 

“ ... ア
:.....,. 

農地に投げ捨てられた

空缶

地
進
出
企
業
の
固
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
等

で
納
め
た
た
め
に
よ
る
も
の
で
、
企
業

か
ら
の
税
収
の
お
か
げ
で
す
。

幹
線
道
路
端
の
田
ん
ぼ
に
飲
料
水

な
ど
の
空
び
ん
、
空
缶
が
投
げ
捨

Q
 

て
さ
れ
て
農
作
業
が
危
険
で
す
の
で
、

投
げ
捨
て
防
止
な
ど
の
看
板
を
立
て
て

く
だ
さ
い
。

「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
の
看
板
を
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

A
 

し
、
最
近
は
、
多
く
の
種
類
の
看
板
が

ポ
イ
捨
て
禁
止
の

看
板
を
立
て
ま
す

投
げ
捨
て
防
止
の

看
板
に
つ
い
て

野
外
焼
却
は
行
わ
な
い
と

回
答
を
受
け
て
い
ま
す

応
笞

川
俣
地
内
の

ご
み
焼
場
に
つ
い
て

立
て
ら
れ
て
お
り
、
数
が
多
い
と
効
果

が
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
設
置
要
望
が
あ
れ
ば

看
板
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
俣
地
内
の
ご
み
焼
場
（
国
道
1

2
2

号
沿
い
）
は
、
何
と
か
な
ら

Q
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
が
痛
い
、
涙
が

出
る
、
咳
が
出
る
、
洗
濯
物
が
汚
れ
る

の
で
困
っ
て
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
に
あ
た
る
た
め
、
指

導
権
限
は
群
馬
県
に
あ
り
、
館
林

A
 

地
域
保
健
所
が
指
導
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。
苦
情
が
あ
る
た
び
に
町
職
員
と

県
職
員
で
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
県
で

は
、
す
で
に
現
地
調
査
を
行
い
文
書
指

導
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
後
は

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
行

わ
な
い
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
焼
却
炉
で
焼
却
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

全
国
町
村
の
下
水
道
普
及
率
は
、

約
1
8汀
に
な
っ
て
お
り
、
整
備
す

A
 

る
た
め
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、

多
く
の
自
治
体
が
市
街
化
区
域
内
を
中

心
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
平
成
7

年
度
か
ら
基
本
計
画

を
立
て
る
た
め
専
門
の
業
者
に
委
託
し

て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道

完
成
ま
で
に
2
0年

く
ら
い
か
か
り
ま
す

下
水
道
の
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て

＞
ま
す
の
で
、
今
後
の
計
画
を
教

Q
、

え
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の

計
画
に
つ
い
て

事
業
と
し
て
市
街
化
区
域
を
中
心
に
周

辺
も
含
め
、
約
2
8
0
[
い
の
区
域
内
で

約
7
,
8
0
0

人
の
受
益
者
が
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
を

対
象
地
域
に
し
た
農
業
集
落
排
水
事
業

で
は
、
約
4
,
0
0
0

人
の
受
益
者
を

見
込
み
、
地
形
や
人
家
な
ど
の
面
か
ら

三
つ
ぐ
ら
い
に
分
割
し
て
ま
と
ま
っ
た

箇
所
か
ら
進
め
、
集
落
か
ら
離
れ
た
地

域
は
合
併
浄
化
槽
を
整
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
整
備
が
さ
れ
る
と

法
律
で
縛
ら
れ
る
た
め
、
一
定
の
期
間

内
に
管
を
つ
な
い
で
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
完
成
す
る
ま

で
に
は
、

2
0年
く
ら
い
の
年
月
が
必
要

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

答弁する斎藤町長

(7) 平成11年 1 月 10 日（日）



国
道
1
2
2

号
の
交
通
渋
滞
を
逃

Q
 避
す
る
た
め
、
ダ
ン
プ
な
ど
の
大

型
車
両
が
集
落
内
道
路
や
通
学
路
（
川

俣
…
梅
原
）
に
進
入
し
、
危
険
で
す
の

で
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

側
溝
に
何
台
も
転
落
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の

交
通
対
策
に
つ
い
て

質問する岡安宏さん

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

大
型
車
両
の
進
入
禁
止
な
ど
の
規

制
は
、
一
度
行
う
と
後
で
変
更
で

A
 

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
通
学
路
は
歩
道

が
あ
り
ま
す
の
で
普
段
が
訓
練
だ
と
思

い
、
交
通
ル
ー
ル
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
の
側
溝
は

1
0年
度
中

に
ふ
た
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
和
町
に
は
、
ま
だ
老
人
ホ
ー
ム

ヵ
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
な

Q``‘ 
る
べ
く
早
く
つ
く
つ
て
く
だ
さ
い
。

通
学
路
の
側
溝
に

ふ
た
を
し
ま
す

私
の
家
の
裏
の
道
路
上
に
空
気
弁

の
ふ
た
（
工
業
用
水
管
）
が
あ
り
、

Q
 

段
差
が
で
き
る
の
で
、
大
型
車
両
が
通

過
す
る
た
び
に
大
き
な
震
動
が
で
る
た

め
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

補
修
し
ま
し
だ

工
業
用
水
を
引
い
た
後
、
空
気
弁

の
ふ
た
の
前
後
の
道
路
が
少
し
沈

A
 

下
し
た
た
め
、
企
業
局
が
調
査
し
、
す

で
に
補
修
し
ま
し
た
。

道
路
の
段
差
に
よ
る

震
動
に
つ
い
て

大型車両が進入する通学路

真剣に聴き入る学級生

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
国
の

A
 補
助
金
を
い
た
だ
い
て
、
県
の
方

針
に
従
っ
て
で
き
る
施
設
で
、
設
置
主

体
は
主
に
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
入
所

で
き
る
人
は
、
関
係
機
関
で
の
審
査
が

必
要
と
な
る
た
め
、
近
く
に
施
設
が
で

き
た
か
ら
自
分
の
意
志
で
す
ぐ
に
入
所

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

町
民
で
入
所
を
申
請
さ
れ
、
町
の
老
人

ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
で
入
所
が
必

要
と
さ
れ
た
か
た
は
、
全
員
が
入
所
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
3

人
の
か
た
が
申

請
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
1
年
1

月
1
2

日
に
入
所
判
定
委
員
会
を
開
き
、
入
所

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

施
設
は
、
国
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
整
備
さ
れ
る
も
の
で
、
町
で

は
1
1
年
度
に
は
、
建
設
の
推
進
に
努
力

し
ま
し
た
が
、
町
内
で
建
設
し
た
い
と

い
う
法
人
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
結
果
、

邑
楽
町
の
方
が
必
要
性
が
高
か
っ
た
た

め
同
町
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

県
計
画
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
ま
す

昭
和
橋
・
1
2
2

号

バ
イ
パ
ス
工
事
に
つ
い
て

で
き
る
だ
け
早
く

検
討
し
て
い
き
ま
す

し
た
。
当
町
に
も
、
で
き
る
だ
け
早
く

設
置
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

収
入
役
の
空
席
は
、
周
り
の
人
々

も
大
変
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

Q
 

の
で
伺
い
ま
す
。

平
成
8

年
4

月
か
ら
空
席
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
は
職
務
代
理
者
と

A
 

し
て
総
務
課
長
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。

空
席
を
町
長
、
助
役
、
教
育
長
の
3

人

で
調
整
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
最
大
の
配
慮

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
収
入
役
の
業
務
は
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
、
今

後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
入
役
の
空
席
に
つ
い
て

質問する小林ぎんさん

都市計画決定された国道122号

昭
和
橋
、
1
2
2

号
バ
イ
パ
ス
エ

Q
事
は
、
い
つ
ご
ろ
始
ま
り
、
い
つ

ご
ろ
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な
る
べ

く
早
く
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。昭

和
橋
と
国
道
1
2
2

号
線
は
、

平
成
9

年
8

月

1
5日
に
都
市
計
画

A
 

道
路
決
定
の
告
示
が
さ
れ
ま
し
た
。
国

の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る
こ
の
工
事

は
、
国
の
代
行
と
し
て
県
の
事
業
で
あ

り
、

4

車
線
化
を
図
る
た
め
昭
和
橋
に

つ
い
て
は
埼
玉
県
で
平
成

1
0年
か
ら
基

本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。
完
成
ま
で

に
7
1
1
0年
く
ら
い
か
か
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
西
小
前
の
信
号
か
ら
館
林

市
へ
向
か
う
ま
で
は
、
群
馬
県
が
事
業

を
行
う
も
の
で

1
0年
く
ら
い
か
か
る
見

込
み
で
す
。

今
後
も
、
予
算
確
保
の
た
め
整
備
促

進
同
盟
会
で
国
に
お
願
い
し
、
一
日
も

早
く
完
成
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
の
代
行
と
し
て
県
の
事
業
で

1
0
年
く
ら
い
か
か
り
ま
す

平成11年 1 月 10 日（日） (8) 



役場 匹 (84)3111 町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

地域振興券が交付されます

緊
急
経
済
対
策
の
一
礫
と
し
て
、
個
人
消
費
を
喚
起
し
、

商
店
街
等
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

地
域
振
興
券
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
地
域
振
興
券
を

3
月
に
交
付
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
概
要
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
あ
、
申
請
方
法
や
特
定

事
業
者
の
募
集
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
広
報
め
い
わ
2
月

号
ま
た
は
チ
ラ
ジ
な
ど
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー
閾
騒
｀

平
成
1
1
年
1
月
1
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、
次
の
要
件
（
①
ー
④
）
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
1
5
歳
以
下
の
児
童
が
属
す
る
世
帯
の

世
帯
王
（
昭
和
5
8
年
1
月2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
児
童
）

②
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
等
（
基
準

日
に
お
け
る
年
齢
が
1
5
歳
以
下
の
か

た
を
除
く
）

m

基
準
日
に
お
け
る
同
月
分
の
次
に
掲

げ
る
年
金
・
手
当
の
受
給
者
等

・
老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
・
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
ま
た
は
遺
児
年
金

・
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
ま
た
は
特
別
障
害
者
手
当
等

（
一
部
、
非
課
税
要
件
あ
り
）

伯
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

(
m

該
当
者
を
除
く
）

•
生
活
保
護
の
被
保
護
者
・
社
会

福
祉
施
設
へ
の
措
置
入
所
者
等

③
平
成
1
0
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
所

得
割
）
非
課
税
の
か
だ
で
あ
っ
て
、

明

年
齢
6
5
歳
以
上
（
昭
和9
年
1
月
1

日
以
前
生
ま
れ
）
、
か
つ
、
身
体
上
ま

だ
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
だ

め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
か
だ
（
前
記
②
該
当
者
お
よ
び
基

準
日
に
お
い
て
継
続
し
て
3

か
月
を

超
え
て
病
院
・
老
人
保
健
施
設
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
か
た
等
を
除
く
）

④
平
成
1
0
年
度
分
の
個
人
の
市
町
村
民

税
非
課
税
で
あ
る
年
齢
6
5
歳
以
上
（
昭

和
9

年
1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）
の

ガ
だ
（
前
記
②
お
よ
び
③
該
当
者
を

.
l
 

1

人

2
0
0
0
0

円

(
1
0

0
0

円
券
2
0枚
）
〔
1
5
歳
以
下
の
児
童

が
い
る
世
帯
主
に
つ
い
て
は
、
児
童

1

人
に
つ
き
2
0
,
0
0
0

円
〕
の

地
域
振
興
券

＾
眉
繭
＇

平
成
1
1年
3
月
1

日
囲
か
ら
8

月
3
1

日
閲
ま
で
の
6

か
月
間

役
場
総
務
課

内
線
3
3
4

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
第

4

回
の
保
育
園

・
幼
稚
園
建
設
委
員
会
を
1
2
月

2
4
日
に
開
催
し
、
保
育
園
・
幼

稚
園
の
新
築
基
本
設
計
を
全
会

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
前
回
の
委
員

会
(
1
1
月9
日
）
の
設
計
競
技

（
コ
ン
ペ
）
で
選
ば
れ
た
閻
阿
佐

美
建
築
設
計
事
務
所
か
ら
、
前

回
の
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
コ

ン
ペ
案
を
基
に
、
そ
の
後
保
育

園
、
幼
稚
園
の
現
場
か
ら
の
要

望
等
を
取
り
入
れ
た
基
本
設
計

の
原
案
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
、
建
物
面
積
で

は
保
育
園
が
1
,
5
2
9
2
m
（
約

4
6
2

坪
）
幼
稚
園
が
1
,
1

5
7
2
m
（
約3
5
0

坪
）
で
合

計
2
,
6
8
6

対
（
約
8
1
2

坪
）
で
あ
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、

詳
細
設
計
の
段
階
で
多
少
の
増

減
あ
り
）

そ
の
主
な
内
容
は
、
保
育
園

で
は
保
育
室
7

室
（
未
満
児
ー

5

歳
児
）
、
ほ
ふ
く
室
（
乳
児
）

1

、
遊
戯
室
1

、
職
員
室
1

、

調
理
室
ー
、
子
育
て
支
援
室
ー

室
等
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
で
は
、
保
育

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校

教
育
課

6
闘
4
4
9
1

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
6
闘
4
9
2
6

室
6
室

(
3歳
児
1
5

歳
児
）
、

遊
戯
室
1
、
職
員
室
1
、
教
材

室
1
室
等
で
あ
り
ま
す
。
＞
す

れ
も
広
い
テ
ラ
ス
付
き
の
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
お
よ
び

幼
児
教
育
を
充
分
考
え
た
設
計

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

き
ま
し
て
も
、
太
陽
熱
利
用
、

夜
間
電
力
利
用
（
エ
コ
ア
イ
ス

方
式
）
や
雨
水
も
貯
水
し
て
利

用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
外
構
工
事
（
園
庭
、

駐
車
場
等
）
の
設
計
も
始
ま
り

ま
す
が
、
こ
の
施
設
は
平
成
1
1

年
度
に
建
設
を
し
て
、
平
成
1
2

年
4

月
か
ら
開
設
の
予
定
で
進

め
ら
れ
ま
す
。

幼
稚
園
の
新
築
基
本
設
計
を
決
定

第
4

回
建
設
委
員
会
で
保
育
園
・

(9) 平成11年 1 月 10 日（日）



町
お

か

知
ら
ら
の
せ

◇
日
時

土
寸
nIｵ 

◇
会
場
館
林
市
文
化
会
館

館
林
市
城
町
3
|
1

◇
講
演
タ
イ
ト
ル
「
あ
な
た
の
会
社
は

元
気
で
す
か
」

I
I

企
業
倒
産
の
実
態
と

今
元
気
な
企
業
の
話
I
i

2

月
1
9日
固

3

号
室

午
後
3

時
1
5

◇
講
師
東
京
商
エ
リ
サ
ー
チ
前
橋
支
店

長
長
谷
川
雄
三
氏

◇
対
象
労
・
使
・
一
般

◇
定
員
5
0
人

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

2

月
1
7
日
困
ま
で
に
申
込

書
ま
た
は
電
話
で
、
役
場
経
済
課
へ
お

館
林
地
区
労
働
セ

l
l
l
 

役
場
経
済
課

内
線
3
5
2

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
F
A
X

で
も
結

構
で
す
。
F
A
X

闘
3
1
1
4

ナ
ー
参
加
者
募
集

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、
杜
会

保
険
庁
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
、
1

月
末
日
ま
で
に
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
こ
れ
に
は
、
昨
年
の

1

月
か
ら
1
2

月
ま
で
の
1

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の
ほ
か
に
収

入
が
あ
り
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
申
告

の
時
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

も
し
、

1

月
末
日
ま
で
に
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
時
は
、
住
所

地
を
管
轄
す
る
太
田
社
会
保
険
事
務
所
で

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
証
書
と
印

鑑
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

役
場
住
民
課

麟
彗
源
泉
徴
収

華
示
が
交
付
さ
れ
ま
す

4

月
か
ら
、
町
の
各
種
納
付
金
（
町
税
、

利
根
加
用
水
賦
課
金
、
町
営
住
宅
使
用
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、
保
育
園
保
育
料
、
幼

稚
園
保
育
料
、
給
食
費
、
事
業
系
廃
棄
物

負
担
金
、
水
道
料
）
の
口
座
振
替
取
り
扱

い
金
融
機
関
に
郵
便
局
が
加
わ
り
ま
す
。

1

枚
の
申
込
書
で
全
て
の
納
付
金
が
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
納
付
金

は
便
利
で
簡
単
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
2

月
1

日
団
か
ら
郵
便
局

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
方
法
は
、
貯
金

口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
の

う
え
、
郵
便
局
窓
口
で
「
口
座
振
替
依
頼

書
・
自
動
払
込
申
込
書
」
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

3

月
1
5

役
場
税
務
課

日
同
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す

と

4

月
か
ら
の
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。

内
線
3
4
3

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ
太
田
杜
会
保
険
事
務
所

6
(
3711 

源
泉
徴
収
票

内
線
3
3
7

郵
便
局
で
も
口
座
振
替
が
で
き
ま
す

◇
農
地
は
残
土
の
処
分
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。田

・
畑
な
ど
へ
の
建
設
残
土
等
に
よ
る

埋
め
立
て
に
よ
り
、
多
く
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
隣
地
等
の
冠
水
、
道
水
路

の
破
損
、
用
排
水
の
不
良
、
さ
ら
に
は
汚

染
物
質
等
の
混
入
の
恐
れ
も
あ
り
、
農
作

物
、
生
活
環
境
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

◇
埋
め
立
て
を
行
う
に
は
農
地
法
の
許
可

等
が
必
要
で
す
。

無
許
可
の
埋
め
立
て
は
、
地
権
者
に
も

責
任
が
あ
り
、
現
状
回
復
命
令
な
ど
の
法

的
措
置
も
と
ら
れ
ま
す
か
ら
安
易
な
埋
め

立
て
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

町
農
業
委
員
会
（
役
場
経
済
課
内
）

内
線
3
5
1

1

月
2
4
日
同
島
田
設
備

6
闘
3
2
8
2

1

月
3
1
日
同
高
田
設
備

6
闘
3
7
3
6

2

月
7

日
閻
冨
塚
水
道

6
闘
3
2
4
7

2

月
1
4
日
同
松
本
水
道

6
闘
2
8
3
9

2

月
2
1
日
同
石
崎
水
道

6
闘
4
1
4
7

2

月
2
8
日
同
大
川
工
業

6
闘
0
7
2
1

水
道
管
の
凍
結
防
止
は
万
全
で
す
か
？

役
場
建
設
課
内
線

3
5
7

冬
期
間
の
水
道
故
障
は

町
指
定
の
水
道
業
者
に

農
家
の
皆
さ
ん
農
地
の

「
埋
め
立
て
」
は
慎
重
に

平成11年 1 月 10 日（日） (10) 
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本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
江
口
の

柿
沼
昭
博
さ
ん
翻
が
、
1
2
月1
日
付
で

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
柿
沼
さ

ん
の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人
格
識

見
と
も
高
く
、
社
会
的
信
望
も
厚
い
人

人
権
擁
護
委
員
に
柿
沼
昭
博
さ
ん

◇
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
（
行
政
·

学
校
・
威
言
察
署
・
消
防
署
・
農
協
・
商

工
会
等
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

◇
2

チ
ャ
ン
ネ
ル
定
時
放
送
の
再
放
送

放
送
内
容
は

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
へ
の
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
、
行
政
情
報
、
地
域
情
報

等
の
各
種
情
報
を
即
時
に
各
家
庭
へ
伝
達

す
る
と
と
も
に
、
火
災
等
の
災
害
発
生
時

に
は
緊
急
情
報
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
シ
ス
テ
ム
は
、
各
家

庭
の
電
話
回
線
（
ア
ナ
ロ
グ
）
を
使
用
し
、

電
話
の
使
わ
れ
て
い
な
い
空
時
間
を
利
用

し
て
、
通
信
セ
ン
タ
ー
（
役
場
内
）
か
ら

加
入
者
の
皆
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

お
伝
え
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は

◇
3

チ
ャ
ン
ネ
ル

時
放
送

〔
自
王
制
作
番
組
〕

0
月
曜
日
や
さ
し
い
英
会
話
（
中
学
校

英
語
指
導
助
手
の
ロ
ー
リ
ー
先
生
の
や

さ
し
い
英
会
話
）

0
火
曜
日
健
康
へ
の
散
歩
道
（
健
康
管

理
に
役
立
つ
情
報
）

0
水
曜
日
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
（
町
内
の

子
ど
も
た
ち
の
声
の
出
演
）

0
木
曜
日
オ
フ
ト
ー
ク
図
書
館
（
本
の

朗
読
・
新
刊
図
書
等
の
紹
介
）

0
金
曜
日
み
ん
な
の
広
場
（
町
の
話
題

・
出
来
事
等
）

◇
4

チ
ャ
ン
ネ
ル

N
H
K
F
M

再
送
信

と
緊
急
放
送
の
再
放
送

※
こ
の
ほ
か
に
、
役
場
、
消
防
署
、
学
校

な
ど
か
ら
随
時
に
一
斉
放
送
や
緊
急
放
送
、

各
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。

※
宅
内
接
続
装
置
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
常

自
主
制
作
番
組
と
定

は
、
「3
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
セ
ッ
ト
し
て
お

く
と
便
利
で
す
。
定
時
放
送
と
自
主
制
作

番
組
の
放
送
が
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
自
動

的
に
切
り
替
わ
り
、
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
資
格
町
内
の
一
般
世
帯
、
法
人
事
業

所

(
1世
帯
、
1

事
業
所
に
1

台
）

◇
設
備
現
在
使
用
の
電
話
に
、
宅
内
接

続
装
置
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◇
費
用
設
備
取
付
工
事
費
は
、
全
額
を

町
で
負
担
し
ま
す
。
（
新
規
加
入
者
の
み
）

ま
た
、
回
線
使
用
料
は
、
当
分
の
間
全

額
を
町
で
負
担
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役

場
企
画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

役
場
企
画
課

内
線
3
3
9

に
適
し
て
お
り
、
柿
沼
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

人
権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題
な

ど
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

加

入

万

法

は

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
加
入
は
お
済
み
で
す
か

館
林
撃
―
―
＝
察
署
管
内
の
平
成
1
0
年
度
非
行

防
止
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

本
町
で
は
次
の
か
た
が
た
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

特
選
多
田
舞
子
（
東
小

4
)

特
選
小
野
伸
也
（
東
小

6
)

審
査
員
特
別
賞
西
郡
勇
樹
（
中

1
)

非
行
防
止
標

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

五
ロ

=—-a 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課6

釧
4
4
9
1

◇
家
族
で
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
よ

う
I
.

I
I

家
庭
は
青
少
年
の
健
全
育
成
の
出
発
地

点
I
i
で
あ
る
こ
と
を
も
う
一
度
認
識
し
、

子
ど
も
と
の
会
話
を
通
し
て
家
族
の
心
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
善
悪
の
区
別
や
社
会

の
ル
ー
ル
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

◇
青
少
年
の
だ
め
の
よ
り
よ
い
地
域
環
境

を
つ
く
ろ
う
I
.

青
少
年
に
好
ま
し
い
環
境
は
地
域
の
大

人
が
責
任
を
も
っ
て
つ
く
り
た
い
も
の
で

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
よ
り
よ
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

冬
の
青
少
年

青
少
年
に
健
全
育
成
運
動

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

(11) 平成11年 1 月 10 日（日）
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まち のゎtf 400人がさわやかな汗
あるけあるけ活動

舞

い

子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
1
1月
2
8
日
、
あ
る
け

あ
る
け
活
動
を
開
催
し
、
参
加
し
た
親
子
ら
約

4
0
0

人
が
自

然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
自
然
の
中
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
す
活
動
を

通
じ
て
、
家
族
・
親
子
・
友
達
と
の
交
流
を
図
る
の
が
目
的
で
、

コ
ー
ス
は
ふ
る
さ
と
の
広

場
か
ら
利
根
川
堤
防
沿
い

や
桜
並
木
路
を
通
り
広
場

に
戻
る
約
7
.
4

キ
ロ
。

参
加
者
は
、
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
約
2

時
間
か

け
て
歩
き
、
広
場
で
は
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
舌
鼓
み

を
打
ち
な
が
ら
「
友
だ
ち

と
話
し
な
が
ら
歩
け
た
の

で
楽
し
か
っ
た
。
い
い
運

動
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

自然にふれあいながらのウォーキング

「村」を撮った写真を町に贈呈
明和フォトクラブ

明
和
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
（
代
表
・
山
平

薫
さ
ん
）
で
は
「
明
和
村
」
の
表
示
が

写
っ
て
い
る
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
編
集

し
、

1
2月
1
6
日
に
役
場
を
訪
れ
、
斎
藤

町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
会
員
2
2
名
が
、
町
制
施

行
を
前
に
去
り
行
く
「
明
和
村
」
を
撮

り
残
そ
う
と
、
昨
年
9

月
に
作
品
展
を

開
き
、
出
品
さ
れ
た
村
の
風
景
、
行
事
、

人
物
な
ど
約
5
0
枚
を
町
に
贈
呈
し
た
も

の
で
す
。
山
平
さ
ん
は
「
今
後
も
町
の

移
り
変
わ
り
の
様
子
を
写
真
に
収
め
て

い
き
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
図
書
館

で
保
管
し
、
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
＜

こ
と
に
し
ま
し
た
。

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

高齢者ら 261人を激励

在宅者歳末慰問

慰問品を手渡す斎藤町長

アルバムを手渡す山平さん

町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

寝
た
き
り
高
齢
者
、
重
度
心
身
障
害
者
、

特
定
疾
患
患
者
な
ど
を
対
象
に

1
2月
8

日
、
在
宅
者
歳
末
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

斎
藤
町
長
、
江
原
助
役
を
は
じ
め
関

係
職
員
が
東
・
中
・
西
部
の
3

班
に
分

か
れ
て
2
6
1

人
の
家
庭
を
表
敬
訪
問

し
、
慰
問
品
や
見
舞
金
な
ど
を
贈
り
激

励
し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
「
元
気
で
よ
い
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
た
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は
「
慰
問
品
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

念
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成11年 1 月 10 日（日） (12) 



歌声で会場をひとつに
神崎ゆう子クリスマスファミリーコンサート

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
1
2
月6
日
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
崎
ゆ
う
子
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か

ら
夢
だ
っ
た
N
H
K

「
お
か
あ
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
」
の
第
1
6
代
お
ね
え
さ
ん
役

を
6

年
間
務
め
ら
れ
、
一
児
の
母
と
な

ま

っ
た
現
在
で
も
音
楽
活
動
に
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
と
多
彩
に
活
躍
中
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ゆ
う
子
さ
ん
の

さ
わ
や
か
な
歌
声
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
子
ど
も

も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
た
り
笑

っ
た
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

熱唱する神崎ゆう子さん

すてきなお正月を
しめ飾り教室

第
1

回
東
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

大
会
が
1
2
月3
日
、
同
校
校
庭
で
行
わ

れ
、
児
童
た
ち
は
防
火
を
誓
い
ま
し
た
。

体
験
学
習
を
目
的
と
し
た
こ
の
大
会

は
、
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
2
3
校
の

小
学
校
を
対
象
に
毎
年
2

校
ず
つ
開
催
。

校
内
で
の
避
難
訓
練
後
、
校
庭
で
、
は

し
ご
車
・
照
明
車
・
ポ
ン
プ
車
等
の
消

防
機
材
の
見
学
や
消
火
器
・
三
角
バ
ケ

ツ
・
シ
ー
ツ
等
を
使
っ
た
消
火
訓
練
、

煙
道
脱
出
訓
練
に
全
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。
児
童
は
「
ぬ
れ
た
シ
ー
ツ
で
消

火
し
た
と
き
火
は
こ
わ
い
と
思
っ
た
」

と
話
す
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
西
小
学
校
で
も
第
2

回
同
大

会
が
1
2
月4
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

郷
土
の
大
切
な
伝
統
行
事
を
理
解
し
、

す
て
き
な
お
正
月
を
迎
え
て
も
ら
お
う

と
「
し
め
飾
り
教
室
」
が
認
月
2
0
日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
中
央
公
民
館
の
恒
例

行
事
で
、
今
年
は
小
学
生
や
父
母
ら
5
4

名
が
参
加
。
講
師
に
町
内
の
8

名
の
お

年
寄
り
を
迎
え
、
参
加
者
は
わ
ら
の
な

い
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
熱
心
に
し

め
飾
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
ま
で
数
回
参
加
し
て
い
る
か
た
は

「
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
飾
る
の
は
楽
し

い
。
新
年
は
よ
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
語
り
、
完
成
し
た
し
め
飾

り
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

児童が消火訓練を体験
少年消防クラブ大会

消火訓練をする東小学校児童

富塚さんと斉藤君が

選抜選手に

斉藤弘透君 富塚優香さん

しめ飾り作りに挑戦する参加者

第
認
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
1
2
月
2
4
日
か
ら
2
7
日
ま
で
の
4

日
間
、
大
阪

府
立
体
育
館
で
開
か
れ
、
中
谷
の
富
塚
優
香
さ
ん
（
中

3
)
が
春
に
行
わ
れ
た
、
県
の
中
体
連
で
の
功
績
が

認
め
ら
れ
選
抜
選
手
と
な
り
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

富
塚
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
が
サ
ー
ブ

や
ア
タ
ッ
ク
な
ど
の
一
本
一
本
に
発
揮
で
き
た
の
で

悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第

9

回
関
東
選
抜
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が

1
2
月
1
2
日
、
認
日
の2

日
間
、
東
京
都
府
中
市
立
少

年
サ
ッ
カ
ー
場
で
開
か
れ
、
大
輪
の
斉
藤
弘
透
君
（
西

小
6
)
が
群
馬
選
抜
A

チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

に
選
ば
れ
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

斉
藤
君
は
「
高
い
レ
ベ
ル
の
こ
の
大
会
に
出
場
し

て
自
信
が
つ
い
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

(13) 平成11年 1 月 10 日（日）
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お酒と上手につきあいましょラ

適量ならば

●精神的リラ~.. ')娑＜

●疲労回復

●食欲増進, 
＼胃液の分泌促進）

●善玉コレステロールが増え
る（動脈硬化を予防）

ヽ
●血液循環金よくする

飲み過ぎると

●肝機能の障害

●消化器系の障害

胃炎、胃潰瘍

●成人病の助長

肥満、糖尿病、
、

高血圧、高脂血症、

痛風ほか

●脳の障害

①適量できりあげる

ビー）l; 1 本では
ウィスキーダブ）l; 1 杯では

日本酒 1 合では

[

3 時間で処理
(2 倍が適量）

（体重60~70kgの人の処理能力）

③食べながら飲もう
タンパク質•ビタミン

`` 
胃壁を守リ吸収を抑える
肝臓の負担を軽くする

⑤一気のみはしない
急性アルコール中毒

尋喜血中ア）レコール濃度を急激に上げ、
昏睡状態となり危険

④週 2 日の休肝日をとる
肝臓を肝臓が修復している

肝臓を、ア）レコールから
少しでも開放しましょう

謬といっしょに飲まない

危
炉

+ 〇
胃
ロ
肝臓は薬よリアルコールの処理を優先
するため残された薬の作用を強める

詞分のペースで
楽しく飲もう·強制はしない

着麟・三鱈昼乙1:
自分のペースで飲む
ャケ酒は、飲み過ぎのもと

会
場
館
林
地
域
保
健
所

日
程
下
表
の
と
あ
り

参
加
費
無
料

⑤強いア）レコー）レは薄めて款む

強いア）レコールは胃を刺激し胃炎
胃や十二指腸の潰瘍の原因となる

⑧定期健診を受けよう

肝臓は沈黙の臓器。肝機能を調べ
るためにも定期的な健診が必要

年
始
を
迎
え
、
あ
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
だ
。
あ
酒
は
「
百
薬
の
長
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は
健
康
障
害
を
ま
ね
く
要
因
と
な
り
ま
す
。
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
楽
し
く
上
手
に
あ
酒
と
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
多
い
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
は
代
表
的
な
ア
レ

ル
ギ
ー
性
の
病
気
の
ひ
と
つ

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
全
容
は
十

分
に
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
館
林
地
域
保
健

所
に
お
い
て
管
内
の
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
に
悩
む
本
人
や

家
族
が
病
気
の
こ
と
を
よ
く

知
り
、
前
向
き
に
病
気
と
と

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的

に
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
、
詳
細
に

つ
い
て
は
館
林
地
域
保
健
所

(
6
7
2
|
3
2
3
0
)
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

？卜 e-’’J子

ちtoらせ

回数 1 2 3 4 

実施日時
1 月 14 日（木） 1 月 22 日（金） 1 月 29 日（金） 2 月 5 日（金）
13 30~16 30 13 30~16 30 13 30~16 30 13 30~16 30 

開講式 講演 講演 調理実習、グループ

講演 スキンケアの方法と健 アトピーに良い食生 討議

実施内容 アトピー概要と治療 やかな肌を保つには 活とは？ 除去食の工夫

方針 環境整備と効果的な どんな薬、食品があ 試食

奮闘体験談 ダニ対策 るの？ 閉講式

平成11年 1 月 10 日（日） (14) 



◇
ジ
ン
グ
ル
ス

〔
小
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
雅
弘

準
優
勝
篠
木
謙
佑

3

位
荒
木
信
人

3

位
松
永
壮
敏

〔
小
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
松
原
沙
由
美

準
優
勝
宇
南
山
彩

3

位
庄
條
友
香
里

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
柿
沼
裕
之

準
優
勝
田
部
谷
友
基

3

位
始
沢
秀
平

3

位
阿
部
直
樹

第
1

回
町
民
卓
球
大
会（

敬
称
略
）

優勝した皆さん

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
聡
美

準
優
勝
福
島
野
恵

3

位
大
澤
沙
耶
香

3

位
藤
原
麻
美

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
塚
原
裕
之

準
優
勝
小
松
原
義
男

3

位
星
良
雄

3

位
高
橋
学

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
順
子

準
優
勝
田
口
雪
枝

◇
ダ
ブ
ル
ス

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
義
男
・
塚
原

準
優
勝
星
良
雄
・
佐
藤

3

位
江
森
直
志
・
木
村

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
順
子
・
田
口
雪
枝

準
優
勝
小
松
原
聡
美
・
須
永
明
日
香

3

位
田
村
若
菜
•
藤
原
麻
美

◇
新
卓
球

優
勝
大
島

準
優
勝
松
本

3

位
坂
村

裕
之

正
彦

将
之

優
勝
下
江
黒

A

準
優
勝
大
輪

F

3

位
須
賀

c

第

2
0回
老
人
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会

操修武

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
奪
リ
ー
グ

戦
が
4
月
1
6
日
か
ら
9

月
1
5
日
ま
で
の

夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
行

わ
れ
、
7

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し
た

結
果
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

3

位

M
S
C
フ
レ
ン
ド

第
1
4回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
旗
争
奪
リ
ー
グ
戦

結
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優勝した FC MAD 

優
勝

F
C
M
A
D

準
優
勝
明
和
町
役
場
サ
ッ
カ
ー
部
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サ第

ッ

回
町
民

カ
大

会

ー
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館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※に • 耳鼻科 人科の • 祝は日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

なにみ 昇[ 
1 月 15 日

森下医院海宝病院 場ム口るロり 百弘限9間り多 一 一匹（73) 7776 匹 (74) 0811 

日 1 月 17 日
小西医院小倉医院 菅沼医院永寿堂医院 館林地区と 館林地区と

B (86) 2261 B (72) 0606 匹 (72)9090 B (72) 4469 同じです。 同じです。 まは (7公2) 

真中医院大神医院 横田（善）医院礫川堂医院 井上医院 館林地区と
］畠 3

1 月 24 日 五認 1 1 
当 匹 (72) 1630 ff (62) 2200 匹（72)4970 匹 (74)0184 匹 (82) 1131 同じです。

時 4

ま‘―°’ 

安楽岡医院
しで が浜野病院 川田国）医院 慶友病院 増田医院 小西医院 てで

1 月 31 日
匹 (88)5678 匹（72)3314 匹 (72)0572 匹（72)6000 匹 (82)2255 匹 (86)2261 かす 闊

ら゜

冒
し

番 白沢医院 川村医院 大石医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と ま

2 月 7 日
匹（72)1600 8 (72) 1337 匹 (74)2362 匹（72)6000 同じです。 同じです。

し す。
て ^ 汀

堀越医院 最上医院 ：こ
医

2 月 11 日
匹 (73)4151 匹（74)3763

さ

乳し‘
゜

2 月 14 日
土井クリニック 合村クリニック 増田医院 新橋病院 わたらせクリニック 竹越医院

喜匹（72)8841 匹（70)2221 匹 (72) 1387 匹（75)3011 匹（77)2727 匹 (84)3137
\ 

(15) 平成11年 1 月 10 日（日）



町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹（84)3111 ご
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 2 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

緑 化 講 座

l 県緑化センター 匹 (88)7188 こ
家庭緑化を進めるため、 2 月は「春

先の庭しごと」をテーマとして開催

します。

◇日時 2 月 4 日（木） 午前10時～正

午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員 飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」

を開設して相談に応じています。

春期パ‘ノコン一日講座

太田情報商科専門学校

匹（25)2424

◇内容 Windows 98の基本操作と各
パソコンソフトの使い方の実習

◇講座日程 3 月 8 日旧）～ 12 日（金）

午前10時～午後 4 時

◇コース Word97、一幻賂 (Version 9) 、
Excel 97 各コースすべて 1 日完結

◇受講料無料（教材費等は負担）

◇申し込み 2 月 8 日（月）から太田清

報商科専門校へ

町のホームページ・電子

メールのアドレスが変更

l 役場企画課
匹 (84)3111

明和町のホームページおよび電子

メールのアドレスが、平成11年 2 月

28 日（日）から一部変更になります。

変更箇所

ホームページ

http:/ /www.sunfield. 国］．jp/me1wa
• 

http://www.sunfield. ne.jp/meiwa 
電子メール

meiwa@sunfield. 属］．jp
• 

meiwa@sunfield. ne.jp 
なお、 2 月 28 日まではどちらでも

使用できます。

産業別最低賃金が
改正されました

群馬労働基準局

匹 027(231)4518

群馬県の産業別最低賃金が改正さ

れました。

◇地域別最低賃金（平成10年10月 1

日より施行）

①群馬県最低賃金

1 日 5,026 円 1 時間 629円

◇産業別最低賃金（平成10年 12 月 21

日より施行）

①群馬県製鋼・製鋼圧延業、鉄素形

材製造業最低賃金

1 日 5,851 円 1 時間 732円

②群馬県金属加工機械、一般産業用
機械・装置、事務用・サービス用

・民生用機械器具、その他の機械

・同部分品製造業最低賃金

1 日 5,775 円 1 時間 722円

③群馬県電気機械器具製造業最低賃

金

1 日 5,760円 1 時間 720円

④群馬県輸送用機械器具製造業最低

賃金

1 日 5,772円 1 時間 722円

学生寮上毛学舎

入寮者募集

群馬県教育委員会事務局

B 027(223) 1111 

◇応募資格東京都およびその近郊

の大学または短期大学の 1 年次に

入学する群馬県出身の男子で、次

の資格を有するかた

〇就学上の住宅または下宿に困っ

ているかた 0 毎月の寮費および

食費を支払うことができるかた

〇健康で文化的な共同生活を営む

ことができるかた 0保証人をつ

けられるかた

◇募集人員 66名（男子のみ）

◇募集期間 2 月 1 日（月）～ 3 月 1 日（月）

ただし、 3 月 1 日消印有効（大学

の合格発表前から申し込みできま

す。）

◇学生寮の所在地 東京都世田谷区

経堂4-8-13 803 (3426) 8231 

◇入寮金 50,000円（入寮時）

◇経費負担 30,000円（月額）

◇応募手続提出書類の用紙は、群

馬県育英会で交付します。

◇提出先 〒 371-0854前橋市大渡町

1-10-7 群馬県教育委員会事務局

管理課内 財団法人群馬県育英会

※詳しくは、群馬県教育委員会事務

局へ

歯科無料相談

館林邑楽歯科医師会

匹（73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。

◇日時 2 月 21 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所 館林邑楽歯科医師会館

◇内容 歯に関するあらゆる相談

訂正とおわび

2 目は省エネルギー目閤です

省エネルギー上手は、暮らし上手

敷きぶとんと上掛けの併用が

省エネのコッ／

東京電力（株）

館林営業所

匹（72)4340

12月号で誤りがありましたので

訂正しておわびいたします。

4 ページの明るい選挙啓発ポス

ターコンクール欄で県審査で入賞

された中学校の部の入選者に吉永

俊彦君（中 1) の氏名が欠落して

いました。

平成11年 1 月 10 日（日） (16) 



くらし
の
庸報

町の無料法律相談

◇日時＝ 2 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和町民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 2 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 1日
ノし 健 三

5ヽ

◇日時＝ 2 月 12 日（金）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 10年2 月、 7月、 10月生

健 康 相 三火
畝

◇日時＝ 2 月 2 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 2 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 2 月 18 日（木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相

◇日時＝ 2 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今 月 の納

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 1 月 29 日（金）

ニ火詠

税

とうもう伝統芸能大会

東毛広域市町村圏振興整備組合事

務局（太田市役所内）匹 (47)1850

◇日時 1 月 31 日（日） 午後 1 時開演

◇場所 明和町ふるさと産業文化館

◇内容 東毛広域各市町に伝わる郷

土芸能 ささら、八木節など

本町からは明和八木節保存会が出

演

◇入場料無料

◇その他 アトラクション、抽選会

医療費控除等説明会

無料相談会

l 館林税務署 公（72)4373
平成10年分の所得税確定申告は、

2 月 15 日（月）から 3 月 15 日（月）までとな

っています。（土・日曜日を除く）混

雑緩和を図るため説明会と無料相談

会を実施しますので、持参書類をお

確かめのうえお出かけください。

〔医療費控除説明会〕

◇日時 2 月 9 日（火） 午前10時

◇会場 館林市文化会館小ホール

〔住宅取得等特別控除説明会〕

◇日時 2 月 9 日（火） 午後 1 時30分

◇会場館林市文化会館小ホール

〔税理士会の無料申告相談（土・日躍

日を除く））

◇対象者還付申告者

◇期日 2 月 1 日（月）～ 15 日（月）

◇会場館林税務署新館 1 階

◇対象者 白色営庶業者

◇期日 2 月 16 日（火）～ 18 日（木）

◇会場館林市文化会館

NHK 学園通信講座

受講生募集

l N H K 学園 匹 042(572)3151 こ
NHK学園では、生涯学習通信講

座の受講生を募集しています。この

機会に自己を高める講座にチャレン

ジしてみてはいかがでしょうか。

◇生涯学習講座

現在、俳句・短歌・書道・文学・

写真・絵画・語学それに資格の取

れる講座など趣味と教養の講座を

85講座205 コース開講しています。

◇申し込み

随時受け付けています。

親と子のつどい

「春をさがそう」

県立東毛少年自然の家

匹 0277(78)5666

◇日時 3 月 13 日（廿～ 14 日（日） 1泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇内容 野山の散策、七草摘み、野

鳥観察、野外炊事（七草のお好み

焼き）など

◇対象小・中・養護学校の児童・

生徒とその保護者で、親子で参加

できるかた

◇定員 100人（先着順）

◇費用 1 人2,800円（食事代など）

◇申込期間 2 月 2 日（火）～ 28 日（日）

◇申し込み 電話またはファックス

で県立東毛少年自然の家へ住所、

氏名、学年（子どものみ）、性別、

電話番号をお知らせください。

FAX 0277 (78) 7322 

正しく使おう 110 番

l 館林警察署 匹（75)0110
1 月 10 日は「110番の日」です。

110番は、皆さんの安全を守る緊急

通報電話ですが、早く、正しい通報

が事件・事故等の早期解決につなが

りますので、 110番に対する正しい認

識とご協力をお願いします。

◇こんなときは落ち着いて 110番

0事件・事故の被害者、加害者にな
ったとき

0事件・事故を見たり聞いたりした

とき

0不審者を発見したり、事件に関す

る情報を知ったとき

0 そのほか、警察官にすぐ来てほし

いとき

◇ 110番通報のポイント

110番通報をされると、警察官が内

容等について質問します。

皆さんは、次の要領を参考にして

ください。

〇何があったのですか？

「けんか、事故、 ドロボー」

〇いつ、どこで？

「時間、場所、近くの目標」

〇どんなことが？

「事件・事故の様子」
〇犯人は？

「人相、特徴、逃走方向、人数」

0 あなたの住所、氏名は？

「事件・事故との関係、電話番号」

ゾ

(17) 平成11年 1 月 10 日（日） 2 月 7 日は「北方領土の日」です
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町の人口と世帯
1 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,330戸(- 4) 

人口総数 11, 675人 (-19)

急

伝
統
的
工
芸
品
で
あ
り
な
が
ら
、
広

く
、
一
般
の
人
々
に
も
親
し
ま
れ
て
い

る
鎌
倉
彫
り
を
、
作
る
喜
び
を
味
わ
い

な
が
ら
、
で
き
た
作
品
を
身
の
回
り
に

置
い
て
楽
し
む
こ
と
は
、
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
思
い

つ
つ
製
作
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
1

、

第
3

金
曜
日
の
午
後
2

時
か
ら
4

時
3
0

分
ま
で
、
佐
野
市
在
住
の
一
二
関
先
生
に

御
指
導
い
た
だ
い
て
、
中
央
公
民
館
の

工
芸
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
が
発

足
し
て
か
ら
ま
だ
3

年
で
す
が
、
お
ぼ

ん
や
手
鏡
に
、
牡
丹
、
菊
、
柿
、
万
年

青
な
ど
、
親
し
み
や
す
い
も
の
か
ら
彫
っ

て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
茶
托
を
彫
っ
て

い
る
か
た
も
お
り
ま
す
。
鎌
倉
彫
り
の

本
場
鎌
倉
へ
、
本
物
を
見
よ
う
と
資
料

館
へ
行
っ
た
り
、
材
料
を
買
い
に
行
っ

た
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
お
楽
し
み
い
っ

ば
い
の
会
で
す
。
作
品
は
文
化
祭
、
公

民
館
祭
り
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉

彫
り
の
好
き
な
か
た
、
愛
好
会
へ
ど
う

ぞ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

12月の救急車出動回数

病 1 1 件 交通事故 3 件

男 5,862人・女 5,813人

〈 12月中の動き〉

出生 13人・死亡 13人

転入 24人・転出 44人

その他
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※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成11年 1 月 10 日（日） (18) 

里 口 俣 区
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ME/WA TOWN 

喜びに満ちた新成人

40年ぶりに成人式の開催が「秋分の日」

から「成人の日」に移り、晴れ羞姿で参

加した新成人は会場で旧友との再開を喜

び、記念写真を撮る姿が見られました。

／今月の主な紙面
・所得税、町・票民税の申告………②～③

•平成 70年度町職貴給与の公表……④～⑤

・地戚振興券の交信申請…………………⑧

•水遥料金を改定•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑨ 



正しく • お早めに
今年も税の申告時期が近づきました。申告期間は 2 月 16 日（火）から 3 月

15 日（月）までです。期間中は、税務署（案内図）および町の相談会場（日程表）

で皆さんからの申告・納税の相談をお受けします。所得税は、この申告

により税額が確定し納税（還付）によって完了しますが、町・県民税は、

確定した税額を次年度に納税していただくことになります。

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

平
成
1
0
年
分
（
平
成
1
0
年
1

月
1

日

\
1
2月
3
1
日
）
の
確
定
申
告
は
、2
月

1
6
日
図
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

確
定
申
告
は
、
町
の
相
談
会
場
で
も

お
受
け
し
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人

は
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
①

青
色
申
告
の
人
、
②
確
定
申
告
書
が
送

ら
れ
た
人
で
営
庶
業
の
人
、
③
譲
渡
所

得
の
あ
っ
た
人
（
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
人
）

申
告
に
は
、
年
間
の
収
入
金
額
が
わ

か
る
書
類
、
認
印
、
所
得
控
除
に
必
要

な
書
類
（
生
命
保
険
料
等
の
領
収
書
や

払
込
証
明
書
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

▼
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

収
支
内
訳
書
、
事
業
に
要
し
た
必
要
経

費
の
領
収
書
等

▼
青
色
申
告
す
る
人

決
算
書
等

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
1
0
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
額

が
2
,
0
0
0

万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
、
2
0
万
円
を
超
え
る
人

▼
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

契
約
書
、
必
要
経
費
の
領
収
書
等

案内図 館林税務署匹72-4373

北
A
「
丁

館林税務署

安
全
便
利
な
振
替
納
税

③
給
与
の
支
払
い
を
2

か

所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

と
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
、
2
0
万
円
を
超
え
る
人

①
年
末
調
整
し
た
内
容
に

変
更
が
あ
る
人

確
定
申
告
で
税

が
戻
り
ま
す

確
定
申
告
を
す
る
義
務

の
な
い
人
で
も
次
の
よ
う

な
場
合
は
、
確
定
申
告
で

所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
し

た
場
合
（
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

（
医
療
費
控
除
）

③
災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合

振
替
納
税
（
口
座
引
き
落
と
し
）
は
、

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で
、

便
利
で
す
。
納
税
を
う
っ
か
り
忘
れ
る

弔
杓
“
社
己
立
』
日

役
場
税
務
課

6

閥
3
1
1
1

内
線
3
4
3
.
3
4
4

①所得
ヽ

一` 
ヽ

③課税所得
一

②控除
一 - ----

` 
ヽ~

` 
ヽ

③課税所得に

礎9基ど 扶養且 偶[配 ] 損害除空 生命9控除 社9 会控除税率をかけると

税額が出ます

税
額
計
算
の

あ
ら
ま
し

①ー②＝③

還
付
申
告
の
時
、
希
望
す
る
金
融
機

関
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
載
す
る

だ
け
で
、
還
付
金
が
あ
な
た
の
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

還
付
金
も
口
座
振
替
で

こ
と
も
な
く
、
納
税
し
た
こ
と
が
預
金

通
帳
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
。
申
告
の
時
、
振
替

依
頼
書
に
住
所
・
氏
名
・
金
融
機
関
名

・
ロ
座
番
号
を
記
入
し
て
通
帳
即
を
押

す
だ
け
で
す
。

平成11年 2 月 10 日（水） (2) 



申告 . 相談は 2 月 16 日（火）～ 3 月 15 日（月）

町の相談日
受付時間午前 9 時～ 11 時30分・午後 1 時～ 4 時

亥l=
1

0

 

当 一
丁
ノ
ー 政 区

月 日 会 場
午 前 午 後

所得税確定申告

2 月 16 日（火） 下江黒、上江素 這合田、多頁 賀

2 月 17 日（水） 矢 島 大佐貫

2 月 18 日（木） 川俣入ケ谷 江 □日島
ふるさと

2 月 19 日（金） 大 綸 南大島 産業文化館

2 月 23 日（火） 中 谷
研 修 室

2 月 24 日（水） 千津井 梅 原

2 月 25 日（木） 新 里

町・県民税申告相談

2 月 26 日（金） 千津井 斗合田、江口
東蔀児童館

3 月 1 日（月） 上江黒 下江黒、田島

3 月 2 日（火） 須 賀 矢 島

3 月 3 日（水） J 11 俣 大佐貫 農協佐貫支所

3 月 4 日（木） 大輪（下） 大輪（上）、入ケ谷

3 月 5 日（金） 梅 原 中 谷
ふるさと

3 月 9 日（火） 南 大 島 産業文化館

3 月 10 日（水） 新 里
研 修 室

※日程当日役場税務課（本庁舎）での甲告相談は行いません

のでご注意ください。

申
告
し
て
い
た
だ
く
人

町
・
県
民
税
は
、
私
た
ち
に
最
も
身

近
な
税
で
す
。
町
や
県
を
住
み
や
す
く

豊
か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

①
平
成
1
1年
1

月
1

日
現
在
で
明
和
町

に
住
ん
で
い
て
、
平
成

1
0年
中
に
所
得

の
あ
っ
た
人

②
平
成
1
0年
中
に
明
和
町
に
転
入
し
た

人
（
給
与
所
得
者
も
含
み
ま
す
）

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人

②
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提
出

さ
れ
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人

申
告
書
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
人
に
、

2

月
上
旬
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
昨
年
中
の
所
得
金
額
を
自
分

で
計
算
し
て
記
入
す
る
自
主
申
告
制
で

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
し
て
提

申

告

の
方
法
は

？
・

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

僕
は
早
め
に
窓
口
で
。

私
は
便
利
な
郵
送
て

日
程
表
の
と
お
り
で

期
間
中
の
都
合
の
い
い
日
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
が
、
申
告

の
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
指
定
日
を
設
定
し
て
い
ま

す
。指

定
日
は
、

す
。 な

る
べ
く
指
定
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
控
除
の
う
ち
、
雑
損
・

医
療
費
・
社
会
保
険
料
・
小
規
模
企
業

共
済
等
の
掛
け
金
や
生
命
保
険
料
等
の

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収
書
・
証

明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

税
額
の
計
算
に
つ
い
て
、
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。
（
概
念
図
参
照
）

①
所
得
と
は
、
年
間
収
入
か
ら
必

要
経
費
等
を
差
し
引
い
た
金
額
で

す
。
（
年
金
や
給
与
に
は
必
要
経
費

に
代
わ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
）

②
控
除
と
は
、
課
税
す
る
前
に
所

得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
で
す
。
保

険
料
等
を
控
除
す
る
た
め
に
は
、

支
払
証
明
書
が
必
要
で
す
。
所
得

税
と
町
・
県
民
税
で
は
控
除
額
が

違
い
ま
す
。

③
課
税
所
得
に
税
率
を
か
け
る
と

税
額
が
で
ま
す
。
所
得
税
と
町
・

県
民
税
で
は
税
率
が
違
い
ま
す
。

(3) 平成11年 2 月 10 日（水）



平成10年度

町職員給与の公泰
町では、町職員給与なとのあらましを町民の皆さんに理

解していだだくだめ、次のとあり公表しまま（注釈のない

場合、平成10年度給与改定後の数字です。）

人件費の状況 （平成 9 年度一般会計決算） 人口は平成10年 3 月 31 日現在

住民基本台帳人口 1 歳出額 (A) 1 人件費 (B)
11,542人

職員給与費の状況

職員数 (A)

129人

3,905,270千円

（平成 10年度一般会計当初予算）

給
―丁

給 料 I 職員手当

457,917千円 60,277千円

特別職の報酬等の状況 （平成10年 4 月 1 日現在）

918,608千円

与費
I 

期末勤勉手当

214,776千円

計 (B)

732,970千円

人件費率 (B/;い

23. 5% 

1 人当たりの

給与費 (B/;い

5,682千円

区 分 給料月 額等 期末手当支給割合

給 町 長 785,000円 6 月期 2.2 月分
助 役 636,000円

料 収入役 599,000円 12月期 2.5 月分

報
弓n我羊 長 318,000円 3 月期 0.55月分
副議長 243,000円

酬 議 員 220,000円 計 5.25月分

職員の平均給料月額あよび
平均年齢の状況 （平成10年 4 月 1 日現在） 初任給の状況 （平成10年 4 月 1 日現在）

般 イノ丁ー 政 職
区 分

※平均給料月額 平均年齢（歳）

明 和 町 295,763円 38.3歳

国 315,850円 39.3歳

※給与改定後の国の平均給料月額がでていないため平均

給料月額は給与改定前の数字です。

一般行政職の級別職員数の状況 （平成10年 4 月 1 日現在）

区 分 l 級 2 級 3 級 4 級

※標準的な 主事補 主事
主任 主任

職務内容 技師補 技師

※職員数（人） 6 人 28人 4 人 24人

構成比（％） 6.1 % 28. 6% 4.1 % 24. 5% 

区

明 和

国

5 級

係長

係長代理

18人

18.4% 

※職員数は、町の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。

般 イノ丁ー 政 職
/刀...:.S-. 

大学卒 高校卒

町 170,000 円 146,300円

I 種 184,200円
141,700円

II 種 174,200円

6 級 7 級 8 級 計

係長
課長

課長
職員数

課長補佐 98人

6 人 10人 2 人 構成比

6.1 % 10. 2% 2.0% 100% 

また、標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な識名です。

平成11年 2 月 10 日（水） (4) 



職員手当の状況 （平成10年 4 月 1 日現在）

明 和 町 国

支給期 支給率（月分）

胃 6 月期
期末 勤勉 計

1. 6 0.6 2.2 , 12月期 同 じ
1. 9 0.6 2.5 

3 月期 0.55 0.55 

計 4.05 1. 2 5.25 

最高限度額
自己都合 勧奨•定年

※ 60.0 62. 7 

] 勤続20年 21 0 28.875 同 じ

勤続25年 33. 75 44.55 

勤続30年 41 25 54.45 

※退職手当は、群馬県市町村総合事務組合へ加入

しているため組合より支給

特殊勤務手当の状況 （平成10年度見込み）

区 分 内容等

特
職員全体に占める手当支給

18. 5% 
職員の割合

殊
支給対象職員 1 人当たりの

3,992円
勤 平均支給月額

務 手当の種類 6 種類

手 支給額の多い手当 ・保母手当

当 代表的な

手当の名称 多くの職員に支給 ・税務手当

されている手当 ・保母手当

(5) 平成11年 2 月 10 日（水）

扶養手当等の状況 （平成10年 4 月 1 日現在）

扶

養

手

当

住

居

手

当

通

勤

手

当

明 和 町 国

〇配偶者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,000円

〇配偶者のない職員の扶養親族

う ち 1 人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 1, 000円

〇扶養親族でない配偶者を有する

場合の 1 人目の子等……… 6,500円
同 じ

〇配偶者以外の扶養穀族 2 人まで… 5,500円

〇その他の扶養親族………… 2,000 円

O 16歳から 22歳までの子… 5,000円加算

〇借家の場合 (12, 000円を超えるとき）

・家賃の額に応じて支給

（支給限度額27,000 円）

〇持家の場合
同 じ

•新築、購入後 5 年まで… 2,500円
•その他．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1,000円

0 自転車等の交通用具使用者の場合
・片道 2 km未満．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 0 円

・片道 2 ~5 km未満……… 2,000円

・片道 5 ~10km未満……… 4,100円

・片道10~15km未満……… 6,500円

・片道15~20km未満……… 8,900円

・片道20~25km未満・・・・・・・・・ 11,300円
同 じ

・片道25~30km未満・・・・・・・・・ 13,700円

・片道30~35km未満・・・• •… •16,100円

・片道35~40km未満……… 18,500円

・ 片道40km 以上・・・・・・・・・・・・・・・ 20,900円

0 交通機関利用者の場合

・運賃の額に応じて支給

（支給限度額50,000 円）

部門別職員薮の状況 （各年 4 月 1 日現在）

区 分 ※職員 数 （人）

部 門 平成 8 年 平成 9 年 平成10年

百n我羊 会 2 2 2 
総務企画 26 27 27 

般
税 務 8 8 8 
民 生 24 24 26 

イノ丁ー 衛 生 6 8 8 

政
芦ヵ 働

゜ ゜ ゜農林水産 5 5 5 
部 商 工 1 1 1 

門 土 木 12 13 14 

小 計 84 88 91 

部政門 特行別 教 育 36 35 35 

小 計 36 35 35 

普通会計計 120 123 126 

青ノ云八j ム 水 道 3 3 3 
下水道

゜ ゜ ゜その他 1 2 2 

小 計 4 5 5 

合 計 124 128 131 

※職員数は国の定員管理に準じた一般職に属する職員数で

あり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員な

どを含み、臨時または、非常勤職員を除いています。



を競い
◄
寒
さ
な
ん
か
吹
き
飛
ば
せ

,. 

◄

風
に
向
か
っ
て
走
ろ
う

泊
悶

1
月
1
7
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

の
コ
ー
ス
で
、
町
制
施
行
記
念
・
か
ん

ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業
の
第
1
回
新
春

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
1
年
生
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
ま

で
延
2
3
2

人
が
参
加
し
、
ー
キ
ロ
t
J

ら
5
キ
ロ
の
コ
ー
ス
、

1
5部
門
で
旦
J

ろ
鍛
え
だ
健
脚
を
競
い
力
走
し
ま
し
だ
。

当
日
は
強
風
に
も
か
か
わ
ら
す
、
会
場

や
コ
ー
ミ
沿
道
に
家
族
連
れ
が
繰
り
出

て
知
人
や
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
だ
。
ま
だ
、
〈
良
生
活
改
善
推
進

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
豚
汁
や

し
る
こ
、
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
選
手

ら
は
寒
さ
で
凍
え
だ
体
を
温
め
て
い
ま

し
だ
。

►

優
勝
さ
れ
だ
皆
さ
ん

第
1

回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

小学生低学年女子 1 • 2年 1. 0km コース
1 位清 愛理 4 分48秒西）j¥ 1 
2 位小林美穂 4 分54秒東）」＼ 2

3 位荻野 望 5 分03秒西）」＼ 1

3 位奈良憶王 5 分03秒東小 2

小学生低学年男子 1 ・ 2年 1. 0km コ＿ス

1 位関口大地 4 分08秒西）」＼ 2

2 位金子祥大 4 分10秒西）」＼ 2

3 位須藤拓未 4 分11 秒東）」＼ 2

小学生中学年女子 3·4年 1. 5km コース

1 位澤浦 薫 6 分02秒西）」＼ 3

2 位寺田結加里 6 分11 秒西）」＼ 4

3 位石村綾香 6 分14秒西）j¥ 3 
小学生中学年男子 3·4年 1. 5km コース

1 位閏□ 仁史 5 分29秒西）j¥ 4 
2 位富琢拓也 5 分35秒西小 3

3 位小林恵輔 5 分38秒東小 3

小学生高学年女子 5·6年 2. 0km コース

1 位営山美樹 8 分35秒西）」＼ 6

2 位森田有美 8 分54秒東）」＼ 6

3 位川辺彩乃 8 分57秒東）」＼ 6

小学生高学年男子 5·6年 2.0km コース

1 位青木貴大 6 分54秒西小 6

2 位坂上亮太 7 分23秒西小 6

3 位川内大輝 7 分48秒西小 6

中学生女子 1 • 2ｷ 3年 2.0km コース

1 位奈良億優 7 分15秒 B月中 2

2 位木村春花 7 分17秒 B月中 2

3 位磯 敦子 7 分41 秒 B月中 1

中学生男子 1 • 2 • 3年 3.0km コース
1 位圧條和徳 11 分31 秒 B月中 1

2 位恩田俊平 11 分34秒 B月中 2

3 位永吉直人 11 分41 秒 B月中 3

一般男子（高校生以上） 5.0km コース

1 位根岸良二 18分53秒館林商工

2 位千葉文雄 19分50秒館林商工

3 位渋澤直樹 20分27秒館林商工

壮年男子 (40歳以上） 3.0km コース

1 位圧條英樹 11 分28秒南大島

2 位穀澤 忠 12分13秒南大島

3 位堀□ 優 12分37秒新里

スポーツクラブ対抗（個人） 3.0km コース

1 位台 佳弘 12分06秒暇0テニス

2 位久保口敏夫 12分35秒箪矛0テニス

3 位石村 正 13分19秒岨和テニス

スポーツクラブ対抗（団体） 3.0kmコース

1 位 9月和テニスクラブ 36点

2 位 甲和町役場サッカ一部 19点

健康マラソン 2.0km コース

1 位池田行正一11 秒 4 中谷

2 位金子 功一13秒 5 入ケ谷

3 位泉田憲— +16秒 7 矢島

（タイムをあらかじめ甲告し、そのタイム

差を競うタイムトライアル） 〔敬称略〕

平成11年 2 月 10 日（水） (6) 



いを入ゎ

をつけで

r~ 

ご一息

のなか
►

マ
ラ
ソ
ン
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で

ぼ

ら
い
J

►

あ
父
さ
ん
、
あ
母
さ
ん
、
が
ん
ば
ろ
う
ね

（
）
は
補
正
後
の
総
額

平
成
十
年
度

＿
般
会
計
補
正
予
算

第

水
道
事
業
給
水

条
例
の
部
改
正

◇
土
木
費
五
三
万
円

（
六
億
四
、
九
四
二
万
三
千
円
）

水
道
料
金
を

4

月
か
ら
改
正

回
町
議
会
臨
時
会

第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
一
月
十
九
日
開
か
れ
、
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
あ
よ
び
一
般
会
計
補
正
予
算
の
二

案
件
（
町
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
だ
結
果
、
い

す
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を

あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
七
、
九
六
六
万
九
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
四
七
億
五
、
一
三

三
万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
地
域
振
興
券
の
交

付
事
業
や
介
護
保
険
事
業
の
事
務
処

理
費
用
な
ど
の
追
加
に
伴
う
補
正
で

す
。

〔
歳
入
〕

◇
国
庫
支
出
金
七
、
二
四
一
万
八

千
円
（
二
億
三
、
六
三
二
万
四
千
円
）

◇
繰
越
金
七
二
五
万
一
千
円

（
一
億
六
、
九
九
九
万
八
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
総
務
費
六
、
五
八
八
万
円

（
―
二
億
三
、
六
六
九
万
三
千
円
）

◇
民
生
費
一
、
三
二
五
万
九
千
円

（
八
億
一
、
三
九
一
万
三
千
円
）

量
水
器
の
貸
付
を
近
隣
市
町
と
同

様
事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
設
置
す

る
こ
と
と
し
、
貸
付
使
用
料
を
無
料

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
料
金
の
改
正
で
は
、

現
行
の
用
途
別
料
金
体
系
か
ら
口
径

別
料
金
体
系
に
変
更
し
、
3

か
年
を

算
定
期
間
と
し
て
平
均
4
2
.
7
言
の

値
上
げ
改
正
を
し
、
健
全
財
政
を
堅

持
す
る
も
の
で
す
。

改
正
の
主
な
要
因
は
、
東
部
広
域

こ
う

水
道
受
水
費
用
の
増
嵩
お
よ
び
水
道

使
用
料
の
伸
び
悩
み
で
あ
り
、
そ
の

他
将
来
を
見
据
え
た
施
設
整
備
の
た

め
の
必
要
財
源
確
保
に
よ
る
も
の
で

す
。
な
お
、
施
行
は
平
成
1
1
年
4

月

1

日
か
ら
で
す
。

(7) 平成11年 2 月 10 日（水）



町
お

か

知
ら
ら
の
せ

Q
3

地
域
振
興
券
は
、
ど
こ
で
使
え
ま

す
か
。

町
に
登
録
の
店
舗
等
で
使
用

A
 

い
く
ら
も
ら
え

Q
l

地
域
振
興
券
は
、

ま
す
か
。

対
象
者
の
か
た
に
は
、
一
人

2

万

円
（
1

，

0
0
0

円
券
2
0枚
）
〔
1
5
歳

以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
主
に
つ
い

て
は
、
児
童
一
人
に
つ
き

2

万
円
〕

の
地
域
振
興
券
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

3

月
1

日
か
ら
6

か
月
間
有
効

い
つ
か
ら
使
え

Q
2

地
域
振
興
券
は
、

ま
す
か
。

使
用
で
き
る
期
間
は
、
平
成
1
1
年

3

月
1

日
囲
か
ら
8

月

3
1日
因
ま
で

の
6

か
月
間
で
す
。

Q
4

地
域
振
興
券
は
、

す
か
。

民
間
消
費
の
拡
大
を
図
る
目
的
か

ら
、
国
や
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支

払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て

例
示
し
ま
す
と
、
公
共
料
金
へ
の
支

払
い
、
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
宝
く
じ
、

出
資
や
債
務
の
支
払
い
、
有
価
証
券

の
購
入
、
商
品
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
の
購
入
、
切
手
・
官
製
は
が
き

の
購
入
、
交
通
機
関
の
定
期
券
の
購

入
な
ど
で
す
。

A
 

何
で
も
使
え
ま

使
用
で
き
な
い
主
な
商
品
等

• 

該
当
さ
れ
る
か
だ
に
つ
い
て
は
、
町
ガ

ら
郵
便
書
留
に
よ
り
地
域
振
興
券
を
発
送

し
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
対
象
者

• 

国
民
年
金
証
書
、
非
課
税
証
明
書
、
そ

の
他
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

下
表
の
日
程
の
と
あ
り
受
付
会
場
に
あ
越

し
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
受
理
と
引
き
換
え
に
地
域
振

興
券
を
交
付
し
ま
す
。

A
 

◇
1
5
歳
以
下
の
児
童
が
属
す
る
世
帯
の
世

帯
主

交
付
額
は
一
人

2

万
円

A
 

緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
若
い
親
の
層
の
子
育
て
を
支

援
し
、
あ
る
い
は
、
老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
や
所
得
が
低
い

高
齢
者
層
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
こ
れ
に
よ
り
個
人
消
費
の

喚
起
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
振
興
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
だ
。
合
月
号
で
は
、
地
域
振
興
券
の
「
ご
使
用
の
方
法
」

「
申
請
す
る
方
法
」
「
あ
渡
し
す
る
方
法
」
な
ど
を
あ
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
あ
、
地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
特
定
事
業
者
や
交
付
対
象

者
等
の
あ
ら
ま
し
は
、
チ
ラ
ジ
な
ど
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
「
特
定

事
業
者
」
と
し
て
町
の
登
録
を
受
け

た
明
和
町
内
の
店
舗
で
使
え
ま
す
。

登
録
店
舗
に
は
、
町
か
ら
交
付
さ

れ
た
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
ま
す
。

地
域
振
興
券
の

申
請
お
よ
び
交
付
方
法

Q
5
地
域
振
興
券
を
使
っ
て
買
物
を
し

て
も
、
お
釣
り
は
こ
な
い
と
聞
き
ま

し
た
が
な
ぜ
で
す
か
。

換
金
と
同
様
の
効
果
を
生
ず
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
、
お
よ
び
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
た
め

で
す
。

A
 お

釣
り
は
も
ら
え
ま
せ
ん

該
当
さ
れ
る
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

地
域
振
興
券
が
交
付
さ
れ
ま
す

役場総務課

内線334

月日（曜日） 受付会場
対象行政区

午前g 8寺～ 128寺 午後 1 B寺～ 4 時

2 月 25 日（木） 中央公民館
斗合田、下江雫 千津井、江口、

上江黒 田島

26 日（金）
ふるさと

南大島、新里
産業文化館

中谷、梅原

27 日（土） 中央公民館
川俣、須賀、 入ケ谷、矢島、

大輪 大佐貴

28 巳（日） 中央公民館
町内全域（上記日程で都合のつか

ないかたを対象とします）

●
交
換
、
醸
渡
、
売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
使
用
で
き
る
の
は
、
交
付
対
象
者
ご
本
人

ま
た
は
そ
の
代
理
人
（
配
偶
者
な
ど
）
．
使

者
（
子
ど
も
な
ど
）
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者
で
、
券
の
交
付
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
次
の
日
程
で
申
請
を
受
け

付
け
し
ま
す
。

地
域
振
興
券
の

交
付
申
請
受
け
付
け

平成11年 2 月 10 日（水） (8) 
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生
ご

本
町
の
上
水
道
は
、
地
下
水
を
く
み
上

げ
て
水
道
水
と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
地
下
水
を
適
正
に
利
用
す
る
た
め
、

地
下
水
に
替
わ
る
水
源
と
し
て
利
根
川
の

水
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
千
代
田
町

に
設
立
さ
れ
た
東
部
地
域
水
道
か
ら
水
道

水
の
受
け
入
れ
を
5

市
町
が
平
成
9

年
1
0

月
か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
南
大
島
浄
水
場
で
受
け

入
れ
し
、
地
下
水
と
合
わ
せ
た
給
水
を
し

て
い
ま
す
が
、
東
部
地
域
水
道
か
ら
受
け

入
れ
る
水
量
は
年
々
増
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
要
す
る
費
用
負
担
の
増
と
安
定
的

に
給
水
を
す
る
た
め
、
施
設
の
整
備
や
改

良
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
料
金
の
改
定
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
場
建
設
課

み
処
理
機
器
で
ご

町
と
衛
生
協
力
会
で
は
、
増
え
続
け
る

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処

理
機
器
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
町
内
に
回
覧
を
行
い
、
購
入
希

望
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
家
に
1

台
設
置

し
て
い
た
だ
き
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

の
自
家
処
理
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
な

お
、
見
本
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改正前量水器貸付使用料

量水器の口径 貸付使用料（月額）

13 ミリメートル 80円

20 ミリメートル 150円

25 ミリメートル 170円

み
減
量
に
ご
協
力
を

• 
改正後

量水器は無償貸与

改正前料金表（用途別）

内
線
3
5
7

◇
あ
っ
せ
ん
価
格
（
標
準
価
格
1

台
当
た

り
、

5
9
,
0
0
0

円
の
製
品
を
）

個
人
負
担
2
2
,
0
0
0

円
（
ホ
ー
ル
チ

ッ
プ
1

袋
付
き
）

◇
あ
っ
せ
ん
器
具

ゴ
ミ
ナ
イ
ス
（
処
理
能
力
最
大

□
k
g

／
日
）

◇
申
し
込
み
一
般
家
庭
を
対
象
に

1

世

帯
1

台
ま
で
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

役
場
環
境
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

6
釧
4
6
8
6

※
生
ご
み
処
理
機
器
と
は

電
気
を
利
用
し
て
微
生
物
に
よ
る
発

酵
分
解
を
早
め
、
生
ご
み
を
有
機
肥
料

に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
す
。

基本料金 (1 か月）につき 超過料金
区 分

基本水量 料金 (l m汀こつき）

一般家庭用 10m3 まで 850円 100円

工 業 用 20玉まで 2,000円 110円

官 公 署
20可まで 1,700円 90円

学校病院等

土ノヒ‘ 用 栓 20可まで 2,000円 100円

臨時使用 20出まで 2,250円 150円

（別途消費税および地方消費税が 5 ％かかります）

• 
改正後料金表（口径別）

基本料金 (1 か月）につき 超過料金 (1 所）につき
区分

基本水量 料 ^ 歪 水量(rri〗 料 ^ 孟
13mm 10可まで 1,300円 11~20 130円

20mm 10m言で 1,350円 21 以上 140円

25mm 1,700円

30mm 1,800円
1 ~50 140円

40mm 1,900円
51~100 150円

50mm 2, 100円

75mm 3,000円
101 以上 160円

100mm 4,000円

聴峙使用 2,500円 1 以上 200円

平
成

1

年
4

月
1

日
か
ら
新
料
金
に

水
道
料
金
が
改
定
に
な
り
ま
す

：
｀
ば
屯生ごみ処理機器 （別途消費税および地方消費税が 5 ％かかります）

(9) 平成11年 2 月 10 日（水）



町
ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と

き
の
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
人
口
の
高
齢
化
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
病
気
が
ち
な
お
年

寄
り
が
増
え
た
こ
と
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
伴
い
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
9

年
度
の
町
の
老
人
医
療
費
は

約
7
億
4

千
万
円
、
対
前
年
度
伸
び
は
7

．

8
%

で
し
た
。
一
人
当
た
り
に
す
る
と

約
5
6
万
円
（
下
表
参
照
）
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
内
訳
は
入
院
(
3
0
言
）
、
入
院
外

(
4
8
言
）
で
7
8
言
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
医
療

費
は
本
人
負
担
を
除
い
て
、
国
・
県
・
町

ー
が3
割
を
、
7
割
は
国
民
健
康
保
険
等
の

保
険
者
か
ら
の
拠
出
金
、
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
皆
さ
ん
の

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
と
お
り
縦
覧
期
間
を
設
け

ま
し
た
。

な
お
、
平
成

1
1年
度
は
地
価
の
下
落
傾

向
に
対
応
し
て
町
内
全
域
の
宅
地
等
に
つ

い
て
価
格
の
修
正
（
下
落
修
正
）
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
課
税
台
帳
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

負
担
が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
維
持
が
困
難

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
ご
ろ

か
ら
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
よ
い
診
療
を

心
掛
け
医
療
費
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。あ

医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か
り
万

•
あ
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
は
、
や
め
ま

し
ょ
う

・
薬
を
だ
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
、
や
め

ま
し
ょ
う

・
時
間
外
、
休
旦
受
診
は
、
避
け
ま
し
ょ

＿
つ

•
あ
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り

ま
し
ょ
う

役
場
住
民
課

内
線
3
3
8

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
ご

土
地
の
評
価
額
の
下
落
修
正
を
実
施

ま
た
、
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を
5

月

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
期
間

3

月
1

日
閲
ー
2
3
日
因
（
土
曜

・
日
曜
、
祝
日
等
の
休
日
を
除
く
）

◇
時
間
午
前

8

時
3
0
分
＼
午
後5
時

◇
縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
者
本
人

②
納
税
者
の
同
意
・
委
任
を
受
け
た
人

③
納
税
管
理
人

※
本
人
の
場
合
は
印
鑑
、
②
と
③
の
か
た

は
委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選
任
届
が
必
要

で
す
。

役
場
納
税
課

内
線
3
4
4

覧
く
だ
さ
い

総医療費と一人当たり医療費の推移

老人総医療費 年度 一人当たりの医療費

I 5s1, 719,017円 7 493,820円 I

I 688, 622, 537円 8 561,683円 I

738,935,280円 , 566,664円 | 

[796,667,829円（見込み） 10 586,647円（見込み） 1 

よ
り
よ
い
診
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

増
え
続
け
る
老
人
医
療
費

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館6

闘
5
5
5
5

3

月
2
7
日
出

開
場
午
後

6

時
3
0
分

開
演
午
後

7

時

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

s

席
（
指
定
席
）4

，

0
0
0

円

A

席
（
自
由
席
）3

，

5
0
0

円

当
日
券
は
、
い
ず
れ
も

2
0

0

円
増
で
す
。

主
催
明
和
町
教
育
委
員
会

後
援
明
和
町
文
化
協
会

チ
ケ
ッ
ト
前
売
開
始
た
だ
い
ま
、
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

入会

場

料場

日

時

1
1

あ
な
だ
に
逢
＿
つ
だ
め
に
I
I

コ
ン
サ
ー
ト

渡
辺
真
知
子

平成11年 2 月 10 日（水） (10) 
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コ
ン
ク

ル

家
族
全
員
そ
ろ

わ
ず
か
な
会
費
で
、
万
一
の
交
通
事
故

の
と
き
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
「
交
通

災
害
共
済
」
の
平
成
1
1
年
度
の
会
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

車
社
会
の
現
在
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
い
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

万
一
に
備
え
て
現
在
加
入
し
て
い
る
か
た

は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
か
た
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
で
き
る
人

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
、
ま
た

は
、
外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
人

◇
会
費一人

年
額
5
0
0

円
（
年
度
途
中
に
加

入
し
て
も
同
額
）

◇
共
済
期
間

平
成
1
1
年
4
月
1

日

1

平
成
1
2
年3
月

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
明
和

町
、
館
林
市
、
板
倉
町
の
3

市
町
合
同
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
第
1
9
回
行
政
区
別
無
事

故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
（
平
成
1
0
年1

月
1

日
ー
1
2
月
3
1
日
）
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

3
1
日
（
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日

か
ら
平
成
1
2
年
3

月
3
1
日
ま
で
）

◇
申
し
込
み

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳
兼
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を

添
え
て
隣
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
3

月
8

日
同
以
後
の
申
し
込
み
は
、

直
接
役
場
総
務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

車
両
（
自
動
車
、
原
付
自
転
車
、
自
転

車
、
荷
車
テ
ー
ラ
ー
等
）
に
よ
っ
て
発

生
し
た
人
身
事
故
で
、
道
路
法
上
の
道

路
で
起
き
た
も
の
（
自
損
事
故
も
含
む
）
。

日
本
国
内
ど
こ
で
起
き
た
事
故
で
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

◇
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
2

年
以
内

守
り
、
家
族
や
地
域
か
ら
事
故
や
違
反
を

な
く
し
、
交
通
事
故
・
違
反
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

役
場
総
務
課

内
線
3
3
4

最
終
結
果

行
政
区
別
無
事
故

. 
無
違
反

第19回行政区別無事故・無違反コンクール

最終結果（平成10年 1 月 1 日～ 12 月 31_日）

: 位扉
交通事故種別 悪質違反行為 : 眉行政

事故

事死亡故 重傷事故 軽傷事故 損事故物 胃夏酒 3^0 雷信 無
区名

違反率
酔 km 免

(%) いよ以 許
1 入ケ谷 8.26 

件 件 1件 件 件 件 件 5

2 川俣 28.44 1 3 1 1 

3 大輪 37. 76 1 1 11 1 7 

4 須/‘智‘’‘ 37. 78 1 2 1 15 

5 斗合田 38. 15 2 2 1 13 

6 下江黒 45.45 2 6 10 

7 中谷 47. 76 7 14 2 , 
8 梅原 49. 12 1 7 3 1 12 , 矢島 50. 14 2 6 2 3 

10 新里 50.59 8 16 4 2 

11 大佐貫 68.59 1 1 7 2 2 8 

12 南大島 69.92 2 7 16 3 6 

13 上江黒 74.90 6 2 1 16 

14 千津井 87.31 3 7 3 4 

15 江口 88.96 4 6 3 1 11 

16 田 島 102.92 3 3 5 14 

計 57.30 4 44 112 30 6 2 

役
場
総
務
課

交
通
災
害

内
線
3
3
4

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

共
済
の

会

員
募
集

共 済 見 舞 金

こ 傷害の程度 金 額

1 死亡した場合 1,000,000円

2 身障手帳l 、 2級に該当された障害 300,000円

3 180 日以上の実日数治療を要した傷害 200,000円

4 100 日 // 100,000円

5 80 日 // 80,000円

6 60 日 // 60,000円

7 40 日 ケ 40,000円

8 30 日 ク 30,000円, 5 日 ケ 20,000円

(11) 平成11年 2 月 10 日（水）



役場 8(84)3111 町
ぉ

か

知
-
°
ら

の
せ

東
毛
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
社
長
・
宮
原
祐
一
郎
さ
ん
）

3

月
1
8日
因

午
後
1

時
3
0
分
＼4
時

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談
•
生
活
保
護
·
生
活

福
祉
資
金
•
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

福
祉
全
般

◇
費
用
無
料

◇
問
い
合
わ
せ
役
場
福
祉
課
ま
た
は
邑

楽
福
祉
事
務
所
6
閥
2
1
4
1

※
法
律
相
談
は
弁
護
士
が
担
当
す
る
た
め

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
は
前

日
の
正
午
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
お

全
国
N
O
S
A
I

大
会
が
、
こ
の
ほ

ど
東
京
都
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、

農
業
共
済
事
業
の
健
全
な
発
展
に
特
に

貢
献
さ
れ
た
本
町
の
斎
藤
憲
町
長
が
、

杜
団
法
人
全
国
農
業
共
済
協
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
に
つ
い
て
は
、

東
毛
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株

1

月
2
5日

は
、
館
林
つ
つ
じ
の
里
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
年
末
年
始
に
開
催
し
た
カ

町

に

3
6
万
円

寄

附

斎
藤

憲
町
長

◇
会
場

◇
内
容

◇
日
時

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

く
ら
し
の
相
談

お

に
開
か
れ
た
第
5
0
回
群
馬
県
農
業
共
済

事
業
推
進
大
会
の
席
上
で
、
斎
藤
町
長

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
町
長
は
、
平
成
元
年

7

月
か
ら

長
き
に
わ
た
り
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事

務
組
合
副
管
理
者
と
し
て
、
指
導
的
立

場
か
ら
農
業
共
済
事
業
の
運
営
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
益
金
を
1

月
1
7
日
、

町
の
福
祉
の
た
め
に
と
3
6
9
,
1
0

0

円
を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
相
談
を

国
民
年
金
の
保
険
料
や
国
民
年
金
基
金

の
掛
金
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所

得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
1
0
年
中

に
納
め
た
保
険
料
と
掛
金
で
、
納
め
忘
れ

に
な
っ
て
い
た
保
険
料
を
納
め
た
場
合
や
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た
保
険
料
も
含
ま

れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
た
め
に
納
め
た
保
険

料
と
掛
金
に
つ
い
て
も
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
は
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
の
保
険
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

役
場
住
民
課

内
線
3
3
7

平成10年の国民年金保険料

定 1 ~3 月 12,800円

月
額 4 ~12月 13,300円

額

付加保険料 400円

[ 
定 額 155,750円

定額＋付加 160,430円

国
民
年
金
保
険
料
・
基
金

掛
金
所
得
か
ら
控
除

平成11年 2 月 10 日（水） (12) 



中小 企 業 者 . 勤労者向け

融資制度を活用 してみませんか

商工業経営において、規模を拡大したり経営改善を図ろうとしたりする場合、また勤労者

が生活の安定に必要な場合には必ず多額の資金が必要となります。そこで、町等では中小企

業者・勤労者向け資金を、その目的に応じて用意していますので、役場経済課または商工会

にご相談ください。なお、融資制度は下表のとおりです。

役場経済課 内線352

制度名 融資対象 資金使途 融資限度領 融資期間 利 志-F 申込期間 取扱金融機関 申込先 備 考

①Ill]内に店舗、工場又
運転 4 年以内

は事業所を有する者
（内据置 6 か月）

年間随時 ①銀行
保証料がかかり

②小売業サービス業 運転資金 1,000万円 ②信用金庫 取扱
小口資金

③卸売業 設備資金 以内
年3 4％以内

予定枠に達し ③信用組合 金融機関
ます

設備 6 年以内 保証人を付ける
④その他の業種

（内据置 6 か月）
たとき締切る ④商工中金

⑤中小企業団体

①町内で同一業種を 3 ①店舗の増改築店 保証料がかかり
年以上営む者 舗内施設の新設 ます

②資本金 1 億円以下、 改善のための資金 年間随時 ①銀行 保証料の1/2を町
中小企業設備 従業員300人以下の会 ②企業の近代化合 500万円 5 年以内

年2 9％以内
②信用金庫 取 扱で補助、利子の

近代化資金 社個人 理化に必要な機械 以内 （内据置 1 年以内） 予定枠に達し ③信用組合 金融機関 1/3(3 年以内）を
設備 たとき締切る ④商工中金 町で補助

③公害防止の設備資 保証人 2 名を付
立/‘ ける

①町内で卸、小売業を ①店舗の新築、増改
①10年以内

営む者 フA立くL 年間随時 ①銀行
商業設備 ②小売業 サービス業 ②店舗の増改築駐 2,000万円

（内据置 1 年以内）
②信用金庫 取 扱保証人等は金融

近代化資金 ③卸売業 車場設置 以内
年2 9％以内

予定枠に達し ③信用組合 金融機関 機関と協議
③店内外施設の改造

麟 7 年以内
たとき締切る ④商工中金

蝉日郵n又·. 
（内据置 1 年以内）

①IIII 内に主たる事業所 ①労働環境整備の新
を有する者 設、増改築資金

①銀行
②小売業 サービス業 ②施設購入資金 年間随時

労働環境 ③卸売業 ③土地取得整備資金 10年以内
②信用金庫

取 扱保証付は年04% 
整備資金 ④鉱業建設業製造 ④設備備品購入（改

3,000万円
（内据置 1 年以内）

年2 5％以内
予定枠に達し

③信用紺合
金融機関 下げとなる

業運輸通信業カ 造）資金 たとき締切る
④商工中金

ス 不動産業等
⑤労働金庫

⑤中小企業団体

①町内に 1 年以上居住 ①医療贅
し同一事業所に 1 年 ②冠婚葬祭贄

1 世帯
年間随時

①群銀明和支店
勤労者 以上継続して勤務し ③教育費 取扱 保証人、担保は
生活資金 ている者 ④耐久消賀財購入費

100万円 5 年以内 年30% 
予定枠に達し

②館信明和支店
金融機関 金融機関と協識

②町税を完納している ⑤その他町長が必要
以内

たとき締切る
③労金館林支店

もの と認めるもの

第
5

回
口
頭
弁
論
の
概
要

住
民
訴
訟
問
題
（
粗
大
ご
み
処
分
）

一
明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、

高
橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か

ら
「
明
和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を

適
切
な
処
理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
埋
め
た
、
こ
れ

を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り
に
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
訴
訟

に
つ
い
て
第

5

回
の
口
頭
弁
論
が
1

月

2
0日
前
橋
地
方
裁
判
所
（
村
田
達

生
裁
判
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
、
原
告
側
3

名
と

被
告
代
理
人
2

名
（
森
尻
弁
護
士
、

福
島
弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
口
頭
弁
論
で
は
先
ず
、

被
告
側
か
ら
準
備
書
面
に
よ
り
、
前

回

(
1
1
/
2
5
)
原
告
側
（
石
川
氏
）

の
発
言
（
粗
大
ご
み
搬
入
カ
ー
ド
の

有
無
に
つ
い
て
）
に
対
し
、
①
『
収

集
し
た
品
目
別
の
数
量
は
把
握
し
て

い
る
が
、
裁
判
中
の
こ
と
な
の
で
資

料
は
見
せ
ら
れ
な
い
』
と
回
答
し
た

も
の
で
、
担
当
者
は
搬
入
カ
ー
ド
が

あ
る
と
言
っ
て
お
ら
ず
、
申
し
入
れ

者
が
早
と
ち
り
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
（
カ
ー
ド
は
1

年
間
保
存
し
た
後

処
分
し
て
い
る
）
。

ま
た
、
原
告
（
江
森
氏
）
が
「
持

ち
込
ん
だ
ソ
フ
ァ
ー
4

個
が
集
計
表

に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
発
言

に
対
し
て
②
こ
れ
は
同
氏
が
平
成
8

年
3

月

2
4日
に
実
施
さ
れ
た
収
集
と

勘
違
い
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
（
平
成8
年
3

月

2
4日
の
収
集
表

に
「
上
江
黒
」
（
原
告
、
江
森
氏
の
住

所
）
の
欄
に
「
ソ
フ
ァ
ー
6

」
と
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
埋
め
立
て
た
穴

で
燃
し
た
の
が
、
そ
の
日
だ
け
で
あ

っ
た
）
と
反
論
し
ま
し
た
。

ま
た
、
被
告
側
の
証
人
と
し
て

2

名
（
江
原
助
役
、
落
合
係
長
）
を
申

し
立
て
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
原
告
側
は
、
「
私
ど

も
は
担
当
課
長
を
証
人
請
求
を
し
た
」

と
発
言
し
ま
し
た
が
、
裁
判
長
か
ら

「
先
ず2
名
の
話
を
聞
き
、
証
言
内
容

を
み
て
別
の
証
人
が
必
要
で
あ
れ
ば

考
え
る
」
と
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
被
告
側
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
準
備
書
面

(
5項
目
）
の
反

論

(
1
2
/
1
0
号
め
い
わ
広
報
に
記
載
）

に
対
し
、
5

項
目
す
べ
て
に
つ
い
て

争
う
旨
の
準
備
書
面
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

(13) 平成11年 2 月 10 日（水）



ま

^ 

ち の

大会の結果（上位入賞者）
町大会

小学生低学年の部…男子団体戦
①梅原（吉永一徳、吉永敦郎、野口泰史、増日貴成）＠矢
島（秋野宏明、石川龍一、清水浩亮）③下江黒（萩野仁史、
小林淳一、関口 諒、二十里浩之）
同 •9 ・男子個人戦

賃口仁史（梅原）＠栗原秀雄（南大島）＠小林竜也（下
江黒）
同…女子団体戦

〇田島（大塚有里恵、高瀬静香、柿沼那央子、奈良恵莉子）
＠上江盟（薗音記百合昏佐藤阻日香、i竜口有香、上野みど
り）＠江日（箭井良子、箭井理紗、今成千阻、小此木沙也
仕）
同・・・女子個人戦

①木村和恵（江D)②石原揺子(JI I 俣）③長谷川理恵（田
島）
小学生高学年の部…男子団体戦

①中谷（掘 俯介、坂上亮太、谷川孝太那、開根崇憲）＠

わ
真剣な眼差しで試合に臨む

上毛カルタ大会
さ大大者な合にはらル開神 た中 3 会上
れ会泉はおに頁‘選夕かを地゜学 2 体毛町
まに町団‘臨剣地ば大れ養域 生〇育力で
し出で体今んな区れ会てう学 が人館ルは

＾た場開‘大で眼のた゜いた習 参余で夕 1
敬゜しか個会い差期選各るめや 加り行大月
称 ‘れ人のまし待手地上‘愛 しのわ会 10
略 健たと優しでをた区毛毎郷 ま小れが日
ー 闘郡も勝t~試背ちか力年精 し•‘社只

千津井（野本 阻、吉永嵩規、i菜野修平、今泉 敦）＠肖 ◎江日（箭井絵美、象討井美有起、柿沼智子、木村美香）◎）
大島（栗原弘樹、島田雅史、松崎大介、近藤好洋） 大佐貰（篠木啓子、倉持 唯、鹿田真希、袖川憂子）
同・・・男子個人戦 同・・・女子個人戦

諷田翔（中谷）◎阿部大利（訴里）③松島、1吾（大佐 謬羽直美（南大島）◎蜜井芳恵（江D)⑤薗田恵理（大
貫） 佐貫）

`]喜：］門鱈幸子、佐藤弥生、贈疇子）＠l11 郡大会（明和町のみ）
俣（塩谷梢、石倉麻裕美、大木英美、丸川知紗）③千津 小学生低学年の部
井（田部井智美、江原袢美、野本順子、今成 文） 男子個人戦＝開日仁史（梅原）…準鳳勝
同・・・女子個人戦 男子団体戦＝梅原子ども会・・・第 3 位

①小磯直美（南大島）②田部谷友理（中谷）③奈良愛美（田 女子団体戦＝田島子ども会…第 3 位
島） 小学生高学年の部
中学生の部・ 9•男子団体戦 男子個人戦＝池日翔（中谷）…第 3 位

①江口（岡田幸大、今成祐介、飯塚大明、新井泰尋）②大 中学生の部
輪（川村望、篠原 陽、旱） 1| 新介、早川 光）③千津井 女子個人戦＝吉羽直美（南大島）・・・優勝
（奈良 勇、野本真寛、野本幹弥、奈良英甫） 男子団体戦＝江口子ども会ヽ••第 3 位

⑤口；：］誓])◎永野祐介（箭里）＠泉田輝（矢 県大会出場
島） なお、 2 月 7 日開催の県大会に、中学生個人の部で
同、…女子団体戦 吉羽直美さん（南大島）が邑棄郡代表として出場しま

詞津井（小久保柏臭小林里美、野本秋奈、野本亜沙子） した。

新たな気持ちで腕を競う
書き初め大会

館
林
地
区
消
防
組
合
の
消
防
出
初
式

が
1

月

1
0日
、
館
林
市
三
の
丸
南
面
駐

車
場
で
管
内
の
消
防
団
員
や
消
防
職
員

ら
約
6
8
0

人
が
参
加
し
、
防
火
に
対

す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
り
り
し
い
姿
の
消
防
団

員
や
鳶
職
組
合
の
若
鳶
会
の
会
員
が
参

加
。
組
合
管
理
者
の
あ
い
さ
つ
や
来
賓
は
し
）

祝
辞
に
続
き
、
鳶
職
組
合
に
よ
る
梯
子

乗
り
の
濱
技
や
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、

消
防
車
両
か
ら
一
斉
カ
ラ
ー
放
水
が
行

わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
見
学
者
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
参
加
者
と
消
防
車
両

が
市
内
を
分
列
行
進
し
、
住
民
に
防
火

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

町
の
書
き
初
め
大
会
が
1

月
9

日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら

｀
ロ
ロ
ロ
L
t
：
汀
い
ロ
ロ
ロ
一

切
に
し
つ
つ
、
心
農
か
な
町
民
と
文
化
ゞ

の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
新
春
の
恒
例

x

行
事
。課

題
は
「
明
る
い
町
」
「
郷
土
へ
の
愛
」
一
～

い
い
口
□
只
汀
□
口
竪
聖
9
)雪
f
一
ア
『
｀
）

を
運
ん
で
、
自
分
の
心
を
表
現
し
て
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
「
字
を
書
く
こ
と
は
好
き

で
す
が
、
書
い
て
み
る
と
難
し
い
で
す
。

一
生
勉
強
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し

ti 
ぃ

「‘
こ—-

防火への決意を新たに
消防出初式

掲載写真は差し上げます。役場企画課8(84)3111 平成11年 2 月 10 日（水） (14) 



華や し＼

明和町成人式

1

月
1
5
日
（
成

人
の
日
）
に
、
第

1

回
成
人
式
が
ふ

る
さ
と
産
業
文
化

館
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 

同
町
の
成
人
式

は
「
先
祖
を
敬
い
、

派
手
な
服
装
で
身

を
飾
る
よ
り
簡
素

な
服
装
で
心
を
飾

る
成
人
式
」
と
い

う
こ
と
で
、

9

月

（
秋
分
の
日
）
に
実

施
し
て
き
ま
し
た

が
、
町
制
施
行
を

契
機
に
従
来
の
精
神
を
継
承
し
な
が
ら
、
今
年
度
か
ら

1

月
1
5
日
に
挙
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
日
に
、

1
6
6

人
の
若
者
が
新
成

人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
4
0
年
ぶ
り
の

服
装
の
自
由
と
い
う
こ
と
で
、
振
り
そ
で
の
晴
れ
着
姿

が
多
く
、
会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 式典

で
は
、
斎
藤
町
長
が
「
日
本
を
取
り
巻
く
問
題

か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い
で
、
こ
の
変
化
す
る
厳
し
い
社

会
を
生
き
ぬ
く
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
研
さ
ん
と
努
力

を
積
ま
れ
、
た
く
ま
し
く
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、

新
成
人
を
代
表
し
て
、
塩
谷
さ
ん
（
須
賀
）
は
「
こ
れ

か
ら
の
日
本
社
会
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、
社
会
全
体
が
幸
福
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
、
名
実

と
も
成
人
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
、
籾
山
さ
ん
（
千

津
井
）
は
「
社
会
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
胸

を
張
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
行
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

1 年の無病息災を祈る
伝統行事どんど焼

大
佐
貫
地
区
お
よ
び
子
ど
も
会
、
長

良
会
共
催
に
よ
る
「
ど
ん
ど
焼
」
が
1

月
1
5
日
、
同
地
区
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
、

1

年
の
無
病
息
災
を
祈
る
約
2
0
0

人

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
高
さ
1
5
ぃ
ぃ
ほ
ど
の
竹
を

骨
組
み
に
し
て
稲
わ
ら
を
高
く
積
み
上

げ
、
回
り
に
ダ
ル
マ
や
し
め
飾
り
な
ど

が
縛
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
3

時

の
打
ち
上
げ
花
火
の
後
、
6

時
に
点
火

さ
れ
る
と
炎
が
高
く
舞
い
上
が
り
、
竹

の
は
じ
け
る
音
に
参
加
者
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
伝
統
行
事
は
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
り
、

甘
酒
や
豚
汁
な
ど
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら

小
正
月
の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

だ成人式

男
性
代
表
者
答
辞

塩
谷
明
洋
さ
ん

愛称は「めいわさわやか号」
入浴専用車寄贈

女
性
代
表
者
答
辞

籾
山
絵
美
さ
ん

「
2
4
時
間
テ
レ
ビ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

委
員
会
か
ら
1

月
2
5
日
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
福
祉
車
両
の
入
浴
専
用
車
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
両
は
、
同
委
員
会
が
国
民
相

互
の
助
け
合
い
運
動
と
し
て
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
募
金
を
募
り
、
全
国
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
募
金
で
購
入
さ
れ
た
も
の

で
、
本
町
に
は
初
め
て
謄
呈
と
な
り
ま

し
た
。町

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
な
ど
に
対
し
て
、
入
浴

を
提
供
す
る
割
合
を
今
後
増
や
す
よ
う

に
検
討
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(15) 平成11年 2 月 10 日（水） 身近な情報をあ寄せください。



＼ぐ｀ーニ芦髭◇忍／
花紛症ガ気になつだら…

花粉の飛ぶ時期になると、花粉症に悩まされるかだが増えてきます。人によって症状は

さまざまですが、合では日本人の10人に 1 人が花粉症といわれています。

花
粉
症
が
起
こ
る
の
は
花
粉
を

吸
っ
た
人
の
体
の
中
に
抗
体
が
で

き
る
た
め
で
す
。
つ
ま
り
、
花
粉

に
対
し
て
抗
体
を
つ
く
る
能
力
が

あ
る
か
な
い
か
、
ま
た
は
そ
の
能

カ
の
差
に
よ
っ
て
花
粉
症
に
な
る

か
ど
う
か
が
決
定
し
ま
す
。
こ
う

し
た
能
力
の
違
い
は
、
遺
伝
的
な

要
素
に
あ
り
ま
す
が
、
大
気
汚
染

な
ど
環
境
の
影
響
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
抗
体
を
も
っ
た
人
全
員

花
粉
症
に
な
る
人
と

な
ら
な
い
人
ガ

い
る
の
は
な
せ
つ
・

花
粉
症
は
、
深
刻
な
現
代
病
の
ひ

と
つ
で
す
。
花
粉
症
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
背
景
に
は
、
精
神
的
、
肉
体
的

な
ス
ト
レ
ス
を
は
じ
め
、
大
気
汚
染

や
環
境
破
壊
な
ど
現
代
社
会
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
花
粉
症
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
は
、
こ
う
し
た
社
会
を
改
め
て
見

直
す
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
も

い
え
ま
す
。

花
粉
症
は
2
\
3

月
の
ち
ょ
う
ど

か
ぜ
の
流
行
す
る
時
期
に
症
状
が
現

れ
始
め
る
病
気
で
す
。
し
か
も
花
粉

症
の
症
状
は
、
か
ぜ
の
症
状
に
よ
く

似
て
い
る
た
め
、
症
状
の
軽
い
人
は

自
分
が
花
粉
症
で
あ
る
の
も
気
付
か

ず
に
「
長
引
く
か
ぜ
」
だ
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
花
粉
が

飛
ぶ
こ
ろ
に
な
る
と
症
状
が
現
れ
、

花
粉
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
症
状

が
な
く
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

か
せ
と
花
粉
症

の
違
い
は
つ
・

熱
ある。微熱、
時には高熱も
くしゃみ
それほど激しく
ない、あっても
2~3回

゜

花
粉
症
と
は

花
粉
症
は
花
粉
が
原
因
で
起
こ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
ひ
と
つ

で
す
。

花
粉
（
抗
原
）
が
体
内
に
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
体
が
反
応
し
、
抗

体
を
作
り
ま
す
。
こ
の
抗
体
が
で

き
た
体
に
再
び
抗
原
が
入
る
と
、
「
抗

原
抗
体
反
応
」
と
呼
ば
れ
る
反
応

が
起
こ
り
、
主
な
症
状
と
し
て
、

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、

目
の
か
ゆ
み
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
の

ど
が
む
ず
が
ゆ
く
な
っ
た
り
、
頭

が
重
い
、
体
が
だ
る
い
、
皮
膚
が

か
ゆ
い
、
目
が
充
血
す
る
な
ど
の

症
状
が
現
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

かぜと花粉症の違い

花
粉
症
ガ
注
目

さ
れ
る
理
由

鼻水
初期サラサラの
水っ鼻。
後期ねばっこく、
膿のよう

鼻づまり
末期1こなるに
従って息苦しく

全身
弱くてくったり

鼻水
始終サラサラの
水のような鼻水。
ポタポタ出続ける

鼻づまり
いつもつまっだ感じ
であすがゆい

言

が
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

3
0
\

4
0％
の
人
が
ス
ギ
花
粉
症
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
ない。
あっても微熱

くしゃみ
激しい。時には
連続 1 0数回も

全身
症状の出ていな
いときは比較的
＿上＝

元.x\,

外
出
時
に
は

花
粉
が
飛
ぶ
時
期
に
は
、
目
と
鼻
を

ガ
ー
ド
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
花
粉

症
専
用
の
メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
を
利
用
す

る
の
も
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
普
通
の

マ
ス
ク
の
内
側
に
濡
ら
し
た
ガ
ー
ゼ
を

入
れ
る
こ
と
も
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
帽
子
も
髪
の
毛
に
花
粉
が
付
く

の
を
防
ぐ
意
味
で
お
す
す
め
で
す
。

帰
宅
時
に
は

外
出
中
に
衣
服
や
髪
の
毛
、
皮
膚
な

ど
に
付
着
し
た
花
粉
は
意
外
に
し
つ
こ

い
も
の
で
す
。
家
の
中
に
入
る
前
に
、

玄
関
先
で
衣
服
に
つ
い
た
花
粉
を
ま
ず

落
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
の
う
が
い
、

洗
顔
の
ほ
か
、
目
の
か
ゆ
み
が
気
に
な

る
場
合
は
、
流
水
で
目
を
洗
う
の
も
効

果
的
で
す
。

室
内
で
は

花
粉
が
飛
ん
で
い
る
時
期
に
長
時
間

窓
を
開
け
て
い
る
と
た
く
さ
ん
の
量
の

花
粉
が
部
屋
に
舞
い
込
ん
で
き
て
し
ま

い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
洗
濯
物
や
布
団
も
長
時
間
、

外
に
干
し
て
お
け
ば
当
然
多
く
の
花
粉

が
付
着
し
ま
す
。
取
り
込
む
時
は
丁
寧

に
花
粉
を
は
た
き
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

室
内
は
こ
ま
め
に
清
掃
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
ん
な
工
宍
て

花
粉
を
少
し
て
宅

防
い
で
み
よ
、
＿
つ

平成11年 2 月 10 日（水） (16) 



B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

1
1
年
度
長
期
水
泳
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

◇
各
教
室
の
募
集
内
容

・
小
学
生
水
泳
教
室
…
小
学
生
を
対
象

に
毎
週
火
・
水
・
木
・
金
の
い
ず
れ

か
の
曜
日
で
、
週
1
回
午
後

5

時
か

ら

6

時
ま
で
で
す
。

(
8月
は
除
く
）

・
家
庭
婦
人
水
泳
教
室
…
家
庭
婦
人
を

対
象
に
毎
週
火
曜
日
の
午
前
1
0
時
3
0

分
か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で
で
す
。(8月

は
除
く
）

・
一
般
男
女
水
泳
教
室
…
一
般
男
女
を

長
期
水
泳
教
室

募

集

. ・
‘

パークゴルフ

◇
期
日

2

月

2
7
日
田

◇
時
間
午
前

9

時
3
0
分
＼

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
種
目
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

◇
対
象
親
子
（
小
学
生
）

◇
参
加
料
無
料

◇
申
し
込
み
当
日
、
社
会
体
育
館
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

ス
ポ

ツ

講
習

会

町
制
施
行
記
念
第
1
回
新
春
水
泳
大

会
が
1
月
2
4
日
、
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
成
人

ま
で
6
1
人
が
新
年
の
初
泳
ぎ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
住
民
の
交
流
の

拠
点
と
し
て
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
T

シ
ャ
ツ
を
着
て
の
着

衣
泳
レ
ー
ス
、
限
り
な
く
1
分
に
近
い

タ
イ
ム
で
泳
ぐ
ト
リ
ム
レ
ー
ス
、
2
5
い
い

競
泳
、
各
種
リ
レ
ー
な
ど
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
競
技
を
中
心
に
、
水
泳
を
楽

し
み
な
が
ら
自
分
の
記
録
に
も
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

フ
ァ

___ 

リ

対
象
に
毎
週
水
・
木
の
い
ず
れ
か
の

曜
日
で
、
午
後
7

時
か
ら
8

時
ま
で

で
す
。

(
8月
は
除
く
）

•
高
齢
者
水
泳
教
室
…
お
年
寄
り
等
を

対
象
に
毎
週
木
曜
日
の
午
前
1
0
時
3
0

分
か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で
で
す
。(
8月

は
除
く
）

・
幼
児
ア
ク
ア
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
室

…
平
成
5

年
4

月
2

日
か
ら
6

年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
を
対

象
に
毎
週
金
曜
日
の
午
後

3

時
か
ら

4

時
ま
で
で
す
。

(
7月
、
8

月
は
除

く
）

◇
募
集
期
間

2

月
2
0
日
田
ー3
月
7

日
同
（
月
曜
日
を
除
く
）

◇
申
し
込
み
先
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
電
話
不
可
）

初泳ぎに挑戦する参加者

”＼罰璽
匹(84)4626 

海洋センタ＿

匹 (84)5511

第
回
新
春
水
泳
大

会

ー・ 』

/ 

コ
ヽ

館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田
板倉地区

明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

落合医院 小倉医院 田内医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と
2 月 21 日

匹（72)0606匹（72)3160 匹（72)3855 8(75)5511 同じです。 同じです。

日
根岸医院 大神医院 大塚医院 小曽根医院 井上医院 館林地区と

2 月 28 日
匹（72)3262 匹 (62)2200 匹 (72)0176 s (72) 7707 匹 (82) 1131 同じです。

当
真中医院 川田国）医院 神尾医院 慶友病院 増田医院 小西医院

3 月 7 日
ff (86) 2261 8 (72) 1630 ff (72) 3314 匹（75) 1288 匹 (72)6000 匹 (82)2255 

番
小西医院 川村医院 ゆたか医院 ゆだか医院 館林地区と 竹越医院

3 月 14 日
匹 (86)2261 匹（72)1337 匹（73)7308 匹 (73)7308 同じです。 8(84)3137 

医 ◎祝日は館林厚生病院〔匹（72)3140 〕が担当します。（内科・外科・産婦人科のみ）

◎耳鼻科に隈り診療時間は午後 1 時までです。

※変更になる場合がありますので確認してから受診してください。
\ 
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太田産業技術専門校

学生募集

県立太田産業技術専門校

匹（31)1776 

◇募集科目・期間・定員

・服飾デザイン科 1 年 20人

·NC オペレータ科 6 か月 20人

．溶接科 6 か月 20人

◇応募資格 職業に必要な技能を身

につけたいかた（性別・学歴・年

齢を問いません）

◇願書受付．選考日 定員に達する

まで、随時受付．選考いたします。

◇選老万法 0 成入者…簡単な筆記

試験、面接試験 0 未成年者…学

科試験、面接試験

◇授業料・受験料無料

◇申し込み 群馬県立太田産業技術

専門校太田市新野町157-1

1 9 9 9 年は「国際

高齢者年」です

県庁高齢政策課

匹 027(223)1111

現在、全世界的に人口の高齢化が

進んでいます。そこで、 1992年の国

連総会で、 1999年を「国際高齢者年」

に決めました。

国際高齢者年の目的は「高齢者の

ための国連原則」を促進し、政策や

実際の計画・活動で具体化すること

です。

裔齢者のための国連原則は、 1991

年の国連総会で採択されたもので、

高齢者の自立、参加、ケア、自己実

現、尊厳の 5 つの項目が挙げられて

います。

テーマは「すべての世代のための

社会を目指して」です。これは、人

口の高齢化が高齢者の状況、個人の

生涯にわたる成長、世代間の関係お

よび社会の成熟との関連といった多

様な問題を含んでいることから設定

されたものです。

高齢者は、社会を支える重要な一

員です。本格的な高齢社会をいきい

きとした社会にするためには、高齢

者の自立と社会参加を一層進めてい

く必要があります。今はまだ若い世

代も、目前の本格的な高齢社会につ

いて自分の問題として考えていく必

要があります。すべての世代が助け

合って豊かで活力ある高齢社会を築

くため、世代間の理解と協力を進め

ていきましょう。

桐生女子高等学校

通信制課程生徒雲集

県立桐生女子高等学校
匹 0277(32)2182

県立桐生女子高等学校通信制課程

は、男女共学普通科で年齢に関係な

く入学できます。月に 2 回（隔週）

ほど登校すればよいので、主婦や働

きながら学ぼうとするかたにとって

は、大変好都合な勉強方法です。

また、商等学校の中途退学の場合

は、編入学が許されます。

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業（平成11年 3 月

卒業見込み含む）した人

◇入学願書受付 3 月 2 日（火）～ 4 月

2 日（金）

◇願書請求先 〒 376-0601 桐生市

梅田町1-185-1 県立桐生女子高

等学校へ

臨時（看護婦・准看護婦）

職員募集

l 館林厚生病院
匹（72)3140

◇職種・人員 看護婦・准看護婦（臨

時職員） 1 名

◇応募資格 看護婦・准看護婦（有

資格者）年齢50歳位までのかた

◇募集期間 2 月 26 日（金）まで

◇提出書類履歴書、看護婦・准看

護婦免許の写し

◇試験面接（随時）

◇申し込み 館林厚生病院庶務課人

事係へ

ご存じですか．I

検察審査会

l 太田検察審査会事務局 ご
匹 (45)7751

交通事故、詐欺、おどしなどの犯

罪の被害にあったが、検察官がその

事件を起訴してくれないのはどうも

納得できない。そのような不満をお

持ちのかたは、遠慮なくご相談くだ

さい。

◇問い合わせ 太田検察審査会事務

局（太田市浜町17-5 前橋地方裁

判所太田支部内）へ

建物の耐用年数

が改正されました

l 館林税務署 冗（72)4373
平成10年分所得税の確定申告に当

たって、不動産所得、事業所得、山

林所得または雑所得の金額の計算上、

必要経費に算入される減価償却費の

計算においては、建物の耐用年数が

短縮（従来の耐用年数が11年以下の

ものを除きます）されましたので、

平成 9 年以前から所有している建物

についても平成10年分の減価償却費

の計算から改正後の耐用年数が適用

されます。

また、平成10年 4 月 1 日以後に取

得した建物の償却方法は、定額法に

限る（定率法の選択はできません）

こととされました。

詳しくは、館林税務署にお尋ねく

ださい。

春の全国火災予防運動 3 月 1 日（月）～ 7 日（日）

「気をつけて はじめはすべて 小さな火」

3 月 1 日から 7 日まで春の全国火災予防運動が実施されます。

これを機会に、私たち一人ひとりが尊い命や大切な財産を守るた

め、次のようなことに注意して火災予防に努めましょう。

火の用心 7 つのポイント

①寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

⑦子どもには、マッチやライターで遊ばせない。

③風の強いときは、たき火をしない。

④てんぷらを揚げるときは、その場を離れない。

⑤家のまわリに燃えやすいものを置かない。

⑤ふろのからだきをしない。

⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

平成11年 2 月 10 日（水） (18) 



くらし
の
庸報

町の無料法律相談

日時＝ 3 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝福島弁護士

受付＝ 3 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳 日
し
ー
ノ 健 吟

5シ

日時＝ 3 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年3 月、 8 月、 11 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 3 月 2 日（火）・ 18 日（木）

午前 9 時30分～ 10時30分受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 3 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 3 月 18 日（木）

午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

年 金 相 ＝火詠

日時＝ 3 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

国民年金保険料、水道料金

胤村其月付艮＝ 2 月 26 日（金）

入札指名参加願の

提出期限は 3 月 20 日

役場総務課

B (84) 3111 

平成11年度・ 12年度の建設工事、

コンサルタント、物品等の入札参加

を希望されるかたは、入札参加資格

審査申請書（指名参加願）を提出し

てください。用紙は、建設省統一様

式（経営事項審査結果通知書が必要）

とし、受け付け期間は、 3 月 1 日（月）

から 20 日（士）までです。（郵送可）

東毛地区新入

社員研修会

l 役場経済課 匹（84)3111
今年の春に入社する新入社員を対

象に、社会人としての必要な基礎知

識、職業人としての初歩的知識を提

供し、その自覚を促し勤労に対する

意欲を高めるため開催します。

◇期日 3 月 18 日（木）、 19 日（金） （通講

2 日間）

◇対象者 管内中小企業の事業所（採

用者数が20名以下）に入社する新

入杜員

◇雲集定員 180名（先着順）

◇参加費 1 人当たり 3,000円

（ただし、食費・テキスト等）

◇会場 太田市勤労会館大ホール

（太田市浜町66-49)

◇申し込み 3 月 1 日（月）までに役場

経済課へお申し込みください。

緑 化 講 座

町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 穴（84)3111 こ
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課へ

県立館林高等学校

定時制課程生徒募集

l 県立館林高等学校
匹（72)4307

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業した者、または

平成11年 3 月中学校卒業見込みの

者

◇募集定員 40名（男・女）

◇入学願書受付日

3 月 24 日（水）午前 9 時～午後 4 時

3 月 25 日（木）午前 9 時～正午

県立館林高等学校で受け付けしま

す。

◇必要書類 入学願書・調査書、そ

の他指示する書類

◇学力検盃あよび面接 3 月 26 日（金）

国語・数学・面接

※ 4 年間学習し卒業でき、卒業資格

は全日制と全く同じです。また、定

時制は授業料が全日制に比べ低額、

教科書代が働きながら学ぶ生徒に全

額補助などの特典があります。

第 19 回邑楽・館林

l 県緑化センター 匹（88)7188 ー ふるさと産業文化館
家庭緑化を進めるため、 3 月は「へ l 匹（84)5555
ルシー・ガーデンのすすめ」をテー ◇日時 3 月 14 日（日） 開場：正午

マとして開催します。 開演：午後 0 時30分

◇日時 3 月 11 日（木） 午前10時～正 ◇会場 千代田町民プラザ

午 ◇町内出演団体 明和八木節保存会、

◇場所 県緑化センター（邑楽町） 明和太鼓稲妻会

◇講師緑の相談員 飯塚博久先生 ◇入場料無料

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」

を開設して、庭木や花の作り方、管

理の仕方等の相談に応じています。

郷土芸能発表大会

ーノ
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町の人口と世帯
2 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,333戸(+ 3) 

人口総数 11, 662人 (-13)

急

創
設
し
て
間
も
な
い
少
年
野
球
チ
ー

ム
で
す
。
部
員
は
現
在
2
6
名
、
毎
週
平

日

(
2日
間
）
は
夕
方
よ
り
練
習
、
土

日
祭
日
は
練
習
試
合
を
中
心
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
公
式
戦
、
練
習
試
合

等
も
数
多
く
〔
野
球
を
通
し
て
の
思
い

や
り
、
礼
儀
正
し
さ
〕
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

何
と
い
っ
て
も
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
年
を
超
え
た
仲

の
良
さ
で
す
。
父
兄
中
心
の
慣
れ
な
い

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
運
営
で
す
の
で
冷
汗

の
連
続
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
楽
し
く
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

「
何
か
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
苦
し
い
時
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
喜
び
の
大

き
い
《
野
球
》
を
是
非
一
緒
に
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

1 月の救急車出動回数

病 20件 交通事故 4 件 その他

監
督
鈴
木
茂
夫

13件

リ
ト
J
l
附
闘

合

男 5,855人・女 5,807人

〈 1 月中の動き〉

出生 9 人・死亡 9 人

転入 24人・転出 37人

計 37件

2
0歳
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
で
は
、
希
望
と

笑
顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
ま

だ
ま
だ
新
成
人
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
気
持
ち

を
持
ち
続
け
た
い
と
感
じ
た

1

日
で
し
た
。
®

早
い
も
の
で
も
う
2

月
、
イ
ン
フ
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エ
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ザ
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さ
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、
大
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夫
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す
か
。
風
邪
か
な
と
思
っ
た

ら
体
を
休
め
て
、
栄
養
を
取
っ
た
ほ
う
が
よ
い

よ
う
で
す
ね
。
⑥
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カ
ル

タ
は
、
群
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県
を
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な
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ら
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る
こ
と
の

で
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る
群
馬
の
貴
重
な
財
産
。
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カ
ル
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に
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の
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か
も
し
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ま
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ん
ね
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木大藤薗丸門本柴松 、佐石立久柿大田杉堀
村津野部山間澤崎本氏（、藤川川永沼牧口田口氏-/'<囀
松

嘉冒：晏阜し‘悶旦修名，馨9 巧長霊：雷言冒尉攣嘉： ／＼亨、
85 80 78 66 69 91 72 72 45 :や多幸恵美さ康春晴三智浄 陽 玲 さ高又

賀美智ゆ 千 博均治つ母
松フ恭 徳康春浴世 aナ子広子信り二代紀代樹美子子 き美名たご
：：：浩清帯 性

雄手子 吉光雄美主＼i女男女女女男女男男別
江江川千新大南下大地薮中矢梅中大大南須新地薮

ロロ俣悶里輪盃鼠眉区喜谷島原谷輪輪嚢賀里区喜
屠焔殆泊屈昂％元％開 兄始％殆元殆兄兄％闘

※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。
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ME/WA TOWN 

晴れの舞台で名演技

保育園児たちの 1 年間の成長ぶりを発表

する「おゆうぎ会」では、華麗な演技を

一生懸命披露しました。 （西保育園）

／一今月の主な紙面

・介護保険事業9f画 --]  

需要調盃給果………②～③

・票議会艤員選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •⑥ 

・地燭振興券取扱店鋪等…………………⑦



願 ぃ は自

r 

宅

な つ

で

たら

の 介護II •• 

～介護保険事業計画需要調査結果～

仮に介護が必要になっだら

高齢者

■自宅で家族などを

中心に介護してほ

しい

自宅で福祉サービ

スをうけながら介

護してほしい

特別養護老人ホー

ムなどの施設に入

りたい

わからない

口無回答

■自宅で家族などを中心に介護

してほしい

■自宅で公的な保健福祉サービ

スも活用したい

老人ホームや病院などに入所

（入院） したい

わからない

口無回答

0
6

人
に
つ
い
て
集
計
し
ま
し
だ
。

ま
だ
、
若
年
者
一
般
調
盃
に
つ
い
て

は
、
4
0歳
か
ら
6
4歳
ま
で
の
か
だ
か
ら

無
作
為
に
1
,
0
6
6

人
を
選
ば
せ
て

い
た
だ
き
、
5
4
6

人
の
か
だ
か
ら
回

答
を
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

こ
の
ほ
ど
そ
の
集
計
結
果
の
概
要
が

ま
と
ま
り
ま
し
だ
の
で
、
あ
知
ら
せ
い

だ
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
だ
。

※
設
問
・
回
答
選
択
肢
は
要
約
し
て
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
。

【
若
年
者
】

①
自
宅
で
家
族
中
心
の
介
護

8
7

人
(
1
5
.
9
%
)

②
自
宅
で
公
的
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

も
利
用

2
2
3

人
(
4
0
.
9
%
)

③
老
人
ホ
ー
ム
・
病
院
に
入
所
（
入
院
）

9
9

人
(
1
8
.
1
%
)

④
わ
か
ら
な
い
6
9

人
(
1
2
.
6
%
)

⑤
無
回
答

6
8

人
(
1
2
.
5
%
)

⑤
無
回
答

若年者

平
成
1
2年
4

月
か
ら
始
ま
る
介
護
保

険
。
そ
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
資
料

と
し
て
高
齢
者
の
か
だ
の
実
態
や
介
護

保
険
に
対
し
て
の
認
識
・
意
識
を
把
握

す
る
だ
め
、
昨
年
7

月
に
「
介
護
保
険

事
業
計
画
需
要
調
査
（
高
齢
者
一
般
調

査
・
若
年
者
一
般
調
査
）
」
を
実
施
し
ま

し
だ
。

高
齢
者
一
般
調
盃
の
対
象
者
は

6
5歳

以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
ー
，
9
4
0

人

で
、
1
,
6
4
1

人
の
か
た
か
ら
回
答

を
い
だ
だ
き
、
そ
の
内
の
在
宅
者
（
入

院
な
ど
を
し
て
い
な
い
人
）
等
ー
，

6

【
高
齢
者
】

①
自
宅
で
家
族
中
心
の
介
護

7
0
8

人
(
4
4
.
1
%
)

②
自
宅
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
介
護

3
7
2

人
(
2
3
.
1
%
)

③
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
に
入
所

1
4
4

人
(
9
.
0
%
)

④
わ
か
ら
な
い19

6

人
(
1
2
.
2
%
)

1
8
6

人
(
1
1
.
6
%
)

問
今
後
仮
に
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
ど
う
し
た
い
で
す
か
。

年代 発送数A 回収数 B 集計数C 率 C/A

65~69歳 626 515 509 81 3% 

70~74歳 559 490 485 86 8% 

75~79歳 356 298 292 82. 0% 

80~84歳 255 207 199 78. 0% 

85歳以上 144 126 116 80. 6% 

年代不咀 5 5 

計 1,940 1, 641 1,606 82. 8% 

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
自
宅

で
家
族
や
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な

が
ら
介
護
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
人
が

高
齢
者
で
6
7
.
2
%

、
若
年
者
で
5

6
.
8

％
に
上
り
、
多
く
の
か
た
が
住

み
慣
れ
た
家
庭
で
過
ご
す
こ
と
を
望
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
残
さ
れ

た
能
力
を
生
か
し
て
、
で
き
る
だ
け
自

立
し
、
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
国
民
共
通
の
願
い
で

す
が
、
現
実
に
は
家
族
だ
け
で
介
護
を

行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
は
、
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し

た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。
在
宅
サ
ー
ビ

ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の

希
望
に
よ
り
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

高齢者一般調査年代別集計

若年者一般調査年代別集計

年代 発送数A 回収数 B 率 B/A

40~44歳 205 112 54 6% 

45~49歳 310 124 40. 0% 

50~54歳 248 126 50. 8% 

55~59歳 138 82 59 4% 

60~64歳 165 99 60. 0% 

年代不明 3 

計 1, 066 546 51 2% 

平成11年 3 月 10 日（水） (2) 



福祉サービスの利用意向

80% 

〔若年者〕

40 

| 54 0 

I 55 7 
l 

| 51 1 

I 62.8 

I 63 7 
l 

| 58 6 

I 63 4 

I 37 7 
I 

I 62.1 

I 57 9 

59 5 

I 26 4 

I 46.9 

I 35.5 

| 70 5 

I 73 3 
I 

59.9 

I 66.7 

60 20 10 

〔高齢者〕

20 30 40% 

50 40 

〔若年者〕

30 20 10 

40.1 

20.0 

20.2 

2.4 

2.6 

方―
―
―
ー
ロ

0

コ

通所

福祉用具

訪

椴
配
訪

問

食

健康について知りたいこと

問

（日帰り）

リ

サ

能
問

介

}¥ 

目

指

ビ

ビ

O
E
 

護

短期入所生活介護

短期入所療養介護

＾瑾J I 口=

通所（日帰り）リハビリ

訪問入浴サービス

訪問看護サービス

痴呆対応型共同生活介護

の利用

リ

居宅療養管理指導

有料老人ホームの介護サービス

介護利用型軽費老人ホーム

高齢者世話付住宅

在宅介護支援センター

練
ス
導

健康や福祉の相談相手

0 ~ 
家族・親族

近隣の人、民生委員

役場の保健福祉窓口

保健蒻、ホームヘルパー、訪問看護婦

診療所や病院の医師

福祉施設

高齢者総合相談センター

在宅介護支援センター

薬局、介護用品店

その他
いない

無回答

33.8 

32.7 

33.2 

38.5 

34.6 

35.1 

34.5 

32.3 

27.1 

26.0 

27.7 

38.0 

10 

〔高齢者〕

20 30 40 50 

1 9.6 

43.5 

問
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
利
用
意

向
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

各
々
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
利

用
意
向
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
前
問
の

結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
若
年
者

に
よ
り
積
極
的
な
利
用
意
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
住
民
の
か
た
が
た
が
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
調

査
の
結
果
を
参
考
に
介
護
保
険
事
業
計

画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
健
康
や
福
祉
の
こ
と
で
困
っ
た
と

き
誰
に
相
談
し
ま
す
か
。
（
複
数
回
答
）

相
談
相
手
は
「
家
族
・
親
族
」
「
診
療

所
や
病
院
の
医
師
な
ど
」
が
多
い
よ
う

で
す
。
続
い
て
高
齢
者
の
場
合
は
「
近

隣
の
人
・
民
生
委
員
な
ど
」
、
若
年
者
の

高齢者 若年者

1 ．生活習慣病 643人 24.5% 193人 35.4% 

2．食生活 497人 19.0% 75人 13. 7% 

3．運動の方法 219人 8.4% 53人 9.7% 

4．検診内容 138人 5.3% 21 人 3.8% 

5．寝たきりの予防 248人 9.5% 28人 5. 1% 

6．歯の健康 81 人 3.1% 8人 1.5% 

7．痴呆の予防 478人 18.2% 56人 10. 3% 

8. その他 50人 1.9% 15人 2. 7% 

無回答 264人 10. 1 % 97人 17. 8% 

計 2,618人 100. 0% 546人 100. 0% 

高
齢
者
で
は
「
が
ん
や
高
血
圧
な
ど

の
ち
止
話
習
慣
病
」
「
望
ま
し
い
食
生
活
」

「
痴
呆
の
予
防
」
が
、
若
年
者
で
は
「
生

活
習
慣
病
」
が
多
く
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
ら
な
い

よ
う
予
防
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
欲

が
見
ら
れ
ま
す
。
（
※
高
齢
者
は
複
数
回

答
）

問
健
康
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
は

何
で
す
か
。

場
合
は
「
役
場
の
保
健
福
祉
窓
口
」
が

続
き
ま
す
。

誰
も
が
気
軽
に
相
談
が
持
ち
か
け
ら

れ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

若年者 介護保険の利用

無回答 3.5% 

利用したくない
4.9% 

問
介
護
保
険
の
利
用
に
つ
い
て
お
た

ず
ね
し
ま
す
。

% 

30 

20 

10 

高齢者 生きがいに感じること

趣
味

ス
ポ
ー
ツ

学
習
・
教
養
を

高
め
る

慟
く
こ
と

そ
の
他

町
内
会
、
自
治
会

の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
活
動

無
回
答

〔
高
齢
者
一
般
調
査
〕

問
現
在
や
っ
て
い
る
こ
と
で
生
き
が

い
を
感
じ
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
。
（
複
数
回
答
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〔
若
年
者
一
般
調
査
〕

約
半
分
の
人
が
「
利
用
し
た
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
周
知
を
図

り
な
が
ら
、
利
用
し
や
す
い
制
度
と
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(3) 平成11年 3 月 10 日（水）



大人への第一歩を踏み出す
中学 2 年生 (176人）が立春式

2

月
4

日
、
中
学
2

年
生
を
対
象
に

町
制
施
行
記
念
第

1

回
少
年
立
春
式

が
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、

1
7
6

人
は
誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
、

希
望
に
満
ち
て
生
き
て
行
こ
う
と
、
決

意
を
新
た
に
大
人
へ
の
第
一
歩
を
跨
み

出
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
築
比
地
教
育
長
、
始
澤
教

育
委
員
長
、
橋
本
校
長
ら
関
係
者
お
よ

び
、
来
賓
と
し
て
斎
藤
町
長
、
森
尻
議

会
議
長
な
ど
2
0人
ほ
ど
が
参
列
し
、
激

励
し
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
の
後
、
築
比
地
教
育
長
が

「
友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼

の
で
き
る
友
達
を
持
ち
、
互
い
に
励
ま

式に臨む中学 2 年生（国歌斉唱）

し
合
い
、
高
め
合
っ
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
斎
藤
町
長

か
ら
「
今
後
は
、
正
し
く
判

断
し
行
動
で
き
る
、
思
い
や

り
の
あ
る
人
間
に
自
分
自
身

を
育
て
、
納
得
の
で
き
る
進

路
を
選
び
、
着
実
に
進
ん
で

ほ
し
い
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
生
徒
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
折
原
惇
朗
君
が

「
激
励
の
こ
と
ば
」
を3
年
生

を
代
表
し
て
、
澤
田
大
典
君

が
「
お
礼
の
こ
と
ば
」
を
2

年
生
を
代
表
し
て
読
み
上
げ

ま
し
た
。

祝辞を述べる斎藤町長

、
ヽ
ー
ぐ
ナ
り
4
・

"
A
^
し
\
5
ゞ
ぃ
＼
｀
ー
々
ヤ
、
'
.
r
f
J
T
V
J
ー
々
し
ヽ
1
"
(
f
4
>
f
々
’
f
ぐ
ア
V
J

l
l
r

、
'
.
r
r
ふ
｀
り
・
ャ
J
i
'
で
d
.
r
r
・
ご
J
ー
◇
’
で
J
ゥ
！
r
ウ
マ
で
J
，
◇
’
r
?
r
i
j
・
：
J
ー
タ
ト
、
d
ぐ

1

，
今
ぐ
り
タ
ー
r
り
ぐ
で
A
4
し
‘
i
4
,一

悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
っ
．
～

｛
激
励
の
こ
と
ば
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

5

I

ま
た
、
残
り
少
な
い
中
学
校
生
活
の
{

表
輝
中
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
｛

]
^
9万□口
t3
3
]
]
[

｛
立
春
式
を
迎
え
た
2

年
生
の
皆
さ
ん
、
る
と
初
め
て
自
分
の
進
路
を
自
分
自
身
｛

5
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
、
こ
で
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

5

｛
の
立
春
式
を
迎
え
、
大
人
へ
の
輝
か
し
め
に
様
々
な
問
題
や
悩
み
が
生
じ
る
か
｛
、

f
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
皆
さ
ん
の
心
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
こ
の
気
持
｛

5
 I

の
中
に
は
、
新
た
な
決
意
で
い
っ
ぱ
い
ち
を
忘
れ
ず
に
、
一
っ
―
つ
乗
り
越
え
｛

5
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
て
く
だ
さ
い
。

l

筏
こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
が
明
和
中
学
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待

R
{ 

｛
校
の
中
心
と
な
り
、
勉
強
に
部
活
動
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
『

5
 

>[{ 
5
 ｛
ま
す
。
し
か
し
精
神
面
で
は
、
い
く
ら
『

{ 

[
お
礼
の
こ
と
ば
か
幼
い
所
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
i

[
9
2ロ
ロ
ロ
ロ

〗
本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
け
て
確
実
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
、
｛

｛
よ
う
に
盛
大
な
立
春
式
を
開
い
て
い
た
杜
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

f
 

{{ 
I
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
一
生
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
｛

5
し
た
。
生
徒
一
同
を
代
表
し
、
心
か
ら
思
い
ま
す
。

5

心
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
所
が
多
い
私
た
ち

5
{ 

f
私
た
ち
は
、

1
4年
間
両
親
を
始
め
多
で
す
が
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
指
導
、
'

I

く
の
か
た
が
温
か
く
見
守
る
中
で
過
ご
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
｛

{ 

｛
し
て
き
ま
し
た
。
外
見
か
ら
見
る
と
、
｛

[
身
体
は
ほ
ほ
大
人
に
近
い
様
な
気
が
し

Cf
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ー
々
レ
入
S
r
§
P
ふ
ー
タ
ー
で
§
J
ゞ
い
｀
f
ャ
＇
t
し
．
§
4
I
r
d
,
々
ー
f
i
→
>
J
ー
ぐ
ー
で
d
夕
い
ヽ
？
ャ
r
J
J
y
ャ
ム
・
"
(
f
J
'
9
J
’
◇
’
r
i
.
~
p
y
4
で
J
,
?
r
A
.
"
.
"
‘
、
・
i
r
↓
ー
ゥ
§
・
で
J
＼
メ
・
し
よ
ゥ
i

r

ャ
：
4
,ヘ

平成11年 3 月 10 日（水） (4) 
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う
巳
ゃ

（笞

◄

大
き
な
声
で
元
気
良
く
（
西
幼
）

1

1

.

,

 

お
ゆ
＿
つ
き
会
圏
＆

生
活
発
表
会
圏

町
の
保
育
圏
と
幼
稚
園
で
は
、
成

長
の
様
子
を
披
露
す
る
あ
ゆ
う
ぎ
会

と
生
活
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
だ
。

2
月
1
8日
（
中
央
保
）
と

2
5日
（
西

保
）
に
は
中
央
公
民
館
で
、
2
0
日
（
中

央
幼
、
西
幼
）
は
各
幼
稚
園
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
か
わ
い
い
子
ど
も
だ

ち
は
歌
っ
た
り
踊
っ
だ
り
、
一
生
懸

命
に
演
技
を
披
露
。
子
ど
も
だ
ち
の

発
表
を
見
て
、
家
族
の
か
だ
が
た
は

「
し
っ
か
り
や
っ
て
い
ま
し
だ
ね
。
感

激
し
ま
し
だ
」
「
家
で
も
一
生
懸
命
練

習
し
て
い
た
し
、
楽
し
ん
で
や
っ
て

い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
だ
。

◄

歌
っ
て
蹄
っ
て
元
気
良
く
ポ
ー
ズ
（
中
央
保
）

►

一
生
懸
命
叡
つ
か
ら
聴
い
て
ね
（
中
央
幼
）

（迄泊廿）

~ 

▲
み
ん
な

(5) 平成11年 3 月 10 日（水）



町
お

か

知
-
°
ら

の
せ

月

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
か
た

は
、
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の

額
が
平
成
1
1
年
度4
月
1

日
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

◇
外
来
（
通
院
）

0
1

日
に
つ
き

5
0
0

円
↓
5
3
0

円
に

改
定

0
1

か
月
4

回

(
2
,
0
0
0円
）
を
限

度
↓
ー
か
月
4

回
（
2

，

1
2
0

円
）

4
 

か
変

に
―
つ
の
医
療
機
関
ご
と
に
支
払
い
ま

す
。
（
た
だ
し
、
医
科
と
歯
科
で
は
別
々

に
支
払
い
ま
す
）

◇
入
院

0
1

日
に
つ
き

1
,
1
0
0

円
↓
ー
，

2

0
0

円
に
改
定

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
、
1

か

月
に

3
5
,
4
0
0

円
を
限
度
と
し
ま

す
。
（
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用

ー

老
人
保
健
の

日一

｀
ら

わ認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
事
前

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
）

1

』

-f, 

.
4
ỳ
 

役
場
住
民
課

内
線
3
3
8

り

部
負
担
金
が

午
前
7

時
1

午
後
8

時
馬
県
議

4

月
1
1
日
同
は
、
群
馬
県
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
日
で
す
。
今
後
の
県
政
の
方
向

を
決
定
す
る
う
え
で
重
要
な
意
義
を
有
す

る
選
挙
で
す
。_
 

日
以
前
（
1

月
1

日
付
け
で
転
入
届
を
し

た
人
を
含
む
）
か
ら
明
和
町
に
引
き
続
き

住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

郵
便
に
よ
る
投
票

会

告
示
4

月
2

日
画

ーらか
の
用
務
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い
る

場
合
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
不
在

者
投
票
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

◇
投
票
時
間

午
前
8

時
3
0
分1
午
後
8

時

◇
投
票
場
所

役
場

重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
や
戦
傷
病
の

か
た
は
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
自
宅
か

ら
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら

投
票
日
4

月

1

日
囲

群

議
員

選
挙

ま

「
身
近
な
自
治
は

か
じ
め
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
す
で
に
交
付

を
受
け
た
か
た
で
、
有
効
期
間
の
切
れ
た

か
た
も
同
様
で
す
）

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
申
請
は
、

選
挙
が
な
い
と
き
で
も
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

総
務
課
内
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
一
票
」

す

選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

内
線
3
3
2

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
た
に
、

抽
選
で
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

◇
実
施
期
間

3

月
1

日
旧
ー

4

月
汎
日
倫

◇
記
念
品

A

草
津
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ
ス
・
ペ

ア
宿
泊
券
2
0
組

B

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ
ス
ポ
ー

ト
・
ペ
ア
券
2
0
組

ほ
か
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

◇
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
8

年
4

月
か
ら
平
成
1
1
年
3

月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
を
す
べ
て
納
め

た
人

②
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
新
規
に
国
民

年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を
申
し
込
ん

だ
人

③
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
新
規
に
国
民

年
金
基
金
に
加
入
手
続
き
を
し
た
人

◇
応
募
万
法

官
製
は
が
き
に
、
応
募
資
格
の
番
号
、

希
望
の
記
念
品

(
Aま
た
は

B
)、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
基
礎
年
金

番
号
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
の
有
無

を
記
入
し
て
送
付
し
ま
す
（
応
募
は
1

人
1

通
）

◇
応
募
先

国
民
年
金
加
入
者
に

宿
泊
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
・

納
付
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平成11年 3 月 10 日（水） (6) 
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会
場

出
演

N
H
K
 

地
域
振
典
券
の
交
付
申
請

は
お
済
み
で
す
か

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
地

域
振
興
券
の
交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か
。

交
付
の
対
象
と
な
る
か
た
は
、
す
で
に
広

報
紙
や
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
か
た
で
ま
だ
交

付
申
請
さ
れ
て
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に

役
場
総
務
課
ま
た
は
福
祉
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
券
取
扱
店
に

4

業
者
追
加
登
録

地
域
振
興
券
取
扱
店
に
、
次
の
事
業
者

が
特
定
事
業
者
と
し
て
追
加
登
録
に
な
り

特
定
事
業
者

東
武
鉄
道
川
俣
駅

多
田
洋
品
店

酒
処
生
山

フ
ァ
ミ
リ
ー
理
容
所

「
地
域
振
興
券
」

地
域
振
興
券
取
扱
店
の

ポ
ス
タ
ー
が
目
印

◇
使
用
期
限
平
成

1
1年
8

月
3
1
日
因

◇
使
用
で
き
る
店
舗
等
町
内
に
あ
る
店

舗
で
、
特
定
事
業
者
と
し
て
町
に
登
録

し
、
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
ス
テ
ッ
カ
ー
の

は
っ
て
あ
る
店
舗
等
（
す
で
に
取
扱
店

の
名
簿
を
チ
ラ
シ
で
配
布
）

※
す
べ
て
1
,
0
0
0

円
券
で
釣
り
銭
は

支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
換
、
譲
渡
、

売
買
は
で
き
な
い
の
と
同
時
に
、
使
え
る

人
は
交
付
さ
れ
た
本
人
と
そ
の
代
理
人
、

使
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

役
場
総
務
課

内
線
3
3
4

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
公
開
録
音
開
催

町
制
施
行
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

N
H
K

ラ
ジ
オ
第
1

放
送
「
民
謡
を
た
ず

ね
て
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。
観
覧

ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の
と
お
り
必
ず
往

.

.

.

.
 

復
は
が
き
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時

4

月
9

日
固
開
場
…
午
後

5

時

3
0
分
開
瀬
…
午
後
6

時

明
和
町
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

岸
千
恵
子
/
『
軍
[
国
町
叩
／
叩
如

観
覧
の
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
で

加
津
恵

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
、
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
（
返
信
面
に
は
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
）
を
明
記
の
う
え
、

ご
応
募
（
は
が
き
1

枚
で
1

名
様
）

く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
で
、
入
場
整
理
券
を

お
送
り
し
ま
す
。

新江上中行ま
江政し

里口黒谷区た

゜

業
種

鉄
道
業

衣
料
品
小
売

飲
食
店

理
容
業

締
め
切
り

3

月
2
5日
困
必
着

宛
先
〒

3
7
1
|
8
5
5
5

前
橋
市

元
総
社
町
1
8
9
N
H
K

前
橋

放
送
局
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
公

開
係

問
い
合
わ
せ

N
H
K

前
橋
放
送
局

6
0
2
7
(
2
5
1
)
1
7
1
2
 

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館6

釧
5
5
5
5

〒
3
7
1
|
8
5
7
0

前
橋
市
大
手

町
1

丁
目
1

番
1

号
群
馬
県
庁
国
民

年
金
課
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係
」

◇
応
募
締
切

5

月
2
1
日
面
（
当
日
消
印
有
効
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
1

年
分
ま
た
は

一
定
期
間
分
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
割
引

さ
れ
ま
す
。
定
額
保
険
料
の
1

年
分
1
5

9
,
6
0
0

円
が
1

年
分
前
納
す
る
と
1

5
5
,
7
5
0

円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
4

月
か
ら
定
額
保
険
料
は
、
1

3
,
3
0
0

円
、
付
加
保
険
料
は
、
1
3
,

7
0
0

円
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
課

役
場
で
は
、
臨
時
職
員
（
運
転
手
）
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

◇
受
け
付
け

4

月
9
日
固
ま
で
役
場
総

務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課

内
線
3
3
7

内
線
3
3
2

役
場
臨
時
職

（
運
転
手
）
募
集

員

こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
お
店
で

ご
使
用
に
な
れ
ま
す

保
険
料
は
前
納
す
る
と

お
得
で
す

交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か

日
本
の
元
気
は
地
域
か
ら

(7) 平成11年 3 月 10 日（水）
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ぉ

か

知
ら
ら
の
せ

シ
ー
ト
昇
降
装
置
付
き

自
動
車
を
貸
し
出
し
ま
す

町
で
は
、
車
い
す
を
必
要
と
す
る
障
害

者
お
よ
び
高
齢
者
等
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
、
福
祉
車
両
（
シ
ー
ト
昇
降
装
置

付
き
自
動
車
）
の
貸
出
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
車
両
は
「
め
い
わ
福
祉
号
」
と
称

し
、
対
象
者
の
通
院
や
買
物
な
ど
日
常
生

活
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
行
事
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
す
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
貸
し
出
し

を
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
か
た
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

町
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

田
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
い
す

で
日
常
行
動
を
行
う
か
た

⑰
高
齢
の
た
め
、
車
い
す
で
日
常
行
動
を

行
う
か
た

⑤
傷
病
等
で
一
時
的
に
車
い
す
で
日
常
行

動
を
行
う
か
た

（
な
お
、
対
象
者
と
行
動
を
共
に
す
る
場

合
で
あ
れ
ば
、
家
族
等
も
め
い
わ
福
祉

号
に
同
乗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

◇
借
用
手
続
き

借
用
し
よ
う
と
す
る
日
の

1

週
間
前
ま

で
に
役
場
福
祉
課
へ
、
印
鑑
持
参
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
費
用

借
用
の
費
用
は
無
料
で
す
が
、
燃
料
費

は
借
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
借
用
回
数
あ
よ
び
期
間

月
2

回
以
内
と
し
、

1

回
に
つ
き

3

日

会
員
を
募
集
し

明
和
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
う
か
た
が
た
が
会
員
と
な
り
セ
ン
タ
ー

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
シ
ル
バ
が
企
業
・
官
公
庁
•
一
般
家
庭
か
ら
高
齢

1

人
材
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
明
和
町
社
者
に
適
し
た
仕
事
を
引
き
受
け
、
会
員
に

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
の
う
え
、
4

月
1

提
供
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

日
よ
り
開
設
し
ま
す
。
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
る
組
織
で
す
。

高
齢
者
の
か
た
で
就
職
は
望
ま
な
い
が
、
◇
会
員
に
な
れ
る
か
だ

生
き
が
い
や
健
康
の
た
め
に
何
か
仕
事
を
一
、
明
和
町
に
住
所
の
あ
る
か
た

し
た
い
、
何
ら
か
の
収
入
を
得
た
い
と
い
二
、
6
0
歳
以
上
の
か
た

社
会
福
祉
協
謙
会
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

明
和
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

役
場
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

6
闘
4
9
2
6

以
内
と
~

し
ま
す
。

※
詳
し
く

は
、
役
場

福
祉
課

（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

内
）
へ
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

、
『

O

じ
＞

て
い
ま
す

三
、
健
康
な
か
た

◇
申
込
方
法

所
定
の
入
会
申
込
書
に
記
入

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

—-
シート昇降装置で乗り降り簡単

町
の
結
婚
相
談
所
で
は
、
2

月
4

日
に

役
場
で
結
婚
相
談
員
会
議
を
開
催
し
、
今

後
の
結
婚
相
談
事
業
の
進
め
方
や
日
ご
ろ

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
「
相
談
員
同
士
の
情

報
の
交
換
を
行
う
」
「
申
込
書
の
内
容
は
完

全
で
な
く
と
も
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
し
た
う
え
で
情
報
と
し
て
生
か
す
」
「
タ

イ
ミ
ン
グ
を
み
て
根
気
よ
く
相
談
す
る
」
「
本

人
の
努
力
も
あ
る
程
度
必
要
」
と
い
う
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
少
子
化
と
人
口
減
少
社
会
に

な
ら
な
い
よ
う
、

P
R

と
努
力
を
重
ね
、

一
組
で
も
多
く
幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
誕
生
の

た
め
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様
か

ら
の
情
報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

申
込
書
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
町
結
婚
相
談
所
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

媒
酌
人
に
報
償
金
交
付

町
で
は
結
婚
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

町
結
婚
相
談
所
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
花

嫁
・
花
婿
を
取
り
持
っ
た
か
た
（
媒
酌
人
）

に
報
償
金

(
1
0万円
）
を
交
付
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
当
該
カ
ッ
プ
ル
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

※
媒
酌
人
は
町
内
•
町
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
当
該
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
後
町
に

在
住
す
る
場
合
等
に
限
り
ま
す
。

役
場
総
務
課
内
線

3
3
2

結
婚
の
相
談
は

ぜ
ひ
相
談

員

に

平成11年 3 月 10 日（水） (8) 



神田典子さん

ん さ

文
部
大
臣
奨
励
賞
に

神
田
典
子

森原昌代さん

受
賞
お
め
で
と第

1
9
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
式

が
2
月
1
0
日
、
県
庁
正
庁
の
間
で
開
か

れ
、
世
界
ク
ラ
ス
の
競
技
会
入
賞
者
や

全
国
規
模
の
競
技
会
優
勝
者
ら
9
8
人
が

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
本
町

か
ら
は
優
秀
選
手
賞
と
し
て
上
江
黒
の

森
原
昌
代
さ
ん
（
西
邑
楽
高
）
と
南
大

島
の
川
合
達
夫
さ
ん
（
日
体
大
助
手
）

の
2
人
が
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

森
原
さ
ん
は
、
昨
年
1
0
月
に
熊
本
県

で
開
か
れ
た
陸
上
の
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
大
会
の
女
子
七
種
競
技
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
川
合
さ
ん
は
、

昨
年
1
0
月
に

J
A

全
共
連
主
催
の
第
4
2
回
全
国
小

・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
大
佐

貫
の
神
田
典
子
さ
ん
（
西
小
6
年
）
が

全
国
審
査
で
特
別
賞
の
文
部
大
臣
奨
励

賞
に
輝
き
、
2
月
1
2
日
、
東
京
・
平
河

町
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
3
都
府
県
よ
り
延
べ
2
9
,
1
5
4

校
の
小
・
中
学
生
か
ら
1
2
8

万
4
0

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
に

森
原
昌
代
さ
ん
．
川
合
達
夫
さ
ん

神
奈
川
県
で
開
か
れ
た
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
の
レ
ス
リ
ン
グ
成
年
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
9
7
キ
ロ
級
で
優
勝
し
、
5
連
覇

を
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
昨
年
1
2
月
に
東
京

都
で
開
か
れ
た
全
日
本
選
手
権
大
会
の

レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
8
5
キ
ロ
級

で
も
優
勝
し
、
3
連
覇
を
達
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
森
原
さ
ん
お
よ
び
川
合
さ

ん
は
、
群
馬
県
体
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ

四
賞
に
も
選
ば
れ
、
2
月
2
5
日
に
前
橋

市
の
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
、
最
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

2
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
半
紙
の

部
で
本
町
の
神
田
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

こ
。t
 

神
田
さ
ん
は
「
受
賞
の
知
ら
せ
に
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
も
喜
ん
で
く
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

う
ご
ざ
い
ま
す

住
民
訴
訟
問
題
（
粗
大
ご
み
処
分
）

明
和
町
民
（
原
告
石
川
俊
夫
、

高
橋
正
雄
、
江
森
浩
）
の
か
た
か

ら
「
明
和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を

適
切
な
処
理
を
せ
ず
に
、
村
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に
埋
め
た
、
こ
れ

を
搬
出
し
、
元
の
と
お
り
に
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
訴
訟

に
つ
い
て
、
第
6
回
の
口
頭
弁
論
が

2

月
2
4
日
前
橋
地
方
裁
判
所
（
村
田

達
生
裁
判
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
に
は
原
告
側
3
名
と
被

告
側
代
理
人
2
名
（
森
尻
弁
護
士
、

福
島
弁
護
士
）
が
出
廷
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
先
ず
、
前
回
被
告
側
の

証
人
と
し
て
2
名
（
江
原
助
役
、
落

合
係
長
）
を
申
し
立
て
た
こ
と
に
つ

い
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
証
人

か
ら
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
陳
述
書

に
基
づ
き
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
落
合
係
長
に
対
し
て
、
被

告
側
代
理
人
の
森
尻
弁
護
士
か
ら
「
埋

立
用
の
穴
の
大
き
さ
、
深
さ
は
ど
の

よ
う
に
決
め
た
の
か
」
「
木
製
品
の
処

置
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
」
な
ど

6
項
目
に
つ
い
て
尋
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
に
原
告
側
（
石
川
氏
、
江

森
氏
）
か
ら
「
原
告
（
江
森
氏
）
が

持
ち
込
ん
だ
ソ
フ
ァ
ー
4
個
は
、
平

成
8
年
3
月
2
4
日
で
は
な
く
平
成
9

年
2
月
2
日
で
あ
る
こ
と
」
「
実
施
に

あ
た
っ
て
村
長
の
決
裁
は
い
た
だ
い

て
い
る
か
」
な
ど
6
項
目
に
つ
い
て

尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
原
助
役
に
対
し
て
、
被

告
側
代
理
人
の
森
尻
弁
護
士
か
ら
「
当

時
の
管
理
権
限
は
だ
れ
に
あ
り
ま
し

た
か
」
「
こ
れ
ま
で
の
明
和
村
の
粗
大

ご
み
処
理
の
経
過
に
つ
い
て
」
な
ど

の
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
原

告
側
（
石
川
氏
、
高
橋
氏
、
江
森
氏
）

か
ら
「
住
民
の
強
い
要
望
に
よ
り
粗

大
ご
み
を
収
集
す
る
こ
と
は
よ
い
が
、

そ
れ
を
埋
め
立
て
て
も
い
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
「
下
江
黒
最
終

処
分
場
が
あ
る
の
に
な
ぜ
給
食
セ
ン

タ
ー
に
埋
め
立
て
を
し
た
の
か
」
な

ど
9
項
目
に
つ
い
て
尋
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
原
告
側
が
「
担
当
課

長
を
証
人
請
求
し
た
い
」
と
い
う
発

言
に
対
し
て
は
「
証
人
請
求
は
し
な

い
」
と
い
う
答
え
で
あ
り
ま
し
た
。

第
6

回
口
頭
弁
論
の
概
要

(9) 平成11存 3 月 10 日（水）



まち のゎtf 町の特産品や観光を紹介
旅のガイドブックが完成

町
で
は
、
明
和
を
全
国
に
P
R

し
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
「
明
和
町
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
製
し
ま
し
た
。

同
ブ
ッ
ク
は
、
今
回
初
め
て
の
発
行
で
、
A
2

判
、
直
角

外
六
つ
折
り
で
1

万
部
を
印
刷
。
町
の
特
産
品
の
梨
、
巨
峰
、

シ
ク
ラ
メ
ン
や
全
国
一
の
産
地
を
誇
る
わ
い
性
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
町
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
マ
ッ
プ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
水
と
緑
豊
か
な
潤
い
に
満
ち
た
風
景
や
多

彩
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
昔
か

ら
受
け
継
が
れ
た
文
化
遺
産
、

芸
術
の
香
り
、
伝
統
と
祭
り

な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
明
和

の
旅
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
の
観
光
案
内
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

配
布
は
、
役
場
経
済
課
や

住
民
課
窓
口
、
町
の
主
な
公

共
施
設
で
行
う
と
と
も
に
、

町
へ
の
視
察
・
研
修
受
け
入

れ
等
で
の
利
用
、
さ
ら
に
全

国
物
産
と
観
光
展
な
ど
で
も

活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課

6
闘
3
1
1
1

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

八木節や和太鼓などを披露

とうもう伝統芸能大会

第
5

回
と
う
も
う
伝
統
芸
能
大
会
が

1

月
3
1日
、
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
の
主
催
に
よ
り
明
和
町
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
東
毛
地
域

9

市
町
の
地

域
に
伝
承
さ
れ
る
郷
土
芸
能
を
実
演
し
、

記
録
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
後
継
者
育

成
を
図
る
の
が
目
的
。
八
木
節
、
和
太

鼓
、
さ
さ
ら
な
ど
の
保
存
団
体
が
出
演

し
、
本
町
か
ら
は
明
和
八
木
節
保
存
会

が
そ
ろ
い
の
法
被
姿
で
「
明
和
名
産
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
能
発
表
後
に
は
各
市
町
の

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ぃ

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

n
u
ー
掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
釧
3
1
1
1

枯草火災を未然に防止

明和消防団

明
和
消
防
団
で
は
1

月

3
1日
、
利
根
川

河
川
敷
の
枯
草
焼
却
を
行
い
ま
し
た
。

乾
燥
し
た
日
が
続
く
こ
の
時
期
に
な
る

と
毎
年
枯
草
火
災
が
発
生
し
て
危
険
な
た

め
、
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
団
員
や
分
署
員
ら

9
2人
が
、
各
分

団
ご
と
に
分
か
れ
て
、
斗
合
田
か
ら
大
輪

地
先
ま
で
の
河
川
敷
内
枯
草
を
一
斉
に
焼

却
す
る
と
、
火
柱
と
と
も
に
黒
煙
が
立
ち

昇
っ
て
い
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平成11年 3 月 10 日（水） (10) 



魅力ある番組づくりを
オフトーク通信番組編成委員会

町
で
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
一

層
充
実
し
た
魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
番
組
編
成
委
員
会
を
設
置
し
、
2

月

2
6
日
に
第1
回
の
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

同
委
員
は
、
町
助
役
を
は
じ
め

2
0

歳
代
以
上
の
加
入
者
、
商
工
会
、
農

業
協
同
組
合
、
各
種
団
体
、
教
育
関

係
の
各
代
表
者
な
ど
1
7
人
で
構
成
。

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情
報
提
供

の
た
め
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委

員
か
ら
意
見
や
要
望
を
求
め
ま
し
た
。

「
町
民
の
声
を
多
く
放
送
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
今
後
の
番
組
絹
成
に
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住民も参加し強盗訓練

駐在所連絡協議会

景気浮揚を願い有効に活用

地域振興券2,000人に交付

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
、
個
人
消
費
の
喚
起
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
地
域
振
興
に
資
す

る
た
め
の
地
域
振
興
券
の
交
付
申
請

受
付
が
、
本
町
で
は
2

月
2
5
日
か
ら

2
8
日
ま
で
中
央
公
民
館
等
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

町
で
は
、
1
5
歳
以
下
の
児
童
が
い

る
世
帯
の
世
帯
主
や
一
定
の
条
件
を

満
た
す
6
5
歳
以
上
の
か
た
、
老
齢
福

祉
年
金
等
の
受
給
者
な
ど
約

2
,
0

0
0

人
の
対
象
者
に
交
付
し
ま
し
た
。

交
付
を
受
け
た
か
た
は
「
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
な
の
で
、
有
効
に
使

っ
て
地
域
の
振
興
に
役
立
て
ら
れ
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
述
べ
る
な
ど
、

景
気
浮
揚
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

気分転換になって楽しいね

老人福祉センター芸能発表会

町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

2

月
2
5
日
に
町
制
施
行
を
記
念
し
て
明

和
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
芸
能
発
表
会

を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
観
客
も
含

め
、
お
よ
そ

2
8
0

名
の
か
た
が
た
が

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
芸
能
発
表
会
は
お
年
寄
り
の
か

た
に
交
流
の
場
を
と
、
毎
年
恒
例
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
1
5
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
延
べ
1
0
3

人
の
会
員

が
参
加
し
、
多
く
の
芸
を
披
露
。

今
回
、
初
め
て
発
表
会
に
参
加
さ
れ

た
か
た
は
「
初
め
て
来
た
け
れ
ど
、
家

に
い
る
よ
り
楽
し
い
で
す
。
気
分
転
換

に
な
り
ま
す
」
と
喜
ん
で
見
て
い
ま
し

こ
。t
 

明
和
駐
在
所
連
絡
協
議
会
で
は
2

月
1

日
、
群
馬
銀
行
明
和
支
店
で
町

内
の
金
融
機
関
の
関
係
者
や
近
隣
住

民
代
表
者
、
威
―
-
―
―
＝
察
官
な
ど
2
6
名
の
協

力
を
得
て
強
盗
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
金
融
機
関
職
員
等

の
役
割
分
担
や
犯
人
に
対
す
る
対
応
、

記
憶
状
況
の
確
認
な
ど
今
後
の
防
犯

強
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
窓
口
閉

店
後
、
住
民
ら
が
客
に
扮
し
、
威
―
-
―
―
＝
察

官
が
強
盗
に
扮
し
て
の
強
盗
訓
練
で
、

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
投
て
き
ま
で
実
施

し
ま
し
た
。

終
了
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
撃
―
―
―

察
官
が
「
日
ご
ろ
か
ら
防
犯
体
制
を

見
直
し
、
犯
罪
対
策
を
講
じ
て
お
く

こ
と
が
大
切
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

=•一=--―-

”AE必李今-
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` 平咸''年度乳幼児健診のお知らせ
乳幼児健診は、あ子さんの発育•発達を見るのに大切なものですから、必す受診しまし
ょう。なあ、平成11年度からは 2 歳児健診を乳児健診と同じ日に実施いだします。
・期 日下記予定表のとあり

・受付時間 午後 1 時～ 2 時

・場 所保健センター

・内 容問診→身体計測→診察→歯科相談→フッ素塗布（希望者）

児相談・栄養相談等）

※受診の際は、母子手暇を必すあ持ちください。

→保健指導（育

平成 1 1 年度乳幼児健診予定表

: 平成11 年
5 月 13 日 6 月 10 日 7 月 8 日

平成12年
2 月 10 日 3 月 9 日

4 月 8 日 1 月 13 日

生後 年月生 年月生 年月生 年月生 年月生年月生 1 年月生年月生 年月生 年月生 年月生

4 か月児 10. 12 11 1 11 2 11 3 11 4 11 5 11 6 11 7 11 9 11 10 11 11 

7 か月児 10. 9 10. 10 10. 11 10. 12 11 1I • 11 2 11 3 11 4 I 111 5 11 6 11 7 11 8 

1 歳児 10. 4 10. 5 10. 6 10. 7 10. 8 10. 9 10 10I • 10. 11 10 12 11 1 11 2 11 3 

2 歳児 9 4 g 5 g 6 g 7 9 8 9 9 I 9 10 9 11 I 9 12 10. 1 10. 2 10. 3 

ひざ

匪[7]ストしツチ

①片足を曲げ、つま先を後ろに向けて座る。

②手の向きを前にして肘を少しすつ曲げなが

ら、ももがピリッとするまで身体を後ろに

倒す。（肘が床につくまでで、それ以上はし

ないように） 10秒閻ほど 2~3 回繰り返す。

■効果

膝の痛みの予防や改善
になリ、同時に膝の動
きがよくなリます。

首筋・肩・背95(7Jストしッチ

①両手を頭の後ろに当て、無理に頭を引ガな

いで、できるだけ背を丸めて両膝の間 1こう

②：：言ニニ：｀
■効果

筋を伸ばし、身体の柔軟
性を高めます。首筋や肩
のコリも和らげます。

腰17]ストしッチ

①両足の裏を合わせ、膝を軽く曲げて座る。―

②両手で脚のつま先を握り、背筋を伸ばしだ

ままで息を0土きながらゆっくり前に曲げる。

10秒間ほど 2~3 回繰り返す。

■効果

艘筋を伸ばします。
腰痛のかたにもおす
すめします。
よ

背筋17]ストしッチ

①床に仰向けに寝て両手を伸ばし、椅子の脚

をつかむ。

②両足のかかとを押しだし、できるだけ意識

して背筋を伸ばす。

③椅子から手を離し、手の平を天井に向けて

リラックスし、両手は頭上に伸ばし、両足

のかかとは下方に押し出す。数回繰り返す。

■効果

背筋を伸ばし、
良い姿勢を保つ
のに効果的。

II .. 

身
の
こ
な
し
を
軽
く

お
気
軽
ス
ト
レ
ッ
チ

ス
ト
レ
ッ
チ
と
は
、
あ
る
物
が
伸
び
た
同
じ
際
理
。
呼
吸
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
リ

リ
、
伸
ば
し
た
リ
と
い
う
意
昧
の
言
葉
で
、
と
、
あ
く
ま
で
自
分
が
気
持
ち
よ
く
感
じ

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
筋
肉
や
腱
を
伸
ば
ら
れ
る
範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

す
健
展
法
を
据
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
あ
く
び
や
背
伸
び
と

平成11年 3 月 10 日（水） (12) 



体育功労者を

表彰

〔
特
別
賞
〕

◇
そ
の
年
の
4

月
1

日
か
ら
翌
年
の

3

月

3
1日
ま
で
の
世
界
選
手
権
·
ア
ジ

ア
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

します
町体育協会では、一層のスポーツ振興を図るだめ

表彰規程を定め、該当者を表彰します。該当される

ガだは、社会体育館へご連絡ください。

6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

ヽ
ー
ノ
、
~
4

-

4

 

館
⑱
夕
⑱

＾
＂
~
育

6

ン

6

↑
体
セ

門
U
n
"
会
羊

。
社
海

員
"
r

負
＂
~

0
、

｀
ヘ

〔
競
技
優
秀
者
〕

◇
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県

記
録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

で
優
秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
3

位
以
内
、
全
国
大
会
6

位
以
内
）

を
収
め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4

月

1

日
か
ら
翌
年
3

月

3
1日
ま
で
と
し

ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
、

た
だ
し
、

5
0歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

◇
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

〔
感
謝
状
〕

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
お
よ
び
理

事

.
 
』. •‘ 

表
彰
規
程

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第
1
4
回
協
会
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

結

果

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
、
大
輪
公
園
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

を
利
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
社
会
体

育
館
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

登
録
が
必
要
で
す

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合
は
、

い
ず
れ
も
町
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
町
内
の

各
学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、

選
考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副

理
事
長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構

成
）
で
決
定
し
ま
す
。

/ 

` 
ヽ

館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更※ 科人 • 祝日板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

る限一

3 月 21 日
浜野病院合村グリニック 橋日クリニック永寿堂医院 わだらせクリニック 館林地区と ;’J 
ff (88) 5678 匹 (70)2221 匹（72)0001 匹（72)4469 匹（77)2727 同じです。 胄i -日

記念病院海宝病院
3 月 22 日 まは (匹72) 

ff (72) 3155 匹（74)0811 ；畠 3

` 
認 1 1 

当 3 月 28 日
白沢医院小倉医院 横田（圭）医院岡田医院 館林地区と 館林地区と 時ま 4 ー  
8(72)1600 匹 (72)0606 匹（72)0255 8 (72) 3163 同じです。 同じです。 しで ‘が--

てか すで。 オ当し且
土井クリニック大神医院 吉日内科クリニック 慶友病院 井上医院 館林地区と

番
4 月 4 日

匹（72) 8841 匹（62)2200 ff (70) 7117 匹（72)6000 匹 (82) 1131 同じです。 ;『。
て ^ 汀

4 月 1 1 日
落合医院 川田（耳）医院 星野こどもりリニッり 最上医院 増田医院 小西医院 : 

医
匹（72)3160 匹（72)3314 ft (70) 7200 匹 (74)3763 匹 (82)2255 匹 (86)2261 さ

負し＼

゜
4 月 18 日

根岸医院 川村医院 松井内科医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と

喜匹（72)3262 匹（72)1337 匹（75)9880 匹（75)3011 同じです。 同じです。
\ 
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加入して安心

扶養共済制度

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

心身に障害があるため、独立困難

な人を扶養している保護者が、毎月

掛金を納めて、万一残された心身障

害者に終身年金を支給する制度です。

◇加入できる保護者

(1)県内に住所があること

(2)特別な疾病障害を有しないこと

(3)年齢が65歳未満であること

◇心身障害者の範囲

①知的障害者

②身体障害者の 1 級から 3 級のかた

③精神または身体に永続的な障害を

有するかたで、その障害程度が①、

②と同程度のかた

◇年金の支給

O 1 口月々 2 万円

02 口月々 4 万円

◇掛金額次のとおりです

掛金表（平成10年 4 月 1 日より）

加入時の年齢 掛金月額

35歳未満 3,500 円

35歳以上40歳未満 4,500円

40歳以上45歳未満 6,000円

45歳以上50歳未満 7,400円

50歳以上55歳未満 8,900円

55歳以上60歳未満 10,800円

60歳以上65歳未満 13,300円

親と子のつどい「新緑の
中で」参加者募集

県立東毛少年自然の家

8 0277 (78) 5666 

◇期日 4 月 24 日（土）から 25 日（日） 1 

泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家（藪

塚本町大字藪塚3657)

◇内容茶臼山登山、野外炊事（う

どん打ち）、レクリエーション等

◇対象小・中•特殊教育諸学校の

児童生徒とその保護者で、親子で

参加できるかた

◇定員親子100人（先着順）
◇費用 1 人2,600円（食事代等）

◇申込期限 4 月 10 日(±)

◇申込方法 参加者の住所、氏名、

性別、年齢（学年）、電話番号を電

話で県立東毛少年自然の家へお知

らせください。

国内体験海洋セミナー

参加者募集

l B &G海洋センター匹（84)5511
実践的な海洋性レクリエーション

活動等を通じて、海に対する理解や

知識・技能を習得させ、人類と海の

係わりを知らしめるため実施します。

◇期日 8 月 2 日（月）～ 6 日（金） （ 4 泊

5 日）

◇研修先 沖縄（航空機使用）

◇対象者 町内の小学 5 年生から中

学生の男女

◇募集人員 1 人（町推せん人数）

◇参加費 64,000円（町で半額補助）

◇申し込み 4 月 15 日（木）午後 5 時ま

でに海洋センターヘお申し込みく

ださい。なお、参加者多数の場合

は抽選となります。

福祉作業所の

入所者を募集

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

町では、障害などの原因により一

般就職が困難なかたを対象に、障害

者福祉作業所を開設しています。

福祉作業所とは、屋内外における

軽作業等を通じて、就職のための基

礎的技能訓練、日常生活や集団生活

に必要な社会性訓練等を行う福祉施

設です。

利用を希望されるかた、利用につ

いての相談は役場福祉課までお申し

込みください。

◇所在地 千津井291 （東小学校北側）

◇対象者 町内に住民登録のある滴

15歳以上の一般就職が困難な障害

者等

◇申し込み役場福祉課ヘ

館林女性ドライバークラブ

町に 3 万円寄附
館林女性ドライバークラブは、

創立25周年を迎え、 2 月 12 日の

記念式典の席上、交通遺児のた

めにと町に3万円寄附されました。

町では、寄附に感謝申し上げ

るとともに、寄附の趣旨を尊重

し、図書館の図書購入等教育文

化の向上のために役立たせてい

ただきます。ありがとうござい

ました。

4 月 1 日から

水道料金を改定

l 役場建設課 公 (84)3111 こ
4 月 1 日から水道料金が改定にな

り、新料金は下記の納入月分から適

用になります。

隔月検針分

行政区~

斗合田・下江黒・上江黒

千津井・江口•田島

南大島・新里

使用月 検針月

5 月

行政区

中谷・梅原・川俣

須賀・大輪・入ケ谷

矢島・大佐貫

使用月 I 検針月 納入月

3 月～ 4 月 I 4 月 5 月

使用水量を新料金と旧料金それ

ぞれ 2 分の 1 として算出し、端

数は旧料金とする。

毎月検針分

工業・官公署等

使用月 検針月 納入月

4 月 4 月 5 月

春の青少年健全育成運動

推進目標

～心豊かでたくましい青少年に～

1 みんなで青少年によリよい環

境を！

2 新たな生活にチャレンジしよ

う！

実施期間

3 月 16 日（火）～ 4 月 15 日（木）

平成 11年 3 月 10 日（水） (14) 



くらし
の
輌報

町の無料法律相談

日時＝ 4 月 12 日旧）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項

対象＝明和町民

担当者＝蓮見弁護士

受付＝ 4 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。

乳幼児健診

日時＝ 4 月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年4月、 9月、 12 月、 9年4月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝ 4 月 6 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 4 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

交通事故相談

日時＝ 4 月 15 日（木）

午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 4 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

国民年金保険料、水道料金

紺リ其月付艮＝ 3 月 31 日（水）

町営住宅

入居者募集

l 役場建設課 匹（84)3111
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 1 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

老人福祉センター利用者は

資格者証の交付申請を

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹（84)4926

老人福祉センターの資格者証は、

60歳以上の町民を対象に希望される

かたに交付しています。入場の際、

資格者証を呈示されますと入場料金

が無料となります。

資格者証の交付をご希望のかたは、

老人福祉センターまで申し出てくだ

さい。

県出先機関の統合と行政事務

所・保健福祉事務所の設置

県庁総務部総務課

s 027(223) 1111 

県では、地方分権の受け皿強化に

向け、 4 月 1 日から出先機関の統合

と行政事務所・保健福祉事務所の設

置等を行うことになりました。

出先機関の統合

◇行政事務所

財務事務所と商工労働事務所を統

合し、新たに行政事務所を設置し

ます。（商工労働部門は太田管轄）

〇統合後の事務所 群馬県館林行政

事務所匹（72)4461

0 所在地 従来の合同庁舎内

0所管区域館林市・邑楽郡

〇統合前の事務所館林財務事務所

◇保健福祉事務所

保健所、福祉事務所、児童相談所を統

合し、新たに保健福祉事務所を設置し

ます。（児童相談部門は太田管轄）

〇統合後の事務所 群馬県館林保健

福祉事務所匹（72)3230 

0所在地 従来の保健所庁舎内

0所管区域館林市・邑楽郡

〇統合前の事務所 邑楽福祉事務所・

館林地域保健所

福祉タクシー利用の

対象者は申請ください

役場福祉課（老人福祉センター内）
匹 (84)4926

在宅の障害者等が外出時にタクシー

を利用する場合、料金の一部を補助

する「福祉タクシー利用券」を毎年

度申請により交付しています。

◇対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級のかた
②療育手帳の交付を受けているかた

③70歳以上の 1 人暮らし抵帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯

※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていないかた

※③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

◇補助額

運賃のうち基本料金を補助

◇利用券の交付

対象者 1 人につき年間40枚交付

（年の途中申請は月割交付）

◇利用方法

タクシーの運転手に身体障害者手

帳等を見せ、利用券を 1 枚渡して

ください。

◇利用できるタクジ一

川俣タクシー、館林無線タクシー

共同配車センター加盟社（多々良

タクシー、館林合同タクシー、つ

つじタクシー）、矢島タクシー、す

みれタクシー、朝日タクシー

※申請していないかたは、地区の民生

委員または福祉課へご連絡ください。

(—" 

緑 化 講 座

l 県緑化センター 匹 (88)7188 こ
家庭緑化を進めるため、 4 月は「彩

りを楽しむ庭づくり」をテーマとし

て開催します。

◇日時 4 月 15 日（木） 午前10時～正

午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員 飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」
を開設して、庭木や花の作り方、管

理の仕方等の相談に応じています。

(15) 平成11年 3 月 10 日（水）
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町の人口と世帯
3 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,333戸（土 0)

人口総数 11, 656人(- 6) 

急
2 月の救急車出動回薮

病 28件 交通事故 9 件 その他

代
表
関
芳
江

か
ぽ
や
が
沼

文

芸

皆
さ
ん
は
人
に
本
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読
ん
で
も
ら
っ

て
楽
し
い
と
か
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気
持
ち
が
安
ら
い
だ

と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
か
。
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た
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に
、
た
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え

わ
ず
か
な
時
間
で
も
そ
ん
な
気
分
を
味

わ
っ
て
欲
し
い
と
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
毎
月
第

2

土
曜
日
の
午
前

1
0時
か
ら
中
央
公
民
館

で
や
っ
て
い
ま
す
。

主
に
絵
本
で
す
が
、
い
い
絵
本
は
大

人
を
も
引
き
つ
け
ま
す
。
絵
で
も
文
で

も
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そ
し
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子
ど
も
た
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を
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の
世
界

に
遊
ば
せ
ま
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に
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っ
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が
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だ
ろ
う
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ま
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一
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す
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み
聞
か
せ
に
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心
が
あ
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か
た
、
さ
あ
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
。

男 5,846人・女 5,810人

〈 2 月中の動き〉

出生 2 人・死亡 4 人

転入 26人・転出 30人
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※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。
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訂
正
と
お
わ
び

2

月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま

す
。2

0ペ
ー
ジ
の
お
め
で
た
氏
名
欄

で
、
「
杉
田
怪
斗
」
君
の
「
怪
」
と

あ
る
の
は
「
快
」
の
誤
り
で
し
た
。

花
の
便
り
を
聞
く
頃
と
な
り
、
行
楽
の
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
特
産
品

や
観
光
な
ど
を
紹
介
し
た
「
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
製
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
水
と

緑
と
歴
史
の
ま
ち
明
和
の
旅
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。
®

春
は
、
卒
業
・
入
学
シ
ー
ズ
ン
、
青
少
年
が

不
安
と
希
望
を
抱
く
と
き
で
す
。

1
6日
か
ら
は
、

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

私
も
一
人
の
大
人
と
し
て
、
健
全
育
成
に
協
力

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
©

2

月

2
6日
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
番
組
編
成
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
実
に
な
る
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
に
身
近
な
、
魅
力
あ

る
番
組
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る

つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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